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評価の進め方

6.1.1 評価方針

ダム管理フォローアップ制度は、適切なダム管理を行っていく重要性を鑑み、事業の

効果や環境への影響等を分析、評価し、必要に応じて改善措置を講じる取り組みである。

各ダムで 5 年ごとに過去の調査結果の分析・評価を行い、定期報告書を作成する。

ここでは、青蓮寺ダムの｢河川水辺の国勢調査｣の結果を活用し、生物に関する評価と

してダム湖及びその周辺の環境特性の把握を行い、生物の生育・生息状況に変化が生じ

ているかどうかを整理した。

検証、評価する項目は以下のとおりである。

(1) 生物の生息・生育状況の変化の検証

(2) 生物の生息・生育状況の変化の評価

(3) 環境保全対策の効果の評価

6.1.2 評価手順

生物に関する評価の手順を図 6.1.2-1 に示す。

収集した資料をもとに、基礎情報としてダム湖及びその周辺の環境の把握を行った。

生物の生息・生育状況の変化の状況やダムの特性(立地条件、経年変化、既往調査結果

等)を踏まえ、ダムの存在やダムの運用・管理に伴う影響を把握するために必要と考えら

れる分析対象種を選定した。

次に、選定した分析対象種が影響を受けると考えられる環境エリア毎に、生物の生息・

生育環境条件の状況と生物の生息・生育状況を経年的に比較検討した。生物の生息・生

育状況に変化がみられた場合は、その変化がダムの存在やダムの運用・管理に伴う影響

か、それ以外による影響かの観点から変化の要因を検討し、ダムとの関連を検証した。

その結果について評価の視点を定め、分析対象種を生物群毎に評価した。

また、重要な種(以下｢重要種｣という。)、国外外来種(以下｢外来種｣という。)は、経

年的な確認状況だけでなく、個体数などの基本情報を整理し、生態的な特徴から、ダム

の存在やダムの運用・管理に伴う影響の有無や程度を分析し、今後の環境保全対策等の

必要性や方向性を検討した。

さらに環境保全対策について、目標と現状を比較することにより、効果を評価した。

これら評価結果により、ダム湖及びその周辺の環境について、改善の必要性のある課

題をとりまとめた。
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図 6.1.2-1 生物の評価の手順
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6.1.3 調査実施状況の整理

青蓮寺ダムでは、陸域に係る調査として陸上植物、鳥類、両生類、爬虫類、哺乳類、

陸上昆虫類等の調査を、水域に係る調査として魚類、底生動物、動植物プランクトンの

調査を実施している。

青蓮寺ダムの生物にかかる調査の区域区分を図 6.1.3-1 に示す。

図 6.1.3-1 生物調査の調査地区の区分

下流河川

【河川内(水域)及び河畔】

青蓮寺ダム下流の河川を対
象とした調査

ダム湖内

【ダム湖内(水域)及び水位変動域】

平常時最高貯水位以下の水域及び水
位変動域を対象とした調査
※マニュアルの改定(平成 18 年度)により、

平成 22 年度から水位変動域も新たに調査対

象となっている。

ダム湖周辺

【ダム湖周辺の陸域】

平常時最高貯水位から
距離 300～500m の範囲
を対象とした調査

流入河川

【河川内(水域)及び河畔】

平常時最高貯水位より上流
側を対象とした調査
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調査実施状況

青蓮寺ダムで実施した生物調査の実施状況を表 6.3-1 に示す。

青蓮寺ダムは、平成 5 年度から河川水辺の国勢調査として、ダム周辺の環境調査を実

施している。

平成 28 年度から令和 2 年度においては、魚類、底生動物、動植物プランクトン、植

物、鳥類、ダム湖環境基図の調査を実施している。両生類・爬虫類・哺乳類、陸上昆虫

類等の調査は実施されていない。
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表 6.1-1(1) 年度別調査実施状況の整理

※平成 5 年度、平成 8 年度、平成 13 年度は魚介類調査を実施していた。

魚
類
※

底
生
動

物

動
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン

鳥
類

両
生
類

・
爬
虫
類
・
哺
乳

類

陸
上
昆

虫
類
等

植
物

そ
の
他

名張川上流ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

（青蓮寺ダム）

名張川上流ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

（植物調査，陸上昆虫類等調査）（青蓮寺ダム）

名張川上流ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

（底生動物調査）（青蓮寺ダム）

名張川上流ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

（魚介類調査）（青蓮寺ダム）

名張川上流ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

（鳥類調査）（青蓮寺ダム）

名張川上流ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（両生類・爬虫類・哺乳類調査・陸上昆虫類等調査）（青蓮寺ダ
ム）
木津川ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

(動植物プランクトン調査)（青蓮寺ダム）

名張川上流ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

(植物調査)（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

（底生動物）（青蓮寺ダム）

木津川ムダム群河川水辺の国勢調査報告書

（魚介類調査）（青蓮寺ダム）

河川水辺の国勢調査報告書

（鳥類調査）（青蓮寺ダム）

河川水辺の国勢調査報告書

（両生類・爬虫類・哺乳類）（青蓮寺ダム）

河川水辺の国勢調査報告書

（陸上昆虫類）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査（その３）報告書

(動植物プランクトン調査)（青蓮寺ダム）

河川水辺の国勢調査報告書

（陸上植物調査）（青蓮寺ダム）

河川水辺の国勢調査報告書

（底生動物調査）（青蓮寺ダム）

河川水辺の国勢調査

（動植物プランクトン調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査（その２）報告書

（鳥類調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査（その２）報告書

（鳥類調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査（その２）報告書

（魚類調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査（その２）報告書

（底生動物調査）（青蓮寺ダム）
平成20年度 20 ●

19平成19年度 ●

平成18年度 ●

●平成18年度 17

平成17年度 16 ●

平成16年度 15

●

平成16年度 14 ●

平成15年度 13

平成15年度 12 ●

平成14年度 11 ●

平成13年度 10 ●

平成12年度 9 ●

平成11年度 8

●

平成11年度 7 ●

平成10年度 6 ●

平成9年度 5 ●

平成8年度 4 ●

●

平成7年度 3 ●

●

平成6年度 2

年度
調査
番号

調査件名

対象生物

平成5年度 1 ● ● ● ●

●

●

●

●平成19年度

18
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表 6.1-1 (2) 年度別調査実施状況の整理

魚
類
※

底
生
動

物

動
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン

鳥
類

両
生
類

・
爬
虫
類
・
哺
乳

類

陸
上
昆

虫
類
等

植
物

そ
の
他

青蓮寺ダム他河川水辺の国勢調査報告書

（植物調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（ダム湖環境基図作成調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（両生類・爬虫類・哺乳類）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（魚類調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群下流河川環境調査等報告書

（付着藻類調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（底生動物調査）（青蓮寺ダム）

比奈知ダム他河川水辺の国勢調査報告書

（陸上昆虫類等）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群プランクトン調査報告書

（動植物プランクトン調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（ダム湖環境基図作成調査）（青蓮寺ダム）

青蓮寺ダム河川水辺の国勢調査業務報告書

（鳥類調査）

平成29 年度木津川ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

（魚類調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査業務報告書

（底生動物調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（植物調査）（青蓮寺ダム）

木津川ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（ダム湖環境基図作成調査）（青蓮寺ダム）
●

平成28年度 30 ●

●

令和2年度 34

令和元年度 33

平成30年度 32 ●

平成29年度 31 ●

●平成21年度

年度
調査
番号

調査件名

対象生物

21

●平成22年度 22

平成23年度 23 ●

平成24年度 24 ●

●

●平成24年度 25

平成25年度 26 ●

平成26年度 27

平成26年度 28 ●

平成27年度 29 ●
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調査地区の変更等

青蓮寺ダムは、平成 5 年度から河川水辺の国勢調査が始まり、「河川水辺の国勢調査

（ダム湖版）」（平成 6 年度）に則った調査を行っている。平成 18 年度、平成 27 年度に

調査マニュアルの改訂があり、調査地区の見直しを行った。

表 6.1-2 調査実施状況

※魚類調査については、平成 13 年以前は魚介類調査として実施されていた。

1) 平成 5 年度 青蓮寺ダム河川水辺の国勢調査開始(青蓮寺ダム管理開始後 23 年目)

2）平成 6 年度～「河川水辺の国勢調査マニュアル(案)(ダム湖版)」(平成 6 年度版)に則る。

3) 平成 13 年度～陸域調査(植物、鳥類、両･爬･哺、陸上昆虫類等)の調査地区の設定の考え方が改定されて

いる。

○群落面積の大きい順(3 位まで)の各群落内と、特徴的な群落内に調査地区を設置

○群落以外では「林縁部」と「河畔」に調査地点を設置

4）平成 18 年度～「河川水辺の国勢調査マニュアル(案)(ダム湖版)」(平成 18 年度版)に改定。

（調査頻度、調査地点等の設定について改定。）

○水系全体で同じ項目を同じ年に実施

○魚類と底生動物、植物と陸上昆虫類等、生態学的な関連性から、調査地区の調査時期の見直し。

○ダム湖環境エリア区分（ダム湖、ダム湖周辺、流入河川、下流河川、

その他（エコトーン・地形改変箇所・環境創出箇所））毎に調査地区、調査ルート等の見直し。

○植物（植物相）、鳥類、両・爬・哺、陸上昆虫類等は、調査を 5 年に 1 度から 10 年に 1 度に変更

5）平成 23 年度～「河川水辺の国勢調査マニュアル(案)(ダム湖版)」(平成 18 年度版)を一部改定

○文献調査の簡素化

6）平成 28 年度～「河川水辺の国勢調査マニュアル(案)(ダム湖版)」(平成 28 年度版)に改定

○動植物プランクトン調査の調査手法・頻度等の見直し、アドバイザー制度の廃止、定期水質調査と

の連携

○ダム湖周辺(樹林内)調査地区の見直し（陸域調査地区廃止検討の手続き）

○底生動物調査の定性調査における調査対象環境区分の統合

図 6.1.3-2 調査期間概要

現在 R3

●･･･実施年

調査項目
平成5
年度

平成6
年度

平成7
年度

平成8
年度

平成9
年度

平成10
年度

平成11
年度

平成12
年度

平成13
年度

平成14
年度

平成15
年度

平成16
年度

平成17
年度

平成18
年度

平成19
年度

平成20
年度

平成21
年度

平成22
年度

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度

魚類 ● ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ● ● ●

動植物プランクトン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鳥類 ● ● ● ● ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ● ● ● ●

陸上昆虫類等 ● ● ● ●

植物 ● ● ● ● ●

ダム湖環境基図作成 ● ● ●

1)河川水辺の国勢調査(ダム湖)

4)マニュアル改定3)調査地点
の改定

2)河川水辺の国勢調査
マニュアル（案）

5)マニュアル

一部改定
6)マニュアル

一部改定
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6.1.4 各生物の調査実施状況

生物の調査実施概要を以下に整理する。

魚類

魚類調査の実施内容を表 6.1-3 に、調査位置図を図 6.1.4-1 に示す。

表 6.1-3 調査項目別内容一覧(魚類)

注 1）※は淀青下 1 の初夏季の調査においては、漁協からの要望により、定置網、はえなわ等は使用でき

なかった。

注 2）－ は調査未実施

注３）平成 29 年度の 11 月調査は、出水により延期した秋季調査の一部である（夏季調査：8 月 29 日～

9 月 1 日、秋季調査：10 月 17 日及び 11 月 28～29 日）。

年度

調
査

番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

下流河川 -

ダム湖内 St.3

流入河川 St.1､2

下流河川 No.1

ダム湖内 No.2､3､5

流入河川 No.4、6

下流河川 St.1

ダム湖内 St.2､3､5､7

流入河川 St.4、6

下流河川 淀青下1

ダム湖内 淀青湖2､3､4､
6

流入河川 淀青入1、2

下流河川 淀青下1 初夏季 ※： ・捕獲調査（投網、タモ網、カゴ網、セルび
ん）
夏季 ： ・捕獲調査（投網、タモ網、定置網、はえなわ、

カゴ網、セルびん）・潜水観察
ダム湖内 淀青湖2､4､5､

6
・捕獲調査
（投網、タモ網、刺網、はえなわ、カゴ網、セルびん）

流入河川 淀青入1 ・捕獲調査
（投網、タモ網、定置網、はえなわ、カゴ網、セルびん）
・潜水観察

淀青入2 ・捕獲調査（投網、タモ網、カゴ網、セルびん）
・潜水観察

下流河川 淀青下1 ・捕獲調査（投網、タモ網、定置網、はえなわ、 カゴ網、
セルびん）
・潜水観察

ダム湖内 淀青湖2-1､
4､5､6

・捕獲調査
（投網、タモ網、刺網、はえなわ、カゴ網、セルびん）

流入河川 淀青入1、2 ・捕獲調査
（投網、タモ網、定置網、はえなわ、カゴ網、セルびん）
・潜水観察

・捕獲調査
（投網、タモ網、刺網、はえなわ、カニカゴ、どう、セルビ
ン）
・潜水目視観察

・捕獲調査
（投網、タモ網、刺網、延網、釣竿、カゴワナ、
カニカゴ、セルビン）

平成8年度 4

10

平成13年7-8月､
10月

・捕獲調査
（投網、タモ網、刺網、定置網、はえなわ、カニカゴ、セ
ルビン）
・潜水目視観察

1

平成5年9月

平成19年度

平成24年7-8月

平成5年度

平成13年度

・捕獲調査
（投網、タモ網、定置網、刺網、はえなわ、どう、カゴ網、
セルびん）
・潜水観察

平成8年7月､10月

平成29年度 31

平成29年8-9月、
10-11月

19

平成19年6月､8月

平成24年度 24



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-9

図 6.1.4-1 魚類調査位置図

淀青入1(H24,H29)

淀青下1
（H19,H24,H29）

St1 （H8,H13）

淀青湖2-1(H29)

淀青湖5(H24,H29)

淀青湖6(H19)

st5（H13）

No.2（H5)、No.5（H8）

淀青入2(H24,H29)

淀青湖6(H24,H29)

淀青湖4(H24,H29)

No.2（H8）

No.1（H5）

淀青湖6(H24,H29)

淀青湖3(H19)

st3（H13）

淀青湖4(H24,H29)

淀青湖2(H19)

st2（H13）

No.3（H5,H8）

淀青湖4 (H19)
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底生動物調査

底生動物調査の実施内容を表 6.1-4 に、調査位置図を図 6.1.4-2 に示す。

表 6.1-4 調査項目別内容一覧(底生動物)

年度

調
査

番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

下流河川 St.1

ダム湖内 St.2､3､4

流入河川 St.5､6

下流河川 St.1

ダム湖内 St.2､3､4

流入河川 St.5､6

下流河川 St.1

ダム湖内 St.2､3､4

流入河川 St.5､6

下流河川 淀青下1､2

ダム湖内 淀青湖1､2､3､4､6

流入河川 淀青入1、2

下流河川 淀青下1

ダム湖内 淀青湖1､2､4､5、6

流入河川 淀青入1、2

下流河川 淀青下1、2

ダム湖内 淀青湖1､2､4､5、6

流入河川 淀青入1、2

・定量採集（25×25cmコドラート及び目合0.5mmのハ
ンドネットにより採集）
・定性採集（目合0.5mmのハンドネット）
・定点採集（15×15cmエクマンバージ型採泥器によ
り採集、5回採集）

平成12年度

平成5年9月
平成6年2月-3
月

採泥器などによる採取

ダム湖周辺1

・定量採集（25×25cmコドラート、8箇所で採集）
・定性採集
・定点採集（15×15cmエクマンバージ型採泥器によ
り採集、6回程度採集）

St.1～6

平成7年度 3

平成7年7-8
月、12月
平成8年2月

9

平成12年7月､
11月
平成13年1月

・定量採集（25×25cmサーバネット、8回採集）
・定性採集（目合0.5mmハンドネット）
・定点採集（15×15cmエクマンバージ型採泥器によ
り採集、5回採集）

平成20年度 20

平成20年4月、
8月

・定量採集（25×25cmサーバネット）
・定性採集（0.5mmDフレームネット等よる採集）
・定点採集（15×15cmエクマンバージ型採泥器によ
り採集、4回採集）

平成5年度

平成17年度 16

平成17年7月､
10-11月
平成18年1月

平成30年度 32

平成30年4月、
8月

・定量採集（25×25cmサーバネット）
・定性採集（0.5mmDフレームネット等よる採集）
・定点採集（20×20cmエクマンバージ型採泥器によ
り採集、3回採集）

平成25年度 26

平成25年4月、
8月

・定量採集（25×25cmサーバネット）
・定性採集（0.5mmDフレームネット等よる採集）
・定点採集（20×20cmエクマンバージ型採泥器によ
り採集、3回採集）
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図 6.1.4-2 底生動物調査位置図

ｓｔ5(H7)

淀青下2(H30)

淀青下1(H20,H25,30)

ｓｔ1(H7,H12,H17)

ｓｔ3(H7,H12,H17)

淀青湖2(H25,H30)

淀青湖4(H20)

淀青湖5(H25,30)

淀青湖6(H20)

淀青入2(H20)

ｓｔ5(H12,H17)

淀青入1(H25,30)

淀青湖4(H25,H30)

淀青湖2(H20)

ｓｔ4(H7,H12,H17)

淀青湖1(H20,H25,H30)

ｓｔ2(H7,H12,H17)

淀青湖3(H20)

淀青湖6(H25,30)

淀青入2(H25,H30)

淀青入1(H20)

ｓｔ6(H7,H12,H17)
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動植物プランクトン

動植物プランクトン調査の実施内容を表 6.1-5 に、調査位置図を図 6.1.4-3 に示す。

表 6.1-5 調査項目別内容一覧(動植物プランクトン)

年度

調
査

番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

下流河川 No.1

ダム湖内 No.2～No.5

流入河川 No.6

下流河川 No.1

ダム湖内 No.2､3､4

流入河川 No.6

下流河川 No.1

ダム湖内 No.2､3､4

流入河川 No.6

下流河川

淀青下1

ダム湖内
淀青湖2

平成28年度 － ダム湖内

網場 植物プランクトン：平成
28年4月～平成29年3
月（毎月実施）
動物プランクトン：平成
28年5月、8月、11月、
平成29年2月

植物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

動物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

平成29年度 － ダム湖内

網場 植物プランクトン：平成
29年4月～平成30年3
月（毎月実施）
動物プランクトン：平成
29年5月、8月、11月、
平成30年2月

植物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

動物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

平成30年度 － ダム湖内

網場 植物プランクトン：平成
30年4月～平成31年3
月（毎月実施）
動物プランクトン：平成
30年5月、8月、11月、
平成31年2月

植物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

動物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

令和元年度 － ダム湖内

網場 植物プランクトン：平成
31年4月～令和2年3月
（毎月実施）
動物プランクトン：令和
元年5月、8月、11月、
令和2年2月

植物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

動物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

令和2年度 － ダム湖内

網場 植物プランクトン：令和
2年4月～令和3年3月
（毎月実施）
動物プランクトン：令和
2年5月、8月、11月、令
和3年2月

植物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

動物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

平成5年度 1

平成5年4月～10月、
11月、12月

植物プランクトン
・採水法

動物プランクトン
・採水法
・ネット法

平成16年度

平成11年度 7

平成26年度

14

平成18年度

植物プランクトン：平成
26年4月～平成27年3
月（毎月実施）
動物プランクトン：平成
26年2月、5月、8月、11
月

植物プランクトン：平成
18年4月～平成19年3
月（毎月実施）
動物プランクトン：平成
18年5月、8月、11月、
平成19年2月

18

網場、青蓮
寺橋、弁天
橋

植物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

動物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)
・ネット法(丸川式中層プランクトンネット)

平成11年5月､8月､
11月
平成12年1月

ダム湖内

平成16年5月､8月､
11月
平成17年2月

28

植物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

動物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)
・ネット法(定量用開閉式プランクトンネット)

植物プランクトン
・採水法

動物プランクトン
・採水法
・ネット法

植物プランクトン
・採水法(バンドーン型採水器)

動物プランクトン
・ネット法(丸川式中層プランクトンネット)
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図 6.1.4-3 動植物プランクトン調査位置図

網場(H26,H28,29,30,R1,R2)
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植物調査

植物調査

植物調査の実施内容を表 6.1-6 に、調査位置図を図 6.1.4-4 に示す。

表 6.1-6 調査項目別内容一覧(植物)

ダム湖環境基図作成調査

ダム湖環境基図作成調査の実施内容を表 6.1-7 に、調査位置図を図 6.1.4-4 に示

す。

表 6.1-7 調査項目別内容一覧(環境基図)

年度

調
査

番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

下流河川 淀青青Q1､F1

ダム湖 淀青青Q4

ダム湖周辺 淀青青Q2､Q3､Q5

流入河川
淀青青Q6､Q7､
F2､F3

下流河川 淀青青F1

ダム湖

ダム湖周辺 淀青青Q1､Q2､Q3

流入河川 淀青青F2､F3

下流河川 淀青青F1

ダム湖

ダム湖周辺 淀青青Q1､Q2､Q3

流入河川 淀青青F2､F3

平成27年11月 ・植生分布調査：現地踏査
・植生断面調査：現地踏査
・群落組成調査：コドラート法

令和2年度 30

令和2年10月 ・植生分布調査：現地踏査
・植生断面調査：現地踏査
・群落組成調査：コドラート法

平成22年度 22

平成22年11月 ・植生分布調査：現地踏査
・植生断面調査：現地踏査
・群落組成調査：コドラート法

平成27年度 29

年度

調
査

番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

平成6年度 2 ダム湖周辺

・植生調査：
調査範囲全域

・植生分布調査：
調査範囲全域

・群落組成調査：
No.1～No.29

平成6年5月､7
月、10月

・植物相調査：現地踏査
・植生分布調査：現地踏査
・群落組成調査：コドラート法

平成11年度 8 ダム湖周辺

・植生調査：
調査範囲全域

・植生分布調査：
調査範囲全域

・群落組成調査：
No.1～No.29

平成11年5月､
8月、10月

・植物相調査：現地踏査
・植生分布調査：現地踏査
・群落組成調査：コドラート法

下流河川 6

ダム湖周辺

・植生調査：
1、2、3、4、5､8

・群落組成調査：
No.1～No.29

流入河川 5-2

下流河川 S-1

ダム湖 S-15

ダム湖周辺
S-11､S-12､S-13､
S-14

流入河川 S-5

下流河川 淀青下1

ダム湖 淀青湖3

ダム湖周辺 淀青周1，2，3，4

流入河川 淀青入2

令和元年度 33

令和元年5月、
8月、10月

・植物相調査：現地踏査

平成16年5月、
8月、10月

・植物相調査：現地踏査
・植生分布調査：現地踏査
・群落組成調査：コドラート法

平成16年度 15

平成21年度 21

平成21年5月､
8月、10月

・植物相調査：現地踏査
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図 6.1.4-4 植物調査位置図

： 植生図作成調査範囲

： 水域（河川・構造物）調査範囲

■ ： 群落組成調査実施地点

： 植生断面調査地点

凡例

淀青青F1(H22,H27,R2)

淀青青F2(H22,H27,R2)

淀青青Q2(R2)

淀青青F3(H22,H27,R2)
淀青青Q2(R2)

淀青下1(R1)

淀青周2(R1)

淀青周1(R1)

淀青周3(R1)

淀青周4(R1)

淀青入2(R1)

S-1(H21)

S-15(H21)
淀青湖3(R1)

S-14(H21)

S-12(H21)

S-11(H21)

S-13(H21)

S-5(H21)



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-16

鳥類

植物調査の実施内容を表 6.1-8 に、調査位置図を図 6.1.4-5 に示す。

なお、平成 18 年度～平成 19 年度調査は以下では平成 18 年度調査として表記する。

表 6.1-8 調査項目別調査内容一覧(鳥類)

年度

調
査

番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

平成5年度 1 ダム湖周辺

R-1～R-3
P1～P3

平成5年5月､8月､9～10月
平成6年1月
（調査回数：各調査季とも、各ルー
ト・地点1回ずつ）

・ラインセンサス法
・定位記録法

平成9年度 5 ダム湖周辺

R-1～R-3
P1～P3

平成9年5月､6月、10月
平成10年1月
（調査回数：各調査季とも、各ルー
ト・地点1回ずつ）

・ラインセンサス法
・定位記録法
・夜間調査
・移動中の確認種の記録

下流河川 5-1

ダム湖内
P1～P3

ダム湖周辺
1～3､4-1､
4-2､6

流入河川 5-2

ダム湖 淀青湖7

ダム湖周辺 淀青周1～3

下流河川 淀青下1

流入河川 淀青入1

ダム湖 淀青湖7

ダム湖周辺 淀青周1～4

下流河川 淀青下1

流入河川 淀青入2

平成28年度 29

平成28年6月、9月、11月
平成29年1月

・船上センサス
・定点センサス
・ラインセンサス
・スポットセンサス
・集団分布地調査
・夜間調査

・スポットセンサス
・集団分布地調査

平成18年度
～

平成19年度
18

平成18年6月、10月、
平成19年1月
平成19年5月
（調査回数：各調査季とも、各ルー
ト・地点1回ずつ）

・船上センサス
・定点センサス
・ラインセンサス＋スポットセンサス
・スポットセンサス
・夜間調査

平成14年度 11

平成14年5月､6月、10月
平成15年1月
（調査回数：各調査季とも、各ルー
ト・地点1回ずつ）

・ラインセンサス法
・定位記録法
・夜間調査
・移動中の確認種の記録
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図 6.1.4-5 鳥類調査位置図

● ： 定点調査地点

： ラインセンサス

： スポットセンサス

凡例

淀青下1(H18,H28)

淀青湖7-2(H28)

淀青湖7-1(H28)

淀青周2(H18,H28)

淀青周4(H28)

淀青周1(H18,H28)

淀青周3(H19,H28)

淀青入1(H18,H28)
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両生類・爬虫類・哺乳類調査

両生類・爬虫類・哺乳類調査の実施内容を表 6.1-9 及び表 6.1-10 に、調査位置図を

図 6.1.4-6 に示す。

表 6.1-9 調査項目別調査内容一覧(両生類・爬虫類)

表 6.1-10 調査項目別調査内容一覧(哺乳類)

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

下流河川 5-1

ダム湖周辺
1､2､3､4-1、
4-2､6

流入河川
5-2

下流河川
S-1
（※前回調査地点：5-1）

ダム湖
S-15
（※新規設定）

ダム湖周辺

S-11､S-12､S-13､S-14
（※前回調査地点：1､2､3､4-

1）

流入河川
S-5
（※前回調査地点：5-2）

平成23年度 23

平成23年5月､7
月､10月

・目撃法
・捕獲法
・トラップ法

平成15年5月､8
月､10月

・目撃法
・フィールドサイン法

平成15年度 12

平成10年度 6

平成10年5月､6
月､7月､8月､10月

・目撃法
・フィールドサイン法
・トラップ法（カメトラップ）
・コガタブチサンショウウオ・モリアオガエル補足調査
・オオサンショウウオ捕捉調査

ダム湖周辺

・踏査：
調査区域全域

・トラップ
No.1～6

平成5年度 1

平成5年6月､8月､
10月

・目撃法
・フィールドサイン法

ダム湖周辺

調査区域全域

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

下流河川
5-1

ダム湖周辺
1､2､3､4-1、
4-2、6

流入河川
5-2

下流河川
S-1
（※前回調査地点：5-1）

ダム湖
S-15
（※新規設定）

ダム湖周辺

S-11､S-12､S-13､S-14
（※前回調査地点：1､2､3､4-

1）

流入河川
S-5
（※前回調査地点：5-2）

平成15年5月､
8月、10月
平成16年1月

・目撃法
・フィールドサイン法
・トラップ法
・無人撮影機による確認

平成15年度 12

平成10年度 6

平成10年5月､
8月、10月
平成11年1月

・目撃法
・フィールドサイン法
・トラップ法(パンチュウトラップ、モールトラップ）
・無人撮影機による確認ダム湖周辺

・踏査：
調査区域全域

・トラップ
No.1～No.4

平成23年度 23

平成23年5月､7
月､10月

・目撃法
・フィールドサイン法
・トラップ法
・無人撮影機による確認

平成5年度 1

平成5年5月､8月､
10月
平成6年1月

・目撃法
・フィールドサイン法
・トラップ法（パンチュウトラップ、金網カゴ型ワナ）

ダム湖周辺

・踏査：
調査区域全域

・トラップ
No.1～No.3
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図 6.1.4-6 両生類・爬虫類・哺乳類調査位置図

● ： 両生類・爬虫類トラップ調査地点

▲ ： 哺乳類トラップ調査地点

■ ： 無人撮影装置

： H15・H23踏査ルート

凡例
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陸上昆虫類等調査

陸上昆虫類等調査の実施内容を表 6.1-11 に、調査位置図を図 6.1.4-7 に示す。

表 6.1-11 調査項目別調査内容一覧(陸上昆虫類等)

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

下流河川
5-1

ダム湖周辺
1､2､3､4-1､4-2、
6

流入河川
5-2

下流河川
淀青下1
（※前回調査地点：5-

1）

ダム湖
淀青湖3
（※新規設定）

ダム湖周辺
淀青周1、2、3、4
（※前回調査地点：2､

4-2､1､3）

流入河川
淀青入2
（※前回調査地点：5-

2）

平成26年度 27

平成26年5月､
8月、9月、11月

・任意採集法
(見つけ採り法、スウィーピング法、ビーティング法、目撃法、

石おこし採集）
・ライトトラップ法（ボックス法、カーテン法）
・ピットフォールトラップ法

平成15年5月､
7月、10月

・任意採集法
(見つけ採り法、スウィーピング法、ビーティング法）

・ライトトラップ法（ボックス法、カーテン法）
・ピットフォールトラップ法平成15年度 13

平成10年度 6

平成10年5月､6
月､7月､10月

・任意採集法(見つけ採り、スウィーピング、ビーティング）
・ライトトラップ法（ボックス法、カーテン法）
・ピットフォールトラップ法

ダム湖周辺 ・踏査：
調査区域全域

・ライトトラップ：
L-1～L-3

・ﾋﾟｯﾄﾌｫｰﾙﾄﾗｯﾌﾟ：
B-1～B-4

平成6年度 2

平成6年5月､7月､
10月

・任意採集法
(見つけ採り法、スウィーピング法、ビーティング法）

・ライトトラップ法（ボックス法、カーテン法）
・ピットフォールトラップ法

・踏査：
調査区域全域

・ライトトラップ：
L-1～L-3

・ﾋﾟｯﾄﾌｫｰﾙﾄﾗｯﾌﾟ：
B-1～B-4

ダム湖周辺
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図 6.1.4-7 陸上昆虫類等調査位置図

● ： ライトトラップ調査地点

▲ ： ピットフォールトラップ調査地点

： H15踏査ルート

： 任意採取地点

凡例

淀青下1(H26)
5-1（H15）
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ダム湖及びその周辺環境の把握

6.2.1 ダム湖及びその周辺の概況

流域の概況

青蓮寺ダムは大阪市、京都市、名古屋市等の主要都市から 100 ㎞圏内にある三重県名

張市に位置し、淀川水系木津川上流総合開発の一環として、水資源開発公団（現：水資

源機構）によって名張川支川青蓮寺川に建設された洪水調節・かんがい用水・上水道用

水・発電等を目的とする多目的ダムである。ダムの諸元は以下のとおりである。

集水面積 ：100km2

型 式 ：アーチ式コンクリートダム

堤 長 ：275.0m

堤頂高 ：82.0m

ダム湖周辺は、スギ・ヒノキ植林あるいはコナラ群落が大半を占め、園地、ブドウ園

等が整備されている場所もある。香落橋から上流の青蓮寺川の両側及びその周辺は、室

生赤目青山国定公園に指定されている。

図 6.2.1-1 青蓮寺ダムの位置・写真

青蓮寺ダム
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気 象

青蓮寺ダムは、海岸から離れた山間盆地特有の「内陸性気候」を示している。月別平

均気温は、7～8 月に高く、月平均が 25℃程度であり、1 月の最低気温の平均が 0℃近く

なっており、気温の年較差は 23℃に及ぶ。

また、降水量は、6～10 月に多く、1～2 月及び 11～12 月に少ない。

■ 青蓮寺ダム地点の月別平均気温

図 6.2.1-2 青蓮寺ダム地点における月平均気温の状況(H23～R2)

■ 青蓮寺ダムの月別降水量

図 6.2.1-3 青蓮寺ダム地点の月別降水量の状況
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自然公園等の指定状況

青蓮寺湖周辺は、上流の香落渓、赤目四十八滝等とともに、「室生赤目青山国定公園」

に指定されている。また、国定公園に重複するように「三重県立赤目一志峡自然公園」

も指定されており、優れた自然景観が形成される地域となっている。

図 6.2.1-4 自然公園等の指定状況

室生赤目青山国定公園

赤目一志峡県立自然公園

青蓮寺ダム



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-25

自然環境の状況

ダム湖内の状況

魚類の確認種数は大きな変化はないが、特定外来生物のオオクチバスやブルーギル

が継続して確認されている。

植物プランクトンで最も種類が多かったのは珪藻綱であり、アオコを形成する藍藻

綱は減少傾向にある。動物プランクトンはワムシ類が多かったが、原生動物が優占す

るようになる傾向がみられる。

ダム湖岸の植物は、自然裸地が減少してススキ群落やネザサ群落が増加する傾向が

みられる。

鳥類は、湖面や水辺を利用する種では、 をはじめとして、カモ類、カワセ

ミ類、セキレイ類が継続して確認されている。

ダム湖周辺

主な植生はスギ・ヒノキ植林であり、植物の確認種数は概ね変化はない。鳥類はサ

ギ科、カモ科や猛禽類の確認種は減少傾向にある。また、両生類、爬虫類、哺乳類の

確認種類についても、経年的に変化はみられない。なお、陸上昆虫類等についても著

しい変化は認められなかった。

流入河川の状況

魚類の個体数が増加傾向にあるが、放流の影響も考えられる。底生動物の組成には

大きな変化はないが、造網型がやや減少傾向にある。

鳥類、両生類、爬虫類、哺乳類、陸上昆虫類等は、確認種数に大きな変化はみられ

ない。

下流河川の状況

魚類の確認種数や個体数に大きな変化はみられず、特定外来生物も確認されていな

い。底生動物の組成には大きな変化はないが、ユスリカ類等がやや増加傾向にある。

鳥類、両生類、爬虫類、哺乳類、陸上昆虫類等は、流入河川同様に大きな変化はみ

られていない。
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c

図 6.2.1-5 ダム湖周辺環境特性図（令和 2 年度植生図）

〈植物〉
・草本は、ススキ群落が多
い。
・木本は、スギ-ヒノキ植林､
コナラ群落､アラカシ群落､
ヌルデ-アカメガシワ群落が
多い。
〈鳥類〉
・ ､アオサギなどの

や、ミソサザイ､オ
オルリは少ないが確認。
〈両生類〉
・外来種のウシガエルを確
認。
〈爬虫類・哺乳類〉
・ホンドタヌキ､ヤマカガシな
どの在来種、外来種のミシ
シッピアカミミガメが生息。

【流入河川】
〈魚類〉
・カワムツ､アユ､ムギツクなどが多く生息。
・外来種のコクチバスは未確認。
〈底生動物〉
・ミズミミズ､エリユスリカ属､アカマダラカゲ
ロウなどが生息。
〈爬虫類・哺乳類〉
・ニホンジカ､ヒナコウモリ科､
が生息、外来種は未確認。

〈魚類〉
・トウヨシノボリ類､カワム
ツ､オイカワなどの在来種
と、ブルーギルなどの外来
種が生息。
〈プランクトン〉
・植物プランクトンは珪藻と
鞭毛藻が多く、動物プラン
クトンは原生動物とワムシ
類が多い。
〈鳥類〉
・ ､カワウ､ヒドリガモ
など が多く飛来。

〈魚類〉
・ヌマチチブ､アユ､カワムツなど
が生息、外来種のブルーギルも
確認。
〈底生動物〉
・エリユスリカ属､シマトビケラ属
などが生息。
〈鳥類〉
・カルガモ､カワウなどの が
飛来。
・ダイサギ､アオサギ､カワセミな
どの を確認。
〈両生類〉
・タゴガエル､シュレーゲルアオガ
エルなどの在来種が生息、外来
種のウシガエルは未確認。
〈爬虫類・哺乳類〉
・ニホンジカ､ホンドアカネズミ､ニ
ホンカナヘビなどの在来種が生
息、外来種のアライグマも確認。

〈植物〉
・スギ-ヒノキ植林が約６割､コナラ群落､ア
カマツ群落が約１割を占め、進行中の楢枯
れはみられない。
・続いてケヤキ群落､ヌルデ-アカメガシワ
群落､アラカシ群落が多く占める。
〈鳥類〉
・ヒヨドリ､ヤマガラ､メジロなどの
や、 、ノスリ､トビなどの猛禽類を確
認。
〈両生類〉
・タゴガエル、カジカガエルなどが生息。
〈爬虫類・哺乳類〉
・ニホンカナヘビ､ニホンジカ､ ､イ
ノシシなどが生息、特にニホンジカは多く確
認。
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6.2.2 河川水辺の国勢調査等における確認種の概況

青蓮寺ダム周辺地域に生息する動植物について、以下に整理する。

魚類

1）確認種

平成 4 年度から平成 29 年度までの河川水辺の国勢調査により確認した魚類の確認

種一覧を表 6.2-1 に示す。

過年度調査における魚類の確認状況は、平成 4 年度からの計 6 回の調査(平成 5 年

度は平成 4 年度の補足調査)で、35 種の生息を確認した。平成 29 年度（最新）の調

査では、24 種の魚類を確認した。

表 6.2-1 魚類確認種一覧

注 1）種名並びに配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和 2 年度）」に従った。
注 2）ゲンゴロウブナは、環境省 RL で絶滅危惧 IB 類（EN）に選定されているが、自然分布域は琵琶湖・淀川水系であり、青蓮寺ダム

では人為的な移入種と考えられるため、重要種から除外した。
注 3）ニゴロブナは、環境省 RL で絶滅危惧 IB 類（EN）に選定されているが、本種は琵琶湖固有亜種であり、青蓮寺ダムでは人為的な

移入種と考えられるため、重要種から除外した。
注 4）ハスは、環境省 RL で絶滅危惧 II 類（VU）に選定されているが、自然分布域は琵琶湖水系及び福井県三方湖であり、青蓮寺ダム

では人為的な移入種と考えられるため、重要種から除外した。
注 5）スゴモロコは、環境省 RL で絶滅危惧 II 類（VU）に選定されているが、本種は琵琶湖固有亜種であり、青蓮寺ダムでは人為的な

移入種と考えられるため、重要種から除外した。
注 3）種名に「・・・属」「・・・類」とあるもので、他の種と重複する場合は種数の合計から除外した。

調査年度
No. 目名 科名 和名 学名 H4

(1992)
H5

(1993)
H8

(1996)
H13

(2001)
H19

(20079
H24

(2012)
H29

(2017)

1 ヤツメウナギ目 ヤツメウナギ科 スナヤツメ類 Lethenteron sp.N and/or sp.S ●
2 コイ目 コイ科 コイ（型不明） Cyprinus carpio ● ● ● ● ●

コイ（改良品種型） Cyprinus carpio ●

3 ゲンゴロウブナ
注2） Carassius cuvieri ● ● ●

4 ニゴロブナ
注3） Carassius buergeri grandoculis ●

5 ギンブナ Carassius sp. ● ● ● ● ● ●

6 ハス
注4） Opsariichthys uncirostris uncirostris ● ● ●

7 オイカワ Opsariichthys platypus ● ● ● ● ● ● ●
8 カワムツ Candidia temminckii ● ● ● ● ● ● ●
9 アブラハヤ Rhynchocypris lagowskii steindachneri ● ● ● ● ●

10 タカハヤ Rhynchocypris oxycephala ●
11 ウグイ Pseudaspius hakonensis ● ● ● ● ● ● ●
12 カワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus variegatus ● ●
13 ムギツク Pungtungia herzi ● ● ● ● ● ●
14 タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus ●
15 カマツカ Pseudogobio esocinus ● ● ● ● ● ● ●
16 ズナガニゴイ Hemibarbus longirostris ● ● ● ● ● ● ●
17 コウライニゴイ Hemibarbus labeo ● ● ●
18 ニゴイ Hemibarbus barbus ● ● ● ● ● ●

ニゴイ類 Hemibarbus sp. ● ●

19 スゴモロコ
注5） Squalidus chankaensis biwae ● ● ●

20 コウライモロコ Squalidus chankaensis tsuchigae ● ●
スゴモロコ類 Squalidus chankaensis ●
スゴモロコ属 Squalidus sp. ●

21 ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ● ● ● ●
22 ニシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type B ●

シマドジョウ種群 Cobitis biwae complex ● ●
23 アジメドジョウ Niwaella delicata ● ● ● ● ●

ドジョウ科 Cobitidae ●
24 ナマズ目 ギギ科 ギギ Tachysurus nudiceps ● ● ● ● ● ● ●
25 ナマズ科 ナマズ Silurus asotus ● ● ● ● ● ●
26 アカザ科 アカザ Liobagrus reinii ● ● ●
27 サケ目 アユ科 アユ Plecoglossus altivelis altivelis ● ● ● ● ● ● ●
28 サケ科 サツキマス（アマゴ） Oncorhynchus masou ishikawae ● ● ● ●
29 スズキ目 サンフィッシュ科 ブルーギル Lepomis macrochirus macrochirus ● ● ● ● ● ● ●
30 オオクチバス Micropterus salmoides ● ● ● ● ● ● ●
31 ハゼ科 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ● ● ● ● ●
32 カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus ● ● ● ● ● ● ●
33 オオヨシノボリ Rhinogobius fluviatilis ● ● ●
34 トウヨシノボリ類 Rhinogobius sp.OR unidentified ● ● ● ● ● ●

ヨシノボリ属 Rhinogobius sp. ● ● ● ●
35 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia ● ● ● ●

ウキゴリ属 Gymnogobius sp. ●
計 5目 10科 35種 19種 18種 29種 23種 26種 26種 24種
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2）重要種

重要種の経年確認状況を表 6.2-2 に示す。

これまでの 6 回の調査により 7 種の重要種を確認した。なお、サツキマス（アマ

ゴ）は漁協により放流された種であり、ゲンゴロウブナ、ニゴロブナ、ハス、スゴモ

ロコは漁協等の放流時に混入した国内移入種であることから、重要種として扱わな

いこととした。平成 29 年度（最新）の調査では 3 種を確認した。

表 6.2-2 魚類重要種の経年確認状況

注 1）○は漁協等による放流種の可能性があることを示し、重要種の種数に計上していない。
注 2）重要種の選定基準

①「文化財保護法」：文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）
特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物

②「種の保存法」：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 （平成 4 年法律第 75 号）
国内：国内希少野生動植物種

③「環境省 RL」：環境省レッドリスト 2020（令和 2 年 3 月 27 日 環境省報道発表資料）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④「三重県 RDB」：三重県レッドデータブック 2015（平成 27 年 3 月 三重県農林水産部みどり共生推
進課）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

注 3）※は漁協等による放流に伴う種である可能性がある。

調査年度 重要種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H4

(1992)
H5

(1993)
H8

(1996)
H13

(2001)
H19

(20079
H24

(2012)
H29

(2017)
文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL

三重県
RDB

1 ヤツメウナギ目 ヤツメウナギ科 スナヤツメ類 Lethenteron sp.N and/or sp.S ● VU VU
- コイ目 コイ科 ゲンゴロウブナ※ Carassius cuvieri ○ ○ ○ EN
- ニゴロブナ※ Carassius buergeri grandoculis ○ EN
- ハス※ Opsariichthys uncirostris uncirostris ○ ○ ○ VU

2 カワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus variegatus ● ● NT VU
3 ズナガニゴイ Hemibarbus longirostris ● ● ● ● ● ● ● EN

- スゴモロコ※ Squalidus chankaensis biwae ○ ○ ○ VU
4 コウライモロコ Squalidus chankaensis tsuchigae ● ● VU
5 ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ● ● ● ● NT
6 アジメドジョウ Niwaella delicata ● ● ● ● ● VU EN
7 ナマズ目 アカザ科 アカザ Liobagrus reinii ● ● ● VU VU

- サケ目 サケ科 サツキマス（アマゴ）※ Oncorhynchus masou ishikawae ○ ○ ○ ○ NT
計 3目 4科 7種 1種 2種 4種 5種 5種 4種 3種 0種 0種 5種 6種
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3）外来種

外来種の経年確認状況を表 6.2-3 に示す。

これまでの 6 回の調査により、3 種の外来種を確認した。平成 29 年度（最新）の

調査では 2 種を確認しており、特定外来生物のブルーギル、オオクチバスは初回調査

の平成 4 年度以降継続して確認している。

表 6.2-3 魚類外来種の経年確認状況

注）外来種の選定基準
①「外来生物法」：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」

（平成 16 年法律第 78 号）の掲載種
特定：特定外来生物

②「生態系被害防止」：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト
（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27 年 3 月 環境省及び農林水産省）の掲載種

定着：定着予防外来種、総合：総合対策外来種、産業：産業管理外来種
国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や
水際での監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種。

総合：総合対策外来種
国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害のおそれがあるため、国、地方公共団
体、国民など各主体がそれぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、
遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。

産業：産業管理外来種
産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程
度の社会経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止
のための適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種。

調査年度 外来種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H4

(1992)
H5

(1993)
H8

(1996)
H13

(2001)
H19

(20079
H24

(2012)
H29

(2017)
外来

生物法
生態系

被害防止

1 コイ目 コイ科 ハス Opsariichthys uncirostris uncirostris ● ● ● 総合

2 スズキ目 サンフィッシュ科 ブルーギル Lepomis macrochirus macrochirus ● ● ● ● ● ● ● 特定 総合
3 オオクチバス Micropterus salmoides ● ● ● ● ● ● ● 特定 総合

計 2目 2科 3種 2種 2種 3種 3種 3種 2種 2種 2種 3種
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底生動物

1） 確認種

平成 7 年度から平成 30 年度までの河川水辺の国勢調査により確認した底生動物の

確認種一覧を表 6.2-4 に示す。

過年度調査における底生動物の確認状況は、平成 7 年度からの計 6 回の調査で、

353 種の生息を確認した。平成 30 年度（最新）の調査では、217 種の底生動物を確認

した。

表 6.2-4(1) 底生動物確認種一覧
調査年度

No. 目名 科名 和名 学名 H7
（1995）

H12
（2000）

H17
（2005）

H20
（2008）

H25
（2013）

H30
（2018）

1 ザラカイメン目 タンスイカイメン科 カワカイメン Ephydatia fluviatilis ● ●

2 ミュラーカイメン Ephydatia muelleri ●

3 ヨワカイメン Eunapius fragilis ● ● ●

4 アナンデルカイメン Radiospongilla cerebellata ●

5 ジーカイメン Trochospongilla philottiana ●

- タンスイカイメン科 Spongillidae ● ● ●

6 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 ナミウズムシ Dugesia japonica ● ● ● ● ● ●

- - 三岐腸目 Tricladida ●

7 ハリヒモムシ目 マミズヒモムシ科 ミミズヒモムシ属 Prostoma sp. ● ● ● ● ●

8 新生腹足目 タニシ科 マルタニシ Cipangopaludina chinensis laeta ●

9 オオタニシ Cipangopaludina japonica ●

10 ヒメタニシ Sinotaia quadrata histrica ● ● ● ● ●

11 カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina ● ● ● ●

12 チリメンカワニナ Semisulcospira reiniana ● ● ●

- カワニナ属 Semisulcospira sp. ● ● ●

13 汎有肺目 モノアラガイ科 ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella ●

14 モノアラガイ Radix auricularia japonica ● ●

- モノアラガイ科 Lymnaeidae ● ●

15 サカマキガイ科 サカマキガイ Physa acuta ● ● ● ●

16 ヒラマキガイ科 ヒラマキミズマイマイ Gyraulus chinensis spirillus ●

17 ヒラマキガイモドキ Polypylis hemisphaerula ●

18 カワコザラガイ科 カワコザラガイ Laevapex nipponica ●

19 イシガイ目 イシガイ科 ドブガイ属 Sinanodonta sp. ● ● ●

20 マルスダレガイ目 シジミ科 タイワンシジミ Corbicula fluminea ● ●

21 マシジミ Corbicula leana ● ●

- シジミ属 Corbicula sp. ● ● ● ●

22 マメシジミ科 マメシジミ属 Pisidium sp. ● ● ● ●

23 ナガミミズ目 - ナガミミズ目 Haplotaxida ● ●

24 オヨギミミズ目 オヨギミミズ科 オヨギミミズ科 Lumbriculidae ● ● ● ● ●

25 イトミミズ目 ヒメミミズ科 ヒメミミズ科 Enchytraeidae ● ● ● ●

26 コヒメミミズ科 コヒメミミズ科 Propappidae ●

27 ミズミミズ科 エラオイミズミミズ Branchiodrilus hortensis ●

- エラオイミズミミズ属 Branchiodrilus sp. ● ● ●

28 エラミミズ Branchiura sowerbyi ● ● ● ●

29 ヤドリミズミミズ属 Chaetogaster sp. ●

30 ウチワミミズ属 Dero sp. ● ●

31 ビワヨゴレイトミミズ Embolocephalus yamaguchii ●

32 ユリミミズ Limnodrilus hoffmeisteri ●

- ユリミミズ属 Limnodrilus sp. ● ● ● ●

33 ミツゲミズミミズ Nais bretscheri ● ●

34 ナミミズミミズ Nais communis ● ●

35 カワリミズミミズ Nais pardalis ● ●

36 ミズミミズ Nais variabilis ● ●

- ミズミミズ属 Nais sp. ● ● ●

37 クロオビミズミミズ Ophidonais serpentina ● ● ● ●

38 トガリミズミミズ属 Pristina sp. ● ●

39 ヨゴレミズミミズ Slavina appendiculata ● ● ●

40 テングミズミミズ Stylaria fossularis ● ● ●

41 イトミミズ Tubifex tubifex ●

- ミズミミズ科 Naididae ● ● ● ● ●

42 ツリミミズ目 ヒモミミズ科 ヤマトヒモミミズ Biwadrilus bathybates ●

43 ツリミミズ科 ツリミミズ科 Lumbricidae ● ● ●

44 フトミミズ科 フトミミズ科 Megascolecidae ● ● ●

- - - ミミズ綱 Oligochaeta ●

45 吻蛭目 ヒラタビル科 ヌマビル Helobdella stagnalis ●

46 イボビル Hemiclepsis japonica ●

47 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata ●

- イシビル科 Erpobdellidae ● ● ● ● ●

48 チョウ目 エラオ科 チョウ Argulus japonicus ●

49 ヨコエビ目 ヨコエビ科 ニッポンヨコエビ Gammarus nipponensis ● ● ● ●

- ヨコエビ属 Gammarus sp. ●

50 ワラジムシ目 ミズムシ科（甲） ミズムシ（甲） Asellus hilgendorfi hilgendorfi ● ● ● ● ● ●

51 エビ目 テナガエビ科 テナガエビ Macrobrachium nipponense ● ● ● ● ● ●

52 スジエビ Palaemon paucidens ● ● ● ● ● ●

53 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii ● ● ●

54 サワガニ科 サワガニ Geothelphusa dehaani ● ● ● ● ● ●

55 カゲロウ目（蜉蝣目） トビイロカゲロウ科 ヒメトビイロカゲロウ Choroterpes altioculus ● ● ● ● ● ●

56 ナミトビイロカゲロウ Paraleptophlebia japonica ●

- トビイロカゲロウ属 Paraleptophlebia sp. ● ● ● ● ●

57 オオトゲエラカゲロウ Thraulus grandis ●

- トゲエラカゲロウ属 Thraulus sp. ●

58 カワカゲロウ科 キイロカワカゲロウ Potamanthus formosus ● ● ● ● ● ●

59 モンカゲロウ科 フタスジモンカゲロウ Ephemera japonica ● ● ● ● ●

60 トウヨウモンカゲロウ Ephemera orientalis ● ● ● ●

61 モンカゲロウ Ephemera strigata ● ● ● ● ● ●

- モンカゲロウ属 Ephemera sp. ● ●

62 ヒメシロカゲロウ科 ミツトゲヒメシロカゲロウ Brachycercus japonicus ●

63 ヒメシロカゲロウ属 Caenis sp. ● ● ● ● ●

64 マダラカゲロウ科 オオクママダラカゲロウ Cincticostella elongatula ● ● ● ● ●

65 クロマダラカゲロウ Cincticostella nigra ● ● ● ● ●

66 チェルノバマダラカゲロウ Cincticostella orientalis ●

- トウヨウマダラカゲロウ属 Cincticostella sp. ● ●

67 オオマダラカゲロウ Drunella basalis ● ● ● ● ● ●

68 ヨシノマダラカゲロウ Drunella ishiyamana ● ● ● ● ●

69 コウノマダラカゲロウ Drunella kohnoi ● ● ●

70 フタマタマダラカゲロウ Drunella sachalinensis ●
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表 6.2-4(2) 底生動物確認種一覧
調査年度

No. 目名 科名 和名 学名 H7
（1995）

H12
（2000）

H17
（2005）

H20
（2008）

H25
（2013）

H30
（2018）

71 カゲロウ目（蜉蝣目） マダラカゲロウ科 ミツトゲマダラカゲロウ Drunella trispina ● ● ●

72 ムコブマダラカゲロウ Drunella sp. ● ● ● ●

73 シリナガマダラカゲロウ Ephacerella longicaudata ● ● ●

74 ホソバマダラカゲロウ Ephemerella atagosana ● ● ● ● ●

75 クシゲマダラカゲロウ Ephemerella setigera ● ● ● ● ● ●

76 ツノマダラカゲロウ Ephemerella tsuno ●

- マダラカゲロウ属 Ephemerella sp. ● ● ● ●

77 アカマダラカゲロウ Teleganopsis punctisetae ● ● ● ● ● ●

78 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica ● ● ● ● ● ●

79 ヒメフタオカゲロウ科 マエグロヒメフタオカゲロウ Ameletus costalis ●

- ヒメフタオカゲロウ属 Ameletus sp. ● ● ● ● ●

80 コカゲロウ科 ミツオミジカオフタバコカゲロウAcentrella gnom ● ● ●

81 ミジカオフタバコカゲロウ Acentrella sibirica ● ● ● ●

- ミジカオフタバコカゲロウ属 Acentrella sp. ● ●

82 ヨシノコカゲロウ Alainites yoshinensis ● ● ● ● ●

83 フタバコカゲロウ Baetiella japonica ● ● ● ● ● ●

84 サホコカゲロウ Baetis sahoensis ● ● ● ●

85 フタモンコカゲロウ Baetis taiwanensis ● ● ●

86 タカミコカゲロウ Baetis takamiensis ●

87 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus ● ● ● ● ● ●

88 ヤマトコカゲロウ Baetis yamatoensis ●

89 Jコカゲロウ Baetis sp. J ● ● ● ● ●

90 ウスバコカゲロウ属 Centroptilum sp. ●

91 フタバカゲロウ属 Cloeon sp. ● ●

92 ウスイロフトヒゲコカゲロウ Labiobaetis atrebatinus orientalis ● ● ● ● ●

93 トゲエラトビイロコカゲロウ Nigrobaetis acinaciger ● ● ● ● ●

94 Dコカゲロウ Nigrobaetis sp. D ● ● ●

95 ヒメウスバコカゲロウ属 Procloeon sp. ● ●

96 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora ● ● ● ● ●

97 コバネヒゲトガリコカゲロウ Tenuibaetis parvipterus ● ● ● ● ●

- コカゲロウ科 Baetidae ●

98 フタオカゲロウ科 オオフタオカゲロウ Siphlonurus binotatus ●

- フタオカゲロウ属 Siphlonurus sp. ●

99 チラカゲロウ科 チラカゲロウ Isonychia valida ● ● ● ● ● ●

100 ヒラタカゲロウ科 ミヤマタニガワカゲロウ属 Cinygmula sp. ● ● ●

101 キブネタニガワカゲロウ Ecdyonurus kibunensis ● ●

102 クロタニガワカゲロウ Ecdyonurus tobiironis ● ● ●

103 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae ● ● ● ● ● ●

104 オニヒメタニガワカゲロウ Ecdyonurus zhilzovae ● ● ●

- タニガワカゲロウ属 Ecdyonurus sp. ● ● ● ● ●

105 キイロヒラタカゲロウ Epeorus aesculus ● ●

106 ウエノヒラタカゲロウ Epeorus curvatulus ● ● ● ● ● ●

107 ナミヒラタカゲロウ Epeorus ikanonis ● ● ● ● ●

108 エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium ● ● ● ● ●

109 タニヒラタカゲロウ Epeorus napaeus ● ●

110 ユミモンヒラタカゲロウ Epeorus nipponicus ● ● ● ● ●

- ヒラタカゲロウ属 Epeorus sp. ● ● ● ● ●

111 キョウトキハダヒラタカゲロウ Heptagenia kyotoensis ● ● ● ● ● ●

112 ムナグロキハダヒラタカゲロウ Heptagenia pectoralis ●

113 サツキヒメヒラタカゲロウ Rhithrogena tetrapunctigera ● ● ● ● ●

- ヒメヒラタカゲロウ属 Rhithrogena sp. ●

114 トンボ目（蜻蛉目） イトトンボ科 ホソミイトトンボ Aciagrion migratum ●

115 アジアイトトンボ Ischnura asiatica ●

- イトトンボ科 Coenagrionidae ●

116 モノサシトンボ科 モノサシトンボ Copera annulata ●

117 カワトンボ科 ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata ●

118 ミヤマカワトンボ Calopteryx cornelia ● ● ● ●

- アオハダトンボ属 Calopteryx sp. ● ● ●

119 ニホンカワトンボ Mnais costalis ● ● ●

120 アサヒナカワトンボ Mnais pruinosa ● ● ●

- カワトンボ属 Mnais sp. ● ● ● ●

121 ムカシトンボ科 ムカシトンボ Epiophlebia superstes ●

122 ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope julius ●

123 コシボソヤンマ Boyeria maclachlani ● ●

124 ミルンヤンマ Planaeschna milnei milnei ● ●

125 サナエトンボ科 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ● ● ● ●

- アジアサナエ属 Asiagomphus sp. ●

126 クロサナエ Davidius fujiama ● ● ●

127 ダビドサナエ Davidius nanus ● ●

- ダビドサナエ属 Davidius sp. ● ● ● ● ●

128 オナガサナエ Melligomphus viridicostus ● ● ● ● ● ●

129 アオサナエ Nihonogomphus viridis ● ● ● ● ● ●

130 ホンサナエ Shaogomphus postocularis ● ● ●

131 コオニヤンマ Sieboldius albardae ● ● ● ● ● ●

132 オジロサナエ Stylogomphus suzukii ● ● ● ● ● ●

- サナエトンボ科 Gomphidae ● ●

133 オニヤンマ科 オニヤンマ Anotogaster sieboldii ● ● ● ●

134 エゾトンボ科 オオヤマトンボ Epophthalmia elegans ● ● ●

135 コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena ● ● ● ● ● ●

136 トンボ科 ショウジョウトンボ Crocothemis servilia mariannae ●

137 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ● ●

138 オオシオカラトンボ Orthetrum melania ●

139 コシアキトンボ Pseudothemis zonata ● ●

140 マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum ●

141 マイコアカネ Sympetrum kunckeli ● ●

142 ネキトンボ Sympetrum speciosum speciosum ●

143 カワゲラ目（セキ翅目） クロカワゲラ科 クロカワゲラ科 Capniidae ● ●

144 ホソカワゲラ科 ホソカワゲラ科 Leuctridae ● ●

145 オナシカワゲラ科 フサオナシカワゲラ属 Amphinemura sp. ● ● ● ●

146 クロオナシカワゲラ Indonemoura nohirae ●

147 オナシカワゲラ属 Nemoura sp. ● ● ● ● ● ●

148 ヒロムネカワゲラ科 ノギカワゲラ Cryptoperla japonica ● ● ●

149 ミドリカワゲラ科 キミドリカワゲラ属 Alloperla sp. ●

150 ヒメミドリカワゲラ属 Haploperla sp. ●

- ミドリカワゲラ科 Chloroperlidae ● ● ●

151 カワゲラ科 エダオカワゲラ属 Caroperla sp. ●

152 コナガカワゲラ属 Flavoperla sp. ●

153 ヒメナガカワゲラ属 Gibosia sp. ●

154 カミムラカワゲラ Kamimuria tibialis ● ● ●

155 ウエノカワゲラ Kamimuria uenoi ● ●

- カミムラカワゲラ属 Kamimuria sp. ● ● ● ● ● ●

156 フタツメカワゲラ属 Neoperla sp. ● ● ● ● ● ●

157 オオヤマカワゲラ属 Oyamia sp. ● ● ● ● ●

158 クラカケカワゲラ属 Paragnetina sp. ● ● ● ● ● ●

159 トウゴウカワゲラ属 Togoperla sp. ● ●

- カワゲラ科 Perlidae ● ● ● ● ●

160 アミメカワゲラ科 クサカワゲラ属 Isoperla sp. ●
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表 6.2-4(3) 底生動物確認種一覧
調査年度

No. 目名 科名 和名 学名 H7
（1995）

H12
（2000）

H17
（2005）

H20
（2008）

H25
（2013）

H30
（2018）

161 カワゲラ目（セキ翅目） アミメカワゲラ科 アサカワヒメカワゲラ属 Kogotus sp. ● ●

162 コグサヒメカワゲラ属 Ostrovus sp. ● ●

163 ヒロバネアミメカワゲラ Pseudomegarcys japonica ●

164 ヒメカワゲラ属 Stavsolus sp. ● ●

- アミメカワゲラ科 Perlodidae ● ● ● ●

165 カメムシ目（半翅目） アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum ● ● ● ● ●

166 ヒメアメンボ Gerris latiabdominis ● ● ● ●

- ヒメアメンボ属 Gerris sp. ●

167 シマアメンボ Metrocoris histrio ● ● ●

168 トガリアメンボ Rhagadotarsus kraepelini ●

- アメンボ科 Gerridae ● ● ●

169 イトアメンボ科 ヒメイトアメンボ Hydrometra procera ●

170 カタビロアメンボ科 カタビロアメンボ科 Veliidae ● ●

171 ミズムシ科（昆） チビミズムシ属 Micronecta sp. ● ● ●

172 エサキコミズムシ Sigara septemlineata ●

173 メミズムシ科 メミズムシ Ochterus marginatus ●

174 コオイムシ科 コオイムシ Appasus japonicus ●

175 タイコウチ科 ヒメミズカマキリ Ranatra unicolor ●

176 ナベブタムシ科 ナベブタムシ Aphelocheirus vittatus ●

177 ヘビトンボ目 ヘビトンボ科 タイリククロスジヘビトンボ Parachauliodes continentalis ● ● ● ● ● ●

- クロスジヘビトンボ属 Parachauliodes sp. ●

178 ヘビトンボ Protohermes grandis ● ● ● ● ● ●

179 センブリ科 センブリ属 Sialis sp. ● ●

180 アミメカゲロウ目（脈翅目）ミズカゲロウ科 ミズカゲロウ Sisyra nikkoana ● ●

181 トビケラ目（毛翅目） シンテイトビケラ科 ニセスイドウトビケラ属 Pseudoneureclipsis sp. ●

182 ムネカクトビケラ科 ムネカクトビケラ属 Ecnomus sp. ● ● ●

183 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata ● ●

184 ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia ● ● ●

- コガタシマトビケラ属 Cheumatopsyche sp. ● ● ● ● ● ●

185 キブネミヤマシマトビケラ Diplectrona kibuneana ● ●

186 シロズシマトビケラ Hydropsyche albicephala ●

187 オオヤマシマトビケラ Hydropsyche dilatata ● ● ●

188 ギフシマトビケラ Hydropsyche gifuana ● ●

189 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ● ● ● ● ● ●

190 ナカハラシマトビケラ Hydropsyche setensis ● ● ● ● ● ●

- シマトビケラ属 Hydropsyche sp. ● ● ● ● ● ●

191 オオシマトビケラ Macrostemum radiatum ● ● ● ● ● ●

192 エチゴシマトビケラ Potamyia chinensis ● ● ● ● ●

193 カワトビケラ科 コタニガワトビケラ属 Chimarra sp. ●

194 タニガワトビケラ Dolophilodes japonica ● ●

- タニガワトビケラ属 Dolophilodes sp. ● ●

- カワトビケラ科 Philopotamidae ● ●

195 イワトビケラ科 オンダケミヤマイワトビケラ Plectrocnemia ondakeana ●

- ミヤマイワトビケラ属 Plectrocnemia sp. ● ●

- イワトビケラ科 Polycentropodidae ●

196 クダトビケラ科 キタクダトビケラ属 Lype sp. ●

197 クダトビケラ属 Psychomyia sp. ● ● ● ●

- クダトビケラ科 Psychomyiidae ●

198 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ● ● ● ● ● ●

199 チャバネヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche sauteri ● ● ● ● ● ●

- ヒゲナガカワトビケラ属 Stenopsyche sp. ● ●

200 キブネクダトビケラ科 キブネクダトビケラ Melanotrichia kibuneana ●

- キブネクダトビケラ属 Melanotrichia sp. ● ●

201 ヤマトビケラ科 コヤマトビケラ属 Agapetus sp. ● ●

202 ニッポンヤマトビケラ Glossosoma hospitum ●

203 イノプスヤマトビケラ Glossosoma ussuricum ●

- ヤマトビケラ属 Glossosoma sp. ● ● ● ● ●

204 カワリナガレトビケラ科 ツメナガナガレトビケラ Apsilochorema sutshanum ● ● ● ●

205 ヒメトビケラ科 ヒメトビケラ属 Hydroptila sp. ● ● ● ● ●

206 カクヒメトビケラ属 Stactobia sp. ● ● ●

207 ナガレトビケラ科 ヒロアタマナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala ● ● ● ● ● ●

208 クレメンスナガレトビケラ Rhyacophila clemens ● ● ●

209 カワムラナガレトビケラ Rhyacophila kawamurae ● ● ● ● ●

210 キソナガレトビケラ Rhyacophila kisoensis ● ● ●

211 レゼイナガレトビケラ Rhyacophila lezeyi ●

212 ムナグロナガレトビケラ Rhyacophila nigrocephala ● ● ● ●

213 シコツナガレトビケラ Rhyacophila shikotsuensis ● ●

214 トワダナガレトビケラ Rhyacophila towadensis ●

215 トランスクィラナガレトビケラ Rhyacophila transquilla ● ●

216 ヤマナカナガレトビケラ Rhyacophila yamanakensis ● ● ● ● ● ●

217 Rhyacophila sp. RC Rhyacophila sp. RC ●

218 Rhyacophila sp. RL Rhyacophila sp. RL ●

- ナガレトビケラ属 Rhyacophila sp. ● ● ● ● ● ●

219 コエグリトビケラ科 コエグリトビケラ属 Apatania sp. ● ● ● ●

220 カクスイトビケラ科 ハナセマルツツトビケラ Micrasema hanasense ● ●

221 アカギマルツツトビケラ Micrasema akagiae ● ●

222 アシエダトビケラ科 コバントビケラ Anisocentropus kawamurai ●

- コバントビケラ属 Anisocentropus sp. ● ●

223 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica ● ● ● ● ● ●

- ニンギョウトビケラ属 Goera sp. ●

224 コブニンギョウトビケラ Larcasia akagiae ● ● ●

225 カクツツトビケラ科 オオカクツツトビケラ Lepidostoma crassicorne ●

226 コカクツツトビケラ Lepidostoma japonicum ● ●

- カクツツトビケラ属 Lepidostoma sp. ● ● ● ● ●

227 ヒゲナガトビケラ科 タテヒゲナガトビケラ属 Ceraclea sp. ● ● ● ● ● ●

228 ヒゲナガトビケラ属 Leptocerus sp. ● ● ●

229 アオヒゲナガトビケラ属 Mystacides sp. ● ● ●

230 クサツミトビケラ属 Oecetis sp. ● ● ● ●

231 セトトビケラ属 Setodes sp. ● ● ● ●

232 センカイトビケラ属 Triaenodes sp. ●

- ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae ● ●

233 エグリトビケラ科 トビイロトビケラ Nothopsyche pallipes ●

234 ホタルトビケラ Nothopsyche ruficollis ●

235 Nothopsyche sp. NA Nothopsyche sp. NA ● ●

236 ホソバトビケラ科 ホソバトビケラ Molanna moesta ●

- ホソバトビケラ属 Molanna sp. ●

237 マルバネトビケラ科 マルバネトビケラ Phryganopsyche latipennis ●

- マルバネトビケラ属 Phryganopsyche sp. ● ● ●

238 ケトビケラ科 トウヨウグマガトビケラ Gumaga orientalis ● ● ● ● ● ●

239 クロツツトビケラ科 クロツツトビケラ Uenoa tokunagai ●

- - トビケラ目（毛翅目） TRICHOPTERA ●

240 チョウ目（鱗翅目） ツトガ科 マダラミズメイガ属 Elophila sp. ●

241 キオビミズメイガ Potamomusa midas ● ● ● ●

- ツトガ科 Crambidae ●

242 ハエ目（双翅目） オビヒメガガンボ科 ホソオビヒメガガンボ属 Dicranota sp. ● ● ●

243 ヒメガガンボ科 ウスバガガンボ属 Antocha sp. ● ● ● ● ● ●

244 エリオプテラ属 Erioptera sp. ● ●

245 クチバシガガンボ属 Helius sp. ●

246 ヒゲナガガガンボ属 Hexatoma sp. ● ● ● ● ● ●

247 カスリヒメガガンボ属 Limnophila sp. ● ● ●

248 モロフィルス属 Molophilus sp. ●

249 ツヤヒメガガンボ属 Pilaria sp. ●

250 ホソヒメガガンボ属 Pseudolimnophila sp. ●
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表 6.2-4(4) 底生動物確認種一覧
調査年度

No. 目名 科名 和名 学名 H7
（1995）

H12
（2000）

H17
（2005）

H20
（2008）

H25
（2013）

H30
（2018）

251 ハエ目（双翅目） ガガンボ科 ガガンボ属 Tipula sp. ● ● ● ● ●

- ガガンボ科 Tipulidae ● ● ● ●

252 アミカ科 オオメナミアミカ Blepharicera esakii ●

- ナミアミカ属 Blepharicera sp. ●

253 ミヤマフタマタアミカ Philorus alpinus ●

254 チョウバエ科 ハマダラチョウバエ属 Pericoma sp. ●

255 チョウバエ属 Psychoda sp. ●

256 ハネヒラチョウバエ属 Telmatoscopus sp. ●

- チョウバエ科 Psychodidae ● ●

257 ヌカカ科 Atrichopogon属 Atrichopogon sp. ●

- ヌカカ科 Ceratopogonidae ● ● ●

258 ユスリカ科 ダンダラヒメユスリカ属 Ablabesmyia sp. ● ● ●

259 ケブカエリユスリカ属 Brillia sp. ● ● ● ● ●

260 ハダカユスリカ属 Cardiocladius sp. ● ●

261 トゲアシエリユスリカ属 Chaetocladius sp. ● ●

262 ユスリカ属 Chironomus sp. ● ● ● ● ● ●

263 エダゲヒゲユスリカ属 Cladotanytarsus sp. ● ● ● ● ●

264 トラフユスリカ属 Conchapelopia sp. ● ● ●

265 コナユスリカ属 Corynoneura sp. ● ● ●

266 ツヤユスリカ属 Cricotopus sp. ● ● ● ●

267 カマガタユスリカ属 Cryptochironomus sp. ● ● ● ●

268 スジカマガタユスリカ属 Demicryptochironomus sp. ● ● ● ●

269 ヤマユスリカ属 Diamesa sp. ● ● ●

270 ホソミユスリカ属 Dicrotendipes sp. ● ● ●

271 サトクロユスリカ属 Einfeldia sp. ● ●

272 エラノリユスリカ属 Epoicocladius sp. ●

273 テンマクエリユスリカ属 Eukiefferiella sp. ● ● ●

274 ナカヅメヌマユスリカ属 Fittkauimyia sp. ●

275 セボリユスリカ属 Glyptotendipes sp. ● ● ● ●

276 フユユスリカ属 Hydrobaenus sp. ● ● ●

277 シミズビロウドエリユスリカ属 Krenosmittia sp. ● ●

278 コジロユスリカ属 Larsia sp. ●

279 ムナトゲエリユスリカ属 Limnophyes sp. ● ●

280 オオミドリユスリカ Lipiniella moderata ● ●

281 ボカシヌマユスリカ属 Macropelopia sp. ●

282 ナガスネユスリカ属 Micropsectra sp. ● ● ● ●

283 ツヤムネユスリカ属 Microtendipes sp. ● ● ● ● ● ●

284 トゲヤマユスリカ属 Monodiamesa sp. ●

285 コガタエリユスリカ属 Nanocladius sp. ● ●

286 モンヌマユスリカ属 Natarsia sp. ● ●

287 フトオヒゲユスリカ属 Neozavrelia sp. ●

288 コヒメユスリカ属 Nilotanypus sp. ● ●

289 アヤユスリカ属 Nilothauma sp. ●

290 エリユスリカ属 Orthocladius sp. ● ● ● ●

291 オオユキユスリカ属 Pagastia sp. ● ● ●

292 ニセトゲアシエリユスリカ属 Parachaetocladius sp. ● ● ●

293 ケバコブユスリカ属 Paracladopelma sp. ●

294 コシアキヒメユスリカ属 Paramerina sp. ●

295 ニセケバネエリユスリカ属 Parametriocnemus sp. ● ● ●

296 ニセヒゲユスリカ属 Paratanytarsus sp. ●

297 カワリユスリカ属 Paratendipes sp. ● ● ● ●

298 ヤドリハモンユスリカ Polypedilum yamasinense ●

- ハモンユスリカ属 Polypedilum sp. ● ● ● ● ●

299 カモヤマユスリカ Potthastia longimanus ● ●

- サワユスリカ属 Potthastia sp. ● ● ● ●

300 カユスリカ属 Procladius sp. ● ● ● ●

301 ヒメエリユスリカ属 Psectrocladius sp. ● ●

302 ニセエリユスリカ属 Pseudorthocladius sp. ● ●

303 ナガレツヤユスリカ属 Rheocricotopus sp. ●

304 ナガレユスリカ属 Rheotanytarsus sp. ● ● ● ● ●

305 ヒメケバコブユスリカ属 Saetheria sp. ● ●

306 カンムリケミゾユスリカ属 Stempellinella sp. ● ●

307 アシマダラユスリカ属 Stictochironomus sp. ● ● ● ● ● ●

308 ユキユスリカ属 Syndiamesa sp. ●

309 ヒゲユスリカ属 Tanytarsus sp. ● ● ● ● ● ●

310 ヌカユスリカ属 Thienemanniella sp. ● ● ●

311 ニセテンマクエリユスリカ属 Tvetenia sp. ● ● ●

- ユスリカ科 Chironomidae ● ● ● ●

312 カ科 ハマダラカ属 Anopheles sp. ●

- カ科 Culicidae ● ●

313 ホソカ科 ホソカ属 Dixa sp. ● ●

- ホソカ科 Dixidae ●

314 ブユ科 ウチダナガグツブユ Eusimulium uchidai ●

315 アシマダラブユ属 Simulium sp. ●

316 クロバネキノコバエ科 クロバネキノコバエ科 Sciaridae ●

317 ナガレアブ科 コモンナガレアブ Atrichops morimotoi ● ●

- ヒメナガレアブ属 Atrichops sp. ●

- ナガレアブ科 Athericidae ●

318 ミズアブ科 ミズアブ科 Stratiomyidae ●

319 アシナガバエ科 アシナガバエ科 Dolichopodidae ●

320 オドリバエ科 オドリバエ科 Empididae ● ●

- - ハエ目（双翅目） DIPTERA ●

321 コウチュウ目（鞘翅目） ゲンゴロウ科 キボシケシゲンゴロウ Allopachria flavomaculata ●

322 チビゲンゴロウ Hydroglyphus japonicus ●

323 モンキマメゲンゴロウ Platambus pictipennis ●

324 ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis ●

- ゲンゴロウ科 Dytiscidae ● ●

325 ミズスマシ科 ミズスマシ科 Gyrinidae ●

326 ダルマガムシ科 ホンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius japonicus ●

- セスジダルマガムシ属 Ochthebius sp. ●

327 ガムシ科 ウスイロツヤヒラタガムシ Agraphydrus ishiharai ●

328 キイロヒラタガムシ Enochrus simulans ●

329 ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis ●

330 コモンシジミガムシ Laccobius oscillans ●

- シジミガムシ属 Laccobius sp. ●

331 ヒメガムシ Sternolophus rufipes ●

332 マルハナノミ科 マルハナノミ科 Scirtidae ●

333 ヒメドロムシ科 キベリナガアシドロムシ Grouvellinus marginatus ●

334 ツヤナガアシドロムシ Grouvellinus nitidus ●

335 ツヤヒメドロムシ Optioservus nitidus ● ● ●

336 スネアカヒメドロムシ Optioservus variabilis ●

337 ゴトウミゾドロムシ Ordobrevia gotoi ● ● ●

338 アカモンミゾドロムシ Ordobrevia maculata ●

339 イブシアシナガドロムシ Stenelmis nipponica ● ● ●

340 アシナガミゾドロムシ Stenelmis vulgaris ●

- アシナガミゾドロムシ属 Stenelmis sp. ●
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表 6.2-4(5) 底生動物確認種一覧
調査年度

No. 目名 科名 和名 学名 H7
（1995）

H12
（2000）

H17
（2005）

H20
（2008）

H25
（2013）

H30
（2018）

341 コウチュウ目（鞘翅目） ヒメドロムシ科 アワツヤドロムシ Zaitzevia awana ● ●

342 ツヤドロムシ Zaitzevia nitida ●

- ツヤドロムシ属 Zaitzevia sp. ● ● ● ●

343 ヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria brevis ● ● ● ●

344 ホソヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria gotoi ● ● ● ●

- ヒメツヤドロムシ属 Zaitzeviaria sp. ● ●

345 ヒラタドロムシ科 チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca opaca ● ●

- チビヒゲナガハナノミ属 Ectopria sp. ● ●

346 マルヒラタドロムシ Eubrianax ramicornis ● ●

- マルヒラタドロムシ属 Eubrianax sp. ● ●

347 ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus ● ● ●

- ヒラタドロムシ属 Mataeopsephus sp. ●

348 マスダチビヒラタドロムシ Malacopsephenoides japonicus ● ● ● ● ●

349 ホタル科 ゲンジボタル Luciola cruciata ● ● ● ● ●

350 ヘイケボタル Luciola lateralis ●

351 ハネコケムシ目 ヒメテンコケムシ科 ヒメテンコケムシ Lophopodella carteri ● ●

352 ハネコケムシ科 ハネコケムシ科 Plumatellidae ●

353 櫛口目 チャミドロコケムシ科 チャミドロコケムシ Paludicella articulata ● ● ●

計 29目 114科 353種 97種 169種 166種 184種 225種 217種

注1）種名並びに配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和2年度）」に従った。
注2）種名に「・・・属」「・・・類」とあるもので、他の種と重複する場合は種数の合計から除外した。
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2） 重要種

重要種の経年確認状況を表 6.2-5 に示す。

これまでの 6 回の調査により 13 種の重要種を確認した。第 1 回調査では 2 種であ

ったが、平成 30 年度（最新）の調査では 4 種を確認した。このうち、イボビル、ム

カシトンボ、キボシケシゲンゴロウの 3 種は河川水辺の国勢調査で初めて確認した

種である。

表 6.2-5 底生動物重要種の経年確認状況

注 1）重要種の選定基準
①「文化財保護法」：文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）

特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
②「種の保存法」：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 （平成 4 年法律第 75 号）

国内：国内希少野生動植物種
③「環境省 RL」：環境省レッドリスト 2020（令和 2 年 3 月 27 日 環境省報道発表資料）

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④「三重県 RDB」：三重県レッドデータブック 2015（平成 27 年 3 月 三重県農林水産部みどり共生推
進課）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

注 2）ドブガイ属は三重県 RDB では旧分類名のドブガイで記載されているため、ここでは重要種の可能性が
ある種として取り扱った。

3） 外来種

外来種の経年確認状況を表 6.2-6 に示す。

これまでの 6 回調査により、3 種の外来種を確認した。平成 30 年度（最新）の調

査ではタイワンシジミ 1 種のみを確認した。

表 6.2-6 底生動物外来種の経年確認状況

注）外来種の選定基準
①「外来生物法」：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」

（平成 16 年法律第 78 号）の掲載種
特定：特定外来生物

②「生態系被害防止」：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト
（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27 年 3 月 環境省及び農林水産省）の掲載種

定着：定着予防外来種、総合：総合対策外来種、産業：産業管理外来種
国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や
水際での監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種。

総合：総合対策外来種
国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害のおそれがあるため、国、地方公共団
体、国民など各主体がそれぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、
遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。

産業：産業管理外来種
産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程
度の社会経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止
のための適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種。

調査年度 重要種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H7

（1995）
H12

（2000）
H17

（2005）
H20

（2008）
H25

（2013）
H30

（2018）
文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL

三重県
RDB

1 新生腹足目 タニシ科 マルタニシ Cipangopaludina chinensis laeta ● VU VU

2 オオタニシ Cipangopaludina japonica ● NT

3 汎有肺目 モノアラガイ科 モノアラガイ Radix auricularia japonica ● ● NT NT

4 ヒラマキガイ科 ヒラマキミズマイマイ Gyraulus chinensis spirillus ● DD

5 ヒラマキガイモドキ Polypylis hemisphaerula ● NT

6 カワコザラガイ科 カワコザラガイ Laevapex nipponica ● CR

7 イシガイ目 イシガイ科 ドブガイ属 Sinanodonta sp. ● ● ● NT

8 マルスダレガイ目 シジミ科 マシジミ Corbicula leana ● ● VU

9 吻蛭目 ヒラタビル科 イボビル Hemiclepsis japonica ● DD

10 トンボ目（蜻蛉目） ムカシトンボ科 ムカシトンボ Epiophlebia superstes ● NT

11 カメムシ目（半翅目） コオイムシ科 コオイムシ Appasus japonicus ● NT NT

12 タイコウチ科 ヒメミズカマキリ Ranatra unicolor ● VU

13 コウチュウ目（鞘翅目） ゲンゴロウ科 キボシケシゲンゴロウ Allopachria flavomaculata ● DD VU

計 8目 11科 13種 2種 8種 2種 1種 0種 4種 0種 0種 10種 7種

調査年度 外来種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H7

（1995）
H12

（2000）
H17

（2005）
H20

（2008）
H25

（2013）
H30

（2018）
外来

生物法
生態系

被害防止
1 汎有肺目 モノアラガイ科 ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella ● 総合

2 マルスダレガイ目 シジミ科 タイワンシジミ Corbicula fluminea ● ● 総合

3 エビ目 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii ● ● ● 総合

計 3目 3科 3種 0種 0種 1種 1種 3種 1種 0種 3種
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動植物プランクトン

平成 18 年度から令和 2 年度までの河川水辺の国勢調査により確認された植物プラ

ンクトンの確認種一覧を表 6.2-7 に、動物プランクトンの一覧を表 6.2-8 に示す。

過年度調査における確認状況は、植物プランクトン 58 種、動物プランクトン 41 種

を確認した。令和 2 年度（最新）の調査では、植物プランクトン 40 種、動物プラン

クトン 19 種を確認した。

表 6.2-7 植物プランクトン確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 学名 H18
(2006)

H26
(2014)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R01
(2019)

R02
(2020)

1 藍藻綱 クロオコックス目 シネココックス科 Aphanothece sp. ●
2 メリスモペディア科 Aphanocapsa sp. ●
3 Merismopedia sp. ●
4 ミクロキスティス科 Microcystis aeruginosa ● ● ● ● ● ● ●
5 Microcystis wesenbergii ● ● ● ● ●
6 Chroococcales(others;spherical) ● ● ● ●
7 ユレモ目 プセウドアナベナ科 Pseudanabaena limnetica complex ● ●
8 Pseudanabaena mucicola ● ●
9 Pseudanabaenaceae(others) ●
10 ネンジュモ目 ネンジュモ科 Aphanizomenon sp. ● ● ● ● ● ● ●
11 Dolichospermum-Sphaerospermopsis ● ● ● ● ● ●
12 緑藻綱 ボルボックス目 ボルボックス科 Eudorina sp. ● ● ● ● ● ● ●
13 Volvox sp. ● ● ● ● ● ● ●
14 クロロコックス目 クロロコックス科 Ankyra-Schroederia sp. ● ● ● ● ● ●
15 エラカトスリクス科 Elakatothrix sp. ● ● ● ● ● ●
16 アミミドロ科 Pediastrum sp. ● ● ●
17 オオキスティス科 Ankistrodesmus sp. ● ● ● ● ● ● ●
18 セネデスムス科 Coelastrum sp. ● ● ● ● ● ● ●
19 Crucigenia-Crucigeniella sp. ●
20 Scenedesmus sp. ● ● ● ● ● ● ●
21 緑藻綱の複数目 緑藻綱の複数科 Asterococcus-Coenochloris-Planktosphaeria-Sphaerocystis● ● ● ● ● ●
22 車軸藻綱 ホシミドロ目 ホシミドロ科 Mougeotia sp. ● ●
23 ツヅミモ科 Closterium aciculare ● ● ● ● ● ● ●

- Closterium sp. ● ●
24 Staurastrum sp. ● ● ● ● ● ● ●
25 緑藻綱 Other green flagellate ● ● ● ● ● ●
26 -車軸藻綱 Other green algae (non -motility;single cell ) ● ● ● ●
27 Other green algae (non -motility;colony ) ● ● ● ● ● ●
28 珪藻綱 中心目 タラシオシーラ科 Aulacoseira granulata f.granulata ● ● ● ● ● ● ●
29 Aulacoseira ambigua f.japonica ● ● ● ● ● ● ●
30 Aulacoseira pusilla complex ● ● ● ● ● ● ●
31 Cyclotella meneghiniana ● ● ● ● ● ● ●
32 タルケイソウ科 Melosira varians ● ● ● ● ● ●
33 Coscinodiscineae(others) ● ● ● ● ● ● ●
34 ツツガタケイソウ科 Urosolenia sp. ● ● ● ● ● ● ●
35 イトマキケイソウ科 Acanthoceras zachariasii ● ● ● ●
36 羽状目 イタケイソウ科 Asterionella formosa complex ● ● ● ● ● ●
37 Fragilaria crotonensis ● ● ● ● ● ● ●
38 Fragilaria (others;sensu lato;colony ) ●
39 Tabellaria sp. ● ● ● ● ●
40 Ulnaria japonica ● ● ● ● ● ● ●
41 Diatoma sp. ● ● ● ● ●
42 Diatomaceae(others) ● ● ● ● ● ● ●
43 ツメケイソウ科 Cocconeis sp. ● ● ● ● ● ●
44 ハネケイソウ科 Gyrosigma sp. ●
45 Cymbella sp. (sensu lato ) ● ● ● ● ● ● ●
46 Gomphonema sp. ● ● ● ● ●
47 Naviculaceae(others) ●
48 ササノハケイソウ科 Nitzschia acicularis complex ● ● ● ● ● ●
49 黄金藻綱 オクロモナス目 ディノブリオン科 Dinobryon sp. ● ● ● ● ● ● ●
50 シヌラ科 Synura sp. ● ●
51 Mallomonas sp. ● ● ● ● ● ● ●
52 オクロモナス科 Uroglena americana ● ● ● ● ●
53 渦鞭毛藻綱 ペリディニウム目 ケラティウム科 Ceratium hirundinella ● ● ● ● ● ● ●
54 ギムノディニウム科 Gymnodinium sp. (sensu lato ) ●
55 ペリディニウム科 Peridinium bipes ● ● ● ● ●
56 Peridinium willei ● ● ● ● ● ●
57 Peridinium sp.(others) ● ● ● ● ● ●
58 クリプト藻綱 Cryptophyceae ● ● ● ● ● ●

計 9綱 11目 28科 58種 27 45 47 46 48 41 40
注1） 種名並びに配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和2年度）」に従った。
注2） 種名に「・・・属」「・・・類」とあるもので、他の種と重複する場合は種数の合計から除外した。
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表 6.2-8 動物プランクトン確認一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 学名 H18
(2006)

H26
(2014)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R01
(2019)

R02
(2020)

1 葉状根足虫綱 殻性真正葉状根足虫目 ディフルギア科 Difflugia sp. ● ● ●
2 ケントロピキシス科 Centropyxis sp. ● ● ● ●
3 糸状根足虫綱 グロミア目 エウグリファ科 Euglypha sp. ● ●
4 多膜綱 小毛目 スナカラムシ科 Tintinnopsis sp. ● ● ● ● ● ● ●
5 単生殖巣綱 プソイドトロカ目 ツボワムシ科 Brachionus angularis ●
6 Brachionus calyciflorus ●
7 Kellicottia bostoniensis ●
8 Kellicottia longispina ● ● ● ● ●
9 Keratella cochlearis f.macracantha ● ● ●

10 Keratella cochlearis f.micracantha ● ●
11 Keratella cochlearis f.tecta ● ●
12 Keratella quadrata ● ● ● ● ● ●
13 ハオリワムシ科 Euchlanis sp. ● ●
14 ツキガタワムシ科 Lecane sp. ● ● ●
15 ネズミワムシ科 Trichocerca capucina ●
- Trichocerca sp. ● ● ● ● ● ● ●

16 ハラアシワムシ科 Chromogaster sp. ● ● ● ●
17 ヒゲワムシ科 Ploesoma truncatum ● ● ● ●
18 Polyarthra dolichoptera ● ● ● ● ● ●
19 Polyarthra vulgaris ● ● ● ● ● ● ●
20 Synchaeta sp. ● ● ● ● ● ●
21 フクロワムシ科 Asplanchna priodonta ● ● ● ● ● ●
22 グネシオトロカ目 ミジンコワムシ科 Hexarthra mira ●
23 ヒラタワムシ科 Filinia longiseta ● ● ● ● ● ●
24 Pompholyx sp. ●
25 テマリワムシ科 Conochiloides sp. ● ● ● ● ● ● ●
26 Conochilus sp. ● ● ● ●
27 ハナビワムシ科 Collothecidae ● ● ●
28 双生殖巣綱 ヒルガタワムシ目 Bdelloidea ●
29 顎脚綱 カラヌス目 ヒゲナガケンミジンコ科 Eodiaptomus japonicus (adult) ● ● ● ● ● ●
- Eodiaptomus japonicus (copepodid ) ● ● ● ●
- Calanoida(copepodid) ● ● ● ●

30 ケンミジンコ目 キクロプス科 Cyclops strenuus (adult_female ) ● ● ● ● ●
- Cyclops strenuus (copepodid ) ● ● ● ●
- Cyclops strenuus ●

31 Cyclops vicinus (adult_female ) ●
- Cyclopoida(adult_male) ● ●
- Cyclopoida(copepodid) ● ● ● ●
- Cyclopoida ●
- Copepoda(nauplius) ● ● ● ● ● ● ●

32 鰓脚綱 ミジンコ目 シダ科 Diaphanosoma brachyurum complex ●
33 ミジンコ科 Ceriodaphnia quadrangula ● ● ● ● ● ●
34 Daphnia galeata ● ● ● ● ● ●
35 Daphnia longispina ● ● ● ●
36 Moina macrocopa ●
37 ゾウミジンコ科 Bosmina longirostris ● ● ● ● ● ●
38 Bosminopsis deitersi ●
39 マルミジンコ科 Alona guttata ● ●
40 Alona quadrangularis ●
41 Chydorus sphaericus ● ● ● ●

計 7綱 9目 21科 41種 13 18 22 26 30 25 19
注1）種名並びに配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和2年度）」に従った。
注2）種名に「・・・属」「・・・類」とあるもので、他の種と重複する場合は種数の合計から除外した。
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植物

1） 確認種

平成 6 年度から令和元年度までの河川水辺の国勢調査により確認された植物の確

認種一覧を表 6.2-9 に示す。

過年度調査における植物の確認状況は、平成 6 年度からの計 5 回の調査で、1146

種の生育を確認した。令和元年度（最新）の調査では 664 種の植物を確認した。
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表 6.2-9(1) 植物確認種一覧

H6
(1994)

H11
(1999)

H16
(2004)

H21
(2009)

R1
(2019)

1 シダ植物門 ヒカゲノカズラ科 トウゲシバ（広義） Huperzia serrata ● ● ●
2 ヒカゲノカズラ綱 オニトウゲシバ Huperzia serrata var.longipetiolata ●
3 ホソバトウゲシバ Huperzia serrata var.serrata ● ● ●
4 ミズスギ Lycopodiella cernua ●
5 ヒカゲノカズラ Lycopodium clavatum var.nipponicum ● ● ●
6 イワヒバ科 ヒメクラマゴケ Selaginella heterostachys ● ● ●
7 カタヒバ Selaginella involvens ● ● ● ● ●
8 タチクラマゴケ Selaginella nipponica ● ●
9 クラマゴケ Selaginella remotifolia ● ● ● ● ●

10 イワヒバ Selaginella tamariscina ● ● ● ●
11 コンテリクラマゴケ Selaginella uncinata ● ●
12 シダ植物門 トクサ科 スギナ Equisetum arvense ● ● ● ● ●
13 大葉シダ綱 トクサ Equisetum hyemale ●
14 イヌドクサ Equisetum ramosissimum ssp.ramosissimum ●
15 ハナヤスリ科 フユノハナワラビ Botrychium ternatum ● ●
16 ナツノハナワラビ Botrychium virginianum ● ● ●
17 ゼンマイ科 ゼンマイ Osmunda japonica ● ● ● ● ●
18 ヤシャゼンマイ Osmunda lancea ● ● ● ● ●
19 オオバヤシャゼンマイ Osmunda x intermedia ●
20 コケシノブ科 アオホラゴケ Crepidomanes latealatum ● ●
21 ウチワゴケ Crepidomanes minutum ● ● ●
22 コウヤコケシノブ Hymenophyllum barbatum ● ● ● ●
23 ハイホラゴケ Vandenboschia kalamocarpa ●
24 ウラジロ科 コシダ Dicranopteris linearis ● ● ● ● ●
25 ウラジロ Diplopterygium glaucum ● ● ● ● ●
26 カニクサ科 カニクサ Lygodium japonicum var.japonicum ● ● ● ● ●
27 サンショウモ科 サンショウモ Salvinia natans ●
28 キジノオシダ科 オオキジノオ Plagiogyria euphlebia ● ● ● ● ●
29 キジノオシダ Plagiogyria japonica ● ● ● ● ●
30 ホングウシダ科 ホラシノブ Odontosoria chinensis ● ● ● ●
31 コバノイシカグマ科 イヌシダ Dennstaedtia hirsuta ● ● ● ● ●
32 コバノイシカグマ Dennstaedtia scabra ● ● ● ● ●
33 イワヒメワラビ Hypolepis punctata ● ● ●
34 フモトシダ Microlepia marginata ● ● ● ● ●
35 フジシダ Monachosorum maximowiczii ●
36 ワラビ Pteridium aquilinum ssp.japonicum ● ● ● ● ●
37 イノモトソウ科 ハコネシダ Adiantum monochlamys ● ● ● ● ●
38 クジャクシダ Adiantum pedatum ● ● ● ● ●
39 イワガネゼンマイ Coniogramme intermedia ● ● ● ●
40 ウラゲイワガネ Coniogramme intermedia f.villosa ● ●
41 イワガネソウ Coniogramme japonica ● ● ● ● ●
42 シシラン Haplopteris flexuosa ●
43 タチシノブ Onychium japonicum ● ●
44 オオバノイノモトソウ Pteris cretica ● ● ● ● ●
45 イノモトソウ Pteris multifida ● ● ● ● ●
46 マツサカシダ Pteris nipponica ●
47 アマクサシダ Pteris semipinnata ●
48 オオバノハチジョウシダ Pteris terminalis var.terminalis ● ● ● ●
49 ナヨシダ科 ウスヒメワラビ Acystopteris japonica ●
50 チャセンシダ科 コバノヒノキシダ Asplenium anogrammoides ● ● ●
51 トラノオシダ Asplenium incisum ● ● ● ● ●
52 トキワトラノオ Asplenium pekinense ●
53 イワトラノオ Asplenium tenuicaule ● ● ●
54 チャセンシダ Asplenium trichomanes ssp.quadrivalens ● ● ● ● ●
55 イヌチャセンシダ Asplenium tripteropus ● ● ●
56 アオガネシダ Asplenium wilfordii ● ●
57 ヒメシダ科 ヒメワラビ Macrothelypteris torresiana var.calvata ● ● ● ● ●
58 ミドリヒメワラビ Macrothelypteris viridifrons ●
59 ゲジゲジシダ Phegopteris decursivepinnata ● ● ● ● ●
60 ホシダ Thelypteris acuminata var.acuminata ● ● ●
61 イブキシダ Thelypteris esquirolii ●
62 ハシゴシダ Thelypteris glanduligera ● ● ● ●
63 ハリガネワラビ Thelypteris japonica ● ● ● ●
64 ヤワラシダ Thelypteris laxa ● ● ● ● ●
65 ヒメシダ Thelypteris palustris ● ● ● ● ●
66 ミゾシダ Thelypteris pozoi ssp.mollissima ● ● ● ● ●
67 イワデンダ科 イワデンダ Woodsia polystichoides ● ● ●
68 ヌリワラビ科 ヌリワラビ Rhachidosorus mesosorus ● ●
69 コウヤワラビ科 イヌガンソク Onoclea orientalis ● ● ●
70 コウヤワラビ Onoclea sensibilis var.interrupta ● ● ● ● ●
71 クサソテツ Onoclea struthiopteris ● ●
72 シシガシラ科 シシガシラ Blechnum niponicum ● ● ● ● ●
73 メシダ科 イヌワラビ Anisocampium niponicum ● ● ● ●
74 カラクサイヌワラビ Athyrium clivicola ● ● ●
75 シケチシダ Athyrium decurrentialatum ● ● ●
76 サトメシダ Athyrium deltoidofrons ●
77 ホソバイヌワラビ Athyrium iseanum var.iseanum ● ● ● ●
78 ヤマイヌワラビ Athyrium vidalii ● ● ● ● ●
79 ヒロハイヌワラビ Athyrium wardii ● ● ● ●
80 ホソバシケシダ Deparia conilii ● ●
81 セイタカシケシダ Deparia dimorphophylla ●
82 シケシダ Deparia japonica ● ● ● ● ●
83 オオヒメワラビ Deparia okuboana ● ● ● ●
84 ミヤマシケシダ（広義） Deparia pycnosora ● ●
85 ハクモウイノデ Deparia pycnosora var.albosquamata ● ● ●
86 ミヤマシケシダ（狭義） Deparia pycnosora var.pycnosora ●
87 ヒカゲワラビ Diplazium chinense ● ●
88 シロヤマシダ Diplazium hachijoense ●
89 ミヤマノコギリシダ Diplazium mettenianum ● ●
90 オニヒカゲワラビ Diplazium nipponicum ● ● ●
91 キヨタキシダ Diplazium squamigerum ● ● ● ● ●
92 ノコギリシダ Diplazium wichurae var.wichurae ● ● ● ●
93 オシダ科 オオカナワラビ Arachniodes amabilis var.fimbriata ● ● ● ●
94 ホソバナライシダ Arachniodes borealis ●
95 オニカナワラビ Arachniodes chinensis ● ● ● ●
96 ホソバカナワラビ Arachniodes exilis ● ●
97 ナンゴクナライシダ Arachniodes fargesii ● ●
98 ミドリカナワラビ Arachniodes nipponica ●
99 ハカタシダ Arachniodes simplicior ● ● ● ● ●

100 コバノカナワラビ Arachniodes sporadosora ● ●
101 リョウメンシダ Arachniodes standishii ● ● ● ● ●
102 メヤブソテツ Cyrtomium caryotideum ●
103 オニヤブソテツ Cyrtomium falcatum ● ●
104 ヤマヤブソテツ Cyrtomium fortunei var.clivicola ● ● ●
105 ヤブソテツ Cyrtomium fortunei var.fortunei ● ● ● ● ●
106 ヒロハヤブソテツ Cyrtomium macrophyllum ● ● ●
107 ミヤコヤブソテツ Cyrtomium yamamotoi ●
108 イワヘゴ Dryopteris atrata ● ●
109 ヤマイタチシダ Dryopteris bissetiana ● ● ● ● ●
110 サイゴクベニシダ Dryopteris championii ● ● ●
111 ミサキカグマ Dryopteris chinensis ● ●
112 ナチクジャク Dryopteris decipiens ●
113 オオクジャクシダ Dryopteris dickinsii ● ●
114 ベニシダ Dryopteris erythrosora ● ● ● ● ●
115 マルバベニシダ Dryopteris fuscipes ● ●
116 オオイタチシダ Dryopteris hikonensis ● ● ●
117 オオベニシダ Dryopteris hondoensis ● ● ● ●
118 クマワラビ Dryopteris lacera ● ● ● ● ●
119 キヨスミヒメワラビ Dryopteris maximowicziana ● ● ● ● ●
120 トウゴクシダ Dryopteris nipponensis ● ● ●

調査年度
No. 門・綱 科名 和名 学名
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表 6.2-9(2) 植物確認種一覧

H6
(1994)

H11
(1999)

H16
(2004)

H21
(2009)

R1
(2019)

121 大葉シダ綱 オシダ科 ヒメイタチシダ Dryopteris sacrosancta ● ● ●
122 オクマワラビ Dryopteris uniformis ● ● ● ● ●
123 アイノコクマワラビ Dryopteris x mituii ●
124 アイアスカイノデ Polystichum longifrons ● ● ●
125 カタイノデ Polystichum makinoi ● ● ●
126 オオキヨズミシダ Polystichum mayebarae ●
127 ツヤナシイノデ Polystichum ovatopaleaceum var.ovatopaleaceum ● ●
128 イノデ Polystichum polyblepharon ● ● ● ● ●
129 サイゴクイノデ Polystichum pseudomakinoi ● ● ● ● ●
130 サカゲイノデ Polystichum retrosopaleaceum ● ●
131 イノデモドキ Polystichum tagawanum ● ● ● ●
132 ジュウモンジシダ Polystichum tripteron ● ● ● ● ●
133 ヒメカナワラビ Polystichum tsus-simense ● ● ● ●
134 キヨズミイノデ Polystichum x kiyozumianum ●
135 ミツイシイノデ Polystichum x namegatae ●
136 シノブ科 シノブ Davallia mariesii ● ● ●
137 ウラボシ科 マメヅタ Lemmaphyllum microphyllum var.microphyllum ● ● ● ● ●
138 ヤノネシダ Lepidomicrosorium buergerianum ● ● ●
139 ヒメノキシノブ Lepisorus onoei ●
140 ノキシノブ（広義） Lepisorus thunbergianus ● ● ● ● ●
141 ミヤマノキシノブ Lepisorus ussuriensis var.distans ●
142 サジラン Loxogramme duclouxii ●
143 ヒメサジラン Loxogramme grammitoides ●
144 イワヤナギシダ Loxogramme salicifolia ● ● ● ● ●
145 クリハラン Neolepisorus ensatus ● ● ●
146 ヒトツバ Pyrrosia lingua ● ● ● ● ●
147 ミツデウラボシ Selliguea hastata ● ● ● ● ●
148 種子植物門 イチョウ科 イチョウ Ginkgo biloba ●
149 裸子植物亜門 マツ科 モミ Abies firma ● ● ●
150 アカマツ Pinus densiflora ● ● ● ● ●
151 ゴヨウマツ Pinus parviflora var.parviflora ● ● ●
152 クロマツ Pinus thunbergii ●
153 ツガ Tsuga sieboldii ● ● ●
154 マキ科 イヌマキ Podocarpus macrophyllus ● ● ●
155 ヒノキ科 ヒノキ Chamaecyparis obtusa ● ● ● ● ●
156 サワラ Chamaecyparis pisifera ● ●
157 スギ Cryptomeria japonica var.japonica ● ● ● ● ●
158 ネズミサシ Juniperus rigida ● ●
159 イチイ科 イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia ● ● ● ● ●
160 カヤ Torreya nucifera var.nucifera ● ● ● ●
161 種子植物門 マツブサ科 シキミ Illicium anisatum ● ● ● ●
162 被子植物亜門 サネカズラ Kadsura japonica ● ● ● ● ●
163 マツブサ Schisandra repanda ● ●
164 センリョウ科 ヒトリシズカ Chloranthus quadrifolius ●
165 フタリシズカ Chloranthus serratus ● ● ● ● ●
166 ドクダミ科 ドクダミ Houttuynia cordata ● ● ● ● ●
167 ウマノスズクサ科 ミヤコアオイ Asarum asperum var.asperum ● ● ● ● ●
168 モクレン科 コブシ Magnolia kobus ● ● ● ●
169 ホオノキ Magnolia obovata ● ● ● ●
170 タムシバ Magnolia salicifolia ● ●
171 クスノキ科 クスノキ Cinnamomum camphora ● ● ● ● ●
172 ヤブニッケイ Cinnamomum yabunikkei ● ● ● ● ●
173 カナクギノキ Lindera erythrocarpa ● ● ●
174 ヤマコウバシ Lindera glauca ● ● ● ● ●
175 ヒメクロモジ Lindera lancea ● ● ●
176 ダンコウバイ Lindera obtusiloba ● ● ● ● ●
177 アブラチャン Lindera praecox var.praecox ● ● ● ● ●
178 クロモジ Lindera umbellata var.umbellata ● ● ● ● ●
179 カゴノキ Litsea coreana ● ● ● ● ●
180 アオガシ Machilus japonica ● ● ● ● ●
181 タブノキ Machilus thunbergii ● ●
182 イヌガシ Neolitsea aciculata ● ●
183 シロダモ Neolitsea sericea var.sericea ● ● ● ● ●
184 種子植物門 ショウブ科 ショウブ Acorus calamus ●
185 被子植物亜門 セキショウ Acorus gramineus var.gramineus ● ● ● ● ●
186 単子葉類 サトイモ科 キシダマムシグサ Arisaema kishidae ● ●
187 ヤマトテンナンショウ Arisaema longilaminum ●
188 カントウマムシグサ Arisaema serratum ● ● ●
189 マムシグサ（広義） Arisaema serratum group ●
190 ウラシマソウ Arisaema thunbergii ssp.urashima ●
191 ムロウテンナンショウ Arisaema yamatense ssp.yamatense ● ● ● ●
192 アオウキクサ Lemna aoukikusa ssp.aoukikusa ● ●
193 カラスビシャク Pinellia ternata ● ● ●
194 ウキクサ Spirodela polyrhiza ● ●
195 オモダカ科 ヘラオモダカ Alisma canaliculatum ● ●
196 ウリカワ Sagittaria pygmaea ●
197 オモダカ Sagittaria trifolia ●
198 トチカガミ科 オオカナダモ Egeria densa ●
199 ヒロハトリゲモ Najas chinensis ●
200 ホッスモ Najas graminea ●
201 ヒルムシロ科 エビモ Potamogeton crispus ●
202 キンコウカ科 ソクシンラン Aletris spicata ●
203 ノギラン Metanarthecium luteoviride ● ● ● ● ●
204 ヤマノイモ科 ニガカシュウ Dioscorea bulbifera ●
205 ヤマノイモ Dioscorea japonica ● ● ● ● ●
206 ナガイモ Dioscorea polystachya ● ●
207 カエデドコロ Dioscorea quinquelobata ● ● ● ● ●
208 キクバドコロ Dioscorea septemloba ●
209 ヒメドコロ Dioscorea tenuipes ● ● ●
210 オニドコロ Dioscorea tokoro ● ● ● ● ●
211 ホンゴウソウ科 ホンゴウソウ Sciaphila nana ●
212 ビャクブ科 ナベワリ Croomia heterosepala ● ● ● ●
213 シュロソウ科 ショウジョウバカマ Heloniopsis orientalis var.orientalis ● ● ● ● ●
214 イヌサフラン科 ホウチャクソウ Disporum sessile ● ● ● ●
215 チゴユリ Disporum smilacinum ● ● ● ● ●
216 サルトリイバラ科 サルトリイバラ Smilax china var.china ● ● ● ● ●
217 タチシオデ Smilax nipponica ● ● ● ●
218 シオデ Smilax riparia ● ● ● ● ●
219 ヤマカシュウ Smilax sieboldii ●
220 サルマメ Smilax trinervula ●
221 ユリ科 ウバユリ Cardiocrinum cordatum var.cordatum ● ● ● ● ●
222 ササユリ Lilium japonicum ● ● ● ● ●
223 オニユリ Lilium lancifolium ● ● ●
224 コオニユリ Lilium leichtlinii var.leichtlinii f.pseudotigrinum ●
225 シンテッポウユリ Lilium x formolongo ●
226 ヤマジノホトトギス Tricyrtis affinis ● ● ● ● ●
227 ホトトギス Tricyrtis hirta ● ●
228 ラン科 マメヅタラン Bulbophyllum drymoglossum ● ●
229 ムギラン Bulbophyllum inconspicuum ●
230 エビネ Calanthe discolor ● ● ●
231 キンラン Cephalanthera falcata ● ●
232 サイハイラン Cremastra variabilis ●
233 シュンラン Cymbidium goeringii ● ● ● ● ●
234 セッコク Dendrobium moniliforme ●
235 アケボノシュスラン Goodyera foliosa var.laevis ●
236 ミヤマウズラ Goodyera schlechtendaliana ● ● ● ● ●
237 Lecanorchis属 Lecanorchis sp. ●
238 ジガバチソウ Liparis krameri ●
239 クモキリソウ Liparis kumokiri ●
240 コクラン Liparis nervosa ● ● ● ●

調査年度
No. 門・綱 科名 和名 学名
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241 単子葉類 ラン科 オオバノトンボソウ Platanthera minor ● ● ● ● ●
242 トンボソウ Platanthera ussuriensis ●
243 ネジバナ Spiranthes sinensis var.amoena ● ●
244 カヤラン Thrixspermum japonicum ● ●
245 アヤメ科 ヒメヒオウギズイセン Crocosmia x crocosmiiflora ● ● ●
246 ヒオウギ Iris domestica ●
247 シャガ Iris japonica ● ● ● ●
248 キショウブ Iris pseudacorus ● ● ● ● ●
249 ルリニワゼキショウ Sisyrinchium angustifolium ●
250 ニワゼキショウ Sisyrinchium rosulatum ● ● ● ●
251 ススキノキ科 ノカンゾウ Hemerocallis fulva var.disticha ● ●
252 ヤブカンゾウ Hemerocallis fulva var.kwanso ● ● ● ● ●
253 ヒガンバナ科 ヤマラッキョウ Allium thunbergii ●
254 ヒガンバナ Lycoris radiata ● ●
255 キツネノカミソリ Lycoris sanguinea ● ●
256 クサスギカズラ科 ツルボ Barnardia japonica ●
257 イワギボウシ Hosta longipes var.longipes ● ●
258 オオバギボウシ Hosta sieboldiana ●
259 コバギボウシ Hosta sieboldii ● ●
260 ヒメヤブラン Liriope minor ● ● ●
261 ヤブラン Liriope muscari ● ● ● ●
262 コヤブラン Liriope spicata ● ●
263 ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus ● ● ● ● ●
264 ナガバジャノヒゲ Ophiopogon japonicus var.umbrosus ● ● ● ● ●
265 オオバジャノヒゲ Ophiopogon planiscapus ●
266 ナルコユリ Polygonatum falcatum ● ● ● ● ●
267 ミヤマナルコユリ Polygonatum lasianthum ● ● ● ●
268 アマドコロ Polygonatum odoratum var.pluriflorum ● ● ●
269 オモト Rohdea japonica ● ● ●
270 ヤシ科 シュロ Trachycarpus fortunei ● ● ● ●
271 ツユクサ科 ツユクサ Commelina communis ● ● ● ● ●
272 イボクサ Murdannia keisak ● ● ●
273 ヤブミョウガ Pollia japonica ● ● ● ●
274 ミズアオイ科 コナギ Monochoria vaginalis ●
275 ショウガ科 ミョウガ Zingiber mioga ● ● ●
276 ガマ科 ヒメガマ Typha domingensis ● ●
277 ガマ Typha latifolia ● ● ●
278 イグサ科 イグサ Juncus decipiens ● ● ● ● ●
279 コウガイゼキショウ Juncus prismatocarpus ssp.leschenaultii ● ● ●
280 ホソイ Juncus setchuensis ●
281 クサイ Juncus tenuis ● ● ● ● ●
282 スズメノヤリ Luzula capitata ● ● ● ● ●
283 ヤマスズメノヒエ Luzula multiflora ● ● ●
284 ヌカボシソウ Luzula plumosa ● ● ● ● ●
285 カヤツリグサ科 シラスゲ Carex alopecuroides var.chlorostachya ● ● ● ●
286 シロイトスゲ Carex alterniflora ●
287 エナシヒゴクサ Carex aphanolepis ● ●
288 オオナキリスゲ Carex autumnalis ● ●
289 メアオスゲ Carex candolleana ● ● ●
290 ミヤマシラスゲ Carex confertiflora ●
291 ヒメカンスゲ Carex conica ● ● ●
292 ナルコスゲ Carex curvicollis ● ● ● ● ●
293 オニスゲ Carex dickinsii ●
294 カサスゲ Carex dispalata ●
295 イトスゲ Carex fernaldiana ● ●
296 ハマアオスゲ Carex fibrillosa ●
297 ヤマテキリスゲ Carex flabellata ●
298 タニガワスゲ Carex forficula ● ●
299 マスクサ Carex gibba ● ● ●
300 ヤマアゼスゲ Carex heterolepis ● ● ●
301 カワラスゲ Carex incisa ● ●
302 ジュズスゲ Carex ischnostachya ● ● ● ●
303 ヒゴクサ Carex japonica ● ● ● ● ●
304 テキリスゲ Carex kiotensis ● ● ●
305 ヒカゲスゲ Carex lanceolata ● ● ● ● ●
306 ナキリスゲ Carex lenta ● ● ● ● ●
307 アオスゲ Carex leucochlora ● ● ● ●
308 ゴウソ Carex maximowiczii ●
309 ノゲヌカスゲ Carex mitrata var.aristata ●
310 ビロードスゲ Carex miyabei ● ●
311 ヒメシラスゲ Carex mollicula ● ●
312 カンスゲ Carex morrowii ● ● ● ●
313 ミヤマカンスゲ Carex multifolia ● ●
314 ササノハスゲ Carex pachygyna ●
315 コカンスゲ Carex reinii ●
316 ヤブスゲ Carex rochebrunii ●
317 クサスゲ Carex rugata ●
318 サトヤマハリスゲ Carex ruralis ●
319 ニシノホンモンジスゲ Carex stenostachys ●
320 アゼスゲ Carex thunbergii ● ● ●
321 ヤワラスゲ Carex transversa ●
322 モエギスゲ Carex tristachya ● ● ● ●
323 チャガヤツリ Cyperus amuricus ●
324 アイダクグ Cyperus brevifolius ● ● ●
325 ヒメクグ Cyperus brevifolius var.leiolepis ● ● ● ● ●
326 タマガヤツリ Cyperus difformis ●
327 メリケンガヤツリ Cyperus eragrostis ●
328 アゼガヤツリ Cyperus flavidus ● ●
329 コアゼガヤツリ Cyperus haspan var.tuberiferus ● ●
330 コゴメガヤツリ Cyperus iria ● ●
331 カヤツリグサ Cyperus microiria ● ●
332 ウシクグ Cyperus orthostachyus ●
333 カワラスガナ Cyperus sanguinolentus ●
334 マツバイ Eleocharis acicularis var.longiseta ● ●
335 ハリイ Eleocharis congesta var.japonica ●
336 クログワイ Eleocharis kuroguwai ●
337 シカクイ Eleocharis wichurae ●
338 ヒメヒラテンツキ Fimbristylis autumnalis ●
339 ノテンツキ Fimbristylis complanata ●
340 テンツキ Fimbristylis dichotoma var.tentsuki ● ● ●
341 クロテンツキ Fimbristylis diphylloides ● ●
342 ヒデリコ Fimbristylis littoralis ●
343 アゼテンツキ Fimbristylis squarrosa ●
344 ヤマイ Fimbristylis subbispicata ● ● ●
345 ヒンジガヤツリ Lipocarpha microcephala ● ●
346 イヌホタルイ Schoenoplectiella juncoides ●
347 アブラガヤ Scirpus wichurae ●
348 イネ科 ヒロハノハネガヤ Achnatherum coreanum ●
349 ハネガヤ Achnatherum pekinense ●
350 ヤマヌカボ Agrostis clavata ● ● ●
351 ヌカボ Agrostis clavata var.nukabo ● ● ● ●
352 コヌカグサ Agrostis gigantea ●
353 ハイコヌカグサ Agrostis stolonifera ●
354 ハナヌカススキ Aira elegantissima ●
355 ヒメヌカススキ Aira elegantissima ssp.ambigua ●
356 スズメノテッポウ Alopecurus aequalis var.amurensis ● ●
357 メリケンカルカヤ Andropogon virginicus ● ● ● ● ●
358 コブナグサ Arthraxon hispidus ● ● ●
359 トダシバ Arundinella hirta ● ● ● ●
360 ミギワトダシバ Arundinella riparia ●
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361 単子葉類 イネ科 コウヤザサ Brachyelytrum japonicum ●
362 ヤマカモジグサ Brachypodium sylvaticum ●
363 コバンソウ Briza maxima ●
364 ヒメコバンソウ Briza minor ● ● ● ●
365 イヌムギ Bromus catharticus ● ●
366 キツネガヤ Bromus remotiflorus ● ● ●
367 ノガリヤス Calamagrostis brachytricha var.brachytricha ● ● ● ● ●
368 ギョウギシバ Cynodon dactylon ● ● ● ●
369 カモガヤ Dactylis glomerata ● ●
370 メヒシバ Digitaria ciliaris ● ● ● ● ●
371 コメヒシバ Digitaria radicosa ●
372 アキメヒシバ Digitaria violascens ● ● ● ● ●
373 アブラススキ Eccoilopus cotulifer ● ● ●
374 イヌビエ Echinochloa crus-galli ● ● ●
375 ヒメイヌビエ Echinochloa crus-galli var.praticola ●
376 タイヌビエ Echinochloa oryzicola ●
377 オヒシバ Eleusine indica ● ● ●
378 アオカモジグサ Elymus racemifer ● ● ● ● ●
379 タチカモジ Elymus racemifer var.japonensis ●
380 カモジグサ Elymus tsukushiensis var.transiens ● ● ● ●
381 シナダレスズメガヤ Eragrostis curvula ● ● ● ●
382 カゼクサ Eragrostis ferruginea ● ● ● ● ●
383 ニワホコリ Eragrostis multicaulis ● ●
384 ナルコビエ Eriochloa villosa ●
385 トボシガラ Festuca parvigluma ● ● ● ●
386 ドジョウツナギ Glyceria ischyroneura ● ● ●
387 コバノウシノシッペイ Hemarthria compressa ●
388 ウシノシッペイ Hemarthria sibirica ●
389 シラゲガヤ Holcus lanatus ● ●
390 アズマガヤ Hystrix duthiei ssp.longearistata ● ●
391 チガヤ Imperata cylindrica var.koenigii ● ● ● ●
392 チゴザサ Isachne globosa ● ●
393 ハイチゴザサ Isachne nipponensis ●
394 アシカキ Leersia japonica ●
395 サヤヌカグサ Leersia sayanuka ● ● ●
396 ササガヤ Leptatherum japonicum ● ● ● ●
397 ササクサ Lophatherum gracile ● ● ● ● ●
398 アシボソ Microstegium vimineum ● ● ● ●
399 オギ Miscanthus sacchariflorus ● ● ● ●
400 ススキ Miscanthus sinensis ● ● ● ● ●
401 タチネズミガヤ Muhlenbergia hakonensis ●
402 ネズミガヤ Muhlenbergia japonica ●
403 オオネズミガヤ Muhlenbergia longistolon ●
404 コチヂミザサ Oplismenus undulatifolius var.japonicus ● ● ● ● ●
405 ケチヂミザサ Oplismenus undulatifolius var.undulatifolius ● ● ● ●
406 ヌカキビ Panicum bisulcatum ● ● ● ●
407 オオクサキビ Panicum dichotomiflorum ● ●
408 シマスズメノヒエ Paspalum dilatatum ● ●
409 キシュウスズメノヒエ Paspalum distichum ●
410 スズメノヒエ Paspalum thunbergii ● ● ● ●
411 チカラシバ Pennisetum alopecuroides ● ● ● ● ●
412 クサヨシ Phalaris arundinacea ● ● ● ●
413 オオアワガエリ Phleum pratense ●
414 ヨシ Phragmites australis ● ●
415 ツルヨシ Phragmites japonica ● ● ● ● ●
416 モウソウチク Phyllostachys edulis ● ● ●
417 ハチク Phyllostachys nigra var.henonis ●
418 マダケ Phyllostachys reticulata ● ● ●
419 ネザサ Pleioblastus argenteostriatus ● ● ● ● ●
420 ケネザサ Pleioblastus fortunei f.pubescens ● ● ● ●
421 メダケ Pleioblastus simonii ● ● ● ● ●
422 ミゾイチゴツナギ Poa acroleuca ● ● ● ●
423 スズメノカタビラ Poa annua ● ● ● ●
424 コイチゴツナギ Poa compressa ●
425 ヤマミゾイチゴツナギ Poa hisauchii ●
426 オオイチゴツナギ Poa nipponica ● ●
427 ナガハグサ Poa pratensis ●
428 ミスジナガハグサ Poa pratensis ssp.irrigata ●
429 イチゴツナギ Poa sphondylodes ● ●
430 オオスズメノカタビラ Poa trivialis ● ● ●
431 ヒエガエリ Polypogon fugax ● ● ●
432 ヤダケ Pseudosasa japonica ● ● ●
433 ハイヌメリグサ Sacciolepis spicata ● ● ●
434 ヌメリグサ Sacciolepis spicata var.oryzetorum ●
435 スズタケ Sasa borealis ● ● ●
436 チシマザサ Sasa kurilensis ●
437 ミヤコザサ Sasa nipponica ● ● ●
438 クマザサ Sasa veitchii ●
439 オニウシノケグサ Schedonorus phoenix ● ● ● ●
440 アキノエノコログサ Setaria faberi ● ● ● ●
441 コツブキンエノコロ Setaria pallidefusca ● ● ●
442 キンエノコロ Setaria pumilla ● ● ● ●
443 エノコログサ Setaria viridis var.minor ● ●
444 ムラサキエノコロ Setaria viridis var.minor f.misera ●
445 ネズミノオ Sporobolus fertilis ● ● ●
446 メガルカヤ Themeda barbata ●
447 カニツリグサ Trisetum bifidum ● ● ● ●
448 ナギナタガヤ Vulpia myuros var.myuros ● ● ● ●
449 シバ Zoysia japonica ● ● ● ●
450 種子植物門 フサザクラ科 フサザクラ Euptelea polyandra ● ● ● ● ●
451 被子植物亜門 ケシ科 クサノオウ Chelidonium majus ssp.asiaticum ● ● ● ●
452 真正双子葉類 キケマン Corydalis heterocarpa var.japonica ●
453 ムラサキケマン Corydalis incisa ● ● ● ● ●
454 ヤマキケマン Corydalis ophiocarpa ● ●
455 ミヤマキケマン Corydalis pallida var.tenuis ● ●
456 タケニグサ Macleaya cordata ● ● ● ● ●
457 アケビ科 アケビ Akebia quinata ● ● ● ● ●
458 ミツバアケビ Akebia trifoliata ssp.trifoliata ● ● ● ● ●
459 ゴヨウアケビ Akebia x pentaphylla var.pentaphylla ● ●
460 ムベ Stauntonia hexaphylla ● ● ● ●
461 ツヅラフジ科 アオツヅラフジ Cocculus trilobus ● ● ● ● ●
462 コウモリカズラ Menispermum dauricum ● ●
463 ツヅラフジ Sinomenium acutum ● ● ●
464 メギ科 ヒイラギナンテン Berberis japonica ● ● ● ●
465 ナンテン Nandina domestica ● ● ● ● ●
466 キンポウゲ科 イヌショウマ Cimicifuga biternata ● ● ● ● ●
467 ボタンヅル Clematis apiifolia ● ● ● ● ●
468 ハンショウヅル Clematis japonica ● ● ●
469 タカネハンショウヅル Clematis lasiandra ●
470 センニンソウ Clematis terniflora ● ● ● ● ●
471 ケキツネノボタン Ranunculus cantoniensis ● ●
472 ウマノアシガタ Ranunculus japonicus ● ● ● ● ●
473 タガラシ Ranunculus sceleratus ●
474 キツネノボタン Ranunculus silerifolius ● ● ●
475 ヒメウズ Semiaquilegia adoxoides ● ●
476 アキカラマツ Thalictrum minus var.hypoleucum ● ● ● ● ●
477 アワブキ科 アワブキ Meliosma myriantha ● ● ● ●
478 ユズリハ科 ユズリハ Daphniphyllum macropodum var.macropodum ● ●
479 ユキノシタ科 アワモリショウマ Astilbe japonica ● ● ●
480 チダケサシ Astilbe microphylla ● ● ●
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481 真正双子葉類 ユキノシタ科 アカショウマ Astilbe thunbergii var.thunbergii ● ● ●
482 ネコノメソウ Chrysosplenium grayanum ●
483 ヤマネコノメソウ Chrysosplenium japonicum ●
484 イワボタン Chrysosplenium macrostemon var.macrostemon ●
485 タチネコノメソウ Chrysosplenium tosaense ● ●
486 チャルメルソウ Mitella furusei var.subramosa ● ● ● ● ●
487 オオチャルメルソウ Mitella japonica ● ●
488 コチャルメルソウ Mitella pauciflora ●
489 ヤマトチャルメルソウ Mitella yamatoensis ●
490 ダイモンジソウ Saxifraga fortunei var.alpina ●
491 ユキノシタ Saxifraga stolonifera ● ● ● ● ●
492 ベンケイソウ科 ミツバベンケイソウ Hylotelephium verticillatum var.verticillatum ● ● ● ●
493 オウシュウマンネングサ Sedum acre ●
494 コモチマンネングサ Sedum bulbiferum ● ● ● ● ●
495 メノマンネングサ Sedum japonicum ssp.japonicum var.japonicum ● ● ●
496 マルバマンネングサ Sedum makinoi ● ● ● ● ●
497 メキシコマンネングサ Sedum mexicanum ●
498 ツルマンネングサ Sedum sarmentosum ● ●
499 ヒメレンゲ Sedum subtile ● ● ●
500 アリノトウグサ科 アリノトウグサ Gonocarpus micranthus ● ●
501 ブドウ科 ノブドウ Ampelopsis glandulosa var.heterophylla ● ● ● ● ●
502 ヤブカラシ Cayratia japonica ● ● ● ● ●
503 ツタ Parthenocissus tricuspidata ● ● ● ● ●
504 エビヅル Vitis ficifolia ● ● ● ● ●
505 サンカクヅル Vitis flexuosa ● ● ● ●
506 アマヅル Vitis saccharifera var.saccharifera ● ● ● ●
507 マメ科 クサネム Aeschynomene indica ●
508 ネムノキ Albizia julibrissin var.julibrissin ● ● ● ● ●
509 イタチハギ Amorpha fruticosa ● ● ● ● ●
510 ヤブマメ Amphicarpaea edgeworthii ● ● ● ● ●
511 ホドイモ Apios fortunei ● ● ● ● ●
512 ゲンゲ Astragalus sinicus ● ●
513 カワラケツメイ Chamaecrista nomame ●
514 フジキ Cladrastis platycarpa ● ●
515 ユクノキ Cladrastis sikokiana ● ● ● ●
516 エニシダ Cytisus scoparius ●
517 アメリカヌスビトハギ Desmodium obtusum ●
518 アレチヌスビトハギ Desmodium paniculatum ● ● ● ● ●
519 ノササゲ Dumasia truncata ● ● ● ● ●
520 ノアズキ Dunbaria villosa ● ●
521 ツルマメ Glycine max ssp.soja ●
522 フジカンゾウ Hylodesmum oldhamii ● ● ●
523 ケヤブハギ Hylodesmum podocarpum ssp.fallax ● ● ●
524 ヌスビトハギ Hylodesmum podocarpum ssp.oxyphyllum var.japonicum ● ● ● ● ●
525 ヤブハギ Hylodesmum podocarpum ssp.oxyphyllum var.mandshuricum ● ● ● ●
526 マルバヌスビトハギ Hylodesmum podocarpum ssp.podocarpum ●
527 コマツナギ Indigofera pseudotinctoria ● ● ● ●
528 マルバヤハズソウ Kummerowia stipulacea ● ●
529 ヤハズソウ Kummerowia striata ● ● ● ● ●
530 イタチササゲ Lathyrus davidii ●
531 ヤマハギ Lespedeza bicolor var.bicolor ● ● ● ●
532 キハギ Lespedeza buergeri ● ● ● ● ●
533 メドハギ Lespedeza cuneata ● ● ● ●
534 マルバハギ Lespedeza cyrtobotrya ● ●
535 ネコハギ Lespedeza pilosa var.pilosa ● ● ● ● ●
536 ビッチュウヤマハギ Lespedeza thunbergii f.angustifolia ●
537 ミヤコグサ Lotus corniculatus ssp.japonicus ●
538 イヌエンジュ Maackia amurensis ● ● ● ● ●
539 コメツブウマゴヤシ Medicago lupulina ●
540 クズ Pueraria lobata ssp.lobata ● ● ● ● ●
541 オオバタンキリマメ Rhynchosia acuminatifolia ● ● ● ●
542 ハリエンジュ Robinia pseudoacacia ● ●
543 コメツブツメクサ Trifolium dubium ● ●
544 ムラサキツメクサ Trifolium pratense ● ● ● ● ●
545 シロツメクサ Trifolium repens ● ● ● ● ●
546 クサフジ Vicia cracca ●
547 スズメノエンドウ Vicia hirsuta ● ●
548 ヤハズエンドウ Vicia sativa ssp.nigra ● ●
549 イブキノエンドウ Vicia sepium ● ●
550 カスマグサ Vicia tetrasperma ●
551 ヤブツルアズキ Vigna angularis var.nipponensis ● ●
552 ヤマフジ Wisteria brachybotrys ●
553 フジ Wisteria floribunda ● ● ● ● ●
554 ヒメハギ科 ヒメハギ Polygala japonica ●
555 グミ科 ツルグミ Elaeagnus glabra ● ● ● ● ●
556 ナツグミ Elaeagnus multiflora ● ●
557 ナワシログミ Elaeagnus pungens ● ● ● ● ●
558 アキグミ Elaeagnus umbellata var.umbellata ● ●
559 クロウメモドキ科 クマヤナギ Berchemia racemosa ● ● ●
560 イソノキ Frangula crenata var.crenata ● ● ●
561 ケンポナシ Hovenia dulcis ● ● ●
562 ケケンポナシ Hovenia trichocarpa var.robusta ● ● ● ●
563 クロウメモドキ Rhamnus japonica var.decipiens ●
564 ニレ科 ケヤキ Zelkova serrata ● ● ● ● ●
565 アサ科 ムクノキ Aphananthe aspera ● ● ● ●
566 コバノチョウセンエノキ Celtis biondii var.biondii ●
567 エノキ Celtis sinensis ● ● ● ● ●
568 カナムグラ Humulus scandens ● ● ● ● ●
569 クワ科 ヒメコウゾ Broussonetia monoica ● ● ● ● ●
570 クワクサ Fatoua villosa ● ● ● ●
571 イヌビワ Ficus erecta var.erecta ●
572 イタビカズラ Ficus sarmentosa ssp.nipponica ● ● ● ● ●
573 ヒメイタビ Ficus thunbergii ● ●
574 マグワ Morus alba ● ● ● ●
575 ヤマグワ Morus australis ● ● ● ● ●
576 イラクサ科 クサコアカソ Boehmeria gracilis ●
577 ヤブマオ Boehmeria japonica var.longispica ● ● ● ●
578 カラムシ Boehmeria nivea var.concolor ● ● ● ● ●
579 メヤブマオ Boehmeria platanifolia ● ● ● ● ●
580 マルバヤブマオ Boehmeria robusta ●
581 ナガバヤブマオ Boehmeria sieboldiana ● ● ●
582 アカソ Boehmeria silvestrii ● ● ●
583 コアカソ Boehmeria spicata ● ● ● ● ●
584 ウワバミソウ Elatostema involucratum ● ● ● ● ●
585 ヒメウワバミソウ Elatostema japonicum ● ●
586 ヤマトキホコリ Elatostema laetevirens ● ● ●
587 ムカゴイラクサ Laportea bulbifera ● ● ● ●
588 カテンソウ Nanocnide japonica ● ● ● ● ●
589 サンショウソウ Pellionia radicans var.minima ● ● ● ●
590 キミズ Pellionia scabra ●
591 ミズ Pilea hamaoi ● ● ● ● ●
592 ヤマミズ Pilea japonica ● ● ● ●
593 ミヤコミズ Pilea kiotensis ● ● ● ●
594 アオミズ Pilea pumila ● ● ● ●
595 イラクサ Urtica thunbergiana ● ● ● ●
596 バラ科 ヒメキンミズヒキ Agrimonia nipponica ● ●
597 キンミズヒキ Agrimonia pilosa var.japonica ● ● ● ● ●
598 ザイフリボク Amelanchier asiatica ● ● ● ●
599 アズキナシ Aria alnifolia ●
600 ウラジロノキ Aria japonica ● ● ● ● ●
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601 真正双子葉類 バラ科 キンキマメザクラ Cerasus incisa var.kinkiensis ●
602 エドヒガン Cerasus itosakura ●
603 ヤマザクラ Cerasus jamasakura var.jamasakura ● ● ● ● ●
604 カスミザクラ Cerasus leveilleana ● ● ● ●
605 ソメイヨシノ Cerasus x yedoensis ● ● ●
606 ビワ Eriobotrya japonica ● ● ●
607 ダイコンソウ Geum japonicum ● ● ● ● ●
608 ヤマブキ Kerria japonica ● ● ● ● ●
609 リンボク Laurocerasus spinulosa ● ●
610 コゴメウツギ Neillia incisa ● ● ●
611 イヌザクラ Padus buergeriana ● ●
612 ウワミズザクラ Padus grayana ● ● ● ● ●
613 カナメモチ Photinia glabra ● ● ●
614 オヘビイチゴ Potentilla anemonifolia ● ● ●
615 ミツバツチグリ Potentilla freyniana ● ● ● ●
616 ヘビイチゴ Potentilla hebiichigo ● ● ● ● ●
617 ヤブヘビイチゴ Potentilla indica ● ● ● ● ●
618 カマツカ Pourthiaea villosa var.laevis ● ● ●
619 ワタゲカマツカ Pourthiaea villosa var.villosa ● ●
620 ケカマツカ Pourthiaea villosa var.zollingeri ● ● ●
621 トキワサンザシ Pyracantha coccinea ●
622 シャリンバイ Rhaphiolepis indica var.umbellata ●
623 テリハノイバラ Rosa luciae ● ●
624 ノイバラ Rosa multiflora var.multiflora ● ● ● ● ●
625 ヤブイバラ Rosa onoei var.onoei ● ● ●
626 ミヤコイバラ Rosa paniculigera ● ● ●
627 ヤマイバラ Rosa sambucina ●
628 フユイチゴ Rubus buergeri ● ● ● ● ●
629 クマイチゴ Rubus crataegifolius ● ● ● ● ●
630 ミヤマフユイチゴ Rubus hakonensis ● ● ●
631 クサイチゴ Rubus hirsutus ● ● ● ● ●
632 ニガイチゴ Rubus microphyllus ● ● ● ● ●
633 ヒメバライチゴ Rubus minusculus ● ●
634 モミジイチゴ Rubus palmatus ● ● ● ● ●
635 ナワシロイチゴ Rubus parvifolius ● ● ● ● ●
636 エビガライチゴ Rubus phoenicolasius ● ●
637 ユキヤナギ Spiraea thunbergii ● ● ● ● ●
638 ブナ科 クリ Castanea crenata ● ● ● ● ●
639 ツブラジイ Castanopsis cuspidata ●
640 アカガシ Quercus acuta ● ●
641 クヌギ Quercus acutissima ● ● ● ● ●
642 アラカシ Quercus glauca ● ● ● ● ●
643 シラカシ Quercus myrsinifolia ● ● ● ● ●
644 ウラジロガシ Quercus salicina ● ● ● ● ●
645 コナラ Quercus serrata ssp.serrata var.serrata ● ● ● ● ●
646 ツクバネガシ Quercus sessilifolia ● ●
647 アベマキ Quercus variabilis ● ● ● ● ●
648 クルミ科 オニグルミ Juglans mandshurica var.sachalinensis ● ● ● ● ●
649 サワグルミ Pterocarya rhoifolia ●
650 カバノキ科 ヤシャブシ Alnus firma ● ●
651 ヒメヤシャブシ Alnus pendula ●
652 カワラハンノキ Alnus serrulatoides ● ● ●
653 オオバヤシャブシ Alnus sieboldiana ● ● ● ● ●
654 アカシデ Carpinus laxiflora ● ● ● ● ●
655 イヌシデ Carpinus tschonoskii ● ● ● ●
656 ドクウツギ科 ドクウツギ Coriaria japonica ●
657 ウリ科 アマチャヅル Gynostemma pentaphyllum var.pentaphyllum ● ● ● ● ●
658 ミヤマニガウリ Schizopepon bryoniifolius ●
659 アレチウリ Sicyos angulatus ● ● ● ● ●
660 カラスウリ Trichosanthes cucumeroides ● ● ● ●
661 キカラスウリ Trichosanthes kirilowii var.japonica ● ● ● ●
662 モミジカラスウリ Trichosanthes multiloba ● ● ● ●
663 スズメウリ Zehneria japonica ● ● ● ●
664 ニシキギ科 ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus var.orbiculatus ● ● ● ● ●
665 ニシキギ Euonymus alatus ●
666 コマユミ Euonymus alatus f.ciliatodentatus ● ● ● ● ●
667 ツルマサキ Euonymus fortunei var.fortunei ● ● ● ● ●
668 マサキ Euonymus japonicus ●
669 サワダツ Euonymus melananthus ●
670 ツリバナ Euonymus oxyphyllus ● ● ●
671 マユミ Euonymus sieboldianus ● ● ● ●
672 カタバミ科 イモカタバミ Oxalis articulata ●
673 カタバミ Oxalis corniculata ● ● ● ● ●
674 ムラサキカタバミ Oxalis corymbosa ● ●
675 オッタチカタバミ Oxalis dillenii ● ●
676 ミヤマカタバミ Oxalis griffithii var.griffithii ● ● ● ●
677 トウダイグサ科 エノキグサ Acalypha australis ● ● ● ● ●
678 コニシキソウ Euphorbia maculata ● ●
679 オオニシキソウ Euphorbia nutans ● ●
680 アカメガシワ Mallotus japonicus ● ● ● ● ●
681 ヤマアイ Mercurialis leiocarpa ● ● ● ●
682 シラキ Neoshirakia japonica ● ● ● ● ●
683 ナンキンハゼ Triadica sebifera ●
684 コミカンソウ科 ヒトツバハギ Flueggea suffruticosa ●
685 コバンノキ Phyllanthus flexuosus ● ● ● ● ●
686 ヒメミカンソウ Phyllanthus ussuriensis ● ●
687 ヤナギ科 イイギリ Idesia polycarpa ● ●
688 ヤマナラシ Populus tremula var.sieboldii ● ● ●
689 バッコヤナギ Salix caprea ●
690 マルバヤナギ Salix chaenomeloides ● ● ● ● ●
691 ジャヤナギ Salix eriocarpa ● ●
692 ネコヤナギ Salix gracilistyla ● ● ● ● ●
693 イヌコリヤナギ Salix integra ● ● ● ●
694 カワヤナギ Salix miyabeana ssp.gymnolepis ● ●
695 タチヤナギ Salix triandra ● ● ●
696 サイコクキツネヤナギ Salix vulpina ssp.alopochroa ●
697 スミレ科 ナガバノスミレサイシン Viola bissetii ● ●
698 コタチツボスミレ Viola grypoceras var.exilis ● ●
699 タチツボスミレ Viola grypoceras var.grypoceras ● ● ● ● ●
700 アオイスミレ Viola hondoensis ● ● ● ● ●
701 コスミレ Viola japonica ● ●
702 スミレ Viola mandshurica var.mandsurica ●
703 コミヤマスミレ Viola maximowicziana ●
704 ニオイタチツボスミレ Viola obtusa ●
705 ナガバタチツボスミレ Viola ovato-oblonga ● ●
706 フモトスミレ Viola sieboldii ssp.sieboldii ●
707 アギスミレ Viola verecunda var.semilunaris ● ● ●
708 ツボスミレ Viola verecunda var.verecunda ● ● ● ● ●
709 シハイスミレ Viola violacea var.violacea ● ● ● ● ●
710 オトギリソウ科 オトギリソウ Hypericum erectum ● ● ● ●
711 ヒメオトギリ Hypericum japonicum ●
712 コケオトギリ Hypericum laxum ●
713 サワオトギリ Hypericum pseudopetiolatum ● ● ● ●
714 フウロソウ科 アメリカフウロ Geranium carolinianum ● ●
715 ゲンノショウコ Geranium thunbergii ● ● ● ● ●
716 ミソハギ科 ミソハギ Lythrum anceps ● ● ●
717 キカシグサ Rotala indica ● ●
718 アカバナ科 ミヤマタニタデ Circaea alpina ssp.alpina ●
719 タニタデ Circaea erubescens ●
720 ミズタマソウ Circaea mollis ● ● ● ● ●
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721 真正双子葉類 アカバナ科 アカバナ Epilobium pyrricholophum ●
722 チョウジタデ Ludwigia epilobioides ssp.epilobioides ● ●
723 メマツヨイグサ Oenothera biennis ● ●
724 オオマツヨイグサ Oenothera glazioviana ●
725 マツヨイグサ Oenothera stricta ●
726 ミツバウツギ科 ゴンズイ Euscaphis japonica ● ● ●
727 ミツバウツギ Staphylea bumalda ● ● ● ● ●
728 キブシ科 キブシ Stachyurus praecox ● ● ● ● ●
729 ウルシ科 ヌルデ Rhus javanica var.chinensis ● ● ● ● ●
730 ツタウルシ Toxicodendron orientale ssp.orientale ● ● ● ● ●
731 ハゼノキ Toxicodendron succedaneum ●
732 ヤマハゼ Toxicodendron sylvestre ● ● ● ● ●
733 ヤマウルシ Toxicodendron trichocarpum ● ● ● ● ●
734 ウルシ Toxicodendron vernicifluum ●
735 ムクロジ科 ヤマモミジ Acer amoenum var.matsumurae ●
736 ミツデカエデ Acer cissifolium ●
737 ウリカエデ Acer crataegifolium ● ● ● ● ●
738 イロハモミジ Acer palmatum ● ● ● ● ●
739 エンコウカエデ Acer pictum ssp.dissectum ● ● ● ●
740 ウラゲエンコウカエデ Acer pictum ssp.dissectum f.connivens ●
741 ウリハダカエデ Acer rufinerve ●
742 ムクロジ Sapindus mukorossi ● ● ● ●
743 ミカン科 マツカゼソウ Boenninghausenia albiflora var.japonica ● ● ● ● ●
744 コクサギ Orixa japonica ● ● ●
745 ミヤマシキミ Skimmia japonica var.japonica ● ●
746 カラスザンショウ Zanthoxylum ailanthoides var.ailanthoides ● ● ● ●
747 フユザンショウ Zanthoxylum armatum var.subtrifoliatum ● ● ● ●
748 サンショウ Zanthoxylum piperitum ● ● ● ● ●
749 イヌザンショウ Zanthoxylum schinifolium var.schinifolium ● ● ● ● ●
750 ニガキ科 ニワウルシ Ailanthus altissima ● ●
751 ニガキ Picrasma quassioides ● ● ● ● ●
752 アオイ科 イチビ Abutilon theophrasti ●
753 カラスノゴマ Corchoropsis crenata ● ●
754 アメリカフヨウ Hibiscus moscheutos ●
755 ジンチョウゲ科 コショウノキ Daphne kiusiana var.kiusiana ● ● ● ●
756 ジンチョウゲ Daphne odora ●
757 コガンピ Diplomorpha ganpi ●
758 ガンピ Diplomorpha sikokiana ● ● ●
759 アブラナ科 スズシロソウ Arabis flagellosa var.flagellosa ● ●
760 ヤマハタザオ Arabis hirsuta ● ● ● ●
761 ナズナ Capsella bursa-pastoris ● ●
762 ニシノオオタネツケバナ Cardamine dentipetala var.longifructus ●
763 タネツケバナ Cardamine occulta ● ● ● ● ●
764 オオバタネツケバナ Cardamine scutata ● ● ●
765 ワサビ Eutrema japonicum ●
766 イヌガラシ Rorippa indica ● ● ● ● ●
767 ビャクダン科 カナビキソウ Thesium chinense ● ● ●
768 オオバヤドリギ科 マツグミ Taxillus kaempferi var.kaempferi ● ● ●
769 タデ科 イタドリ Fallopia japonica var.japonica ● ● ● ● ●
770 ナガバノヤノネグサ Persicaria breviochreata ●
771 ミズヒキ Persicaria filiformis ● ● ● ● ●
772 ヤナギタデ Persicaria hydropiper ● ● ● ●
773 サナエタデ Persicaria lapathifolia var.incana ●
774 オオイヌタデ Persicaria lapathifolia var.lapathifolia ● ● ● ●
775 イヌタデ Persicaria longiseta ● ● ● ● ●
776 ヤノネグサ Persicaria muricata ● ● ● ●
777 シンミズヒキ Persicaria neofiliformis ● ● ●
778 イシミカワ Persicaria perfoliata ● ● ● ● ●
779 ハナタデ Persicaria posumbu ● ● ● ● ●
780 ボントクタデ Persicaria pubescens ● ● ● ●
781 アキノウナギツカミ Persicaria sagittata var.sibirica ● ● ● ● ●
782 ウナギツカミ Persicaria sagittata var.sibirica f.aestiva ●
783 ママコノシリヌグイ Persicaria senticosa ● ● ● ● ●
784 ミゾソバ Persicaria thunbergii var.thunbergii ● ● ● ● ●
785 ミチヤナギ Polygonum aviculare ssp.aviculare ●
786 スイバ Rumex acetosa ● ● ● ● ●
787 ヒメスイバ Rumex acetosella ssp.pyrenaicus ●
788 アレチギシギシ Rumex conglomeratus ●
789 ギシギシ Rumex japonicus ● ● ● ●
790 エゾノギシギシ Rumex obtusifolius ● ●
791 ナデシコ科 ノミノツヅリ Arenaria serpyllifolia var.serpyllifolia ● ● ● ●
792 ミミナグサ Cerastium fontanum ssp.vulgare var.angustifolium ● ● ● ●
793 オランダミミナグサ Cerastium glomeratum ● ● ● ●
794 ツメクサ Sagina japonica ● ● ● ● ●
795 ナンバンハコベ Silene baccifera var.japonica ● ● ● ●
796 ウシハコベ Stellaria aquatica ● ● ● ● ●
797 サワハコベ Stellaria diversiflora var.diversiflora ● ●
798 コハコベ Stellaria media ● ● ● ● ●
799 ミドリハコベ Stellaria neglecta ● ● ● ●
800 ミヤマハコベ Stellaria sessiliflora ● ● ●
801 ノミノフスマ Stellaria uliginosa var.undulata ● ● ● ● ●
802 ヒユ科 イノコヅチ Achyranthes bidentata var.japonica ● ● ● ● ●
803 ヒナタイノコヅチ Achyranthes bidentata var.tomentosa ● ● ● ●
804 ホソバツルノゲイトウ Alternanthera denticulata ● ● ●
805 イヌビユ Amaranthus blitum ●
806 イソホウキギ Bassia scoparia ●
807 シロザ Chenopodium album var.album ● ●
808 アカザ Chenopodium album var.centrorubrum ●
809 アリタソウ Dysphania ambrosioides ● ● ● ●
810 ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ Phytolacca americana ● ● ● ●
811 マルミノヤマゴボウ Phytolacca japonica ●
812 スベリヒユ科 スベリヒユ Portulaca oleracea ● ●
813 ミズキ科 ウリノキ Alangium platanifolium f.macrophyllum ● ● ● ●
814 ミズキ Cornus controversa var.controversa ●
815 クマノミズキ Cornus macrophylla ● ● ● ● ●
816 アジサイ科 ツルアジサイ Calyptranthe petiolaris ● ● ● ● ●
817 クサアジサイ Cardiandra alternifolia var.alternifolia ● ● ● ●
818 ウツギ Deutzia crenata var.crenata ● ● ● ● ●
819 ヒメウツギ Deutzia gracilis var.gracilis ● ● ●
820 ウラジロウツギ Deutzia maximowicziana ●
821 マルバウツギ Deutzia scabra var.scabra ● ● ● ● ●
822 ノリウツギ Heteromalla paniculata ● ● ● ●
823 コアジサイ Hortensia hirta ● ● ● ● ●
824 コガクウツギ Hortensia luteovenosa var.luteovenosa ● ●
825 アジサイ Hortensia macrophylla f.macrophylla ●
826 ガクアジサイ Hortensia macrophylla f.normalis ●
827 ガクウツギ Hortensia scandens ● ● ● ● ●
828 ヤマアジサイ Hortensia serrata var.serrata ● ● ●
829 バイカウツギ Philadelphus satsumi ●
830 ヤハズアジサイ Platycrater sikokiana ● ● ● ● ●
831 イワガラミ Schizophragma hydrangeoides ● ● ● ● ●
832 ツリフネソウ科 キツリフネ Impatiens noli-tangere ● ● ● ●
833 ツリフネソウ Impatiens textorii ● ● ● ●
834 サカキ科 サカキ Cleyera japonica ● ● ● ● ●
835 ヒサカキ Eurya japonica ● ● ● ● ●
836 モッコク Ternstroemia gymnanthera ●
837 カキノキ科 カキノキ Diospyros kaki var.kaki ● ● ● ●
838 ヤマガキ Diospyros kaki var.sylvestris ● ●
839 マメガキ Diospyros lotus ●
840 サクラソウ科 マンリョウ Ardisia crenata ● ● ● ● ●
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841 真正双子葉類 サクラソウ科 ヤブコウジ Ardisia japonica var.japonica ● ● ● ● ●
842 ギンレイカ Lysimachia acroadenia ● ●
843 オカトラノオ Lysimachia clethroides ● ● ● ● ●
844 ヌマトラノオ Lysimachia fortunei ● ●
845 コナスビ Lysimachia japonica ● ● ● ● ●
846 イズセンリョウ Maesa japonica ● ● ● ● ●
847 ツバキ科 ヤブツバキ Camellia japonica ● ● ● ● ●
848 チャノキ Camellia sinensis var.sinensis ● ● ● ● ●
849 ハイノキ科 タンナサワフタギ Symplocos coreana ● ● ● ●
850 サワフタギ Symplocos sawafutagi ● ● ●
851 イワウメ科 オオイワカガミ Schizocodon soldanelloides var.magnus ●
852 イワカガミ Schizocodon soldanelloides var.soldanelloides ● ● ●
853 エゴノキ科 オオバアサガラ Pterostyrax hispidus ● ● ● ● ●
854 エゴノキ Styrax japonicus ● ● ● ● ●
855 マタタビ科 サルナシ Actinidia arguta var.arguta ● ● ●
856 ウラジロマタタビ Actinidia arguta var.hypoleuca ●
857 マタタビ Actinidia polygama ● ● ● ● ●
858 リョウブ科 リョウブ Clethra barbinervis ● ● ● ● ●
859 ツツジ科 ウメガサソウ Chimaphila japonica ●
860 ネジキ Lyonia ovalifolia var.elliptica ● ● ● ● ●
861 ギンリョウソウ Monotropastrum humile ●
862 アセビ Pieris japonica ssp.japonica var.japonica ● ● ● ● ●
863 イチヤクソウ Pyrola japonica var.japonica ● ● ● ● ●
864 ツツジ（園芸品種） Rhododendron cvs. ●
865 ミツバツツジ Rhododendron dilatatum var.dilatatum ●
866 サツキ Rhododendron indicum ● ● ● ●
867 ヤマツツジ Rhododendron kaempferi var.kaempferi ● ● ● ●
868 ヒカゲツツジ Rhododendron keiskei var.keiskei ● ●
869 モチツツジ Rhododendron macrosepalum ● ● ● ● ●
870 コバノミツバツツジ Rhododendron reticulatum ● ● ● ● ●
871 シャシャンボ Vaccinium bracteatum ● ●
872 ウスノキ Vaccinium hirtum var.pubescens ● ●
873 ケアクシバ Vaccinium japonicum var.ciliare ● ●
874 アクシバ Vaccinium japonicum var.japonicum ● ● ●
875 ナツハゼ Vaccinium oldhamii ● ● ● ● ●
876 スノキ Vaccinium smallii var.glabrum ● ● ● ●
877 カンサイスノキ Vaccinium smallii var.versicolor ●
878 アオキ科 アオキ Aucuba japonica var.japonica ● ● ● ● ●
879 アカネ科 アリドオシ Damnacanthus indicus ●
880 ホソバオオアリドオシ Damnacanthus indicus var.lancifolius ● ●
881 メリケンムグラ Diodia virginiana ● ●
882 ヒメヨツバムグラ Galium gracilens ● ● ● ● ●
883 クルマムグラ Galium japonicum ●
884 キクムグラ Galium kikumugura ● ● ●
885 クルマバソウ Galium odoratum ●
886 ヤマムグラ Galium pogonanthum ● ● ●
887 オオバノヤエムグラ Galium pseudoasprellum ●
888 ヤエムグラ Galium spurium var.echinospermon ● ● ● ●
889 ヨツバムグラ Galium trachyspermum ● ● ● ● ●
890 クチナシ Gardenia jasminoides ●
891 ツルアリドオシ Mitchella undulata ● ● ● ●
892 コンロンカ Mussaenda parviflora ●
893 ハシカグサ Neanotis hirsuta ● ● ● ● ●
894 オオハシカグサ Neanotis hirsuta var.glabra ●
895 フタバムグラ Oldenlandia brachypoda ● ●
896 ヘクソカズラ Paederia foetida ● ● ● ● ●
897 アカネ Rubia argyi ● ● ● ● ●
898 ハクチョウゲ Serissa japonica ●
899 リンドウ科 リンドウ Gentiana scabra var.buergeri ●
900 アケボノソウ Swertia bimaculata ● ● ● ● ●
901 センブリ Swertia japonica ● ●
902 ツルリンドウ Tripterospermum japonicum ● ● ● ● ●
903 キョウチクトウ科 イケマ Cynanchum caudatum ●
904 キジョラン Marsdenia tomentosa ● ● ● ● ●
905 ガガイモ Metaplexis japonica ● ● ● ●
906 テイカカズラ Trachelospermum asiaticum ● ● ● ● ●
907 ツルニチニチソウ Vinca major ●
908 オオカモメヅル Vincetoxicum aristolochioides ● ● ●
909 コカモメヅル Vincetoxicum floribundum ● ●
910 スズサイコ Vincetoxicum pycnostelma ●
911 コバノカモメヅル Vincetoxicum sublanceolatum ●
912 ヒルガオ科 アメリカネナシカズラ Cuscuta campestris ●
913 ネナシカズラ Cuscuta japonica ● ●
914 マメアサガオ Ipomoea lacunosa ●
915 ナス科 クコ Lycium chinense ●
916 イガホオズキ Physaliastrum echinatum ●
917 ホオズキ Physalis alkekengi var.franchetii ●
918 ヤマホロシ Solanum japonense ● ● ●
919 ヒヨドリジョウゴ Solanum lyratum ● ● ● ●
920 マルバノホロシ Solanum maximowiczii ●
921 イヌホオズキ Solanum nigrum ● ●
922 アメリカイヌホオズキ Solanum ptychanthum ●
923 ハダカホオズキ Tubocapsicum anomalum ● ● ● ●
924 ムラサキ科 ハナイバナ Bothriospermum zeylanicum ● ● ● ●
925 オニルリソウ Cynoglossum asperrimum ● ●
926 ヤマルリソウ Nihon japonicum ● ● ● ●
927 ヒレハリソウ Symphytum officinale ●
928 ミズタビラコ Trigonotis brevipes ● ● ● ● ●
929 キュウリグサ Trigonotis peduncularis ● ● ● ●
930 モクセイ科 アオダモ Fraxinus lanuginosa f.serrata ●
931 マルバアオダモ Fraxinus sieboldiana ● ● ● ● ●
932 ネズミモチ Ligustrum japonicum var.japonicum ● ● ● ●
933 トウネズミモチ Ligustrum lucidum ●
934 イボタノキ Ligustrum obtusifolium ssp.obtusifolium ● ● ● ● ●
935 ミヤマイボタ Ligustrum tschonoskii var.tschonoskii ●
936 ヒイラギ Osmanthus heterophyllus ● ● ● ● ●
937 ヒイラギモクセイ Osmanthus x fortunei ●
938 イワタバコ科 イワタバコ Conandron ramondioides var.ramondioides ● ● ● ●
939 オオバコ科 マツバウンラン Nuttallanthus canadensis ●
940 オオバコ Plantago asiatica var.asiatica ● ● ● ● ●
941 ツボミオオバコ Plantago virginica ●
942 オオカワヂシャ Veronica anagallis-aquatica ●
943 タチイヌノフグリ Veronica arvensis ● ● ● ● ●
944 ムシクサ Veronica peregrina ●
945 オオイヌノフグリ Veronica persica ● ● ● ● ●
946 ゴマノハグサ科 オオヒナノウスツボ Scrophularia kakudensis ● ●
947 アゼナ科 スズメノトウガラシ（広義） Bonnaya antipoda ●
948 ヒロハスズメノトウガラシ Bonnaya verbenifolia ●
949 タケトアゼナ Lindernia dubia ssp.dubia ● ●
950 アメリカアゼナ Lindernia dubia ssp.major ● ●
951 アゼナ Lindernia procumbens ● ●
952 ウリクサ Torenia crustacea ● ●
953 アゼトウガラシ Vandellia micrantha ●
954 シソ科 キランソウ Ajuga decumbens ● ● ● ● ●
955 ジュウニヒトエ Ajuga nipponensis ●
956 コムラサキ Callicarpa dichotoma ●
957 ムラサキシキブ Callicarpa japonica var.japonica ● ● ● ● ●
958 ヤブムラサキ Callicarpa mollis ● ● ● ● ●
959 クサギ Clerodendrum trichotomum ● ● ● ● ●
960 クルマバナ Clinopodium coreanum ssp.coreanum ● ● ● ●
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961 真正双子葉類 シソ科 トウバナ Clinopodium gracile ● ● ● ● ●
962 イヌトウバナ Clinopodium micranthum var.micranthum ● ● ● ●
963 ヤマトウバナ Clinopodium multicaule var.multicaule ●
964 ミカエリソウ Comanthosphace stellipila var.stellipila ● ● ● ● ●
965 ナギナタコウジュ Elsholtzia ciliata ●
966 カキドオシ Glechoma hederacea ssp.grandis ● ● ● ● ●
967 ヤマハッカ Isodon inflexus ● ● ● ●
968 ヒキオコシ Isodon japonicus ● ● ● ●
969 アキチョウジ Isodon longitubus ● ● ● ● ●
970 ヒメオドリコソウ Lamium purpureum ●
971 コシロネ Lycopus cavaleriei ● ● ●
972 シロネ Lycopus lucidus ●
973 ハッカ Mentha canadensis ●
974 ヒメジソ Mosla dianthera ● ● ●
975 シラゲヒメジソ Mosla hirta ●
976 イヌコウジュ Mosla scabra ● ● ● ● ●
977 レモンエゴマ Perilla citriodora ●
978 エゴマ Perilla frutescens var.frutescens ●
979 ウツボグサ Prunella vulgaris ssp.asiatica ●
980 アキノタムラソウ Salvia japonica ● ● ● ●
981 オカタツナミソウ Scutellaria brachyspica ● ● ● ● ●
982 タツナミソウ Scutellaria indica var.indica ●
983 イヌゴマ Stachys aspera var.hispidula ●
984 ニガクサ Teucrium japonicum ● ● ● ●
985 ツルニガクサ Teucrium viscidum var.miquelianum ● ● ●
986 サギゴケ科 ムラサキサギゴケ Mazus miquelii ● ● ● ● ●
987 トキワハゼ Mazus pumilus ● ● ● ●
988 ハエドクソウ科 ミゾホオズキ Mimulus nepalensis ● ● ●
989 ハエドクソウ Phryma nana ● ● ● ● ●
990 ナガバハエドクソウ Phryma oblongifolia ●
991 キリ科 キリ Paulownia tomentosa ● ● ● ● ●
992 ハマウツボ科 ママコナ Melampyrum roseum var.japonicum ● ● ●
993 クチナシグサ Monochasma sheareri ●
994 コシオガマ Phtheirospermum japonicum ●
995 キツネノマゴ科 オギノツメ Hygrophila ringens ●
996 キツネノマゴ Justicia procumbens var.procumbens ● ● ● ● ●
997 ハグロソウ Peristrophe japonica ● ●
998 ハナイカダ科 ハナイカダ Helwingia japonica ssp.japonica var.japonica ● ● ● ● ●
999 モチノキ科 イヌツゲ Ilex crenata var.crenata ● ● ● ● ●

1000 アオハダ Ilex macropoda ● ● ● ● ●
1001 ソヨゴ Ilex pedunculosa ● ● ● ● ●
1002 クロガネモチ Ilex rotunda ●
1003 ウメモドキ Ilex serrata ● ● ● ●
1004 クロソヨゴ Ilex sugerokii var.sugerokii ● ●
1005 キキョウ科 ツリガネニンジン Adenophora triphylla var.japonica ● ● ● ●
1006 ホタルブクロ Campanula punctata var.punctata ● ● ● ● ●
1007 ツルニンジン Codonopsis lanceolata ● ● ● ● ●
1008 バアソブ Codonopsis ussuriensis ●
1009 ミゾカクシ Lobelia chinensis ●
1010 タニギキョウ Peracarpa carnosa var.carnosa ● ●
1011 ヒナキキョウソウ Triodanis biflora ●
1012 キキョウソウ Triodanis perfoliata ●
1013 キク科 セイヨウノコギリソウ Achillea millefolium ●
1014 ノブキ Adenocaulon himalaicum ● ●
1015 キッコウハグマ Ainsliaea apiculata ● ● ●
1016 テイショウソウ Ainsliaea cordifolia ● ●
1017 ブタクサ Ambrosia artemisiifolia ● ●
1018 オオブタクサ Ambrosia trifida ● ● ● ●
1019 ヨモギ Artemisia indica var.maximowiczii ● ● ● ● ●
1020 オトコヨモギ Artemisia japonica ssp.japonica var.japonica ● ●
1021 シロヨモギ Artemisia stelleriana ●
1022 ユウガギク Aster iinumae ●
1023 シロヨメナ Aster leiophyllus var.leiophyllus ● ● ● ●
1024 ナガバシロヨメナ Aster leiophyllus var.tenuifolius ●
1025 ホソバコンギク Aster microcephalus var.angustifolius ●
1026 ノコンギク Aster microcephalus var.ovatus ● ● ● ● ●
1027 ミヤマヨメナ Aster savatieri var.savatieri ● ● ● ●
1028 シラヤマギク Aster scaber ● ●
1029 イナカギク Aster semiamplexicaulis ● ● ●
1030 シュウブンソウ Aster verticillatus ● ● ● ●
1031 ヨメナ Aster yomena var.yomena ● ● ●
1032 センダングサ Bidens biternata ●
1033 アメリカセンダングサ Bidens frondosa ● ● ● ●
1034 コセンダングサ Bidens pilosa var.pilosa ●
1035 ヤブタバコ Carpesium abrotanoides ● ●
1036 ガンクビソウ Carpesium divaricatum var.divaricatum ● ● ● ●
1037 サジガンクビソウ Carpesium glossophyllum ● ● ● ●
1038 ヒメガンクビソウ Carpesium rosulatum ● ● ●
1039 トキンソウ Centipeda minima ● ● ●
1040 リュウノウギク Chrysanthemum makinoi ● ● ● ● ●
1041 アワコガネギク Chrysanthemum seticuspe f.boreale ●
1042 ヒメアザミ Cirsium buergeri ●
1043 ノアザミ Cirsium japonicum var.japonicum ● ● ●
1044 ノハラアザミ Cirsium oligophyllum var.oligophyllum ●
1045 キセルアザミ Cirsium sieboldii ●
1046 ヨシノアザミ Cirsium yoshinoi ● ● ● ● ●
1047 ベニバナボロギク Crassocephalum crepidioides ● ● ● ●
1048 ヤクシソウ Crepidiastrum denticulatum ● ● ● ●
1049 クサヤツデ Diaspananthus uniflorus ●
1050 アメリカタカサブロウ Eclipta alba ●
1051 タカサブロウ Eclipta thermalis ● ● ●
1052 ダンドボロギク Erechtites hieraciifolius var.hieraciifolius ● ● ● ● ●
1053 ヒメジョオン Erigeron annuus ● ● ● ● ●
1054 アレチノギク Erigeron bonariensis ●
1055 ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis ● ● ● ●
1056 ハルジオン Erigeron philadelphicus ● ● ● ●
1057 ヘラバヒメジョオン Erigeron strigosus ●
1058 オオアレチノギク Erigeron sumatrensis ● ● ● ●
1059 サケバヒヨドリ Eupatorium laciniatum ●
1060 サワヒヨドリ Eupatorium lindleyanum ● ●
1061 ヒヨドリバナ（広義） Eupatorium makinoi ● ● ● ● ●
1062 ヒヨドリバナ（ヒヨドリバナ二倍体） Eupatorium makinoi var.makinoi ● ●
1063 オオヒヨドリバナ Eupatorium makinoi var.oppositifolium ●
1064 ヤマヒヨドリバナ Eupatorium variabile ●
1065 ハキダメギク Galinsoga quadriradiata ●
1066 ホソバノチチコグサモドキ Gamochaeta calviceps ●
1067 ウラジロチチコグサ Gamochaeta coarctata ● ●
1068 チチコグサモドキ Gamochaeta pensylvanica ● ●
1069 チチコグサ Gnaphalium japonicum ● ● ●
1070 キクイモ Helianthus tuberosus ● ● ●
1071 キツネアザミ Hemisteptia lyrata ● ●
1072 ブタナ Hypochaeris radicata ● ● ●
1073 ニガナ Ixeridium dentatum ssp.dentatum ● ● ● ● ●
1074 ハナニガナ Ixeridium dentatum ssp.nipponicum var.albiflorum ●
1075 オオジシバリ Ixeris japonica ●
1076 イワニガナ Ixeris stolonifera ● ● ● ● ●
1077 アキノノゲシ Lactuca indica var.indica ● ● ● ● ●
1078 ヤマニガナ Lactuca raddeana var.elata ●
1079 ヤブタビラコ Lapsanastrum humile ● ● ● ● ●
1080 センボンヤリ Leibnitzia anandria ●

調査年度
No. 門・綱 科名 和名 学名
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表 6.2-9(10) 植物確認種一覧

H6
(1994)

H11
(1999)

H16
(2004)

H21
(2009)

R1
(2019)

1081 真正双子葉類 キク科 フクオウソウ Nabalus acerifolius ●
1082 サワギク Nemosenecio nikoensis ● ● ● ● ●
1083 ムラサキニガナ Paraprenanthes sororia ● ● ● ●
1084 ナガバノコウヤボウキ Pertya glabrescens ● ●
1085 カシワバハグマ Pertya robusta ●
1086 コウヤボウキ Pertya scandens ● ● ● ● ●
1087 フキ Petasites japonicus var.japonicus ● ● ● ● ●
1088 コウゾリナ Picris hieracioides ssp.japonica var.japonica ● ● ● ● ●
1089 ハハコグサ Pseudognaphalium affine ● ● ● ● ●
1090 コメナモミ Sigesbeckia glabrescens ● ● ●
1091 メナモミ Sigesbeckia pubescens ● ● ● ●
1092 セイタカアワダチソウ Solidago altissima ● ● ● ● ●
1093 アキノキリンソウ Solidago virgaurea ssp.asiatica var.asiatica ● ● ● ● ●
1094 オニノゲシ Sonchus asper ● ● ● ●
1095 ノゲシ Sonchus oleraceus ● ● ● ●
1096 ヒロハホウキギク Symphyotrichum subulatum var.squamatum ● ● ● ●
1097 ホウキギク Symphyotrichum subulatum var.subulatum ●
1098 キクバヤマボクチ Synurus palmatopinnatifidus var.palmatopinnatifidus ● ● ● ●
1099 カンサイタンポポ Taraxacum japonicum ● ● ● ●
1100 セイヨウタンポポ Taraxacum officinale ● ● ● ●
1101 トウカイタンポポ Taraxacum platycarpum var.longeappendiculatum ●
1102 オオオナモミ Xanthium occidentale ● ● ● ●
1103 オニタビラコ（広義） Youngia japonica ● ● ● ● ●
1104 ウコギ科 ウド Aralia cordata ● ● ● ● ●
1105 タラノキ Aralia elata ● ● ● ● ●
1106 コシアブラ Chengiopanax sciadophylloides ● ● ● ● ●
1107 ヒメウコギ Eleutherococcus sieboldianus ● ●
1108 オカウコギ Eleutherococcus spinosus var.japonicus ●
1109 ヤマウコギ Eleutherococcus spinosus var.spinosus ● ● ● ● ●
1110 ヤツデ Fatsia japonica var.japonica ● ● ●
1111 タカノツメ Gamblea innovans ● ● ● ● ●
1112 キヅタ Hedera rhombea ● ● ● ● ●
1113 オオバチドメ Hydrocotyle javanica ● ● ● ● ●
1114 ノチドメ Hydrocotyle maritima ● ● ● ●
1115 オオチドメ Hydrocotyle ramiflora ● ● ● ● ●
1116 チドメグサ Hydrocotyle sibthorpioides ● ● ● ●
1117 ヒメチドメ Hydrocotyle yabei ● ● ● ●
1118 ハリギリ Kalopanax septemlobus ssp.septemlobus ●
1119 セリ科 トウキ Angelica acutiloba var.acutiloba ●
1120 ノダケ Angelica decursiva ● ● ●
1121 シラネセンキュウ Angelica polymorpha ● ●
1122 シシウド Angelica pubescens var.pubescens ● ● ● ●
1123 セントウソウ Chamaele decumbens ● ●
1124 ドクゼリ Cicuta virosa ●
1125 ミツバ Cryptotaenia japonica ● ● ● ● ●
1126 セリ Oenanthe javanica ssp.javanica ● ● ● ● ●
1127 ヤブニンジン Osmorhiza aristata var.aristata ● ● ●
1128 ウマノミツバ Sanicula chinensis ● ● ●
1129 ヤブジラミ Torilis japonica ● ● ●
1130 オヤブジラミ Torilis scabra ● ● ● ● ●
1131 ガマズミ科 ソクズ Sambucus chinensis var.chinensis ● ● ● ●
1132 ニワトコ Sambucus racemosa ssp.sieboldiana var.sieboldiana ● ● ● ● ●
1133 ガマズミ Viburnum dilatatum ● ● ● ● ●
1134 コバノガマズミ Viburnum erosum ● ● ● ● ●
1135 オオカメノキ Viburnum furcatum ●
1136 ヤブデマリ Viburnum plicatum var.tomentosum ● ● ●
1137 ミヤマガマズミ Viburnum wrightii var.wrightii ● ● ● ●
1138 スイカズラ科 ツクバネウツギ Abelia spathulata var.spathulata ● ● ● ● ●
1139 ウグイスカグラ Lonicera gracilipes var.glabra ● ● ● ● ●
1140 ヤマウグイスカグラ Lonicera gracilipes var.gracilipes ● ● ● ● ●
1141 スイカズラ Lonicera japonica ● ● ● ● ●
1142 オトコエシ Patrinia villosa ● ● ● ● ●
1143 カノコソウ Valeriana fauriei ●
1144 ツルカノコソウ Valeriana flaccidissima ● ● ● ● ●
1145 ヤブウツギ Weigela floribunda ● ● ● ● ●
1146 タニウツギ Weigela hortensis ●
合計 － 152科 1146種 621種 734種 869種 578種 664種

注1） 種名並びに配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和2年度）」に従った。
注2） 種名に「・・・属」「・・・類」とあるもので、他の種と重複する場合は種数の合計から除外した。

調査年度
No. 門・綱 科名 和名 学名
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2） 重要種

重要種の経年確認状況を表 6.2-10 に示す。

これまでの 5 回の調査により 41 種の重要種を確認した。令和元年度（最新）の調

査では 9 種を確認した。このうち、ムギラン、セッコク、Lecanorchis 属（ウスキム

ヨウランの可能性あり）、トンボソウの 4 種のラン科とタチネズミガヤの計 5 種は河

川水辺の国勢調査で初めて確認した種である。

表 6.2-10 植物重要種の経年確認状況

注 1）重要種の選定基準
①「文化財保護法」：文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）

特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
②「種の保存法」：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 （平成 4 年法律第 75 号）

国内：国内希少野生動植物種
③「環境省 RL」：環境省レッドリスト 2020（令和 2 年 3 月 27 日 環境省報道発表資料）

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④「三重県 RDB」：三重県レッドデータブック 2015（平成 27 年 3 月 三重県農林水産部みどり共生推
進課）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

注 2）既往文献により三重県において確認されているムヨウラン属はムヨウラン、ウスキムヨウラン、クロ
ムヨウランであり、ウスキムヨウランである可能性があるものとして扱った。

H6
(1994)

H11
(1999)

H16
(2004)

H21
(2009)

R1
(2019)

文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL

三重県
RDB

1 サンショウモ科 サンショウモ Salvinia natans ● VU VU
2 オシダ科 メヤブソテツ Cyrtomium caryotideum ● EX
3 モクレン科 コブシ Magnolia kobus ● ● ● ● VU
4 トチカガミ科 ヒロハトリゲモ Najas chinensis ● VU
5 ホンゴウソウ科 ホンゴウソウ Sciaphila nana ● VU EN
6 ユリ科 ササユリ Lilium japonicum ● ● ● ● ● NT
7 ラン科 マメヅタラン Bulbophyllum drymoglossum ● ● NT NT
8 ムギラン Bulbophyllum inconspicuum ● NT NT
9 エビネ Calanthe discolor ● ● ● NT NT

10 キンラン Cephalanthera falcata ● ● VU VU
11 セッコク Dendrobium moniliforme ● NT
12 Lecanorchis属（ウスキムヨウラン） Lecanorchis sp. ● NT EN
13 トンボソウ Platanthera ussuriensis ● NT
14 ススキノキ科 ノカンゾウ Hemerocallis fulva var.disticha ● ● NT
15 カヤツリグサ科 オオナキリスゲ Carex autumnalis ● ● EN
16 ヤマアゼスゲ Carex heterolepis ● ● ● VU
17 アゼテンツキ Fimbristylis squarrosa ● VU
18 イネ科 ヒロハノハネガヤ Achnatherum coreanum ● EN
19 ミギワトダシバ Arundinella riparia ● VU EN
20 ナルコビエ Eriochloa villosa ● VU
21 タチネズミガヤ Muhlenbergia hakonensis ● VU
22 ケシ科 ヤマキケマン Corydalis ophiocarpa ● ● VU
23 キンポウゲ科 タカネハンショウヅル Clematis lasiandra ● EN
24 バラ科 キンキマメザクラ Cerasus incisa var.kinkiensis ● CR
25 ニシキギ科 サワダツ Euonymus melananthus ● NT
26 タデ科 ナガバノヤノネグサ Persicaria breviochreata ● VU
27 ヒユ科 イソホウキギ Bassia scoparia ● EN
28 ツツジ科 ウメガサソウ Chimaphila japonica ● NT
29 アカネ科 ハクチョウゲ Serissa japonica ● EN
30 キョウチクトウ科 スズサイコ Vincetoxicum pycnostelma ● NT VU
31 コバノカモメヅル Vincetoxicum sublanceolatum ● VU
32 シソ科 コムラサキ Callicarpa dichotoma ● VU
33 ハマウツボ科 クチナシグサ Monochasma sheareri ● VU
34 コシオガマ Phtheirospermum japonicum ● VU
35 キキョウ科 バアソブ Codonopsis ussuriensis ● VU CR
36 キク科 テイショウソウ Ainsliaea cordifolia ● ● NT
37 ミヤマヨメナ Aster savatieri var.savatieri ● ● ● ● VU
38 アワコガネギク Chrysanthemum seticuspe f.boreale ● NT
39 クサヤツデ Diaspananthus uniflorus ● NT
40 セリ科 ドクゼリ Cicuta virosa ● CR
41 スイカズラ科 カノコソウ Valeriana fauriei ● CR

合計 25科 41種 16種 12種 15種 9種 9種 0種 0種 13種 38種

重要種選定基準
No. 科名 和名 学名

調査年度
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3） 外来種

外来種の経年確認状況を表 6.2-11 に示す。

これまでの 5 回調査により、43 種の外来種を確認した。令和元年度（最新）の調

査では 21 種を確認しており、特定外来生物のアレチウリは初回調査の平成 6 年度以

降継続して確認している。また、特定外来生物のオオカワヂシャが河川水辺の国勢調

査で初めて確認された。

表 6.2-11 植物外来種の経年確認状況

注）外来種の選定基準
①「外来生物法」：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」

（平成 16 年法律第 78 号）の掲載種
特定：特定外来生物

②「生態系被害防止」：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト
（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27 年 3 月 環境省及び農林水産省）の掲載種

定着：定着予防外来種、総合：総合対策外来種、産業：産業管理外来種
国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や
水際での監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種。

総合：総合対策外来種
国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害のおそれがあるため、国、地方公共団
体、国民など各主体がそれぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、
遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。

産業：産業管理外来種
産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程
度の社会経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止
のための適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種。

H6
(1994)

H11
(1999)

H16
(2004)

H21
(2009)

R1
(2019)

外来
生物法

生態系
被害防止

1 イワヒバ科 コンテリクラマゴケ Selaginella uncinata ● ● 総合
2 トチカガミ科 オオカナダモ Egeria densa ● 総合
3 ユリ科 シンテッポウユリ Lilium x formolongo ● 総合
4 アヤメ科 ヒメヒオウギズイセン Crocosmia x crocosmiiflora ● ● ● 総合
5 キショウブ Iris pseudacorus ● ● ● ● ● 総合
6 ヤシ科 シュロ Trachycarpus fortunei ● ● ● ● 総合
7 カヤツリグサ科 メリケンガヤツリ Cyperus eragrostis ● 総合
8 イネ科 コヌカグサ Agrostis gigantea ● 産業
9 メリケンカルカヤ Andropogon virginicus ● ● ● ● ● 総合

10 カモガヤ Dactylis glomerata ● ● 産業
11 シナダレスズメガヤ Eragrostis curvula ● ● ● ● 総合
12 オオクサキビ Panicum dichotomiflorum ● ● 総合
13 シマスズメノヒエ Paspalum dilatatum ● ● 総合
14 キシュウスズメノヒエ Paspalum distichum ● 総合
15 オオアワガエリ Phleum pratense ● 産業
16 モウソウチク Phyllostachys edulis ● ● ● 産業
17 オニウシノケグサ Schedonorus phoenix ● ● ● ● 産業
18 ナギナタガヤ Vulpia myuros var.myuros ● ● ● ● 産業
19 メギ科 ヒイラギナンテン Berberis japonica ● ● ● ● 総合
20 マメ科 イタチハギ Amorpha fruticosa ● ● ● ● ● 総合
21 エニシダ Cytisus scoparius ● 総合
22 アレチヌスビトハギ Desmodium paniculatum ● ● ● ● ● 総合
23 ハリエンジュ Robinia pseudoacacia ● ● 産業
24 バラ科 ビワ Eriobotrya japonica ● ● ● 産業
25 トキワサンザシ Pyracantha coccinea ● 総合
26 ウリ科 アレチウリ Sicyos angulatus ● ● ● ● ● 特定 総合
27 トウダイグサ科 ナンキンハゼ Triadica sebifera ● 総合
28 ニガキ科 ニワウルシ Ailanthus altissima ● ● 総合
29 タデ科 ヒメスイバ Rumex acetosella ssp.pyrenaicus ● 総合
30 ギシギシ Rumex japonicus ● ● ● ● 総合
31 エゾノギシギシ Rumex obtusifolius ● ● 総合
32 キョウチクトウ科 ツルニチニチソウ Vinca major ● 総合
33 ヒルガオ科 アメリカネナシカズラ Cuscuta campestris ● 総合
34 マメアサガオ Ipomoea lacunosa ● 総合
35 モクセイ科 トウネズミモチ Ligustrum lucidum ● 総合
36 オオバコ科 オオバコ Plantago asiatica var.asiatica ● ● ● ● ● 総合
37 オオカワヂシャ Veronica anagallis-aquatica ● 特定 総合
38 キク科 オオブタクサ Ambrosia trifida ● ● ● ● 総合
39 アメリカセンダングサ Bidens frondosa ● ● ● ● 総合
40 ヒメジョオン Erigeron annuus ● ● ● ● ● 総合
41 セイタカアワダチソウ Solidago altissima ● ● ● ● ● 総合
42 セイヨウタンポポ Taraxacum officinale ● ● ● ● 総合
43 オオオナモミ Xanthium occidentale ● ● ● ● 総合

合計 19科 43種 21種 27種 33種 16種 21種 2種 43種

外来種選定基準
No. 科名 和名 学名

調査年度
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鳥類

1） 確認種

平成 9 年度から平成 28 年度までの河川水辺の国勢調査により確認された鳥類の確

認種一覧を表 6.2-12 に示す。

過年度調査における鳥類の確認状況は、平成 9 年度からの計 4 回の調査で、108 種

の生息を確認した。平成 28 年度（最新）の調査では、過去最多の 97 種の鳥類を確認

した。

表 6.2-12(1) 鳥類確認種一覧
調査年度

No. 綱名 目名 科名 和名 学名 H9
(1997)

H14
(2002)

H18
(2006)

H28
(2016)

1 鳥綱 キジ目 キジ科 コジュケイ Bambusicola thoracicus ● ● ● ●
2 ヤマドリ Syrmaticus soemmerringii ● ●
3 キジ Phasianus colchicus ● ● ●
4 カモ目 カモ科 オシドリ Aix galericulata ● ● ● ●
5 オカヨシガモ Anas strepera ●
6 ヒドリガモ Anas penelope ● ● ●
7 マガモ Anas platyrhynchos ● ● ● ●
8 アヒル Anas platyrhynchos var.domesticus ● ● ●
9 カルガモ Anas zonorhyncha ● ● ● ●

10 コガモ Anas crecca ●
11 カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ Tachybaptus ruficollis ● ● ● ●
12 ハト目 ハト科 カワラバト(ドバト) Columba livia ● ● ●
13 キジバト Streptopelia orientalis ● ● ● ●
14 アオバト Treron sieboldii ● ● ●
15 カツオドリ目 ウ科 カワウ Phalacrocorax carbo ● ● ● ●
16 ペリカン目 サギ科 ヨシゴイ Ixobrychus sinensis ●
17 ゴイサギ Nycticorax nycticorax ● ●
18 アオサギ Ardea cinerea ● ● ● ●
19 ダイサギ Ardea alba ● ● ●
20 コサギ Egretta garzetta ● ●
21 ツル目 クイナ科 オオバン Fulica atra ●
22 カッコウ目 カッコウ科 ホトトギス Cuculus poliocephalus ● ● ● ●
23 ヨタカ目 ヨタカ科 ヨタカ Caprimulgus indicus ● ● ● ●
24 アマツバメ目 アマツバメ科 ハリオアマツバメ Hirundapus caudacutus ●
25 アマツバメ Apus pacificus ●
26 チドリ目 シギ科 アオシギ Gallinago solitaria ●
27 イソシギ Actitis hypoleucos ● ●
28 カモメ科 ウミネコ Larus crassirostris ● ●
29 タカ目 ミサゴ科 ミサゴ Pandion haliaetus ● ●
30 タカ科 ハチクマ Pernis ptilorhynchus ●
31 トビ Milvus migrans ● ● ● ●
32 ツミ Accipiter gularis ●
33 ハイタカ Accipiter nisus ● ● ●
34 オオタカ Accipiter gentilis ● ●
35 サシバ Butastur indicus ● ●
36 ノスリ Buteo buteo ● ●
37 フクロウ目 フクロウ科 フクロウ Strix uralensis ●
38 アオバズク Ninox scutulata ● ●
39 ブッポウソウ目 カワセミ科 アカショウビン Halcyon coromanda ●
40 カワセミ Alcedo atthis ● ● ● ●
41 ヤマセミ Megaceryle lugubris ● ● ● ●
42 キツツキ目 キツツキ科 コゲラ Dendrocopos kizuki ● ● ● ●
43 オオアカゲラ Dendrocopos leucotos ● ●
44 アカゲラ Dendrocopos major ● ● ●
45 アオゲラ Picus awokera ● ● ● ●
46 ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ Falco peregrinus ● ●
47 スズメ目 サンショウクイ科 サンショウクイ Pericrocotus divaricatus ●
48 カササギヒタキ科 サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata ● ● ● ●
49 モズ科 モズ Lanius bucephalus ● ● ● ●
50 カラス科 カケス Garrulus glandarius ● ● ● ●
51 ハシボソガラス Corvus corone ● ● ● ●
52 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ● ● ● ●
53 キクイタダキ科 キクイタダキ Regulus regulus ●
54 シジュウカラ科 コガラ Poecile montanus ● ● ●
55 ヤマガラ Poecile varius ● ● ● ●
56 ヒガラ Periparus ater ● ● ● ●
57 シジュウカラ Parus minor ● ● ● ●
58 ツバメ科 ツバメ Hirundo rustica ● ● ● ●
59 コシアカツバメ Hirundo daurica ● ● ●
60 イワツバメ Delichon dasypus ● ●
61 ヒヨドリ科 ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis ● ● ● ●
62 ウグイス科 ウグイス Cettia diphone ● ● ● ●
63 ヤブサメ Urosphena squameiceps ● ● ●
64 エナガ科 エナガ Aegithalos caudatus ● ● ● ●
65 ムシクイ科 メボソムシクイ上種 Phylloscopus borealis sensu lato ●
66 オオムシクイ Phylloscopus examinandus ●
67 センダイムシクイ Phylloscopus coronatus ● ● ●
68 チメドリ科 ソウシチョウ Leiothrix lutea ●
69 メジロ科 メジロ Zosterops japonicus ● ● ● ●
70 ゴジュウカラ科 ゴジュウカラ Sitta europaea ● ●
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表 6.2-12(2) 鳥類確認種一覧
調査年度

No. 綱名 目名 科名 和名 学名 H9
(1997)

H14
(2002)

H18
(2006)

H28
(2016)

71 鳥綱 スズメ目 キバシリ科 キバシリ Certhia familiaris ●
72 ミソサザイ科 ミソサザイ Troglodytes troglodytes ● ● ●
73 ムクドリ科 ムクドリ Spodiopsar cineraceus ● ●
74 カワガラス科 カワガラス Cinclus pallasii ● ● ● ●
75 ヒタキ科 トラツグミ Zoothera dauma ● ● ●
76 クロツグミ Turdus cardis ● ●
77 マミチャジナイ Turdus obscurus ●
78 シロハラ Turdus pallidus ● ● ● ●
79 アカハラ Turdus chrysolaus ●
80 ツグミ Turdus naumanni ● ● ●
81 ルリビタキ Tarsiger cyanurus ● ● ●
82 ジョウビタキ Phoenicurus auroreus ● ● ● ●
83 イソヒヨドリ Monticola solitarius ● ● ●
84 エゾビタキ Muscicapa griseisticta ●
85 コサメビタキ Muscicapa dauurica ● ●
86 キビタキ Ficedula narcissina ● ● ● ●
87 オオルリ Cyanoptila cyanomelana ● ● ● ●
88 イワヒバリ科 カヤクグリ Prunella rubida ●
89 スズメ科 ニュウナイスズメ Passer rutilans ●
90 スズメ Passer montanus ● ● ● ●
91 セキレイ科 キセキレイ Motacilla cinerea ● ● ● ●
92 ハクセキレイ Motacilla alba ● ● ● ●
93 セグロセキレイ Motacilla grandis ● ● ● ●
94 ビンズイ Anthus hodgsoni ● ●
95 タヒバリ Anthus rubescens ●
96 アトリ科 アトリ Fringilla montifringilla ●
97 カワラヒワ Chloris sinica ● ● ● ●
98 マヒワ Carduelis spinus ● ● ●
99 ベニマシコ Uragus sibiricus ● ● ● ●

100 ウソ Pyrrhula pyrrhula ● ●
101 シメ Coccothraustes coccothraustes ●
102 イカル Eophona personata ● ● ● ●
103 ホオジロ科 ホオジロ Emberiza cioides ● ● ● ●
104 ホオアカ Emberiza fucata ●
105 カシラダカ Emberiza rustica ● ● ●
106 ミヤマホオジロ Emberiza elegans ● ● ●
107 アオジ Emberiza spodocephala ● ● ● ●
108 クロジ Emberiza variabilis ● ●

計 1綱 17目 42科 108種 67種 67種 63種 97種
注1）種名並びに配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和2年度）」に従った。
注2）種名に「・・・属」「・・・類」とあるもので、他の種と重複する場合は種数の合計から除外した。
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2） 重要種

重要種の経年確認状況を表 6.2-13 に示す。

これまでの 4 回の調査により 23 種の重要種を確認した。平成 28 年度（最新）の調

査では過去最多の 20 種を確認した。このうち、ハチクマ、アカショウビン、サンシ

ョウクイ、キクイタダキ、オオムシクイの 5 種は河川水辺の国勢調査で初めて確認し

た種である。

表 6.2-13 鳥類重要種の経年確認状況

注 1）重要種の選定基準
①「文化財保護法」：文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）

特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
②「種の保存法」：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 （平成 4 年法律第 75 号）

国内：国内希少野生動植物種
③「環境省 RL」：環境省レッドリスト 2020（令和 2 年 3 月 27 日 環境省報道発表資料）

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④「三重県 RDB」：三重県レッドデータブック 2015（平成 27 年 3 月 三重県農林水産部みどり共生推
進課）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

注 2）三重県 RDB の括弧（）は指定対象個体群を示す。
注 3）サンショウクイは亜種サンショウクイが環境省 RL の VU に指定されている。

調査年度 重要種選定基準
No. 綱名 目名 科名 和名 学名

H9
(1997)

H14
(2002)

H18
(2006)

H28
(2016)

文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL

三重県
RDB

1 鳥綱 キジ目 キジ科 ヤマドリ Syrmaticus soemmerringii ● ● NT

2 カモ目 カモ科 オシドリ Aix galericulata ● ● ● ● DD

EN(繁
殖)

NT(越
冬)

3 ペリカン目 サギ科 ヨシゴイ Ixobrychus sinensis ● NT NT
4 ヨタカ目 ヨタカ科 ヨタカ Caprimulgus indicus ● ● ● ● NT DD

5 タカ目 ミサゴ科 ミサゴ Pandion haliaetus ● ● NT

VU(越
冬)

NT(繁
殖)

6 タカ科 ハチクマ Pernis ptilorhynchus ● NT EN
7 ハイタカ Accipiter nisus ● ● ● NT NT
8 オオタカ Accipiter gentilis ● ● NT VU
9 サシバ Butastur indicus ● ● VU EN

10 フクロウ目 フクロウ科 フクロウ Strix uralensis ● NT
11 アオバズク Ninox scutulata ● ● VU
12 ブッポウソウ目 カワセミ科 アカショウビン Halcyon coromanda ● VU
13 ヤマセミ Megaceryle lugubris ● ● ● ● NT
14 キツツキ目 キツツキ科 オオアカゲラ Dendrocopos leucotos ● ● VU

15 ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ Falco peregrinus ● ● 国内 VU

CR(繁
殖)

EN(越
冬)

16 スズメ目 サンショウクイ科 サンショウクイ Pericrocotus divaricatus ● VU VU
17 カササギヒタキ科 サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata ● ● ● ● NT
18 キクイタダキ科 キクイタダキ Regulus regulus ● VU
19 ムシクイ科 オオムシクイ Phylloscopus examinandus ● DD
20 センダイムシクイ Phylloscopus coronatus ● ● ● NT
21 ヒタキ科 クロツグミ Turdus cardis ● ● NT
22 コサメビタキ Muscicapa dauurica ● ● DD
23 キビタキ Ficedula narcissina ● ● ● ● NT

計 1綱 10目 15科 23種 12種 10種 9種 20種 0種 1種 11種 22種
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3） 外来種

外来種の経年確認状況を表 6.2-14 に示す。

これまでの 4 回調査により、特定外来生物のソウシチョウ 1 種の外来種のみが確

認されている。本種は平成 28 年度（最新）の調査で初めて確認したものである。

表 6.2-14 鳥類外来種の経年確認状況

注）外来種の選定基準
①「外来生物法」：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」

（平成 16 年法律第 78 号）の掲載種
特定：特定外来生物

②「生態系被害防止」：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト
（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27 年 3 月 環境省及び農林水産省）の掲載種

定着：定着予防外来種、総合：総合対策外来種、産業：産業管理外来種
国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や
水際での監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種。

総合：総合対策外来種
国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害のおそれがあるため、国、地方公共団
体、国民など各主体がそれぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、
遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。

産業：産業管理外来種
産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程
度の社会経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止
のための適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種。

調査年度 外来種選定基準
No. 綱名 目名 科名 和名 学名 H9

(1997)
H14

(2002)
H18

(2006)
H28

(2016)
外来

生物法
生態系

被害防止
1 鳥綱 スズメ目 チメドリ科 ソウシチョウ Leiothrix lutea ● 特定 総合

計 1綱 1目 1科 1種 0種 0種 0種 1種 1種 1種
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両生類・爬虫類・哺乳類

1） 確認種

平成 5 年度から平成 23 年度までの河川水辺の国勢調査により確認された両生類の

確認種一覧を表 6.2-15 に、爬虫類の確認種一覧を表 6.2-16 に、哺乳類の確認種一

覧を表 6.2-17 に示す。

過年度調査における確認状況は、平成 5 年度からの計 4 回の調査で、両生類 12 種、

爬虫類 12 種、哺乳類 20 種の生息を確認した。平成 23 年度（最新）の調査では、両

生類 8 種、爬虫類 10 種、哺乳類 15 種を確認した。

表 6.2-15 両生類確認種一覧

表 6.2-16 爬虫類確認種一覧

調査年度
No. 目名 科名 和名 学名 H5

(1993)
H10

(1998)
H15

(2003)
H23

(2011)

1 有尾目 サンショウウオ科 マホロバサンショウウオ Hynobius guttatus ●

2 イモリ科 アカハライモリ Cynops pyrrhogaster ● ● ●

3 無尾目 ヒキガエル科 ニホンヒキガエル Bufo japonicus japonicus ● ● ● ●

ヒキガエル属 Bufo sp. ●

4 アマガエル科 ニホンアマガエル Hyla japonica ● ● ● ●

5 アカガエル科 タゴガエル Rana tagoi tagoi ● ● ● ●

6 ヤマアカガエル Rana ornativentris ●

7 トノサマガエル Pelophylax nigromaculatus ● ● ● ●

8 ウシガエル Lithobates catesbeianus ● ● ●

9 ツチガエル Glandirana rugosa ● ● ● ●

10 アオガエル科 シュレーゲルアオガエル Zhangixalus schlegelii ● ● ● ●

11 モリアオガエル Zhangixalus arboreus ● ●

12 カジカガエル Buergeria buergeri ● ● ● ●

計 2目 6科 12種 11種 10種 9種 8種
注1）種名並びに配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和2年度）」に従った。
注2）種名に「・・・属」「・・・類」とあるもので、他の種と重複する場合は種数の合計から除外した。
注3）マホロバサンショウウオの種名変更の経緯は下記のとおりである。

1998年時点ではブチサンショウウオとされていたもののうち、中部地方から近畿地方・四国・九州に分布する個体群が2008年にコガタブチサンショウ
ウオと新種記載され、その後、コガタブチサンショウウオのうち中部地方から近畿地方に分布する個体群が2019年にマホロバサンショウウオと新種記
載された。青蓮寺ダムにおいて平成10年度にブチサンショウウオとされた個体は、分布域からマホロバサンショウウオと考えられる。

調査年度
No. 目名 科名 和名 学名 H5

(1993)
H10

(1998)
H15

(2003)
H23

(2011)

1 カメ目 イシガメ科 ニホンイシガメ Mauremys japonica ● ● ● ●

2 クサガメ Mauremys reevesii ● ●

3 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans ●

4 有鱗目 トカゲ科 ニホントカゲ Plestiodon japonicus ● ● ● ●

5 カナヘビ科 ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides ● ● ● ●

6 ナミヘビ科 シマヘビ Elaphe quadrivirgata ● ● ● ●

7 アオダイショウ Elaphe climacophora ● ● ●

8 ジムグリ Euprepiophis conspicillatus ● ●

9 シロマダラ Dinodon orientale ● ● ●

10 ヒバカリ Hebius vibakari vibakari ● ●

11 ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus ● ● ●

12 クサリヘビ科 ニホンマムシ Gloydius blomhoffii ● ● ● ●

計 2目 6科 12種 8種 9種 9種 10種
注1）種名並びに配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和2年度）」に従った。
注2）種名に「・・・属」「・・・類」とあるもので、他の種と重複する場合は種数の合計から除外した。
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表 6.2-17 哺乳類確認種一覧
調査年度

No. 目名 科名 和名 学名 H5
(1993)

H10
(1998)

H15
(2003)

H23
(2011)

1 モグラ目（食虫目） モグラ科 ヒミズ Urotrichus talpoides ● ●

2 モグラ属 Mogera sp. ●

モグラ科 Talpidae gen. sp. ● ●

3 コウモリ目（翼手目） キクガシラコウモリ科 ニホンコキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus cornutus ●

4 ヒナコウモリ科 ヒナコウモリ科 Vespertilionidae gen. sp. ●

- コウモリ目 Chiroptera fam. gen. sp. ● ●

5 サル目（霊長目） オナガザル科 ホンドザル Macaca fuscata fuscata ● ● ● ●

6 ウサギ目 ウサギ科 ノウサギ Lepus brachyurus brachyurus ● ● ● ●

7 ネズミ目（齧歯目） リス科 ニホンリス Sciurus lis ● ● ● ●

8 ムササビ Petaurista leucogenys ● ●

9 ネズミ科 ホンドアカネズミ Apodemus speciosus speciosus ● ● ● ●

10 ホンドヒメネズミ Apodemus argenteus argenteus ● ● ●

アカネズミ属 Apodemus sp. ● ●

11 ホンシュウカヤネズミ Micromys minutus hondonis ●

12 ネコ目（食肉目） クマ科 ツキノワグマ Ursus thibetanus japonicus ●

13 アライグマ科 アライグマ Procyon lotor ●

14 イヌ科 ホンドタヌキ Nyctereutes procyonoides viverrinus ● ● ● ●

15 ホンドキツネ Vulpes vulpes japonica ● ●

16 イタチ科 ホンドテン Martes melampus melampus ● ● ● ●

17 イタチ属 Mustela sp. ● ● ●

18 ニホンアナグマ Meles meles anakuma ●

イタチ科 Mustelidae gen. sp. ●

19 ウシ目（偶蹄目） イノシシ科 イノシシ Sus scrofa leucomystax ● ● ● ●

20 シカ科 ニホンジカ Cervus nippon centralis ● ● ● ●

計 7目 13科 20種 9種 15種 14種 15種
注1）種名並びに配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和2年度）」に従った。
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2） 重要種

重要種の経年確認状況を表 6.2-18～表 6.2-20 に示す。

これまでの 4 回の調査により両生類 4 種、爬虫類 2 種、哺乳類 3 種の重要種を確

認した。平成 23 年度（最新）の調査では、両生類はニホンヒキガエル、トノサマガ

エルの 2 種、爬虫類はニホンイシガメ 1 種、哺乳類はニホンリス 1 種を継続して確

認したが、アカハライモリ、シロマダラは確認されなかった。

表 6.2-18 両生類重要種の経年確認状況

注 1）重要種の選定基準
①「文化財保護法」：文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）

特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
②「種の保存法」：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 （平成 4 年法律第 75 号）

国内：国内希少野生動植物種
③「環境省 RL」：環境省レッドリスト 2020（令和 2 年 3 月 27 日 環境省報道発表資料）

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④「三重県 RDB」：三重県レッドデータブック 2015（平成 27 年 3 月 三重県農林水産部みどり共生推
進課）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

注 2）マホロバサンショウウオは三重県 RDB には「コガタブチサンショウウオ」と記載されている（三重県
RDB はマホロバサンショウウオが新規に分類された 2019 年以前の発行であるため）

表 6.2-19 爬虫類重要種の経年確認状況

注 1）重要種の選定基準
①「文化財保護法」：文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）

特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
②「種の保存法」：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 （平成 4 年法律第 75 号）

国内：国内希少野生動植物種
③「環境省 RL」：環境省レッドリスト 2020（令和 2 年 3 月 27 日 環境省報道発表資料）

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④「三重県 RDB」：三重県レッドデータブック 2015（平成 27 年 3 月 三重県農林水産部みどり共生推
進課）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

表 6.2-20 哺乳類重要種の経年確認状況

注 1）重要種の選定基準
①「文化財保護法」：文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）

特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
②「種の保存法」：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 （平成 4 年法律第 75 号）

国内：国内希少野生動植物種
③「環境省 RL」：環境省レッドリスト 2020（令和 2 年 3 月 27 日 環境省報道発表資料）

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④「三重県 RDB」：三重県レッドデータブック 2015（平成 27 年 3 月 三重県農林水産部みどり共生推
進課）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

調査年度 重要種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H5

(1993)
H10

(1998)
H15

(2003)
H23

(2011)
文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL

三重県
RDB

1 カメ目 イシガメ科 ニホンイシガメ Mauremys japonica ● ● ● ● NT

2 有鱗目 ナミヘビ科 シロマダラ Dinodon orientale ● ● ● LC

計 2目 2科 2種 2種 2種 2種 1種 0種 0種 1種 1種

調査年度 重要種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H5

(1993)
H10

(1998)
H15

(2003)
H23

(2011)
文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL

三重県
RDB

1 コウモリ目（翼手目） キクガシラコウモリ科 ニホンコキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus cornutus ● NT

2 ネズミ目（齧歯目） リス科 ニホンリス Sciurus lis ● ● ● ● NT

3 ネコ目（食肉目） クマ科 ツキノワグマ Ursus thibetanus japonicus ● LP EN

計 3目 3科 3種 1種 2種 2種 1種 0種 1種 1種 3種

調査年度 重要種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H5

(1993)
H10

(1998)
H15

(2003)
H23

(2011)
文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL

三重県
RDB

1 有尾目 サンショウウオ科 マホロバサンショウウオ Hynobius guttatus ● VU LC

2 イモリ科 アカハライモリ Cynops pyrrhogaster ● ● ● NT

3 無尾目 ヒキガエル科 ニホンヒキガエル Bufo japonicus japonicus ● ● ● ● NT

4 アカガエル科 トノサマガエル Pelophylax nigromaculatus ● ● ● ● NT

計 2目 4科 4種 3種 4種 3種 2種 0種 0種 3種 2種
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3） 外来種

外来種の経年確認状況を表 6.2-21～表 6.2-23 に示す。

これまでの 4 回調査により、両生類ではウシガエル、爬虫類ではミシシッピアカミ

ミガメ、哺乳類ではアライグマの各 1 種を確認した。平成 23 年度（最新）では 3 種

とも確認し、このうち、ミシシッピアカミミガメとアライグマの 2 種は河川水辺の国

勢調査で初めて確認されたものであった。

表 6.2-21 両生類外来種の経年確認状況

注）外来種の選定基準
①「外来生物法」：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」

（平成 16 年法律第 78 号）の掲載種
特定：特定外来生物

②「生態系被害防止」：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト
（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27 年 3 月 環境省及び農林水産省）の掲載種

定着：定着予防外来種、総合：総合対策外来種、産業：産業管理外来種
国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や
水際での監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種。

総合：総合対策外来種
国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害のおそれがあるため、国、地方公共団
体、国民など各主体がそれぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、
遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。

産業：産業管理外来種
産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程
度の社会経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止
のための適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種。

表 6.2-22 爬虫類外来種の経年確認状況

注）外来種の選定基準
①「外来生物法」：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」

（平成 16 年法律第 78 号）の掲載種
特定：特定外来生物

②「生態系被害防止」：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト
（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27 年 3 月 環境省及び農林水産省）の掲載種

定着：定着予防外来種、総合：総合対策外来種、産業：産業管理外来種
国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や
水際での監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種。

総合：総合対策外来種
国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害のおそれがあるため、国、地方公共団
体、国民など各主体がそれぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、
遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。

産業：産業管理外来種
産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程
度の社会経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止
のための適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種。

調査年度 外来種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H5

(1993)
H10

(1998)
H15

(2003)
H23

(2011)
外来

生物法
生態系

被害防止

1 無尾目 アカガエル科 ウシガエル Lithobates catesbeianus ● ● ● 特定 総合

計 1目 1科 1種 1種 1種 0種 1種 1種 1種

調査年度 外来種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H5

(1993)
H10

(1998)
H15

(2003)
H23

(2011)
外来

生物法
生態系

被害防止

1 カメ目 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans ● 総合

計 1目 1科 1種 0種 0種 0種 1種 0種 1種



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-59

表 6.2-23 哺乳類外来種の経年確認状況

注）外来種の選定基準
①「外来生物法」：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」

（平成 16 年法律第 78 号）の掲載種
特定：特定外来生物

②「生態系被害防止」：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト
（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27 年 3 月 環境省及び農林水産省）の掲載種

定着：定着予防外来種、総合：総合対策外来種、産業：産業管理外来種
国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や
水際での監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種。

総合：総合対策外来種
国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害のおそれがあるため、国、地方公共団
体、国民など各主体がそれぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、
遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。

産業：産業管理外来種
産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程
度の社会経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止
のための適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種。

調査年度 外来種選定基準
No. 目名 科名 和名 学名 H5

(1993)
H10

(1998)
H15

(2003)
H23

(2011)
外来

生物法
生態系

被害防止

1 ネコ目（食肉目） アライグマ科 アライグマ Procyon lotor ● 特定 総合

計 1目 1科 1種 0種 0種 0種 1種 1種 1種
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陸上昆虫類等

1） 確認種

平成 6 年度から平成 26 年度までの河川水辺の国勢調査により確認された陸上昆虫

類等の確認種一覧を表 6.2-24 に示す。

過年度調査における陸上昆虫類等の確認状況は、平成 6 年度からの計 4 回の調査

で、2,768 種の生息を確認した。平成 26 年度（最新）の調査では、過去最多の 1,351

種の陸上昆虫類等を確認した。

表 6.2-24(1) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

1 クモ綱（蛛形綱） クモ目 ジグモ科 ワスレナグモ Calommata signata ●
2 トタテグモ科 キノボリトタテグモ Conothele fragaria ●
3 マシラグモ科 イリエマシラグモ Falcileptoneta iriei ●
4 ヨコフマシラグモ Falcileptoneta striata striata ●

- Falcileptoneta属 Falcileptoneta sp. ●
- マシラグモ科 Leptonetidae sp. ● ●

5 ユウレイグモ科 ユウレイグモ Pholcus zichyi ● ● ● ●
6 シモングモ Spermophora senoculata ●
7 エンマグモ科 ミヤグモ Ariadna lateralis ●
8 タマゴグモ科 ダニグモ Gamasomorpha cataphracta ●
9 センショウグモ科 センショウグモ Ero japonica ● ● ●

10 ハラビロセンショウグモ Mimetus japonicus ● ●
11 ウズグモ科 オウギグモ Hyptiotes affinis ● ● ●
12 マネキグモ Miagrammopes orientalis ● ● ● ●
13 トウキョウウズグモ Octonoba sinensis ●
14 カタハリウズグモ Octonoba sybotides ● ●
15 ヤマウズグモ Octonoba varians ●
16 ホラヒメグモ科 コホラヒメグモ Nesticella brevipes ●
17 ヒメグモ科 アシブトヒメグモ Anelosimus crassipes ● ●
18 シロカネイソウロウグモ Argyrodes bonadea ●
19 トビジロイソウロウグモ Argyrodes cylindratus ●
20 チリイソウロウグモ Argyrodes kumadai ●
21 オナガグモ Ariamnes cylindrogaster ● ● ● ●
22 ギボシヒメグモ Chikunia albipes ● ●
23 ホシミドリヒメグモ Chrysso foliata ●
24 シモフリミジングモ Dipoena punctisparsa ● ● ●
25 カレハヒメグモ Enoplognatha abrupta ● ●
26 ヒシガタグモ Episinus affinis ● ●
27 ムラクモヒシガタグモ Episinus nubilus ● ● ●
28 サトヒメグモ Keijia mneon ●
29 ムナボシヒメグモ Keijia sterninotata ●
30 フタオイソウロウグモ Neospintharus fur ● ● ●
31 ツリガネヒメグモ Parasteatoda angulithorax ●
32 キヒメグモ Parasteatoda asiatica ●
33 カグヤヒメグモ Parasteatoda culicivola ● ● ●
34 ニホンヒメグモ Parasteatoda japonica ● ● ●
35 コンピラヒメグモ Parasteatoda kompirensis ●
36 オオツリガネヒメグモ Parasteatoda tabulata ●
37 オオヒメグモ Parasteatoda tepidariorum ● ●
38 ツクネグモ Phoroncidia pilula ●
39 キベリミジングモ Phycosoma flavomarginatum ● ●
40 カニミジングモ Phycosoma mustelinum ● ●
41 ヤリグモ Rhomphaea sagana ● ●
42 ゴマダラヒメグモ Steatoda albomaculata ●
43 スネグロオチバヒメグモ Stemmops nipponicus ●
44 バラギヒメグモ Takayus chikunii ● ●
45 ヒロハヒメグモ Takayus latifolius ●
46 タカユヒメグモ Takayus takayensis ●
47 Theridion属 Theridion sp. ●
48 ボカシミジングモ Yaginumena castrata ● ● ●
49 コケヒメグモ Yunohamella sub adulta ●

- ヒメグモ科 Theridiidae sp. ● ●
50 カラカラグモ科 ヤマジグモ Ogulnius pullus ●
51 カラカラグモ Theridiosoma epeiroides ●
52 ヒラタグモ科 ヒラタグモ Uroctea compactilis ●
53 ヨリメグモ科 ヨロイヒメグモ Comaroma maculosa ● ●
54 ヨリメグモ Conculus lyugadinus ●
55 コツブグモ科 ナンブコツブグモ Mysmenella pseudojobi ● ●
56 サラグモ科 オオスギヤミサラグモ Arcuphantes osugiensis ●
57 ザラアカムネグモ Asperthorax communis ●
58 クロテナガグモ Bathyphantes robustus ●
59 デーニッツサラグモ Doenitzius peniculus ● ●
60 ハナサラグモ Floronia exornata ●
61 ニセアカムネグモ Gnathonarium exsiccatum ● ●
62 ヤマトケズネグモ Gonatium japonicum ●
63 クロナンキングモ Hylyphantes graminicola ●
64 クボミケシグモ Lepthyphantes concavus ●
65 クロケシグモ Meioneta nigra ●
66 コアカサナダグモ Nematogmus rutilus ●
67 チビアカサラグモ Nematogmus sanguinolentus ● ●
68 ズダカサラグモ Nematogmus stylitus ●
69 クスミサラグモ Neolinyphia fusca ● ●
70 ツリサラグモ Neolinyphia japonica ●
71 ムネグロサラグモ Neolinyphia nigripectoris ● ●
72 ヤガスリサラグモ Neriene albolimbata ●
73 チビサラグモ Neriene brongersmai ● ●
74 コウシサラグモ Neriene clathrata ●
75 ヘリジロサラグモ Neriene oidedicata ● ●

- Neriene属 Neriene sp. ●
76 ツノケシグモ Nippononeta projecta ● ●

- Nippononeta属 Nippononeta sp. ●
77 テングヌカグモ Paikiniana mira ●
78 フタスジサラグモ Prolinyphia limbatinella ● ● ●
79 アシナガサラグモ Prolinyphia longipedella ● ● ●
80 シロブチサラグモ Prolinyphia radiata ● ●
81 ホソテゴマグモ Pseudomicrargus acuitegulatus ●
82 アリマネグモ Solenysa mellottei ● ● ●
83 ユノハマサラグモ Turinyphia yunohamensis ● ● ●
84 セスジアカムネグモ Ummeliata insecticeps ●
85 オオサカアカムネグモ Ummeliata osakaensis ● ● ●
86 アシヨレグモ Weintrauboa contortipes ● ●

- サラグモ科 Linyphiidae sp. ● ●
87 アシナガグモ科 チュウガタシロカネグモ Leucauge blanda ● ● ●
88 オオシロカネグモ Leucauge magnifica ● ● ● ●
89 コシロカネグモ Leucauge subblanda ● ● ●
90 キララシロカネグモ Leucauge subgemmea ● ●

- Leucauge属 Leucauge sp. ●
91 キンヨウグモ Menosira ornata ● ● ● ●
92 ヤマジドヨウグモ Meta reticuloides ●
93 メガネドヨウグモ Metleucauge yunohamensis ● ● ●

- Metleucauge属 Metleucauge sp. ●
94 ジョロウグモ Nephila clavata ● ● ●
95 アゴブトグモ Pachygnatha clercki ●
96 ヒメアシナガグモ Pachygnatha tenera ●
97 トガリアシナガグモ Tetragnatha caudicula ● ●
98 ハラビロアシナガグモ Tetragnatha extensa ● ●
99 キヌアシナガグモ Tetragnatha lauta ● ● ●

100 ヤサガタアシナガグモ Tetragnatha maxillosa ● ● ● ●
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表 6.2-24(2) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

101 クモ綱（蛛形綱） クモ目 アシナガグモ科 ミドリアシナガグモ Tetragnatha pinicola ●
102 アシナガグモ Tetragnatha praedonia ● ● ● ●
103 ウロコアシナガグモ Tetragnatha squamata ● ● ● ●
104 シコクアシナガグモ Tetragnatha vermiformis ● ● ●
105 エゾアシナガグモ Tetragnatha yesoensis ●

- Tetragnatha属 Tetragnatha sp. ●
- アシナガグモ科 Tetragnathidae sp. ●
106 コガネグモ科 ハツリグモ Acusilas coccineus ●
107 ヤミイロオニグモ Alenatea fuscocoloratus ● ● ●
108 ヌサオニグモ Araneus ejusmodi ●
109 イシサワオニグモ Araneus ishisawai ●
110 マメオニグモ Araneus nojimai ● ●
111 アオオニグモ Araneus pentagrammicus ● ● ●
112 マルコブオニグモ Araneus rotundicornis ● ●
113 ヤマオニグモ Araneus uyemurai ●

- Araneus属 Araneus sp. ●
114 ムツボシオニグモ Araniella yaginumai ● ● ●
115 コガネグモ Argiope amoena ●
116 ナガコガネグモ Argiope bruennichi ● ● ● ●
117 コガタコガネグモ Argiope minuta ● ● ●

- Argiope属 Argiope sp. ●
118 ヤマトカナエグモ Chorizopes nipponicus ● ● ●
119 ギンメッキゴミグモ Cyclosa argenteoalba ● ● ●
120 カラスゴミグモ Cyclosa atrata ● ● ●
121 ギンナガゴミグモ Cyclosa ginnaga ● ● ● ●
122 ヤマトゴミグモ Cyclosa japonica ●
123 キジロゴミグモ Cyclosa laticauda ● ●
124 ヤマゴミグモ Cyclosa monticola ● ●
125 ゴミグモ Cyclosa octotuberculata ● ● ●
126 ヨツデゴミグモ Cyclosa sedeculata ● ● ●
127 アカイロトリノフンダマシ Cyrtarachne yunoharuensis ● ●
128 サガオニグモ Eriophora astridae ● ● ● ●
129 カラフトオニグモ Eriophora sachalinensis ● ●
130 トガリオニグモ Eriovixia pseudocentrodes ● ●
131 キザハシオニグモ Gibbaranea abscissa ●
132 ヨツボシショウジョウグモ Hypsosinga pygmaea ●
133 シロスジショウジョウグモ Hypsosinga sanguinea ● ●
134 コガネグモダマシ Larinia argiopiformis ● ●
135 ワキグロサツマノミダマシ Neoscona mellotteei ● ● ●
136 イエオニグモ Neoscona nautica ●
137 コゲチャオニグモ Neoscona punctigera ●
138 ヤマシロオニグモ Neoscona scylla ● ● ● ●
139 サツマノミダマシ Neoscona scylloides ● ● ●
140 ヘリジロオニグモ Neoscona subpullata ●

- Neoscona属 Neoscona sp. ●
141 ワクドツキジグモ Pasilobus hupingensis ●
142 コオニグモモドキ Pronous minutus ●
143 ズグロオニグモ Yaginumia sia ●

- コガネグモ科 Araneidae sp. ● ●
144 コモリグモ科 チリコモリグモ Alopecosa pulverulenta ●
145 スジコモリグモ Alopecosa virgata ●
146 カガリビコモリグモ Arctosa depectinata ●
147 エビチャコモリグモ Arctosa ebicha ● ●
148 カワベコモリグモ Arctosa kawabe ●

- Arctosa属 Arctosa sp. ●
149 ウヅキコモリグモ Pardosa astrigera ● ● ● ●
150 ヤマハリゲコモリグモ Pardosa brevivulva ●
151 ハリゲコモリグモ Pardosa laura ● ●
152 キクヅキコモリグモ Pardosa pseudoannulata ●
153 キシベコモリグモ Pardosa yaginumai ● ●

- Pardosa属 Pardosa sp. ●
154 クラークコモリグモ Pirata clercki ● ●
155 ミナミコモリグモ Pirata meridionalis ● ●
156 カイゾクコモリグモ Pirata piraticus ● ●
157 イモコモリグモ Pirata piratoides ● ●
158 チビコモリグモ Pirata procurvus ● ●
159 キバラコモリグモ Pirata subpiraticus ●
160 コガタコモリグモ Pirata tanakai ●
161 ナミコモリグモ Pirata yaginumai ● ● ●

- Pirata属 Pirata sp. ●
162 ヒノマルコモリグモ Tricca japonica ● ●

- コモリグモ科 Lycosidae sp. ● ●
163 サシアシグモ科 シノビグモ Shinobius orientalis ●
164 キシダグモ科 アオグロハシリグモ Dolomedes raptor ●
165 スジブトハシリグモ Dolomedes saganus ● ●
166 スジアカハシリグモ Dolomedes silvicola ● ● ●
167 イオウイロハシリグモ Dolomedes sulfureus ● ● ● ●
168 ハヤテグモ Perenethis fascigera ●
169 アズマキシダグモ Pisaura lama ●
170 ササグモ科 シマササグモ Oxyopes macilentus ●
171 ササグモ Oxyopes sertatus ● ● ●
172 シボグモ科 シボグモ Anahita fauna ● ● ●
173 タナグモ科 クサグモ Agelena silvatica ●

- Agelena属 Agelena sp. ●
174 コクサグモ Allagelena opulenta ● ● ●

- タナグモ科 Agelenidae sp. ● ● ●
175 ナミハグモ科 カチドキナミハグモ Cybaeus nipponicus ●

- Cybaeus属 Cybaeus sp. ●
176 ウシオグモ科 イソタナグモ Paratheuma shirahamaensis ●
177 ハタケグモ科 ハタケグモ Hahnia corticicola ●
178 ハグモ科 コタナグモ Cicurina japonica ●
179 カレハグモ Lathys annulata ●
180 ガケジグモ科 ホラズミヤチグモ Coelotes antri ●
181 ウスイロヤチグモ Coelotes decolor ●
182 クロヤチグモ Coelotes exitialis ● ●
183 カミガタヤチグモ Coelotes yaginumai ● ● ●
184 ヨドヤチグモ Coelotes yodoensis ●
185 シモフリヤチグモ Iwogumoa insidiosa ●
186 ヤマヤチグモ Tegecoelotes corasides ● ●
187 ヒメヤマヤチグモ Tegecoelotes michikoae ● ●
188 イヅツグモ科 ナガイヅツグモ Anyphaena ayshides ●
189 イヅツグモ Anyphaena pugil ● ● ●
190 ウエムラグモ科 イタチグモ Itatsina praticola ● ● ● ●
191 コムラウラシマグモ Otacilia komurai ● ●
192 ウラシマグモ Phrurolithus nipponicus ●
193 フクログモ科 カバキコマチグモ Chiracanthium japonicum ●
194 ヤサコマチグモ Chiracanthium unicum ●
195 コフクログモ Clubiona corrugata ●
196 イナフクログモ Clubiona inaensis ●
197 ヤマトフクログモ Clubiona japonica ● ●
198 ヒメフクログモ Clubiona kurilensis ● ● ●
199 トビイロフクログモ Clubiona lena ● ● ●
200 ムナアカフクログモ Clubiona vigil ● ● ●

- Clubiona属 Clubiona sp. ●
- フクログモ科 Clubionidae sp. ● ●
201 ネコグモ科 ネコグモ Trachelas japonicus ●
202 ワシグモ科 チャクロワシグモ Cladothela oculinotata ●
203 マエトビケムリグモ Sernokorba pallidipatellis ●
204 クロチャケムリグモ Zelotes asiaticus ●

- ワシグモ科 Gnaphosidae sp. ● ●
205 ミヤマシボグモ科 シボグモモドキ Zora spinimana ●
206 アワセグモ科 アワセグモ Selenops bursarius ●
207 アシダカグモ科 コアシダカグモ Sinopoda forcipata ● ● ●
208 ヒメアシダカグモ Sinopoda stellatops ●
209 カマスグモ Thelcticopis severa ●
210 エビグモ科 キハダエビグモ Philodromus spinitarsis ● ●
211 アサヒエビグモ Philodromus subaureolus ● ●

- Philodromus属 Philodromus sp. ●
212 ヤマトヤドカリグモ Thanatus nipponicus ●
213 シャコグモ Tibellus japonicus ● ● ●

- エビグモ科 Philodromidae sp. ● ●
214 カニグモ科 キハダカニグモ Bassaniana decorata ●
215 ギョウジャグモ Diaea gyoja ●
216 コハナグモ Diaea subdola ● ● ● ●
217 クマダハナグモ Ebelingia kumadai ●
218 ハナグモ Ebrechtella tricuspidata ● ● ● ●
219 アシナガカニグモ Heriaeus mellottei ● ● ● ●
220 ワカバグモ Oxytate striatipes ● ● ● ●
221 カトウツケオグモ Phrynarachne katoi ●
222 ガザミグモ Pistius undulatus ●
223 アズチグモ Thomisus labefactus ● ● ●
224 トラフカニグモ Tmarus piger ● ● ● ●
225 セマルトラフカニグモ Tmarus rimosus ● ● ●
226 ヤミイロカニグモ Xysticus croceus ● ● ● ●
227 アズマカニグモ Xysticus insulicola ●

- Xysticus属 Xysticus sp. ●
- カニグモ科 Thomisidae sp. ● ●
228 ハエトリグモ科 ネコハエトリ Carrhotus xanthogramma ●
229 マミジロハエトリ Evarcha albaria ● ● ● ●
230 ホオジロハエトリ Evarcha proszynskii ●



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-62

表 6.2-24(3) 陸上昆虫類等確認種一覧
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（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

231 クモ綱（蛛形綱） クモ目 ハエトリグモ科 Helicius属 Helicius sp. ●
232 ウスリーハエトリ Heliophanus ussuricus ● ●
233 エキスハエトリ Laufeia aenea ●
234 シラヒゲハエトリ Menemerus brachygnathus ●
235 ヤサアリグモ Myrmarachne inermichelis ● ● ● ●
236 アリグモ Myrmarachne japonica ● ● ●

- Myrmarachne属 Myrmarachne sp. ●
237 アシブトハエトリ Pancorius crassipes ● ●
238 チャイロアサヒハエトリ Phintella abnormis ●
239 マガネアサヒハエトリ Phintella arenicolor ● ●
240 キアシハエトリ Phintella bifurcilinea ● ●
241 メガネアサヒハエトリ Phintella linea ●
242 デーニッツハエトリ Plexippoides doenitzi ● ● ● ●
243 ミスジハエトリ Plexippus setipes ●
244 カラスハエトリ Rhene atrata ● ●
245 キレワハエトリ Sibianor pullus ●
246 アオオビハエトリ Siler vittatus ● ● ●
247 アメイロハエトリ Synagelides agoriformis ●
248 ウススジハエトリ Yaginumaella striatipes ● ●
249 ムツバハエトリ Yaginumanis sexdentatus ●

- ハエトリグモ科 Salticidae sp. ● ● ●
- － クモ目 ARANEAE sp. ● ●
250 昆虫綱 トビムシ目（粘管目） ヒメトビムシ科 ヒメトビムシ Hypogastrura communis ● ●
251 イボトビムシ科 イボトビムシ科 Neanuridae sp. ● ●
252 ミズトビムシ科 ミズトビムシ科 Poduridae sp. ●
253 アヤトビムシ科 シマツノトビムシ Entomobrya japonica ● ●

- アヤトビムシ科 Entomobryidae sp. ●
254 ツチトビムシ科 ニセフシトビムシ Isotomurus palustris ● ●

- ツチトビムシ科 Isotomidae sp. ●
255 ヒゲナガトビムシ科 アヤヒゲナガトビムシ Salina speciosa ●
256 トゲトビムシ科 トゲトビムシ科 Tomoceridae sp. ● ●
257 マルトビムシ科 マルトビムシ科 Sminthuridae sp. ● ●
258 シロトビムシ科 シロトビムシ科 Onychiuridae sp. ●
259 イシノミ目 イシノミ科 イシノミ科 Machilidae sp. ● ●
260 カゲロウ目（蜉蝣目） トビイロカゲロウ科 ヒメトビイロカゲロウ Choroterpes altioculus ●
261 カワカゲロウ科 キイロカワカゲロウ Potamanthus formosus ● ● ● ●
262 モンカゲロウ科 フタスジモンカゲロウ Ephemera japonica ●
263 トウヨウモンカゲロウ Ephemera orientalis ● ● ●
264 モンカゲロウ Ephemera strigata ● ● ●
265 ヒメシロカゲロウ科 Caenis属 Caenis sp. ●
266 マダラカゲロウ科 アカマダラカゲロウ Teleganopsis punctisetae ● ●
267 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica ●

- マダラカゲロウ科 Ephemerellidae sp. ●
268 ヒメフタオカゲロウ科 ヒメフタオカゲロウ Ameletus montanus montanus ●
269 コカゲロウ科 フタバコカゲロウ Baetiella japonica ● ● ●
270 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus ●
271 ウスバコカゲロウ Centroptilum rotundum ●
272 フタバカゲロウ Cloeon dipterum ●

- コカゲロウ科 Baetidae sp. ● ●
273 ガガンボカゲロウ科 ガガンボカゲロウ Dipteromimus tipuliformis ●
274 フタオカゲロウ科 オオフタオカゲロウ Siphlonurus binotatus ● ● ●
275 チラカゲロウ科 チラカゲロウ Isonychia valida ● ●
276 ヒラタカゲロウ科 オビカゲロウ Bleptus fasciatus ●
277 チャイロミヤマタニガワカゲロウ Cinygmula adusta ●
278 クロタニガワカゲロウ Ecdyonurus tobiironis ●
279 エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium ● ●
280 マツムラヒラタカゲロウ Epeorus l -nigrum ●

- Epeorus属 Epeorus sp. ●
- ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae sp. ● ●
281 トンボ目（蜻蛉目） アオイトトンボ科 ホソミオツネントンボ Indolestes peregrinus ● ●
282 オオアオイトトンボ Lestes temporalis ● ●
283 オツネントンボ Sympecma paedisca ●
284 イトトンボ科 アジアイトトンボ Ischnura asiatica ● ●
285 カワトンボ科 ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata ● ● ●
286 ミヤマカワトンボ Calopteryx cornelia ● ● ●
287 ニホンカワトンボ Mnais costalis ●
288 アサヒナカワトンボ Mnais pruinosa ● ● ●

- カワトンボ科 Calopterygidae sp. ●
289 ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope julius ●
290 カトリヤンマ Gynacantha japonica ●
291 サナエトンボ科 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ● ●
292 アオサナエ Nihonogomphus viridis ● ●
293 ホンサナエ Shaogomphus postocularis ●
294 コオニヤンマ Sieboldius albardae ● ●
295 オニヤンマ科 オニヤンマ Anotogaster sieboldii ● ● ● ●
296 トンボ科 ハラビロトンボ Lyriothemis pachygastra ● ●
297 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ● ● ●
298 シオヤトンボ Orthetrum japonicum ● ● ●
299 オオシオカラトンボ Orthetrum melania ● ● ●
300 ウスバキトンボ Pantala flavescens ● ● ●
301 コシアキトンボ Pseudothemis zonata ● ● ●
302 ナツアカネ Sympetrum darwinianum ● ● ● ●
303 マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum ● ● ●
304 アキアカネ Sympetrum frequens ● ● ● ●
305 ノシメトンボ Sympetrum infuscatum ● ● ● ●
306 マイコアカネ Sympetrum kunckeli ● ●
307 ゴキブリ目（網翅目） オオゴキブリ科 オオゴキブリ Panesthia angustipennis spadica ●
308 チャバネゴキブリ科 モリチャバネゴキブリ Blattella nipponica ● ● ●

- チャバネゴキブリ科 Blattellidae sp. ●
309 カマキリ目（蟷螂目） ヒメカマキリ科 ヒメカマキリ Acromantis japonica ● ● ●
310 カマキリ科 ハラビロカマキリ Hierodula patellifera ●
311 コカマキリ Statilia maculata ● ● ● ●
312 チョウセンカマキリ Tenodera angustipennis ● ●
313 オオカマキリ Tenodera sinensis ● ●

- Tenodera属 Tenodera sp. ●
314 シロアリ目（等翅目） － シロアリ目（等翅目） ISOPTERA sp. ●
315 ハサミムシ目（革翅目） マルムネハサミムシ科 ヒゲジロハサミムシ Anisolabella marginalis ●
316 コバネハサミムシ Euborellia annulata ●
317 ハマベハサミムシ Anisolabis maritima ● ●
318 クギヌキハサミムシ科 コブハサミムシ Anechura harmandi ● ● ● ●
319 エゾハサミムシ Eparchus yezoensis ●
320 キバネハサミムシ Forficula mikado ●
321 クギヌキハサミムシ Forficula scudderii ●

- － ハサミムシ目（革翅目） DERMAPTERA sp. ●
322 カワゲラ目（セキ翅目） クロカワゲラ科 ミジカオクロカワゲラ Eucapnopsis stigmatica ●
323 ホソカワゲラ科 Perlomyia属 Perlomyia sp. ●
324 オナシカワゲラ科 ジュッポンオナシカワゲラ Amphinemura decemseta ●

- Amphinemura属 Amphinemura sp. ●
325 クロオナシカワゲラ Indonemoura nohirae ●
326 オナシカワゲラ Nemoura fulva ●
327 ヤマトオナシカワゲラ Nemoura japonica ●
328 ウエノオナシカワゲラ Nemoura uenoi ●

- Nemoura属 Nemoura sp. ●
329 ミドリカワゲラ科 Haploperla属 Haploperla sp. ●
330 シミズミドリカワゲラ Suwallia shimizui ●
331 クロムネミドリカワゲラ Suwallia thoracica ●
332 Sweltsa属 Sweltsa sp. ●

- ミドリカワゲラ科 Chloroperlidae sp. ● ●
333 カワゲラ科 エダオカワゲラ Caroperla pacifica ●
334 カミムラカワゲラ Kamimuria tibialis ● ●
335 ウエノカワゲラ Kamimuria uenoi ●
336 ナガカワゲラ Kiotina pictetii ●
337 ヒメフタツメカワゲラ Neoperla geniculatella ●
338 クロフタツメカワゲラ Neoperla hatakeyamae ●
339 ヤマトフタツメカワゲラ Neoperla niponensis ● ● ● ●

- Neoperla属 Neoperla sp. ●
340 ニシオオヤマカワゲラ Oyamia cryptomeria ●
341 ヒメオオヤマカワゲラ Oyamia seminigra ●
342 アミメカワゲラ科 フクシマクサカワゲラ Isoperla fukushimensis ●
343 ヤマトヒメカワゲラ Stavsolus japonicus ●

- － カワゲラ目（セキ翅目） PLECOPTERA sp. ●
344 バッタ目（直翅目） コロギス科 ハネナシコロギス Nippancistroger testaceus ● ●
345 コロギス Prosopogryllacris japonica ● ● ●
346 カマドウマ科 クチキウマ Anoplophilus acuticercus ●
347 カマドウマ Atachycines apicalis apicalis ● ●
348 クラズミウマ Diestrammena asynamora ● ●
349 ハヤシウマ Diestrammena itodo ●
350 マダラカマドウマ Diestrammena japonica ● ●

- Diestrammena属 Diestrammena sp. ●
351 キマダラウマ Neotachycines fascipes ●

- カマドウマ科 Rhaphidophoridae sp. ● ●
352 ツユムシ科 セスジツユムシ Ducetia japonica ● ● ● ●
353 ヤマクダマキモドキ Holochlora longifissa ●
354 ツユムシ Phaneroptera falcata ● ●
355 アシグロツユムシ Phaneroptera nigroantennata ● ●
356 ヘリグロツユムシ Psyrana japonica ●
357 キリギリス科 ウスイロササキリ Conocephalus chinensis ●
358 オナガササキリ Conocephalus exemptus ● ● ●
359 コバネササキリ Conocephalus japonicus ●
360 ホシササキリ Conocephalus maculatus ● ●
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361 昆虫綱 バッタ目（直翅目） キリギリス科 ササキリ Conocephalus melaenus ● ●
362 ヒメギス Eobiana engelhardti subtropica ●
363 クビキリギス Euconocephalus varius ●
364 ニシキリギリス Gampsocleis buergeri ● ●
365 ハタケノウマオイ Hexacentrus japonicus ●

- Hexacentrus属 Hexacentrus sp. ● ● ●
366 ササキリモドキ Kuzicus suzukii ● ●
367 ヒメツユムシ Leptoteratura sp. ●
368 クサキリ Ruspolia lineosa ●
369 セスジササキリモドキ Xiphidiopsis albicornis ●

- キリギリス科 Tettigoniidae sp. ● ●
370 ケラ科 ケラ Gryllotalpa orientalis ●
371 マツムシ科 スズムシ Meloimorpha japonica ●
372 カンタン Oecanthus longicauda ● ● ●
373 アオマツムシ Truljalia hibinonis ●
374 コオロギ科 ハラオカメコオロギ Loxoblemmus campestris ● ● ●
375 ミツカドコオロギ Loxoblemmus doenitzi ● ●
376 モリオカメコオロギ Loxoblemmus sylvestris ● ●

- Loxoblemmus属 Loxoblemmus sp. ●
377 クマスズムシ Sclerogryllus puctatus ● ●
378 エンマコオロギ Teleogryllus emma ●
379 ツヅレサセコオロギ Velarifictorus micado ● ●

- コオロギ科 Gryllidae sp. ● ●
380 カネタタキ科 カネタタキ Ornebius kanetataki ● ● ●
381 アリツカコオロギ科 Myrmecophilus属 Myrmecophilus sp. ●
382 ヒバリモドキ科 ネッタイマダラスズ Dianemobius fascipes ● ●
383 カワラスズ Dianemobius furumagiensis ● ●
384 マダラスズ Dianemobius nigrofasciatus ● ●
385 ヤマトヒバリ Homoeoxipha obliterata ● ● ●
386 キンヒバリ Natula matsuurai ● ●
387 ヒゲシロスズ Polionemobius flavoantennalis ●
388 シバスズ Polionemobius mikado ● ●
389 ヒメスズ Pteronemobius nigrescens ●
390 ヤチスズ Pteronemobius ohmachii ● ● ●
391 エゾスズ Pteronemobius yezoensis ●
392 クサヒバリ Svistella bifasciata ● ●
393 クロヒバリモドキ Trigonidium cicindeloides ●
394 キアシヒバリモドキ Trigonidium japonicum ●

- ヒバリモドキ科 Trigonidiidae sp. ●
395 バッタ科 ショウリョウバッタ Acrida cinerea ● ● ●
396 ナキイナゴ Mongolotettix japonicus ●
397 クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis ●
398 ヒロバネヒナバッタ Stenobothrus fumatus ● ●
399 ツマグロバッタ Stethophyma magister ● ● ●

- バッタ科 Acrididae sp. ● ●
400 イナゴ科 ハネナガイナゴ Oxya japonica ●
401 コバネイナゴ Oxya yezoensis ● ● ●
402 ダイリフキバッタ Parapodisma dairisama ●
403 ヒメフキバッタ Parapodisma etsukoana ●
404 キイフキバッタ Parapodisma hiurai ●
405 ミカドフキバッタ Parapodisma mikado ●
406 キンキフキバッタ Parapodisma subastris ●
407 ヤマトフキバッタ Parapodisma setouchiensis ● ● ●
408 ツチイナゴ Patanga japonica ● ● ● ●
409 オンブバッタ科 オンブバッタ Atractomorpha lata ● ● ● ●

- オンブバッタ科 Pyrgomorphidae sp. ●
410 ヒシバッタ科 トゲヒシバッタ Criotettix japonicus ●
411 ニセハネナガヒシバッタ Ergatettix dorsifer ●
412 ハネナガヒシバッタ Euparatettix insularis ● ● ●
413 コバネヒシバッタ Formosatettix larvatus ●
414 ハラヒシバッタ Tetrix japonica ● ● ●
415 ヤセヒシバッタ Tetrix macilenta ●
416 モリヒシバッタ Tetrix silvicultrix ●

- Tetrix属 Tetrix sp. ●
- ヒシバッタ科 Tetrigidae sp. ● ●
417 ノミバッタ科 ノミバッタ Xya japonica ● ● ●
418 ナナフシ目（竹節虫目） ナナフシ科 トゲナナフシ Neohirasea japonica ●
419 エダナナフシ Phraortes elongatus ● ● ●
420 ナナフシモドキ Ramulus mikado ● ●
421 カジリムシ科 ケブカチャタテ科 ウスベニチャタテ Amphipsocus rubrostigma ●
422 ホシチャタテ科 ホシチャタテ Myopsocus muscosa ●
423 チャタテ科 オオチャタテ Amphigerontia nubila ●
424 スジチャタテ Pseudocerastis tokyoensis ● ●

- チャタテ科 Psocidae sp. ●
425 カメムシ目（半翅目） コガシラウンカ科 ウチワコガシラウンカ Catanidia sobrina ● ●
426 ナワコガシラウンカ Errada nawae ● ● ●
427 スジコガシラウンカ Errada vittata ● ● ●
428 ヒシウンカ科 オビカワウンカ Andes harimaensis ● ●
429 ヤナギカワウンカ Andes marmoratus ●
430 キガシラヒシウンカ Kuvera flaviceps ●
431 イボタヒシウンカ Kuvera ligustri ●
432 ヒシウンカ Pentastiridius apicalis ● ●
433 ヨスジヒシウンカ Reptalus quadricinctus ● ● ●

- ヒシウンカ科 Cixiidae sp. ● ●
434 ウンカ科 クワヤマウンカ Kakuna kuwayamai ●
435 ヒメトビウンカ Laodelphax stratellus ●
436 セジロウンカ Sogatella furcifera ●
437 エゾナガウンカ Stenocranus matsumurai ●
438 タマガワナガウンカ Stenocranus tamagawanus ●

- Stenocranus属 Stenocranus sp. ●
439 セスジウンカ Terthron albovittatum ●
440 コブウンカ Tropidocephala brunneipennis ●

- ウンカ科 Delphacidae sp. ● ●
441 ハネナガウンカ科 アカハネナガウンカ Diostrombus politus ●
442 キスジハネビロウンカ Rhotana satsumana ●
443 アカメガシワハネビロウンカ Vekunta malloti ●
444 シリアカハネナガウンカ Zoraida horishana ●

- ハネナガウンカ科 Derbridae sp. ●
445 テングスケバ科 テングスケバ Dictyophara patruelis ●
446 ツマグロスケバ Orthopagus lunulifer ●
447 アオバハゴロモ科 キノカワハゴロモ Atracis formosana ●
448 アオバハゴロモ Geisha distinctissima ● ● ● ●
449 マルウンカ科 キボシマルウンカ Gergithus iguchii ●
450 カタビロクサビウンカ Issus harimensis ● ●

- マルウンカ科 Issidae sp. ●
451 シマウンカ科 シマウンカ Nisia nervosa ●
452 ハゴロモ科 スケバハゴロモ Euricania fascialis ● ● ●
453 ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus ● ● ● ●
454 アミガサハゴロモ Pochazia albomaculata ● ●
455 グンバイウンカ科 タテスジグンバイウンカ Catullia vittata ●
456 ヒラタグンバイウンカ Ossoides lineatus ●
457 セミ科 クマゼミ Cryptotympana facialis ●
458 アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata ● ● ● ●
459 チッチゼミ Kosemia radiator ●
460 ツクツクボウシ Meimuna opalifera ●
461 ニイニイゼミ Platypleura kaempferi ● ● ●
462 ヒグラシ Tanna japonensis ● ● ● ●
463 ハルゼミ Terpnosia vacua ● ●
464 ツノゼミ科 オビマルツノゼミ Gargara katoi ●
465 トビイロツノゼミ Machaerotypus sibiricus ●
466 アワフキムシ科 マツアワフキ Aphrophora flavipes ●
467 シロオビアワフキ Aphrophora intermedia ● ● ● ●
468 イシダアワフキ Aphrophora ishidae ●
469 モンキアワフキ Aphrophora major ● ● ●
470 ハマベアワフキ Aphrophora maritima ● ●
471 マエキアワフキ Aphrophora pectoralis ●
472 ヒメモンキアワフキ Aphrophora rugosa ●
473 ホシアワフキ Aphrophora stictica ● ●
474 マダラアワフキ Awafukia nawae ● ●
475 コミヤマアワフキ Peuceptyelus indentatus ●
476 ミヤマアワフキ Peuceptyelus nigroscutellatus ●
477 テングアワフキ Philagra albinotata ● ● ●

- アワフキムシ科 Aphrophoridae sp. ● ●
478 コガシラアワフキムシ科 コガシラアワフキ Eoscarta assimilis ● ● ● ●
479 トゲアワフキムシ科 ムネアカアワフキ Hindoloides bipunctata ●
480 ヨコバイ科 アカヒメヨコバイ Alebroides rubicunda ●
481 トバヨコバイ Alobaldia tobae ●
482 モジヨコバイ Amimenus mojiensis ●
483 カンキツヒメヨコバイ Apheliona ferruginea ● ●
484 ツマグロオオヨコバイ Bothrogonia ferruginea ● ● ● ●
485 オオヨコバイ Cicadella viridis ● ● ● ●
486 ニトベブチミャクヨコバイ Drabescus nitobei ●
487 イシダヒメヨコバイ Edwardsiana ishidai ●
488 ヨツモンコヒメヨコバイ Empoascanara limbata ●
489 フタテンオオヨコバイ Epiacanthus stramineus ●
490 ウスイロヒロヨコバイ Handianus ogikubonis ●
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491 昆虫綱 カメムシ目（半翅目） ヨコバイ科 アライヒシモンヨコバイ Hishimonus araii ●
492 ヒシモンヨコバイ Hishimonus sellatus ●
493 マエジロオオヨコバイ Kolla atramentaria ● ● ● ●
494 ミドリヒロヨコバイ Laburrus similis ●
495 ミミズク Ledra auditura ● ●
496 コミミズク Ledropsis discolor ●
497 ホシヒメヨコバイ Limassolla multipunctata ●
498 ヨツテンウスバヨコバイ Macrosteles quadrimaculatus ●
499 ヒメフタテンウスバヨコバイ Macrosteles striifrons ●
500 オビヒメヨコバイ Naratettix zonatus ●
501 ツマグロヨコバイ Nephotettix cincticeps ● ●
502 ホソサジヨコバイ Nirvana pallida ●
503 クワキヨコバイ Pagaronia guttigera ● ● ●

- Pagaronia属 Pagaronia sp. ●
504 モモグロヨコバイ Paralaevicephalus nigrifemoratus ●
505 タマガワヨシヨコバイ Paralimnus tamagawanus ●
506 クロヒラタヨコバイ Penthimia nitida ● ●
507 ヒトツメヨコバイ Phlogotettix cyclops ● ● ●
508 ズキンヨコバイ Podulmorinus vitticollis ● ●
509 シラホシスカシヨコバイ Scaphoideus festivus ● ●
510 オサヨコバイ Tartessus ferrugineus ●
511 ホシヨコバイ Xestocephalus japonicus ●

- ヨコバイ科 Cicadellidae sp. ● ● ●
512 キジラミ科 イタドリマダラキジラミ Aphalara itadori ● ● ●
513 オオトガリキジラミ Epitrioza mizuhonica ●
514 ベニキジラミ Psylla coccinea ●
515 アブラムシ科 イタドリオナシアブラムシ Macchiatiella itadori ●
516 ヨモギオナガヒメヒゲナガアブラムシ Macrosiphoniella grandicauda ●
517 ホップイボアブラムシ Phorodon japonensis ●
518 タイワンヒゲナガアブラムシ Uroleucon formosanum ●

- アブラムシ科 Aphididae sp. ● ●
519 クビナガカメムシ科 ヒメクビナガカメムシ Hoplitocoris lewisi ●
520 サシガメ科 ヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni ●
521 アカサシガメ Cydnocoris russatus ● ●
522 オオコブマダラカモドキサシガメ Empicoris spectabilis ●
523 セスジアシナガサシガメ Gardena brevicollis ●
524 オオトビサシガメ Isyndus obscurus ●
525 クロバアカサシガメ Labidocoris insignis ●
526 クロトビイロサシガメ Oncocephalus breviscutum ●
527 クロモンサシガメ Peirates turpis ●
528 クビアカサシガメ Reduvius humeralis ● ●
529 アシナガサシガメ Schidium marcidum ●
530 ヒゲナガサシガメ Serendiba staliana ●
531 シマサシガメ Sphedanolestes impressicollis ● ● ● ●
532 ヤニサシガメ Velinus nodipes ● ● ● ●

- サシガメ科 Reduviidae sp. ● ●
533 グンバイムシ科 アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata ●
534 ヤブガラシグンバイ Cysteochila consueta ●
535 キクグンバイ Galeatus affinis ●
536 ナシグンバイ Stephanitis nashi ●
537 ツツジグンバイ Stephanitis pyrioides ●
538 トサカグンバイ Stephanitis takeyai ● ●
539 ハナカメムシ科 ヤサハナカメムシ Amphiareus obscuriceps ●

- Amphiareus属 Amphiareus sp. ●
540 ユミアシハナカメムシ Physopleurella armata ●

- ハナカメムシ科 Anthocoridae sp. ●
541 カスミカメムシ科 ウスモンカスミカメ Adelphocoris demissus ●
542 キエリフタモンカスミカメ Adelphocoris reichelii ●
543 ブチヒゲクロカスミカメ Adelphocoris triannulatus ● ● ●
544 フタモンカスミカメ Adelphocoris variabilis ●
545 ヒゲナガカスミカメ Adelphocorisella lespedezae ●
546 クロバカスミカメ Apolygopsis nigritulus ●
547 フタモンアカカスミカメ Apolygus hilaris ● ● ●
548 コアオカスミカメ Apolygus lucorum ●
549 モモアカハギカスミカメ Apolygus roseofemoralis ●
550 ツマグロハギカスミカメ Apolygus subpulchellus ●

- Apolygus属 Apolygus sp. ●
551 クヌギカスミカメ Castanopsides kerzhneri ●
552 ヒメセダカカスミカメ Charagochilus angusticollis ● ● ●
553 ケブカアカツヤカスミカメ Cimicicapsus koreanus ● ●
554 ガマカスミカメ Coridromius chinensis ●
555 マダラカスミカメ Cyphodemidea saundersi ● ● ●
556 カワヤナギツヤカスミカメ Deraeocoris claspericapilatus ● ●
557 ケブカキベリナガカスミカメ Dryophilocoris miyamotoi ●
558 キベリナガカスミカメ Dryophilocoris saigusai ●
559 オオクロトビカスミカメ Ectometopterus micantulus ● ●
560 アカスジヒゲブトカスミカメ Eolygus rubrolineatus ●
561 メンガタカスミカメ Eurystylus coelestialium ● ●
562 ハギメンガタカスミカメ Eurystylus sauteri ●
563 コブヒゲカスミカメ Harpocera orientalis ●
564 ヒメダルマカメムシ Isometopus hananoi ●
565 シマアオカスミカメ Mermitelocerus annulipes ●
566 ズアカシダカスミカメ Monalocoris filicis ●
567 アカアシカスミカメ Onomaus lautus ●
568 クロマルカスミカメ Orthocephalus funestus ●
569 モチツツジカスミカメ Orthotylus gotohi ●
570 チャイロカスミカメ Philostephanus fulvus ●
571 アシアカクロカスミカメ Philostephanus rubripes ● ●
572 Phytocoris属 Phytocoris sp. ●
573 マツヒョウタンカスミカメ Pilophorus miyamotoi ●
574 オオクロヒョウタンカスミカメ Pilophorus niger ●
575 ヒョウタンカスミカメ Pilophorus setulosus ● ●
576 クロヒョウタンカスミカメ Pilophorus typicus ●
577 ヒメヨモギカスミカメ Plagiognathus yomogi ●
578 アシマダラクロカスミカメ Polymerus pekinensis ●
579 オオクロセダカカスミカメ Proboscidocoris varicornis ●
580 Psallus属 Psallus sp. ●
581 アカスジカスミカメ Stenotus rubrovittatus ● ● ●
582 グンバイカスミカメ Stethoconus japonicus ●
583 ヒコサンテングカスミカメ Termatophylum hikosanum ●
584 ケブカカスミカメ Tinginotum perlatum ●

- カスミカメムシ科 Miridae sp. ● ● ●
585 マキバサシガメ科 ホソマキバサシガメ Arbela tabida ●
586 アカマキバサシガメ Gorpis brevilineatus ● ● ● ●
587 ハラビロマキバサシガメ Himacerus apterus ●
588 クロマキバサシガメ Himacerus dauricus ●
589 コバネマキバサシガメ Nabis apicalis ● ●
590 ハネナガマキバサシガメ Nabis stenoferus ●

- マキバサシガメ科 Nabidae sp. ●
591 ヒラタカメムシ科 イボヒラタカメムシ Usingerida verrucigera ●
592 オオホシカメムシ科 オオホシカメムシ Physopelta gutta ● ● ●
593 ヒメホシカメムシ Physopelta parviceps ● ● ● ●
594 ホシカメムシ科 クロホシカメムシ Pyrrhocoris sinuaticollis ● ●
595 ホソヘリカメムシ科 クモヘリカメムシ Leptocorisa chinensis ● ● ●
596 ヒメクモヘリカメムシ Paraplesius unicolor ●
597 ニセヒメクモヘリカメムシ Paraplesius vulgaris ●
598 ホソヘリカメムシ Riptortus pedestris ● ● ● ●
599 ヘリカメムシ科 ホオズキカメムシ Acanthocoris sordidus ● ●
600 ホソハリカメムシ Cletus punctiger ● ●
601 ハリカメムシ Cletus schmidti ●
602 ヒメトゲヘリカメムシ Coriomeris scabricornis ●
603 ハラビロヘリカメムシ Homoeocerus dilatatus ●
604 オオクモヘリカメムシ Homoeocerus striicornis ● ● ●
605 ホシハラビロヘリカメムシ Homoeocerus unipunctatus ● ● ● ●
606 オオツマキヘリカメムシ Hygia lativentris ● ● ●
607 ツマキヘリカメムシ Hygia opaca ● ● ● ●
608 ミナミオオヘリカメムシ Molipteryx asahinai ●
609 オオヘリカメムシ Molipteryx fuliginosa ●
610 キバラヘリカメムシ Plinachtus bicoloripes ●

- ヘリカメムシ科 Coreidae sp. ●
611 ヒメヘリカメムシ科 アカヒメヘリカメムシ Rhopalus maculatus ● ●
612 ケブカヒメヘリカメムシ Rhopalus sapporensis ● ●
613 ブチヒメヘリカメムシ Stictopleurus punctatonervosus ● ● ●
614 イトカメムシ科 イトカメムシ Yemma exilis ● ●
615 ナガカメムシ科 セスジナガカメムシ Arocatus melanostoma ●
616 アカヘリナガカメムシ Arocatus sericans ●
617 ヨツボシチビナガカメムシ Botocudo japonicus ●
618 ヒョウタンナガカメムシ Caridops albomarginatus ● ● ●
619 ヒメヒラタナガカメムシ Cymus aurescens ●
620 ヒメコバネナガカメムシ Dimorphopterus bicoloripes ●



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-65

表 6.2-24(6) 陸上昆虫類等確認種一覧
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H15
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H26
（2014）

621 昆虫綱 カメムシ目（半翅目） ナガカメムシ科 コバネナガカメムシ Dimorphopterus pallipes ● ● ●
622 オオメナガカメムシ Geocoris varius ● ● ● ●
623 ヒメマダラナガカメムシ Graptostethus servus ●
624 キベリヒョウタンナガカメムシ Horridipamera lateralis ● ● ● ●
625 クロツヤナガカメムシ Lamproplax membranea ●
626 ホソコバネナガカメムシ Macropes obnubilus ● ● ●
627 オオモンシロナガカメムシ Metochus abbreviatus ● ●
628 チャイロナガカメムシ Neolethaeus dallasi ● ● ●
629 ホソメダカナガカメムシ Ninomimus flavipes ●
630 エチゴヒメナガカメムシ Nysius expressus ●
631 ヒメナガカメムシ Nysius plebeius ● ● ● ●

- Nysius属 Nysius sp. ●
632 ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata ● ●
633 クロスジヒゲナガカメムシ Pachygrontha similis ● ●
634 スコットヒョウタンナガカメムシ Pamerana scotti ●
635 モンシロナガカメムシ Panaorus albomaculatus ●
636 アムールシロヘリナガカメムシ Panaorus csikii ● ● ● ●
637 シロヘリナガカメムシ Panaorus japonicus ● ●
638 チャモンナガカメムシ Paradieuches dissimilis ● ● ● ●
639 キモンナガカメムシ Paradieuches lewisi ●
640 ムラサキナガカメムシ Pylorgus colon ● ● ● ●
641 コバネヒョウタンナガカメムシ Togo hemipterus ● ● ● ●
642 ケシナガカメムシ Tomocoris miyamotoi ●
643 ジュウジナガカメムシ Tropidothorax cruciger ●

- ナガカメムシ科 Lygaeidae sp. ●
644 メダカナガカメムシ科 メダカナガカメムシ Chauliops fallax ● ● ● ●
645 ツノカメムシ科 フトハサミツノカメムシ Acanthosoma crassicaudum ●
646 セアカツノカメムシ Acanthosoma denticaudum ●
647 ベニモンツノカメムシ Elasmostethus humeralis ●
648 アオモンツノカメムシ Elasmostethus nubilus ●
649 クロヒメツノカメムシ Elasmucha amurensis ●
650 ヒメツノカメムシ Elasmucha putoni ● ● ●
651 エサキモンキツノカメムシ Sastragala esakii ● ● ●
652 モンキツノカメムシ Sastragala scutellata ● ● ●
653 ツチカメムシ科 ミツボシツチカメムシ Adomerus triguttulus ●
654 ヒメツヤツチカメムシ Chilocoris nigricans ● ●
655 ヒメツチカメムシ Fromundus pygmaeus ● ●
656 ツチカメムシ Macroscytus japonensis ● ● ● ●
657 チャイロツヤツチカメムシ Parachilocoris japonicus ●

- ツチカメムシ科 Cydnidae sp. ●
658 ノコギリカメムシ科 ノコギリカメムシ Megymenum gracilicorne ●
659 カメムシ科 ウズラカメムシ Aelia fieberi ● ●
660 シロヘリカメムシ Aenaria lewisi ● ● ●
661 ウシカメムシ Alcimocoris japonensis ● ●
662 トゲカメムシ Carbula abbreviata ● ● ●
663 ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum ●
664 ハナダカカメムシ Dybowskyia reticulata ● ●
665 ムラサキシラホシカメムシ Eysarcoris annamita ● ● ● ●
666 マルシラホシカメムシ Eysarcoris guttigerus ● ●
667 オオトゲシラホシカメムシ Eysarcoris lewisi ●
668 シラホシカメムシ Eysarcoris ventralis ●
669 ツヤアオカメムシ Glaucias subpunctatus ● ● ●
670 クサギカメムシ Halyomorpha halys ● ● ● ●
671 ヨツボシカメムシ Homalogonia obtusa ● ●
672 スコットカメムシ Menida disjecta ●
673 ツマジロカメムシ Menida violacea ● ● ● ●
674 アオクサカメムシ Nezara antennata ●
675 ミナミアオカメムシ Nezara viridula ●
676 クチブトカメムシ Picromerus lewisi ● ●
677 チャバネアオカメムシ Plautia stali ● ● ● ●
678 イネクロカメムシ Scotinophara lurida ●
679 ルリクチブトカメムシ Zicrona caerulea ●

- カメムシ科 Pentatomidae sp. ●
680 マルカメムシ科 ヒメマルカメムシ Coptosoma biguttulum ● ●
681 タデマルカメムシ Coptosoma parvipictum ●
682 クズマルカメムシ Coptosoma semiflavum ●
683 マルカメムシ Megacopta punctatissima ● ● ● ●

- マルカメムシ科 Plataspidae sp. ●
684 キンカメムシ科 チャイロカメムシ Eurygaster testudinaria ●
685 クヌギカメムシ科 ナシカメムシ Urochela luteovaria ● ● ●
686 ヘラクヌギカメムシ Urostylis annulicornis ●
687 クヌギカメムシ Urostylis westwoodii ●
688 アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum ● ●
689 ヒメアメンボ Gerris latiabdominis ● ● ●
690 コセアカアメンボ Gerris gracilicornis ●
691 ヤスマツアメンボ Gerris insularis ●
692 イトアメンボ科 イトアメンボ Hydrometra albolineata ● ●
693 ヒメイトアメンボ Hydrometra procera ● ●
694 カタビロアメンボ科 ケシカタビロアメンボ Microvelia douglasi ●

- Microvelia属 Microvelia sp. ●
695 ミズギワカメムシ科 タニガワミズギワカメムシ Macrosaldula miyamotoi ●
696 エゾミズギワカメムシ Saldula recticollis ●
697 ミズギワカメムシ Saldula saltatoria ●
698 ミズムシ科（昆） ミズムシ（昆） Hesperocorixa distanti distanti ●
699 Micronecta属 Micronecta sp. ●
700 コミズムシ Sigara substriata ●

- ミズムシ科（昆） Corixidae sp. ●
701 メミズムシ科 メミズムシ Ochterus marginatus ●
702 ナベブタムシ科 ナベブタムシ Aphelocheirus vittatus ●

- － カメムシ目（半翅目） HEMIPTERA sp. ●
703 ヘビトンボ目 ヘビトンボ科 タイリククロスジヘビトンボ Parachauliodes continentalis ●
704 ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus ●
705 ヘビトンボ Protohermes grandis ● ● ● ●
706 センブリ科 ヤマトセンブリ Sialis yamatoensis ●
707 アミメカゲロウ目（脈翅目） ヒロバカゲロウ科 ヒロバカゲロウ Lysmus harmandinus ●
708 ウンモンヒロバカゲロウ Osmylus tessellatus ●

- ヒロバカゲロウ科 Osmylidae sp. ●
709 カマキリモドキ科 ヒメカマキリモドキ Mantispa japonica japonica ●
710 ミズカゲロウ科 ミズカゲロウ Sisyra nikkoana ●

- ミズカゲロウ科 Sisyridae sp. ●
711 クサカゲロウ科 クモンクサカゲロウ Chrysopa formosa ●
712 ニッポンクサカゲロウ Chrysoperla carnea ● ●
713 アミメカゲロウ Nacaura matsumurae ●

- クサカゲロウ科 Chrysopidae sp. ● ●
714 ヒメカゲロウ科 ヤマトヒメカゲロウ Hemerobius japonicus ● ●
715 チャバネヒメカゲロウ Micromus numerosus ● ●
716 マルバネヒメカゲロウ Neuronema albostigma ●

- ヒメカゲロウ科 Hemerobiidae sp. ● ●
717 ツノトンボ科 ツノトンボ Ascalohybris subjacens ● ●
718 オオツノトンボ Protidricerus japonicus ●
719 ウスバカゲロウ科 ウスバカゲロウ Baliga micans ● ●
720 コマダラウスバカゲロウ Gatzara jezoensis ●
721 ホシウスバカゲロウ Paraglenurus japonicus ●
722 シリアゲムシ目（長翅目） シリアゲムシ科 ヤマトシリアゲ Panorpa japonica ● ● ● ●
723 プライアシリアゲ Panorpa pryeri ● ●
724 スカシシリアゲモドキ Panorpodes paradoxus ● ● ●
725 トビケラ目（毛翅目） ムネカクトビケラ科 ムネカクトビケラ Ecnomus tenellus ● ●
726 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata ● ● ●
727 ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia ●
728 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ● ● ● ●
729 ナカハラシマトビケラ Hydropsyche setensis ●

- Hydropsyche属 Hydropsyche sp. ●
730 オオシマトビケラ Macrostemum radiatum ● ● ●
731 シロフツヤトビケラ Parapsyche maculata ●
732 エチゴシマトビケラ Potamyia chinensis ●

- シマトビケラ科 Hydropsychidae sp. ● ●
733 カワトビケラ科 ツダコタニガワトビケラ Chimarra tsudai ●
734 Dolophilodes属 Dolophilodes sp. ●
735 イワトビケラ科 ニッポンコイワトビケラ Cyrnus nipponicus ●
736 Polyplectropus属 Polyplectropus sp. ●
737 クダトビケラ科 Paduniella属 Paduniella sp. ●
738 ウルマークダトビケラ Psychomyia acutipennis ●
739 クチバシクダトビケラ Psychomyia billinis ●

- Psychomyia属 Psychomyia sp. ●
740 Tinodes属 Tinodes sp. ●
741 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ● ● ● ●
742 チャバネヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche sauteri ● ● ●
743 ヤマトビケラ科 Agapetus属 Agapetus sp. ●
744 イノプスヤマトビケラ Glossosoma ussuricum ●

- Glossosoma属 Glossosoma sp. ● ●
745 ヒメトビケラ科 チョウセンヒメトビケラ Hydroptila coreana ●
746 マツイヒメトビケラ Hydroptila phenianica ●

- Hydroptila属 Hydroptila sp. ●
- ヒメトビケラ科 Hydroptilidae sp. ●
747 ナガレトビケラ科 ヒロアタマナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala ●
748 ムナグロナガレトビケラ Rhyacophila nigrocephala ● ●
749 トランスクィラナガレトビケラ Rhyacophila transquilla ●
750 ヤマナカナガレトビケラ Rhyacophila yamanakensis ● ●

- Rhyacophila属 Rhyacophila sp. ●
- ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae sp. ●
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751 昆虫綱 トビケラ目（毛翅目） カクスイトビケラ科 マルツツトビケラ Micrasema quadriloba ●
752 アシエダトビケラ科 コバントビケラ Anisocentropus kawamurai ●
753 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica ● ● ● ●

- ニンギョウトビケラ科 Goeridae sp. ●
754 カタツムリトビケラ科 カタツムリトビケラ Helicopsyche yamadai ●
755 カクツツトビケラ科 ヒロオカクツツトビケラ Lepidostoma bipertitum ●
756 コカクツツトビケラ Lepidostoma japonicum ●
757 ヒゲナガトビケラ科 トゲモチヒゲナガトビケラ Ceraclea albimacula ●
758 ナガツノヒゲナガトビケラ Ceraclea complicata ●
759 カモヒゲナガトビケラ Ceraclea kamonis ●

- Ceraclea属 Ceraclea sp. ●
760 アオヒゲナガトビケラ Mystacides azureus ● ● ●
761 アナトゲクサツミトビケラ Oecetis caucula ●
762 ゴマダラヒゲナガトビケラ Oecetis nigropunctata ● ●
763 シラセセトトビケラ Setodes shirasensis ●

- Setodes属 Setodes sp. ●
764 ヒメセトトビケラ Trichosetodes japonicus ●

- ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae sp. ● ●
765 エグリトビケラ科 ウスバキトビケラ Limnephilus correptus ●
766 エグリトビケラ Nemotaulius admorsus ●
767 Nothopsyche属 Nothopsyche sp. ●
768 ホソバトビケラ科 ホソバトビケラ Molanna moesta ●

- ホソバトビケラ科 Molannidae sp. ●
769 トビケラ科 アミメトビケラ Oligotricha fluvipes ●
770 ツマグロトビケラ Phryganea japonica ● ●

- トビケラ科 Phryganeidae sp. ●
771 マルバネトビケラ科 マルバネトビケラ Phryganopsyche latipennis ●
772 ケトビケラ科 トウヨウグマガトビケラ Gumaga orientalis ●

- － トビケラ目（毛翅目） TRICHOPTERA sp. ●
773 チョウ目（鱗翅目） ヒゲナガガ科 ケブカヒゲナガ Adela praepilosa ●
774 ウスキヒゲナガ Nematopogon distinctus ●
775 ホソオビヒゲナガ Nemophora aurifera ●
776 ウスベニヒゲナガ Nemophora staudingerella ●
777 キオビクロヒゲナガ Nemophora umbripennis ●
778 ミノガ科 チャミノガ Eumeta minuscula ●
779 ニトベミノガ Mahasena aurea ●
780 ヒロズコガ科 アトモンヒロズコガ Morophaga bucephala ●
781 クロスジイガ Niditinea striolella ●
782 キバガ科 キバガ科 Gelechiidae sp. ●
783 マルハキバガ科 クロマイコモドキ Lamprystica igneola ●
784 シロスジベニマルハキバガ Promalactis enopisema ●
785 ニジュウシトリバガ科 ヤマトニジュウシトリバ Alucita japonica ●
786 ホソハマキモドキガ科 ホソモンホソハマキモドキ Glyphipterix okui ●
787 スガ科 オオボシオオスガ Yponomeuta polystictus ●
788 スカシバガ科 スカシバガ科 Sesiidae sp. ●
789 ボクトウガ科 ゴマフボクトウ Zeuzera multistrigata leuconota ● ● ●
790 ハマキガ科 ヨコヒダハマキ Acleris yasudai ●
791 チャノコカクモンハマキ Adoxophyes honmai ● ●
792 グミツマジロヒメハマキ Apotomis geminata ●
793 オオアトキハマキ Archips ingentanus ●
794 ロッコウヒメハマキ Coenobiodes acceptana ●
795 ヘリオビヒメハマキ Cryptaspasma marginifasciata ●
796 アシブトヒメハマキ Cryptophlebia ombrodelta ●
797 ヨモギネムシガ Epiblema foenella ● ● ● ●
798 ヒノキカワモグリガ Epinotia granitalis ●
799 ソトジロトガリヒメハマキ Eucosma catharaspis ●
800 ブドウホソハマキ Eupoecilia ambiguella ●
801 グミオオウスツマヒメハマキ Hedya auricristana ●
802 シロモンヒメハマキ Hedya dimidiana ●
803 チャハマキ Homona magnanima ● ●
804 マメノヒメシンクイ Leguminivora glycinivorella ●
805 コケキオビヒメハマキ Loxoterma aurofasciana ● ●
806 コホソスジハマキ Neocalyptis angustilineata ●
807 コブシヒメハマキ Neostatherotis nipponica ●
808 ウスシロモンヒメハマキ Notocelia autolitha ●
809 バラシロヒメハマキ Notocelia rosaecolana ●
810 スジトビハマキ Pandemis dumetana ●
811 トビハマキ Pandemis heparana ●
812 クシヒゲムラサキハマキ Terricula violetana ●

- ハマキガ科 Tortricidae sp. ● ●
813 イラガ科 ムラサキイラガ Austrapoda dentata ●
814 ウストビイラガ Ceratonema sericeum ●
815 イラガ Monema flavescens ● ● ●
816 ナシイラガ Narosoideus flavidorsalis ● ●
817 アオイラガ Parasa consocia ● ● ● ●
818 クロシタアオイラガ Parasa hilarula ● ●
819 タイワンイラガ Phlossa conjuncta ● ● ●
820 アカイラガ Phrixolepia sericea ●
821 マダラガ科 キスジホソマダラ Balataea gracilis ●
822 ウスバツバメガ Elcysma westwoodii ●
823 セセリチョウ科 ダイミョウセセリ Daimio tethys tethys ● ● ● ●
824 ホソバセセリ Isoteinon lamprospilus lamprospilus ●
825 ヒメキマダラセセリ Ochlodes ochraceus ● ●
826 イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ● ● ●
827 チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri ● ● ●
828 オオチャバネセセリ Polytremis pellucida pellucida ● ●
829 キマダラセセリ Potanthus flavus flavus ●
830 コチャバネセセリ Thoressa varia ● ● ●
831 シジミチョウ科 ムラサキシジミ Arhopala japonica ● ●
832 ルリシジミ Celastrina argiolus ladonides ● ● ●
833 ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta ● ● ● ●
834 ツバメシジミ Everes argiades argiades ● ● ●
835 ベニシジミ Lycaena phlaeas chinensis ● ● ● ●
836 トラフシジミ Rapala arata ●
837 ヤマトシジミ本土亜種 Zizeeria maha argia ● ● ● ●
838 シルビアシジミ Zizina emelina emelina ●
839 タテハチョウ科 サカハチチョウ Araschnia burejana burejana ● ● ●
840 ミドリヒョウモン Argynnis paphia tsushimana ● ● ● ●
841 ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius ●
842 オオウラギンスジヒョウモン Argyronome ruslana ● ●
843 メスグロヒョウモン Damora sagana liane ● ●
844 ゴマダラチョウ本土亜種 Hestina persimilis japonica ●
845 ルリタテハ本土亜種 Kaniska canace nojaponicum ● ● ●
846 クロヒカゲ本土亜種 Lethe diana diana ● ● ● ●
847 テングチョウ日本本土亜種 Libythea lepita celtoides ● ●
848 イチモンジチョウ Limenitis camilla japonica ● ● ● ●
849 アサマイチモンジ Limenitis glorifica ● ●
850 クロコノマチョウ Melanitis phedima oitensis ● ● ●
851 ジャノメチョウ Minois dryas bipunctata ●
852 コジャノメ Mycalesis francisca perdiccas ● ● ●
853 ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia ●
854 コミスジ本州以南亜種 Neptis sappho intermedia ● ● ● ●
855 アサギマダラ Parantica sita niphonica ● ● ●
856 キタテハ Polygonia c -aureum c-aureum ● ●
857 ヒメアカタテハ Vanessa cardui ●
858 アカタテハ Vanessa indica indica ● ● ● ●
859 ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus argus ● ● ● ●
860 アゲハチョウ科 アオスジアゲハ Graphium sarpedon nipponum ● ● ●
861 カラスアゲハ本土亜種 Papilio dehaanii dehaanii ● ●
862 モンキアゲハ Papilio helenus nicconicolens ● ● ●
863 キアゲハ Papilio machaon hippocrates ● ●
864 オナガアゲハ Papilio macilentus macilentus ● ●
865 ナガサキアゲハ Papilio memnon thunbergii ●
866 クロアゲハ本土亜種 Papilio protenor demetrius ● ● ● ●
867 アゲハ Papilio xuthus ●
868 シロチョウ科 モンキチョウ Colias erate poliographa ● ● ●
869 キタキチョウ Eurema mandarina ● ● ● ●
870 スジグロシロチョウ Pieris melete ● ●
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表 6.2-24(8) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

871 昆虫綱 チョウ目（鱗翅目） シロチョウ科 モンシロチョウ Pieris rapae crucivora ● ● ●
872 ツトガ科 クロウスムラサキノメイガ Agrotera posticalis ●
873 シロヒトモンノメイガ Analthes semitritalis orbicularis ● ● ● ●
874 ウスヒメトガリノメイガ Anania albeoverbascalis ●
875 ヒメトガリノメイガ Anania verbascalis ● ●
876 ツトガ Ancylolomia japonica ● ●
877 シロモンノメイガ Bocchoris inspersalis ● ● ●
878 タイワンウスキノメイガ Botyodes diniasalis ●
879 オオキノメイガ Botyodes principalis ● ●
880 アカウスグロノメイガ Bradina angustalis pryeri ●
881 モンウスグロノメイガ Bradina geminalis ●
882 ハナダカノメイガ Camptomastix hisbonalis ●
883 ヘリアカキンノメイガ Carminibotys carminalis iwawakisana ●
884 キベリハネボソノメイガ Circobotys aurealis ●
885 カギバノメイガ Circobotys nycterina ● ●
886 コブノメイガ Cnaphalocrocis medinalis ● ● ●
887 シロスジツトガ Crambus argyrophorus ● ●
888 キアヤヒメノメイガ Diasemia accalis ● ●
889 マダラミズメイガ Elophila interruptalis interruptalis ●
890 ヒメマダラミズメイガ Elophila turbata ● ●
891 アヤナミノメイガ Eurrhyparodes accessalis ● ● ●
892 クロスジツトガ Flavocrambus striatellus ●
893 シロマダラノメイガ Glyphodes onychinalis ●
894 クワノメイガ Glyphodes pyloalis ● ●
895 クロヘリキノメイガ Goniorhynchus butyrosus ●
896 トビヘリキノメイガ Goniorhynchus clausalis ● ●
897 クロズノメイガ Goniorhynchus exemplaris ● ●
898 ウスムラサキクルマメイガ Hemiscopis cinerea ●
899 モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosale zelleri ● ● ●
900 コキモンウスグロノメイガ Herpetogramma pseudomagnum ●
901 ケナガチビクロノメイガ Herpetogramma stultale ●
902 フタスジシロオオメイガ Leechia sinuosalis ●
903 ミツテンノメイガ Mabra charonialis ●
904 マメノメイガ Maruca vitrata ● ● ●
905 シロテンキノメイガ Nacoleia commixta ● ● ● ●
906 ホシオビホソノメイガ Nomis albopedalis ● ●
907 ワモンノメイガ Nomophila noctuella ●
908 ギンモンミズメイガ Nymphula corculina ●
909 キバラノメイガ Omiodes noctescens ● ● ●
910 シロアシクロノメイガ Omiodes tristrialis ●
911 アワノメイガ Ostrinia furnacalis ●
912 オナモミノメイガ本土亜種 Ostrinia orientalis orientalis ●
913 フタマタノメイガ Pagyda arbiter ●
914 ヨスジノメイガ Pagyda quadrilineata ● ●
915 ヘリジロキンノメイガ Paliga auratalis ● ●
916 マエベニノメイガ Paliga minnehaha ●
917 ヒメシロノメイガ Palpita inusitata ● ●
918 マエアカスカシノメイガ Palpita nigropunctalis ● ● ●
919 ゼニガサミズメイガ Paracymoriza prodigalis ● ● ●
920 シバツトガ Parapediasia teterella ●
921 クビシロノメイガ Piletocera aegimiusalis ● ● ●
922 コガタシロモンノメイガ Piletocera sodalis ● ● ●
923 クロスジキンノメイガ Pleuroptya balteata ● ●
924 ホソミスジノメイガ Pleuroptya chlorophanta ● ●
925 シロハラノメイガ Pleuroptya deficiens ●
926 オオキバラノメイガ Pleuroptya harutai ●
927 コヨツメノメイガ Pleuroptya inferior ●
928 ヨツメノメイガ Pleuroptya quadrimaculalis ● ●
929 キオビミズメイガ Potamomusa midas ●
930 ミカエリソウノメイガ Pronomis delicatalis ●
931 ホソスジツトガ Pseudargyria interruptella ●
932 モンスカシキノメイガ Pseudebulea fentoni fentoni ● ●
933 クロオビノメイガ Pycnarmon pantherata ● ●
934 トモンノメイガ Pyrausta limbata ●
935 イッテンオオメイガ Scirpophaga incertulas ●
936 キササゲノメイガ Sinomphisa plagialis ●
937 シロオビノメイガ Spoladea recurvalis ● ●
938 オオツチイロノメイガ Syllepte fuscoinvalidalis ●
939 ツチイロノメイガ Syllepte invalidalis ●
940 タイワンモンキノメイガ Syllepte taiwanalis ● ●
941 ヨツボシノメイガ Talanga quadrimaculalis ●
942 クロスジノメイガ Tyspanodes striatus striatus ● ● ●
943 モンシロルリノメイガ Uresiphita tricolor ● ● ● ●
944 メイガ科 ナシモンクロマダラメイガ Acrobasis bellulella ● ●
945 ウスアカムラサキマダラメイガ Addyme confusalis ● ● ●
946 ツマグロシマメイガ Arippara indicator ●
947 マツノシンマダラメイガ Dioryctria sylvestrella ●
948 ウスオビトガリメイガ Endotricha consocia ●
949 キモントガリメイガ Endotricha kuznetzovi ●
950 キベリトガリメイガ Endotricha minialis ● ● ●
951 ウスベニトガリメイガ Endotricha olivacealis ● ●
952 フタスジツヅリガ Eulophopalpia pauperalis ● ●
953 アカシマメイガ Herculia pelasgalis ● ●
954 トビイロシマメイガ Hypsopygia regina ● ● ●
955 キイフトメイガ Lepidogma kiiensis ●
956 ナカムラサキフトメイガ Lista ficki ●
957 トサカフトメイガ Locastra muscosalis ● ●
958 アカマダラメイガ Oncocera semirubella ● ● ●
959 ナカトビフトメイガ Orthaga achatina ● ●
960 フタスジシマメイガ Orthopygia glaucinalis ●
961 キンボシシマメイガ Orybina regalis ● ● ●
962 シロモンシマメイガ Pyralis albiguttata ●
963 ギンモンシマメイガ Pyralis regalis subregalis ●
964 オオフトメイガ Salma amica ● ● ●
965 ナカアオフトメイガ Salma elegans ●
966 ヤマトマダラメイガ Sciota intercisella ●
967 ミカドマダラメイガ Sciota mikadella ●
968 トビイロフタスジシマメイガ Stemmatophora valida ●
969 ナカアカスジマダラメイガ Stenopterix bicolorella ●
970 マエモンシマメイガ Tegulifera bicoloralis ●
971 ナカジロフトメイガ Termioptycha margarita ● ●
972 クロフトメイガ Termioptycha nigrescens ●
973 キガシラシマメイガ Trebania flavifrontalis ●

- メイガ科 Pyralidae sp. ● ●
974 マドガ科 チビマダラマドガ Rhodoneura erecta ●
975 ヒメマダラマドガ Rhodoneura hyphaema ●
976 アカジママドガ Striglina cancellata ●
977 マドガ Thyris usitata ● ● ●
978 カギバガ科 マエキカギバ Agnidra scabiosa scabiosa ● ● ● ●
979 ヒトツメカギバ Auzata superba superba ●
980 ウスイロカギバ Callidrepana palleola ●
981 ギンモンカギバ Callidrepana patrana ● ●
982 フタテンシロカギバ Ditrigona virgo ●
983 オオアヤトガリバ Habrosyne fraterna japonica ● ●
984 アヤトガリバ Habrosyne pyritoides derasoides ●
985 モンウスギヌカギバ Macrocilix maia ●
986 ウスギヌカギバ Macrocilix mysticata watsoni ● ● ●
987 ヤマトカギバ Nordstromia japonica ● ●
988 アシベニカギバ Oreta pulchripes ● ● ●
989 ヒメハイイロカギバ Pseudalbara parvula ● ●
990 オオバトガリバ Tethea ampliata ampliata ●
991 オオマエベニトガリバ Tethea consimilis consimilis ●
992 モントガリバ Thyatira batis ●
993 ウコンカギバ Tridrepana crocea ● ● ●
994 アゲハモドキガ科 キンモンガ Psychostrophia melanargia ●
995 シャクガ科 ヒトスジマダラエダシャク Abraxas latifasciata ●
996 ユウマダラエダシャク Abraxas miranda miranda ●
997 ヒメマダラエダシャク Abraxas niphonibia ●
998 フタマエホシエダシャク Achrosis paupera ● ● ●
999 ナカウスエダシャク Alcis angulifera ● ● ●

1000 ウスイロオオエダシャク Amraica superans superans ●
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表 6.2-24(9) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

1001 昆虫綱 チョウ目（鱗翅目） シャクガ科 ゴマフキエダシャク Angerona nigrisparsa ●
1002 ゴマダラシロエダシャク Antipercnia albinigrata albinigrata ● ● ●
1003 クロクモエダシャク Apocleora rimosa ● ● ● ●
1004 ヒョウモンエダシャク Arichanna gaschkevitchii gaschkevitchii ●
1005 ヨモギエダシャク本州以南亜種 Ascotis selenaria cretacea ● ●
1006 キマダラシロナミシャク Asthena octomacularia ●
1007 オオヨスジアカエダシャク Astygisa chlororphnodes ●
1008 キエダシャク Auaxa sulphurea ●
1009 キオビゴマダラエダシャク Biston panterinaria sychnospilas ●
1010 ハイイロオオエダシャク Biston regalis comitata ●
1011 コスジシロエダシャク Cabera purus ●
1012 ソトシロオビエダシャク Calicha ornataria ●
1013 ホソバトガリナミシャク Carige scutilimbata ●
1014 フタモンクロナミシャク Catarhoe obscura obscura ● ●
1015 アトボシエダシャク Cepphis advenaria ●
1016 フタテンオエダシャク Chiasmia defixaria ● ● ●
1017 ウスオエダシャク Chiasmia hebesata ●
1018 ウスハラアカアオシャク Chlorissa inornata ●
1019 コウスアオシャク Chlorissa obliterata ●
1020 クロスジアオナミシャク Chloroclystis v -ata ●
1021 ソトシロモンエダシャク Cleora venustaria ●
1022 ヘリジロヨツメアオシャク Comibaena amoenaria ● ● ●
1023 ギンスジアオシャク Comibaena argentataria ● ●
1024 クロモンアオシャク Comibaena nigromacularia ● ● ●
1025 ヨツモンマエジロアオシャク Comibaena procumbaria ● ●
1026 コヨツメアオシャク Comostola subtiliaria nympha ● ● ● ●
1027 ヘリグロキエダシャク Corymica deducta deducta ●
1028 マツオオエダシャク Deileptenia ribeata ● ●
1029 クロフシロエダシャク Dilophodes elegans elegans ●
1030 ウスアオシャク Dindica virescens ● ●
1031 マエキナカジロナミシャク Dysstroma korbi ●
1032 オオハガタナミシャク Ecliptopera umbrosaria umbrosaria ● ● ●
1033 オオトビスジエダシャク Ectropis excellens ● ● ●
1034 ツマキリエダシャク Endropiodes abjecta abjecta ●
1035 モミジツマキリエダシャク Endropiodes indictinaria ● ●
1036 サラサエダシャク Epholca arenosa ● ● ●
1037 ウスオビヒメエダシャク Euchristophia cumulata cumulata ●
1038 ヒメシロフアオシャク Eucyclodes infracta ●
1039 ハコベナミシャク Euphyia cineraria ● ●
1040 ナカアオナミシャク Eupithecia sophia ●
1041 ミヤマアミメナミシャク Eustroma aerosa ● ●
1042 ハガタナミシャク Eustroma melancholica melancholica ● ● ●
1043 セスジナミシャク Evecliptopera illitata illitata ● ●
1044 エグリエダシャク Fascellina chromataria ●
1045 キマダラオオナミシャク Gandaritis fixseni ● ● ● ●
1046 キバラエダシャク Garaeus specularis ● ●
1047 カギシロスジアオシャク Geometra dieckmanni ● ● ●
1048 コシロスジアオシャク Hemistola veneta ●
1049 ナミガタエダシャク Heterarmia charon charon ● ● ●
1050 ウラベニエダシャク Heterolocha aristonaria ● ● ●
1051 ウスクモナミシャク Heterophleps fusca fusca ● ● ●
1052 サザナミオビエダシャク Heterostegane hyriaria ● ● ●
1053 シロシタトビイロナミシャク Heterothera postalbida ●
1054 オオバナミガタエダシャク Hypomecis lunifera ●
1055 ウスバミスジエダシャク Hypomecis punctinalis conferenda ● ● ●
1056 ハミスジエダシャク Hypomecis roboraria displicens ●
1057 オオウスモンキヒメシャク Idaea imbecilla ● ●
1058 キオビベニヒメシャク Idaea impexa ●
1059 ベニヒメシャク Idaea muricata minor ●
1060 ミジンキヒメシャク Idaea trisetata ●
1061 ナミスジコアオシャク Idiochlora ussuriaria ●
1062 チャノウンモンエダシャク Jankowskia fuscaria fuscaria ●
1063 ナミガタウスキアオシャク Jodis lactearia ●
1064 セグロナミシャク Laciniodes unistirpis ●
1065 シロスジヒメエダシャク Ligdia japonaria ● ●
1066 キホソスジナミシャク Lobogonodes erectaria ●
1067 クロズウスキエダシャク Lomographa simplicior simplicior ● ● ●
1068 バラシロエダシャク Lomographa temerata ●
1069 トビカギバエダシャク Luxiaria amasa ●
1070 コカバスジナミシャク Martania fulvida ● ●
1071 ツバメアオシャク Maxates ambigua ●
1072 ヒメツバメアオシャク Maxates protrusa ●
1073 ナカジロナミシャク Melanthia procellata inquinata ● ● ●
1074 ウスクモエダシャク Menophra senilis ● ● ●
1075 アミメオオエダシャク Mesastrape fulguraria consors ● ●
1076 クロミスジシロエダシャク Myrteta angelica angelica ●
1077 ゴマダラシロナミシャク Naxidia maculata ●
1078 ウチムラサキヒメエダシャク Ninodes splendens ●
1079 マエキトビエダシャク Nothomiza formosa ● ●
1080 ナカオビアキナミシャク Nothoporinia mediolineata ●
1081 エグリヅマエダシャク Odontopera arida arida ● ● ●
1082 シロツバメエダシャク Ourapteryx maculicaudaria ● ●
1083 ウスキツバメエダシャク Ourapteryx nivea ● ● ●
1084 ウスキオエダシャク Oxymacaria normata proximaria ●
1085 オオアヤシャク Pachista superans ●
1086 ヒロバウスアオエダシャク Paradarisa chloauges kurosawai ●
1087 シナトビスジエダシャク Paradarisa consonaria ●
1088 オオゴマダラエダシャク Parapercnia giraffata ●
1089 ツマキリウスキエダシャク Pareclipsis gracilis ● ● ● ●
1090 ウラモンアカエダシャク Parepione grata ● ●
1091 ヤマトエダシャク Peratostega deletaria hypotaenia ●
1092 コトビスジエダシャク Petelia rivulosa ●
1093 トビネオオエダシャク Phthonosema invenustaria invenustaria ●
1094 リンゴツノエダシャク Phthonosema tendinosaria ● ●
1095 ナカキエダシャク Plagodis dolabraria ● ● ●
1096 コナフキエダシャク Plagodis pulveraria japonica ●
1097 ツマキエダシャク Platycerota incertaria ● ●
1098 トビモンシロナミシャク Plemyria rubiginata japonica ●
1099 マエキオエダシャク Plesiomorpha flaviceps ●
1100 クロフオオシロエダシャク Pogonopygia nigralbata ●
1101 ヒトツメオオシロヒメシャク Problepsis superans superans ●
1102 オレクギエダシャク Protoboarmia simpliciaria ● ●
1103 キイロナミシャク Pseudostegania defectata ● ●
1104 ホシミスジエダシャク Racotis boarmiaria ●
1105 フタヤマエダシャク Rikiosatoa grisea ●
1106 ギンバネヒメシャク Scopula epiorrhoe ●
1107 ヤスジマルバヒメシャク Scopula floslactata claudata ● ●
1108 ウスキクロテンヒメシャク Scopula ignobilis ● ●
1109 チビシロヒメシャク Scopula kawabei ●
1110 ナミスジチビヒメシャク Scopula personata ● ●
1111 ナガサキヒメシャク Scopula plumbearia ●
1112 キナミシロヒメシャク Scopula superior ●
1113 ビロードナミシャク Sibatania mactata ● ● ●
1114 ウンモンオオシロヒメシャク Somatina indicataria morata ●
1115 ハグルマエダシャク Synegia hadassa hadassa ● ●
1116 スジハグルマエダシャク Synegia limitatoides ●
1117 カギバアオシャク Tanaorhinus reciprocata confuciaria ● ● ●
1118 キマダラツバメエダシャク Thinopteryx crocoptera striolata ● ●
1119 ミヤマツバメエダシャク Thinopteryx delectans ●
1120 フトベニスジヒメシャク Timandra apicirosea ● ●
1121 コベニスジヒメシャク Timandra comptaria ●
1122 シロオビクロナミシャク Trichobaptria exsecuta ●
1123 クモオビナミシャク Triphosa umbraria ●
1124 ホソバナミシャク Tyloptera bella bella ● ●
1125 シロスジオオエダシャク Xandrames latiferaria latiferaria ● ●
1126 フタトビスジナミシャク Xanthorhoe hortensiaria ● ●
1127 フタクロテンナミシャク Xenortholitha propinguata niphonica ● ●
1128 モンシロツマキリエダシャク Xerodes albonotaria albonotaria ●
1129 ミスジツマキリエダシャク Xerodes rufescentaria ● ● ●
1130 トガリエダシャク Xyloscia subspersata ● ●
- シャクガ科 Geometridae sp. ● ●
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表 6.2-24(10) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

1131 昆虫綱 チョウ目（鱗翅目） ツバメガ科 ギンツバメ Acropteris iphiata ●
1132 イカリモンガ科 イカリモンガ Pterodecta felderi ● ●
1133 カイコガ科 クワコ Bombyx mandarina ●
1134 オビガ科 オビガ Apha aequalis ● ● ● ●
1135 カレハガ科 マツカレハ Dendrolimus spectabilis ●
1136 ツガカレハ Dendrolimus superans ●
1137 カレハガ Gastropacha orientalis ●
1138 ヤママユガ科 オナガミズアオ本土亜種 Actias gnoma gnoma ●
1139 ヤママユ本土亜種 Antheraea yamamai yamamai ● ●
1140 クスサン本土亜種 Saturnia japonica japonica ● ●
1141 スズメガ科 ブドウスズメ Acosmeryx castanea ● ●
1142 ハネナガブドウスズメ Acosmeryx naga ●
1143 エビガラスズメ Agrius convolvuli ●
1144 ホソバスズメ Ambulyx ochracea ●
1145 クルマスズメ本土亜種 Ampelophaga rubiginosa rubiginosa ●
1146 ウンモンスズメ Callambulyx tatarinovii gabyae ●
1147 トビイロスズメ Clanis bilineata tsingtauica ● ●
1148 サザナミスズメ Dolbina tancrei ● ●
1149 ヒメクロホウジャク Macroglossum bombylans ●
1150 ホシホウジャク Macroglossum pyrrhosticta ● ●
1151 モモスズメ Marumba gaschkewitschii echephron ● ● ●
1152 クチバスズメ Marumba sperchius sperchius ● ● ● ●
1153 エゾシモフリスズメ Meganoton analis scribae ●
1154 ホシヒメホウジャク Neogurelca himachala sangaica ●
1155 シモフリスズメ Psilogramma increta ●
1156 ビロードスズメ Rhagastis mongoliana ●
1157 ミスジビロードスズメ Rhagastis trilineata ●
1158 コスズメ Theretra japonica ●
1159 シャチホコガ科 セグロシャチホコ Clostera anastomosis ● ● ●
1160 バイバラシロシャチホコ Cnethodonta grisescens grisescens ● ●
1161 シロシャチホコ Cnethodonta japonica ●
1162 キシャチホコ Cutuza straminea ● ●
1163 ホソバネグロシャチホコ Disparia diluta variegata ● ● ●
1164 コトビモンシャチホコ Drymonia japonica ● ●
1165 セダカシャチホコ Euhampsonia cristata ●
1166 ホソバシャチホコ Fentonia ocypete ocypete ● ● ●
1167 ネスジシャチホコ Fusadonta basilinea ●
1168 クワゴモドキシャチホコ Gonoclostera timoniorum ●
1169 ツマジロシャチホコ Hexafrenum leucodera leucodera ● ●
1170 カバイロモクメシャチホコ Hupodonta corticalis ●
1171 ウスキシャチホコ Mimopydna pallida ● ●
1172 ヘリスジシャチホコ Neopheosia fasciata ●
1173 ルリモンシャチホコ Peridea oberthueri oberthueri ●
1174 ムクツマキシャチホコ Phalera angustipennis ●
1175 モンクロシャチホコ Phalera flavescens ● ●
1176 スズキシャチホコ Pheosiopsis cinerea cinerea ●
1177 オオエグリシャチホコ Pterostoma gigantinum ● ● ● ●
1178 クビワシャチホコ Shaka atrovittatus atrovittatus ● ●
1179 ウスイロギンモンシャチホコ Spatalia doerriesi ● ● ●
1180 ヒメシャチホコ Stauropus basalis basalis ●
1181 オオアオシャチホコ Syntypistis cyanea cyanea ● ●
1182 アオシャチホコ Syntypistis japonica ● ●
1183 ギンモンスズメモドキ Tarsolepis japonica ●
1184 モンクロギンシャチホコ Wilemanus bidentatus ●
- シャチホコガ科 Notodontidae sp. ● ●
1185 ヒトリガ科 クシヒゲホシオビコケガ Aemene altaica ● ●
1186 ハガタベニコケガ Barsine aberrans aberrans ● ● ● ●
1187 スジベニコケガ Barsine striata striata ●
1188 シロヒトリ Chionarctia nivea ●
1189 マエグロホソバ Conilepia nigricosta nigricosta ● ●
1190 アカスジシロコケガ Cyana hamata hamata ● ● ● ●
1191 ヒメキホソバ Dolgoma cribrata ● ●
1192 ムジホソバ Eilema deplana pavescens ●
1193 ヤネホソバ Eilema fuscodorsalis ●
1194 キマエホソバ Eilema japonica japonica ● ● ●
1195 ツマキホソバ Eilema laevis ●
1196 キシタホソバ Eilema vetusta aegrota ● ● ●
1197 クロテンハイイロコケガ Eugoa grisea grisea ● ●
1198 キマエクロホソバ Ghoria collitoides ●
1199 アカヒトリ Lemyra flammeola flammeola ●
1200 カクモンヒトリ Lemyra inaequalis inaequalis ●
1201 ヨツボシホソバ Lithosia quadra ● ●
1202 ヒメホシキコケガ Lyclene dharma dharma ●
1203 オオベニヘリコケガ Melanaema venata ●
1204 ハガタキコケガ Miltochrista calamina ● ●
1205 ベニヘリコケガ Miltochrista miniata rosaria ●
1206 スカシコケガ Nudaria ranruna ● ●
1207 チャオビチビコケガ Philenora latifasciata ●
1208 ウスグロコケガ Siccia obscura ●
1209 スジモンヒトリ Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata ● ●
1210 オビヒトリ Spilarctia subcarnea ●
1211 キハラゴマダラヒトリ Spilosoma lubricipedum ● ●
1212 アカハラゴマダラヒトリ Spilosoma punctarium ● ●
1213 クロスジチビコケガ Stictane rectilinea chinesica ●
1214 ドクガ科 ドクガ Artaxa subflava ● ●
1215 スギドクガ Calliteara argentata ● ● ●
1216 リンゴドクガ Calliteara pseudabietis pseudabietis ● ●
1217 マメドクガ Cifuna locuples confusa ●
1218 ブドウドクガ Ilema eurydice ● ●
1219 ナチキシタドクガ Ilema nachiensis ●
1220 マイマイガ Lymantria dispar japonica ● ● ●
1221 カシワマイマイ本土亜種 Lymantria mathura aurora ● ● ●
1222 ミノオマイマイ本土亜種 Lymantria minomonis minomonis ●
1223 ノンネマイマイ Lymantria monacha ●
1224 シロオビドクガ本土亜種 Numenes albofascia albofascia ● ●
1225 ヒメシロモンドクガ Orgyia thyellina ● ● ●
1226 ヤクシマドクガ Orgyia triangularis ●
1227 ゴマフリドクガ日本本土・奄美亜種 Somena pulverea pulverea ● ● ●
1228 モンシロドクガ Sphrageidus similis ●
- ドクガ科 Lymantriidae sp. ● ●
1229 ヤガ科 フタテンヒメヨトウ Acosmetia biguttula ● ● ●
1230 キシタケンモン Acronicta catocaloida ●
1231 コモクメヨトウ Actinotia intermediata ●
1232 シラナミクロアツバ Adrapsa simplex ● ●
1233 タマナヤガ Agrotis ipsilon ●
1234 オオウスヅマカラスヨトウ Amphipyra erebina ● ● ●
1235 カラスヨトウ Amphipyra livida corvina ● ● ●
1236 オオシマカラスヨトウ Amphipyra monolitha surnia ● ●
1237 ツマジロカラスヨトウ Amphipyra schrenckii ●
1238 シロスジカラスヨトウ Amphipyra tripartita ●
1239 サビイロヤガ Amyna stellata ● ●
1240 クロテンカバアツバ Anachrostis nigripunctalis ●
1241 カバマダラヨトウ Anapamea cuneatoides ●
1242 アオバハガタヨトウ Antivaleria viridimacula ●
1243 ギンボシキンウワバ Antoculeora locuples ●
1244 フクラスズメ Arcte coerula ●
1245 シロテンウスグロヨトウ Athetis albisignata ● ● ●
1246 シロモンオビヨトウ Athetis lineosa ●
1247 ヒメサビスジヨトウ Athetis stellata ● ● ●
1248 モクメヤガ Axylia putris ● ●
1249 ハジマヨトウ Bambusiphila vulgaris ● ●
1250 コウンモンクチバ Blasticorhinus ussuriensis ● ● ●
1251 ウスヅマアツバ Bomolocha perspicua ● ●
1252 ハングロアツバ Bomolocha squalida ●
1253 ヤマガタアツバ Bomolocha stygiana ● ● ● ●
1254 イチモジキノコヨトウ Bryophila granitalis ●
1255 シロスジツマキリヨトウ Callopistria albolineola ● ●
1256 ヒメツマキリヨトウ Callopistria duplicans ●
1257 マダラツマキリヨトウ Callopistria repleta ● ●
1258 オオエグリバ Calyptra gruesa ●
1259 マメキシタバ Catocala duplicata ● ●
1260 アミメキシタバ Catocala hyperconnexa ●
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表 6.2-24(11) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

1261 昆虫綱 チョウ目（鱗翅目） ヤガ科 キシタバ Catocala patala ●
1262 ウチジロコヤガ Chorsia albicincta ● ●
1263 エゾコヤガ Chorsia noloides ●
1264 イチジクキンウワバ Chrysodeixis eriosoma ●
1265 ミヤマオビキリガ Conistra grisescens ●
1266 カバイロシマコヤガ Corgatha argillacea ●
1267 ベニシマコヤガ Corgatha pygmaea ● ●
1268 ニレキリガ Cosmia affinis ●
1269 ミツモンキンウワバ Ctenoplusia agnata ●
1270 オオバコヤガ Diarsia canescens ● ● ●
1271 コウスチャヤガ Diarsia deparca ●
1272 アカフヤガ Diarsia pacifica ●
1273 ウスイロアカフヤガ Diarsia ruficauda ●
1274 ウスヅマクチバ Dinumma deponens ● ●
1275 マエヘリモンアツバ Diomea jankowskii ●
1276 コクロモクメヨトウ Dipterygina japonica ●
1277 キイロソトオビアツバ Draganodes coronata ●
1278 クロモクメヨトウ Dypterygia caliginosa ● ●
1279 オオシラホシアツバ Edessena hamada ● ● ● ●
1280 シロモンコヤガ Erastroides fentoni ●
1281 ウスムラサキクチバ Ericeia pertendens ●
1282 アカテンクチバ Erygia apicalis ● ●
1283 アケビコノハ Eudocima tyrannus ● ●
1284 アカガネヨトウ Euplexia lucipara ●
1285 ホソバミドリヨトウ Euplexidia angusta ●
1286 ムギヤガ Euxoa karschi ●
1287 ゴボウトガリヨトウ Gortyna fortis ● ●
1288 ウスキミスジアツバ Herminia arenosa ● ●
1289 フシキアツバ Herminia dolosa ●
1290 クロスジアツバ Herminia grisealis ● ●
1291 シラナミアツバ Herminia innocens ●
1292 トビスジアツバ Herminia tarsicrinalis ●
1293 クロクモヤガ Hermonassa cecilia ● ●
1294 オオシラナミアツバ Hipoepa fractalis ● ●
1295 ベニエグリコヤガ Holocryptis nymphula ●
1296 ソトウスグロアツバ Hydrillodes lentalis ● ● ● ●
1297 ヒロオビウスグロアツバ Hydrillodes morosa ● ● ●
1298 クロキシタアツバ Hypena amica ● ● ●
1299 キシタアツバ Hypena claripennis ● ●
1300 オオトビモンアツバ Hypena occata ●
1301 タイワンキシタアツバ Hypena trigonalis ● ● ● ●
1302 モンキコヤガ Hyperstrotia flavipuncta ●
1303 オオシロテンクチバ Hypersypnoides submarginata submarginata ●
1304 ウラジロアツバ Hypertrocon violacealis ●
1305 タイワンキシタクチバ Hypocala subsatura ● ●
1306 カキバトモエ Hypopyra vespertilio ●
1307 シロマダラヒメヨトウ Iambia japonica ● ●
1308 シロホシクロアツバ Idia curvipalpis ● ●
1309 アミメケンモン Lophonycta confusa ● ●
1310 モモイロツマキリコヤガ Lophoruza pulcherrima ●
1311 チビアツバ Luceria fletcheri ●
1312 ヒメクビグロクチバ Lygephila recta ●
1313 ヒメネジロコヤガ Maliattha signifera ●
1314 シャクドウクチバ Mecodina nubiferalis ● ●
1315 ツマオビアツバ Mesoplectra griselda ● ●
1316 シロスジトモエ Metopta rectifasciata ● ● ● ●
1317 フタホシコヤガ Micardia pulchra ●
1318 スジモンコヤガ Microxyla confusa ●
1319 ニセウンモンクチバ Mocis ancilla ●
1320 ウンモンクチバ Mocis annetta ● ●
1321 オオウンモンクチバ Mocis undata ●
1322 ウグイスセダカヨトウ Mormo cyanea ●
1323 アオバセダカヨトウ Mormo muscivirens ●
1324 クロテンキヨトウ Mythimna chosenicola ●
1325 クロシタキヨトウ Mythimna placida ●
1326 フタオビキヨトウ Mythimna turca ● ●
1327 フタオビコヤガ Naranga aenescens ● ● ●
1328 フタテンチビアツバ Neachrostia bipuncta ●
1329 チャオビヨトウ Niphonyx segregata ● ●
1330 アカエグリバ Oraesia excavata ●
1331 ウスキコヤガ Oruza brunnea ●
1332 アトキスジクルマコヤガ Oruza mira ●
1333 マエモンツマキリアツバ Pangrapta costinotata ●
1334 ムラサキツマキリアツバ Pangrapta curtalis ● ● ●
1335 ツマジロツマキリアツバ Pangrapta lunulata ●
1336 リンゴツマキリアツバ Pangrapta obscurata ● ●
1337 ウンモンツマキリアツバ Pangrapta perturbans ● ●
1338 ミツボシツマキリアツバ Pangrapta vasava ●
1339 オオトウアツバ Panilla petrina ●
1340 オビアツバ Paracolax fascialis ●
1341 シロテンムラサキアツバ Paracolax pryeri ● ●
1342 ウスグロセニジモンアツバ Paragona inchoata ●
1343 ホソオビアシブトクチバ Parallelia arctotaenia ●
1344 ニセタマナヤガ Peridroma saucia ●
1345 モンキアカガネヨトウ Phlogophora aureopuncta ● ●
1346 マダラエグリバ Plusiodonta casta ● ●
1347 シロマダラコヤガ Protodeltote distinguenda ● ●
1348 シロフコヤガ Protodeltote pygarga ●
1349 フタスジヨトウ Protomiselia bilinea ● ● ● ●
1350 マエホシヨトウ Pyrrhidivalva sordida ●
1351 クロスジヒメアツバ Schrankia costaestrigalis ●
1352 オオアカマエアツバ Simplicia niphona ● ● ●
1353 ヒメクロアツバ Sinarella rotundipennis ●
1354 カバスジヤガ Sineugraphe exusta ● ●
1355 オオカバスジヤガ Sineugraphe oceanica ●
1356 テンモンシマコヤガ Sophta ruficeps ●
1357 ウスベニコヤガ Sophta subrosea ● ●
1358 ハグルマトモエ Spirama helicina ●
1359 オスグロトモエ Spirama retorta ● ● ●
1360 スジキリヨトウ Spodoptera depravata ● ● ●
1361 ハスモンヨトウ Spodoptera litura ● ●
1362 シロスジキノコヨトウ Stenoloba jankowskii ● ●
1363 ウスシロフコヤガ Sugia stygia ● ● ●
1364 カザリツマキリアツバ Tamba igniflua ●
1365 キイロアツバ Treitschkendia helva ● ●
1366 ヒメコブヒゲアツバ Treitschkendia tarsipennalis ● ●
1367 シロホシキシタヨトウ Triphaenopsis lucilla ●
1368 シロモンヤガ Xestia c -nigrum c-nigrum ● ●
1369 ウスチャヤガ Xestia dilatata ●
1370 キシタミドリヤガ Xestia efflorescens ● ● ● ●
1371 ハコベヤガ Xestia kollari plumbata ●
1372 ハイイロキシタヤガ Xestia semiherbida decorata ●
1373 マエキヤガ Xestia stupenda ●
1374 コセアカキンウワバ Zonoplusia ochreata ●
- ヤガ科 Noctuidae sp. ● ●
1375 コブガ科 ギンボシリンガ Ariolica argentea ●
1376 ミドリリンガ Clethrophora distincta ●
1377 アカマエアオリンガ Earias pudicana ●
1378 ハイイロリンガ Gabala argentata ●
1379 クロオビリンガ Gelastocera kotschubeji ●
1380 クロスジコブガ Meganola fumosa ●
1381 ナミコブガ Nola nami ●
1382 クロスジシロコブガ Nola taeniata ●
1383 アオスジアオリンガ Pseudoips prasinanus ●
1384 アカスジアオリンガ Pseudoips sylpha ●
1385 トビイロリンガ Siglophora ferreilutea ●
- － チョウ目（鱗翅目） LEPIDOPTERA sp. ● ●
1386 ハエ目（双翅目） ヒメガガンボ科 ウスモンヒメガガンボ Achyrolimonia neonebulosa ●
1387 Antocha bifida Antocha bifida ●
1388 ウスバガガンボ Antocha spinifer ●
1389 Dactylolabis属 Dactylolabis sp. ●
1390 クチナガガガンボ Elephantomyia hokkaidensis ●



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-71

表 6.2-24(12) 陸上昆虫類等確認種一覧
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No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
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H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

1391 昆虫綱 ハエ目（双翅目） ヒメガガンボ科 Erioptera属 Erioptera sp. ●
1392 モンクチボソヒメガガンボ Geranomyia avocetta ●
1393 ミスジガガンボ Gymnastes flavitibia flavitibia ●
1394 ミカドヒゲナガガガンボ Hexatoma imperator ●
1395 オオヒゲナガガガンボ Hexatoma stricklandi stricklandi ●
1396 ウスナミガタガガンボ Libnotes nohirai ●
1397 カスリヒメガガンボ Limnophila japonica ●
- Limnophila属 Limnophila sp. ●
1398 Limonia属 Limonia sp. ●
1399 Molophilus属 Molophilus sp. ●
1400 ハマダラクロヒメガガンボ Rhipidia maculata ● ●
1401 ガガンボ科 ユウレイガガンボ Dolichopeza albitibia ●
1402 オオユウレイガガンボ Dolichopeza candidipes ●
1403 アヤヘリガガンボ Dolichopeza geniculata ●
1404 ミカドガガンボ Holorusia mikado ● ●
1405 キゴシガガンボ Leptotarsus pulverosus ●
1406 ダイセンホソガガンボ Nephrotoma daisensis ●
1407 オオマキバガガンボ Nephrotoma pullata ●
1408 キイロホソガガンボ Nephrotoma virgata ●
1409 キリウジガガンボ Tipula aino ●
1410 キアシガガンボ Tipula flavocostalis ● ●
1411 マエグロノコギリガガンボ Tipula nigrocostata ●
1412 ニッポンガガンボ Tipula nipponensis ●
1413 マドガガンボ Tipula nova ● ● ●
1414 クロキリウジガガンボ Tipula patagiata ●
1415 ヤチノコギリガガンボ Tipula serricauda ● ● ● ●
- Tipula属 Tipula sp. ●
- ガガンボ科 Tipulidae sp. ● ● ●
1416 ガガンボダマシ科 Trichocera属 Trichocera sp. ●
1417 アミカ科 オオメナミアミカ Blepharicera esakii ●
1418 ハナレメナミアミカ Blepharicera shirakii ●
1419 チョウバエ科 セベリンチョウバエ Logima albipennis ● ●
- チョウバエ科 Psychodidae sp. ●
1420 ニセヒメガガンボ科 ニセヒメガガンボ科 Tanyderidae sp. ●
1421 ヌカカ科 ヌカカ科 Ceratopogonidae sp. ● ● ●
1422 ユスリカ科 アマミダンダラヒメユスリカ Ablabesmyia amamisimplex ●
1423 オナガダンダラヒメユスリカ Ablabesmyia jogancornua ●
1424 クロユスリカ Benthalia dissidens ●
1425 センチユスリカ Camptocladius stercorarius ●
1426 クロハダカユスリカ Cardiocladius fuscus ●
1427 ヒシモンユスリカ Chironomus flaviplumus ●
1428 ヤマトユスリカ Chironomus nipponensis ●
1429 オオユスリカ Chironomus plumosus ● ● ● ●
1430 セスジユスリカ Chironomus yoshimatsui ●
- Chironomus属 Chironomus sp. ●
1431 イシガキユスリカ Cladopelma edwardsi ●
1432 ムナグロエダゲヒゲユスリカ Cladotanytarsus vanderwulpi ●
1433 ヤマトヒメユスリカ Conchapelopia japonica ●
1434 Corynoneura属 Corynoneura sp. ●
1435 フタスジツヤユスリカ Cricotopus bicinctus ●
1436 フタモンツヤユスリカ Cricotopus bimaculatus ●
1437 ナカグロツヤユスリカ Cricotopus metatibialis ●
1438 ナカオビツヤユスリカ Cricotopus triannulatus ●
- Cricotopus属 Cricotopus sp. ●
1439 シロスジカマガタユスリカ Cryptochironomus albofasciatus ●
1440 ユミナリホソミユスリカ Dicrotendipes nigrocephalicus ●
1441 Eukiefferiella togaeuquinta Eukiefferiella togaeuquinta ●
- Eukiefferiella属 Eukiefferiella sp. ●
1442 ハイイロユスリカ Glyptotendipes tokunagai ●
1443 ヒカゲユスリカ Kiefferulus umbraticola ●
1444 コムナトゲユスリカ Limnophyes minimus ●
1445 オオミドリユスリカ Lipiniella moderata ●
1446 ウスイロツヤムネユスリカ Microtendipes famiefeus ●
1447 ウスオビツヤムネユスリカ Microtendipes umbrosus ●
1448 フトオヒゲユスリカ Neozavrelia bicoliocula ●
1449 Orthocladius makabensis Orthocladius makabensis ●
- Orthocladius属 Orthocladius sp. ●
1450 ケボシエリユスリカ Parakiefferiella bathophila ●
1451 キイロケバネエリユスリカ Parametriocnemus stylatus ●
1452 シロアシユスリカ Paratendipes albimanus ● ●
1453 Polypedilum aberufobrunneum Polypedilum aberufobrunneum ●
1454 アサカワハモンユスリカ Polypedilum asakawaense ●
1455 フタオビハモンユスリカ Polypedilum asoprimum ●
1456 ベノキハモンユスリカ Polypedilum benokiense ●
1457 キミドリハモンユスリカ Polypedilum convictum ●
1458 クビレハモンユスリカ Polypedilum decematoguttatum ●
1459 ヤマトハモンユスリカ Polypedilum japonicum ●
1460 ハマダラハモンユスリカ Polypedilum masudai ●
1461 ウスモンユスリカ Polypedilum nubeculosum ●
1462 ヤモンユスリカ Polypedilum nubifer ●
1463 ウスグロハモンユスリカ Polypedilum pedatum ●
1464 オオケバネユスリカ Polypedilum sordens ●
1465 ヒロオビハモンユスリカ Polypedilum unifascia ●
1466 ヤドリハモンユスリカ Polypedilum yamasinense ●
1467 クビレサワユスリカ Potthastia gaedii ●
1468 ウスイロカユスリカ Procladius choreus ●
1469 アカムシユスリカ Propsilocerus akamusi ●
1470 フタマタニセビロウドエリユスリカ Pseudosmittia forcipata ●
1471 ウスギヌヒメユスリカ Rheopelopia joganflava ●
1472 タマナガレユスリカ Rheotanytarsus tamasecundus ●
- Rheotanytarsus属 Rheotanytarsus sp. ●
1473 ビロウドエリユスリカ Smittia aterrima ●
1474 ムナグロハムグリユスリカ Stenochironomus membranifer ●
1475 アキヅキユスリカ Stictochironomus akizukii ● ●
1476 ヒメナガレヒゲユスリカ Tanytarsus oscillans ●
1477 クビレオヒゲユスリカ Tanytarsus oyaberotundus ●
- Tanytarsus属 Tanytarsus sp. ●
1478 Virgatanytarsus属 Virgatanytarsus sp. ●
- ユスリカ科 Chironomidae sp. ● ● ●
1479 カ科 キンイロヌマカ Mansonia ochracea ●
- カ科 Culicidae sp. ● ●
1480 ホソカ科 クロホソカ Dixa yamatona ●
1481 ブユ科 アシマダラブユ Simulium japonicum ●
1482 オオイタツメトゲブユ Simulium oitanum ●
- ブユ科 Simuliidae sp. ●
1483 カバエ科 マダラカバエ Sylvicola japonica ●
1484 ケバエ科 チビアシボソケバエ Bibio amputonervis ●
1485 キスネアシボソケバエ Bibio aneuretus ●
1486 メスアカアシボソケバエ Bibio simulans ●
- ケバエ科 Bibionidae sp. ●
1487 タマバエ科 クズトガリタマバエ Pitydiplosis sp. ●
- タマバエ科 Cecidomyiidae sp. ● ●
1488 キノコバエ科 キアシフタマタキノコバエ Boletina plana ●
1489 クロヒラモモキノコバエ Epicypta aterrima ●
1490 ムナスジヒゲタケカ Macrocera alpicoloides ●
- Macrocera属 Macrocera sp. ●
1491 イグチナミキノコバエ Mycetophila fungorum ●
- キノコバエ科 Mycetophilidae sp. ● ● ●
1492 クロバネキノコバエ科 クロバネキノコバエ科 Sciaridae sp. ● ● ●
1493 シギアブ科 フタモンキイロシギアブ Rhagio itoi ●
1494 ミズアブ科 Beris hirotsui Beris hirotsui ●
1495 クロツヤミズアブ Evaza japonica ●
1496 ハラキンミズアブ Microchrysa flaviventris ● ●
1497 ヒラヤマミズアブ Odontomyia hirayamae ●
1498 ヒメルリミズアブ Ptecticus matsumurae ●
1499 コウカアブ Ptecticus tenebrifer ● ●
1500 ルリミズアブ Sargus niphonensis ● ●
1501 アブ科 アカウシアブ Tabanus chrysurus ● ● ●
1502 イヨシロオビアブ Tabanus iyoensis ●
1503 ヤマトアブ Tabanus rufidens ●
1504 キンイロアブ Tabanus sapporoensis ●
1505 アカアブ Tabanus sapporoenus ●
1506 シロフアブ Tabanus trigeminus ● ● ●
1507 ウシアブ Tabanus trigonus ●
1508 キアブモドキ科 アルマンキアブモドキ Solva harmandi ●
1509 キアブ科 ケジロキアブ Xylophagus albopilosus ●
1510 ムシヒキアブ科 イッシキイシアブ Choerades isshikii ● ● ●
1511 コムライシアブ Choerades komurae ● ●
1512 アオメアブ Cophinopoda chinensis ● ●
1513 Lasiopogon属 Lasiopogon sp. ●
1514 ミノモホソムシヒキ Leptogaster minomoensis ●
1515 サキグロムシヒキ Machimus scutellaris ● ●
1516 ナミマガリケムシヒキ Neoitamus angusticornis ● ● ● ●
1517 シオヤアブ Promachus yesonicus ● ● ●
- ムシヒキアブ科 Asilidae sp. ●
1518 ツリアブ科 ニトベハラボソツリアブ Systropus nitobei ● ● ●
1519 スキバツリアブ Villa limbata ●
- Villa属 Villa sp. ●
1520 ツルギアブ科 シロツルギアブ Spiriverpa argentata ●



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-72
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1521 昆虫綱 ハエ目（双翅目） アシナガバエ科 アシナガキンバエ Dolichopus nitidus ● ● ●
1522 マダラアシナガバエ Mesorhaga nebulosus ● ● ●
- アシナガバエ科 Dolichopodidae sp. ●
1523 オドリバエ科 スカシチビオドリバエ Euthyneura aerea ●
1524 メスジロナガレオドリバエ Hilara leucogyne ●
1525 カマキリナガレオドリバエ Hilara mantis ●
1526 モモブトセダカオドリバエ Hybos japonicus ●
1527 イミャクオドリバエ Rhamphomyia brunneostriata ●
1528 オオホソオドリバエ Rhamphomyia formidabilis ●
- オドリバエ科 Empididae sp. ● ●
1529 ハナアブ科 ツマグロコシボソハナアブ Allobaccha apicalis ●
1530 オオヒメヒラタアブ Allograpta iavana ●
1531 ナガヒラタアブ Asarkina porcina ● ●
1532 マダラコシボソハナアブ Baccha maculata ● ● ●
1533 クロヒラタアブ Betasyrphus serarius ●
1534 ツマキオオヒラタアブ Dideoides coquilletti ●
1535 ヨコジマオオヒラタアブ Dideoides latus ●
1536 ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus ● ● ● ●
1537 シマハナアブ Eristalis cerealis ● ●
1538 ナミハナアブ Eristalis tenax ●
1539 マドヒラタアブ Eumerus japonicus ●
1540 アシブトハナアブ Helophilus eristaloideus ● ● ●
1541 フタガタハラブトハナアブ Mallota dimorpha ●
1542 ホソツヤヒラタアブ Melanostoma mellinum ●
1543 ホシツヤヒラタアブ Melanostoma scalare ● ●
1544 トゲアリノスアブ Microdon oitanus ●
1545 キアシマメヒラタアブ Paragus haemorrhous ● ●
1546 ジョウザンマメヒラタアブ Paragus jozanus ●
1547 オオハナアブ Phytomia zonata ●
1548 ミナミヒメヒラタアブ Sphaerophoria indiana ● ● ●
1549 ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ● ●
1550 ベッコウハナアブ Volucella jeddona ●
1551 ノミバエ科 オオキモンノミバエ Megaselia spiracularis ●
- ノミバエ科 Phoridae sp. ● ●
1552 ヒラタアシバエ科 ヒラタアシバエ Plesioclythia argyrogyna ●
1553 ハモグリバエ科 フジハモグリバエ Agromyza wistariae ●
1554 ハグロハモグリバエ Amauromyza nigripennis ●
1555 ヨモギハモグリバエ Calycomyza artemisiae ●
1556 フジタマモグリバエ Hexomyza websteri ●
1557 カトウハモグリバエ Liriomyza katoi ●
1558 スミレハモグリバエ Liriomyza takakoae ●
1559 タンポポハモグリバエ Melanagromyza pulicaria ●
1560 ヨメナクロハモグリバエ Nemorimyza posticata ●
1561 ヨメナスジハモグリバエ Ophiomyia maura ● ●
1562 ヤナギハモグリバエ Paraphytomyza populi ●
1563 ニッポンキクハモグリバエ Phytomyza japonica ●
1564 ゴボウハモグリバエ Phytomyza lappae ●
1565 ヤブジラミハモグリバエ Phytomyza tordylii ●
1566 クチナガハモグリバエ Tylomyza madizina ●
- ハモグリバエ科 Agromyzidae sp. ● ● ●
1567 ニセミギワバエ科 ニセミギワバエ Procanace cressoni ●
1568 キモグリバエ科 イネキモグリバエ Chlorops oryzae ● ●
1569 ヒゲブトコバエ科 クロメマトイ Cryptochetum nipponense ●
1570 ホソショウジョウバエ科 モンホソショウジョウバエ Diastata vagans ●
1571 ショウジョウバエ科 ダンダラショウジョウバエ Drosophila annulipes ● ●
1572 カオジロショウジョウバエ Drosophila auraria ●
1573 フタオビショウジョウバエ Drosophila bizonata ● ●
1574 ナガレボシショウジョウバエ Drosophila brachynephros ●
1575 ヒョウモンショウジョウバエ Drosophila busckii ● ●
1576 イチジクショウジョウバエ Drosophila ficusphila ●
1577 カスリショウジョウバエ Drosophila hydei ●
1578 オオショウジョウバエ Drosophila immigrans ● ●
1579 トビクロショウジョウバエ Drosophila lacertosa ●
1580 キハダショウジョウバエ Drosophila lutescens ● ● ●
1581 キイロショウジョウバエ Drosophila melanogaster ●
1582 ムナスジショウジョウバエ Drosophila rufa ●
1583 オウトウショウジョウバエ Drosophila suzukii ●
1584 クロショウジョウバエ Drosophila virilis ● ●
- Drosophila属 Drosophila sp. ●
1585 ナカジロコガネショウジョウバエ Leucophenga interrupta ●
1586 カザリコガネショウジョウバエ Leucophenga ornata ●
1587 オトヒメショウジョウバエ Microdrosophila purpurata ● ●
1588 クロキノコショウジョウバエ Mycodrosophila gratiosa ● ●
1589 マダラメマトイ Phortica okadai ●
1590 クロツヤショウジョウバエ Scaptodrosophila coracina ● ●
1591 ススバネショウジョウバエ Scaptodrosophila subtilis ● ●
1592 ナミヒメショウジョウバエ Scaptomyza graminum ●
1593 ツヤカブトショウジョウバエ Stegana nigrifrons ● ●
- ショウジョウバエ科 Drosophilidae sp. ● ● ●
1594 ミギワバエ科 ミナミカマバエ Ochthera circularis ●
1595 シロヌリワライミギワバエ Parydra albipulvis ●
1596 ヨツモンワライミギワバエ Parydra quadripunctata ●
1597 トキワクロツヤミギワバエ Psilopa polita ●
1598 ハマズトハマダラミギワバエ Scatella nipponica ●
1599 ヒラウキブネミギワバエ Setacera breviventris ●
1600 キタウキブネミギワバエ Setacera viridis ●
1601 シマバエ科 シモフリシマバエ Homoneura euaresta ● ●
1602 ヒラヤマシマバエ Homoneura hirayamae ●
1603 ヤブクロシマバエ Minettia longipennis ● ●
- シマバエ科 Lauxaniidae sp. ●
1604 ナガズヤセバエ科 ホシアシナガヤセバエ Stypocladius appendiculatus ●
1605 トゲアシモグリバエ科 トゲアシモグリバエ科 Odiniidae sp. ●
1606 ヒロクチバエ科 ダイズコンリュウバエ Rivellia apicalis ●
1607 デガシラバエ科 コマダラハチモドキバエ Campylocera thoracalis ●
1608 フトハチモドキバエ Eupyrgota fusca ●
1609 ヤチバエ科 ヤマトヤチバエ Limnia japonica ●
1610 ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ● ● ●
1611 ツヤホソバエ科 ヒトテンツヤホソバエ Sepsis monostigma ● ●
1612 フンコバエ科 フンコバエ科 Sphaeroceridae sp. ●
1613 ミバエ科 アケビハマダラミバエ Acidiella kagoshimensis ● ●
1614 ヒラヤマアミメケブカミバエ Campiglossa hirayamae ●
1615 ウスモンケブカミバエ Dioxyna sororcula ●
1616 ノゲシケブカミバエ Ensina sonchi ●
1617 ヨモギマルフシミバエ Oedaspis japonica ●
1618 チャイロケブカミバエ Oxyna amurensis ●
1619 タラノキハマダラミバエ Pseudhemilea longistigma ●
1620 ツマホシケブカミバエ Trupanea convergens ●
1621 ミサキオナガミバエ Urophora misakiana ●
- ミバエ科 Tephritidae sp. ●
1622 ハナバエ科 ハコベハナバエ Delia echinata ● ●
1623 タネバエ Delia platura ●
- ハナバエ科 Anthomyiidae sp. ● ●
1624 クロバエ科 ホホグロオビキンバエ Chrysomya pinguis ●
1625 キンバエ Lucilia caesar ● ● ●
1626 ミドリキンバエ Lucilia illustris ●
1627 コチビクロバエ Onesia nartshukae ●
1628 ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ● ● ●
1629 シリブトミドリバエ Strongyloneura prasina ●
- クロバエ科 Calliphoridae sp. ●
1630 イエバエ科 イネクキイエバエ Atherigona oryzae ●
1631 コシアキハナレメイエバエ Coenosia akasakensis ●
1632 ヤマトハナレメイエバエ Coenosia mollicula japonica ●
1633 ヤマハナレメイエバエ Coenosia montana ●
1634 アシマダラハナレメイエバエ Coenosia variegata ●
1635 キイロハナレメイエバエ Coenosia xanthopleura ●
1636 カガハナゲバエ Dichaetomyia bibax ●
1637 ノサシバエ Haematobia irritans ●
1638 ヒメクロバエ Hydrotaea ignava ●
1639 ハイイロミズギワイエバエ Limnophora orbitalis ●
1640 トウヨウカトリバエ Lispe orientalis ●
1641 モモグロオオイエバエ Muscina angustifrons ●
1642 クロオオイエバエ Muscina japonica ●
1643 セスジトゲアシイエバエ Phaonia dorsolineata ●
1644 ヤマトトゲアシイエバエ Phaonia japonica ●
1645 ヤマハボシトゲアシイエバエ Phaonia montana ●
1646 シリモチハナレメイエバエ Pygophora confusa ●
1647 ニクバエ科 ゲンロクニクバエ Sarcophaga albiceps ● ●
1648 ホリニクバエ Sarcophaga horii ●
1649 カヤニクバエ Sarcophaga kayaensis ●
1650 シリグロニクバエ Sarcophaga melanura ●
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注）コクロナガオサムシ Carabus arboreus arboreus は、生息分布域から誤同定の可能性がある。

調査年度
No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5

（1993）
H10

（1998）
H15

（2003）
H26

（2014）
1651 昆虫綱 ハエ目（双翅目） ニクバエ科 ムサシノニクバエ Sarcophaga musashinensis ●
1652 センチニクバエ Sarcophaga peregrina ● ●
1653 ツシマニクバエ Sarcophaga tsushimae ●
- ニクバエ科 Sarcophagidae sp. ● ●
- － ハエ目（双翅目） DIPTERA sp. ● ●
1654 ヤドリバエ科 カイコノウジバエ Blepharipa zebina ●
1655 セスジナガハリバエ Dexia flavipes ●
1656 ブランコヤドリバエ Exorista japonica ●
1657 クチナガハリバエ Prosena siberita ●
1658 ヨコジマオオハリバエ Tachina jakovlevi ● ●
1659 コガネオオハリバエ Tachina luteola ●
1660 セスジハリバエ Tachina nupta ● ● ●
1661 アシナガハリバエ Thelaira nigripes ●
1662 クロツヤナガハリバエ Zophomyia tremula ●
- ヤドリバエ科 Tachinidae sp. ● ●
1663 コウチュウ目（鞘翅目） ホソクビゴミムシ科 オオホソクビゴミムシ Brachinus scotomedes ●
1664 コホソクビゴミムシ Brachinus stenoderus ●
1665 オサムシ科 キイロチビゴモクムシ Acupalpus inornatus ● ● ●
1666 アオグロヒラタゴミムシ Agonum chalcomum ●
1667 タンゴヒラタゴミムシ Agonum leucopus ● ● ●
1668 ヒメセボシヒラタゴミムシ Agonum suavissimum ●
1669 キアシマルガタゴミムシ Amara ampliata ●
1670 マルガタゴミムシ Amara chalcites ●
1671 ニセマルガタゴミムシ Amara congrua ● ● ●
1672 オオマルガタゴミムシ Amara gigantea ●
1673 イグチマルガタゴミムシ Amara macros ● ● ●
1674 ヒメツヤマルガタゴミムシ Amara nipponica ●
1675 ツヤマルガタゴミムシ Amara obscuripes ●
1676 コマルガタゴミムシ Amara simplicidens ● ●
1677 ホシボシゴミムシ Anisodactylus punctatipennis ● ●
1678 ゴミムシ Anisodactylus signatus ● ●
1679 ヒメゴミムシ Anisodactylus tricuspidatus tricuspidatus ●
1680 キベリゴモクムシ Anoplogenius cyanescens ● ●
1681 スジミズアトキリゴミムシ Apristus grandis ●
1682 フタモンクビナガゴミムシ Archicolliuris bimaculata nipponica ● ●
1683 キアシヌレチゴミムシ Archipatrobus flavipes ●
1684 チビカタキバゴミムシ Badister nakayamai ●
1685 クロズカタキバゴミムシ Badister nigriceps ●
1686 オオフタモンミズギワゴミムシ Bembidion bandotaro ● ● ●
1687 ウスモンミズギワゴミムシ Bembidion cnemidotum ● ●
1688 ガロアミズギワゴミムシ Bembidion galloisi ●
1689 ヒョウゴミズギワゴミムシ Bembidion hiogoense ●
1690 オオアオミズギワゴミムシ Bembidion lissonotum ● ●
1691 ハコネミズギワゴミムシ Bembidion lucillum ●
1692 アトモンミズギワゴミムシ Bembidion niloticum batesi ●
1693 オオズミズギワゴミムシ Bembidion quadriimpressum ●
1694 ドウイロミズギワゴミムシ Bembidion stenoderum ● ●
1695 キアシルリミズギワゴミムシ Bembidion trajectum ●
1696 マルヒメゴモクムシ Bradycellus fimbriatus ●
1697 アカクビヒメゴモクムシ Bradycellus laeticolor ● ●
1698 キガシラアオアトキリゴミムシ Calleida lepida ●
1699 アオアトキリゴミムシ Calleida onoha ● ●
1700 コクロナガオサムシ Carabus arboreus arboreus ●
1701 マイマイカブリ Carabus blaptoides blaptoides ● ●
1702 イワワキオサムシ Carabus iwawakianus iwawakianus ●
1703 ヒメオサムシ Carabus japonicus japonicus ●
1704 オオクロナガオサムシ Carabus kumagaii kumagaii ● ● ●
1705 アキタクロナガオサムシ岩湧亜種 Carabus porrecticollis kansaiensis ● ● ● ●
1706 クロナガオサムシ Carabus procerulus procerulus ●
1707 ヤコンオサムシ Carabus yaconinus yaconinus ● ●
1708 ヤマトオサムシ近畿地方中東部亜種 Carabus yamato kinkimontanus ● ● ●
- Carabus属 Carabus sp. ●
1709 アカガネアオゴミムシ Chlaenius abstersus ●
1710 コキベリアオゴミムシ Chlaenius circumdatus ●
1711 ヒメキベリアオゴミムシ Chlaenius inops ●
1712 ニセコガシラアオゴミムシ Chlaenius kurosawai ●
1713 オオアトボシアオゴミムシ Chlaenius micans ●
1714 アトボシアオゴミムシ Chlaenius naeviger ● ● ● ●
1715 アオゴミムシ Chlaenius pallipes ● ● ●
1716 キボシアオゴミムシ Chlaenius posticalis ●
1717 クビナガキベリアオゴミムシ Chlaenius prostenus ●
1718 ムナビロアトボシアオゴミムシ Chlaenius tetragonoderus ●
1719 コガシラアオゴミムシ Chlaenius variicornis ● ●
1720 アトワアオゴミムシ Chlaenius virgulifer ● ● ●
1721 ウスグロモリヒラタゴミムシ Colpodes aequatus ●
1722 コモリヒラタゴミムシ Colpodes amphinomus ●
1723 クロモリヒラタゴミムシ Colpodes atricomes ● ●
1724 チビモリヒラタゴミムシ Colpodes aurelius ● ●
1725 オオアオモリヒラタゴミムシ Colpodes buchanani ● ●
1726 ヒコサンモリヒラタゴミムシ Colpodes ehikoensis ●
1727 ハラアカモリヒラタゴミムシ Colpodes japonicus ● ● ●
1728 コハラアカモリヒラタゴミムシ Colpodes lampros ● ●
1729 イクビモリヒラタゴミムシ Colpodes modestior ● ●
1730 クビアカモリヒラタゴミムシ Colpodes rubriolus ● ● ●
1731 キンモリヒラタゴミムシ Colpodes sylphis ● ● ●
1732 コキノコゴミムシ Coptodera japonica ● ● ●
1733 ミズギワアトキリゴミムシ Demetrias marginicollis ● ●
1734 ルリヒラタゴミムシ Dicranoncus femoralis ● ● ● ●
1735 スナハラゴミムシ Diplocheila elongata ●
1736 カワチゴミムシ Diplous caligatus ● ● ●
1737 ヒメカワチゴミムシ Diplous depressus ●
1738 ヤセアトキリゴミムシ Dolichoctis luctuosus ●
1739 ベーツホソアトキリゴミムシ Dromius batesi ●
1740 ホソアトキリゴミムシ Dromius prolixus ● ● ● ●
1741 イクビホソアトキリゴミムシ Dromius quadraticollis ●
1742 ムネアカチビヒョウタンゴミムシ Dyschirius batesi ●
1743 キイロマルコミズギワゴミムシ Elaphropus latissimus ●
1744 ベーツヒラタゴミムシ Euplynes batesi ●
1745 クビボソゴミムシ Galerita orientalis ● ●
1746 スジアオゴミムシ Haplochlaenius costiger ● ● ●
1747 オオゴモクムシ Harpalus capito ●
1748 ケウスゴモクムシ Harpalus griseus ●
1749 ヒメケゴモクムシ Harpalus jureceki ●
1750 クロゴモクムシ Harpalus niigatanus ●
1751 ヒラタゴモクムシ Harpalus platynotus ● ●
1752 ニセケゴモクムシ Harpalus pseudophonoides ●
1753 アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus ● ●
1754 コゴモクムシ Harpalus tridens ● ●
1755 ケゴモクムシ Harpalus vicarius ● ● ●
1756 アリスアトキリゴミムシ Lachnoderma asperum ●
1757 フタホシアトキリゴミムシ Lebia bifenestrata ● ● ●
1758 ホシハネビロアトキリゴミムシ Lebia calycophora ● ●
1759 ハネビロアトキリゴミムシ Lebia duplex ●
1760 アトグロジュウジアトキリゴミムシ Lebia idae ●
1761 ジュウジアトキリゴミムシ Lebia retrofasciata ●
1762 コルリアトキリゴミムシ Lebia viridis ●
1763 ヤホシゴミムシ Lebidia octoguttata ●
1764 ノグチアオゴミムシ Lithochlaenius noguchii ● ●
1765 アトオビコミズギワゴミムシ Macrotachys recurvicollis ●
1766 オオマルクビゴミムシ Nebria macrogona ● ● ●
1767 ヒメマルクビゴミムシ Nebria reflexa reflexa ●
1768 メダカアトキリゴミムシ Orionella lewisii ● ●
1769 ウスイロコミズギワゴミムシ Paratachys pallescens ●
1770 ウスオビコミズギワゴミムシ Paratachys sericans ●
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表 6.2-24(15) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

1771 昆虫綱 コウチュウ目（鞘翅目） オサムシ科 ヒラタアトキリゴミムシ Parena cavipennis ● ●
1772 ヒトツメアトキリゴミムシ Parena monostigma ●
1773 オオヨツアナアトキリゴミムシ Parena perforata ●
1774 カドツブゴミムシ Pentagonica angulosa ●
1775 ダイミョウツブゴミムシ Pentagonica daimaiella ● ●
1776 クロツブゴミムシ Pentagonica subcordicollis ● ●
1777 ホソチビゴミムシ Perileptus japonicus ● ●
1778 オオヒラタゴミムシ Platynus magnus ● ● ● ●
1779 コヒラタゴミムシ Platynus protensus ●
1780 ヤマトクロヒラタゴミムシ Platynus subovatus ●
1781 チビミズギワゴミムシ Polyderis microscopicus ●
1782 ヒロムネナガゴミムシ Pterostichus dulcis ●
1783 オオクロナガゴミムシ Pterostichus japonicus ●
1784 コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus ● ●
1785 ノグチナガゴミムシ Pterostichus noguchii ●
1786 キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis ● ●
1787 キイオオナガゴミムシ Pterostichus pseudopachinus ●
1788 ヒョウゴナガゴミムシ Pterostichus sphodriformis ●
1789 アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis ●
1790 ヨリトモナガゴミムシ Pterostichus yoritomus ● ● ●
- Pterostichus属 Pterostichus sp. ●
1791 ケブカヒラタゴミムシ Rupa japonica ● ●
1792 マメゴモクムシ Stenolophus fulvicornis ● ●
1793 ツヤマメゴモクムシ Stenolophus iridicolor ●
1794 ムネアカマメゴモクムシ Stenolophus propinquus ● ●
1795 イツホシマメゴモクムシ Stenolophus quinquepustulatus ●
1796 ホソキバナガゴミムシ Stomis japonicus ● ●
1797 ニッポンツヤヒラタゴミムシ Synuchus agonus ●
1798 マルガタツヤヒラタゴミムシ Synuchus arcuaticollis ● ● ●
1799 キアシツヤヒラタゴミムシ Synuchus callitheres callitheres ● ●
1800 クロツヤヒラタゴミムシ Synuchus cycloderus ● ● ● ●
1801 ヒメツヤヒラタゴミムシ Synuchus dulcigradus ● ● ●
1802 コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho ● ● ●
1803 オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus ● ● ● ●
1804 ナガクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus silvester ●
1805 タケウチツヤヒラタゴミムシ Synuchus takeuchii ●
1806 ヒラタコミズギワゴミムシ Tachyura exarata ● ● ●
1807 ウスモンコミズギワゴミムシ Tachyura fuscicauda ●
1808 ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachyura laetifica ● ● ● ●
1809 ヒメツヤゴモクムシ Trichotichnus congruus ●
1810 イマフクツヤゴモクムシ Trichotichnus imafukui ●
1811 チャバネクビアカツヤゴモクムシ Trichotichnus kantoonus ●
1812 クビアカツヤゴモクムシ Trichotichnus longitarsis ● ● ●
1813 アカガネオオゴミムシ Trigonognatha cuprescens ● ●
- オサムシ科 Carabidae sp. ●
1814 ハンミョウ科 アイヌハンミョウ Cicindela gemmata aino ● ● ● ●
1815 ニワハンミョウ Cicindela japana ● ● ● ●
1816 コニワハンミョウ Cicindela transbaicalica japanensis ●
1817 コハンミョウ Myriochile specularis ●
1818 ナミハンミョウ Sophiodela japonica ● ●
1819 ゲンゴロウ科 ホソセスジゲンゴロウ Copelatus weymarni ●
1820 シマゲンゴロウ Hydaticus bowringii ● ●
1821 コシマゲンゴロウ Hydaticus grammicus ● ● ●
1822 チビゲンゴロウ Hydroglyphus japonicus ● ●
1823 ツブゲンゴロウ Laccophilus difficilis ● ●
1824 モンキマメゲンゴロウ Platambus pictipennis ●
1825 ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis ● ●
1826 コガシラミズムシ科 コガシラミズムシ Peltodytes intermedius ● ●
1827 カワラゴミムシ科 カワラゴミムシ Omophron aequalis ●
1828 ヒゲブトオサムシ科 エグリゴミムシ Eustra japonica ●
1829 ナガヒラタムシ科 ナガヒラタムシ Tenomerga mucida ●
1830 ガムシ科 ウスイロツヤヒラタガムシ Agraphydrus ishiharai ●
1831 タマガムシ Amphiops mater mater ●
1832 トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius ●
1833 ゴマフガムシ Berosus punctipennis ● ●
1834 アカケシガムシ Cercyon olibrus ●
1835 セマルケシガムシ Cryptopleurum subtile ●
1836 キベリヒラタガムシ Enochrus japonicus ● ●
1837 キイロヒラタガムシ Enochrus simulans ●
1838 シジミガムシ Laccobius bedeli ● ●
1839 ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis ●
1840 コモンシジミガムシ Laccobius oscillans ●
1841 ヒメガムシ Sternolophus rufipes ● ● ●
- ガムシ科 Hydrophilidae sp. ● ●
1842 エンマムシ科 ツヤマルエンマムシ Atholus pirithous ●
1843 アカアリヅカエンマムシ Hetaerius gratus ●
1844 ヤマトエンマムシ Hister japonicus ● ●
1845 ヤマハマベエンマムシ Hypocaccus subaenus ●
1846 コエンマムシ Margarinotus niponicus ● ● ●
1847 ヒメエンマムシ Margarinotus weymarni ●
1848 ヒメホソエンマムシ Niponius osorioceps ●
1849 ヒメナガエンマムシ Platysoma celatum ●
1850 マツナガエンマムシ Platysoma pini ●
1851 ドウガネエンマムシ Saprinus planiusculus ●
1852 ルリエンマムシ Saprinus splendens ●
1853 タマキノコムシ科 クリバネチビシデムシ Micronemadus pusillimus ●
1854 シデムシ科 ベッコウヒラタシデムシ Eusilpha brunneicollis ● ●
1855 オオモモブトシデムシ Necrodes asiaticus ● ● ● ●
1856 クロシデムシ Nicrophorus concolor ● ● ●
1857 ヒロオビモンシデムシ Nicrophorus investigator investigator ●
1858 マエモンシデムシ Nicrophorus maculifrons ●
1859 ヨツボシモンシデムシ Nicrophorus quadripunctatus ● ● ●
1860 ハネカクシ科 アカバハバビロオオハネカクシ北海道・本州亜種 Agelosus carinatus carinatus ●
1861 Aleochara属 Aleochara sp. ●
1862 ムネビロハネカクシ Algon grandicollis ● ● ●
1863 ツヤケシブチヒゲハネカクシ Anisolinus elegans ●
1864 ハネアカブチヒゲハネカクシ Anisolinus tsurugiensis ●
1865 ハラトゲカレキハネカクシ Anomognathus armatus ●
1866 セスジハネカクシ Anotylus cognatus ●
1867 イブシセスジハネカクシ Anotylus funebris ●
1868 シワバネセスジハネカクシ Anotylus mimulus ●
1869 トビイロセスジハネカクシ Anotylus vicinus ●
- Anotylus属 Anotylus sp. ●
1870 Astenus属 Astenus sp. ●
1871 クボタヒメハネカクシ Atheta transfuga ●
1872 ズグロアカヒメハネカクシ Atheta weisei ●
1873 Basitrodes属 Basitrodes sp. ●
1874 ナガスネアリヅカムシ Batriscenaulax longipes longipes ●
1875 アナズアリヅカムシ Batrisceniola dissimilis ●
- Batrisceniola属 Batrisceniola sp. ●
1876 チビツツニセユミセミゾハネカクシ Carpelimus exiguus ●
1877 ハネスジキノコハネカクシ Carphacis striatus ●
1878 シャープカレハハネカクシ Coenonica sharpi ●
1879 フタアナムネトゲアリヅカムシ Coryphomodes dionysius ●
1880 ホソクシヒゲアリヅカムシ Ctenisodes discedens ●
1881 コガシラホソハネカクシ Diochus japonicus ●
1882 マルズハネカクシ Domene crassicornis ● ●
1883 コマルズハネカクシ Domene curtipennis ● ●
1884 シリブトヒメコケムシ Euconnus fustiger ●
- Euconnus属 Euconnus sp. ●
1885 Gyrophaena属 Gyrophaena sp. ●
1886 ハマベオオハネカクシ Hadropinus fossor ●
1887 タテミゾムネスジハネカクシ Hesperus ornatus ●
1888 Ischnosoma属 Ischnosoma sp. ●
1889 ヤマオオトゲアリヅカムシ Lasinus monticola ●
1890 Lesteva属 Lesteva sp. ●
1891 クロズトガリハネカクシ Lithocharis nigriceps ●
1892 Lobrathium属 Lobrathium sp. ●
1893 ナガアリヤドリ Losiusa oxypodina ●
1894 マメアリヅカムシ Morana discedens ● ●
1895 ウスチャセミゾハネカクシ Myrmecocephalus japonicus ●
1896 アカバヒメホソハネカクシ Neobisnius pumilus ●
1897 オオズアリヅカムシ Nipponobythus latifrons ●
1898 クロカワベナガエハネカクシ Ochthephilum densipenne ●
1899 ツマアカカワベナガエハネカクシ Ochthephilum kurosai ●
1900 クロサビイロマルズオオハネカクシ Ocypus lewisius ● ●
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表 6.2-24(16) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

1901 昆虫綱 コウチュウ目（鞘翅目） ハネカクシ科 サビハネカクシ Ontholestes gracilis ● ●
1902 フトツツハネカクシ Osorius angustulus ● ● ●
1903 ウスアカバホソハネカクシ Othius medius ●
1904 アオバアリガタハネカクシ Paederus fuscipes ● ●
1905 マメトガリハネカクシ Panscopaeus lithocharoides ●
1906 アカチャキノコハネカクシ Parabolitobius prolongatus ●
1907 クロツヤクサアリハネカクシ Pella comes ●
1908 Petaloscapus属 Petaloscapus sp. ●
1909 ドウガネコガシラハネカクシ Philonthus aeneipennis ●
1910 ドウバネコガシラハネカクシ Philonthus cunctator ●
1911 オオドウガネコガシラハネカクシ Philonthus lewisius ●
1912 ヒゲナガコガシラハネカクシ Philonthus longicornis ●
1913 キアシチビコガシラハネカクシ Philonthus numata ●
- Philonthus属 Philonthus sp. ● ●
1914 アカバクビブトハネカクシ Pinophilus rufipennis ●
1915 ヒメクロトガリオオズハネカクシ Platydracus brachycerus ●
1916 アカバトガリオオズハネカクシ Platydracus brevicornis ● ● ●
1917 ドウガネトガリオオズハネカクシ Platydracus circumcinctus ●
1918 クロガネトガリオオズハネカクシ Platydracus inornatus ●
1919 カラカネトガリオオズハネカクシ Platydracus sharpi ●
1920 サビイロモンキハネカクシ Protocypus dorsalis ●
1921 ヒメトビムシハネカクシ Pseudatheta oligotinula ●
1922 ツブデオキノコムシ Pseudobironium lewisi ●
1923 アカバチビナガハネカクシ Pseudobium kobense ●
1924 チャイロツヤムネハネカクシ Quedius adustus ●
1925 ナミツヤムネハネカクシ Quedius simulans ●
- Quedius属 Quedius sp. ●
1926 ホソチャバネコガシラハネカクシ Rabigus inconstans ●
1927 エグリデオキノコムシ Scaphidium emarginatum ● ●
1928 ヤマトデオキノコムシ Scaphidium japonum ●
1929 ツマキケシデオキノコムシ Scaphisoma haemorrhoidale ●
1930 Scopaeus属 Scopaeus sp. ●
1931 ムクゲヒメキノコハネカクシ Sepedophilus germanus ●
1932 クロヒゲヒメキノコハネカクシ Sepedophilus longipennis ●
1933 ハスモンヒメキノコハネカクシ Sepedophilus pumilus ●
- Sepedophilus属 Sepedophilus sp. ●
1934 クチヒゲハネカクシ Silusa lanuginosa ●
1935 アシマダラカワベメダカハネカクシ Stenus cicindeloides ● ●
1936 フタホシメダカハネカクシ Stenus comma ●
1937 コクロメダカハネカクシ Stenus melanarius ●
- Stenus属 Stenus sp. ●
1938 オオクビボソハネカクシ Stilicoderus signatus ●
1939 キベリマルクビハネカクシ Tachinus mimulus ●
1940 クロズマルクビハネカクシ Tachinus nigriceps ● ●
1941 クロツヤマルクビハネカクシ Tachinus punctiventris ●
1942 Tachyporus属 Tachyporus sp. ●
1943 コンボウヒゲブトハネカクシ Tetrabothrus japonicus ●
1944 ホソキアシコガシラナガハネカクシ Tetratopeus fragilis ● ●
1945 アカアシユミセミゾハネカクシ Thinodromus deceptor ●
1946 ユミセミゾハネカクシ Thinodromus sericatus ●
1947 マルムネアリヅカムシ Triomicrus protervus ●
1948 ナミエンマアリヅカムシ Trissemus alienus ● ●
1949 ヒゲブトエンマアリヅカムシ Trissemus curtus ●
- Trissemus属 Trissemus sp. ●
1950 ホソヒラタコケムシ Veraphis japonicus ●
- ヒゲブトハネカクシ亜科 Aleocharinae sp. ●
- コケムシ亜科 Scydmaenidae sp. ●
- ハネカクシ科 Staphylinidae sp. ● ●
1951 マルハナノミダマシ科 ツマアカマルハナノミダマシ Eucinetus haemorrhoidalis ●
1952 マルハナノミ科 Contacyphon属 Contacyphon sp. ●
1953 トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus ●
1954 ヒメマルハナノミ Scirtes sobrinus ●
1955 クシヒゲムシ科 クチキクシヒゲムシ Sandalus segnis ●
1956 ムネアカセンチコガネ科 ムネアカセンチコガネ Bolbocerosoma nigroplagiatum ●
1957 センチコガネ科 オオセンチコガネ Phelotrupes auratus auratus ● ●
1958 センチコガネ Phelotrupes laevistriatus ● ● ● ●
1959 クワガタムシ科 コクワガタ Dorcus rectus rectus ● ● ●
1960 スジクワガタ Dorcus striatipennis striatipennis ●
1961 ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus maculifemoratus ● ● ●
1962 ノコギリクワガタ Prosopocoilus inclinatus inclinatus ● ●
1963 アカマダラセンチコガネ科 アカマダラセンチコガネ Ochodaeus maculatus ●
1964 コガネムシ科 コイチャコガネ Adoretus tenuimaculatus ● ● ●
1965 アオドウガネ Anomala albopilosa albopilosa ● ●
1966 ドウガネブイブイ Anomala cuprea ● ● ● ●
1967 サクラコガネ Anomala daimiana ● ● ●
1968 ツヤコガネ Anomala lucens ●
1969 ハンノヒメコガネ Anomala multistriata ●
1970 ヒメコガネ Anomala rufocuprea ● ● ● ●
1971 コスジマグソコガネ Aphodius lewisii ●
1972 オオカンショコガネ Apogonia major major ●
1973 マエカドコエンマコガネ Caccobius jessoensis ●
1974 ナミハナムグリ Cetonia pilifera ●
1975 アオハナムグリ Cetonia roelofsi roelofsi ●
1976 トゲヒラタハナムグリ Dasyvalgus tuberculatus ● ● ● ●
1977 ヒメアシナガコガネ Ectinohoplia obducta ●
1978 セマダラコガネ Exomala orientalis ● ● ● ●
1979 コアオハナムグリ Gametis jucunda ● ● ● ●
1980 コヒゲシマビロウドコガネ Gastroserica brevicornis ●
1981 ナガチャコガネ Heptophylla picea ● ● ●
1982 クロコガネ Holotrichia kiotonensis ● ●
1983 オオクロコガネ Holotrichia parallela ●
1984 コクロコガネ Holotrichia picea ● ●
1985 アカビロウドコガネ Maladera castanea ● ● ● ●
1986 ビロウドコガネ Maladera japonica ● ● ● ●
1987 オオビロウドコガネ Maladera renardi ● ●
1988 マルガタビロウドコガネ Maladera secreta ●
- Maladera属 Maladera sp. ●
1989 オオコフキコガネ Melolontha frater ● ● ●
1990 コフキコガネ Melolontha japonica ● ● ● ●
1991 オオスジコガネ Mimela costata ● ● ● ●
1992 ツヤスジコガネ Mimela dificilis ●
1993 キンスジコガネ Mimela holosericea ●
1994 コガネムシ Mimela splendens ●
1995 スジコガネ Mimela testaceipes ● ● ●
1996 ワタリビロウドコガネ Nipponoserica peregrina ●
1997 カバイロビロウドコガネ Nipponoserica similis ●
1998 ヒラタハナムグリ Nipponovalgus angusticollis angusticollis ● ● ● ●
1999 クロマルエンマコガネ Onthophagus ater ●
2000 コブマルエンマコガネ Onthophagus atripennis ● ● ●
2001 フトカドエンマコガネ Onthophagus fodiens ●
2002 カドマルエンマコガネ Onthophagus lenzii ●
2003 マルエンマコガネ Onthophagus viduus ●
2004 マメダルマコガネ Panelus parvulus ● ●
2005 ツヤエンマコガネ Parascatonomus nitidus ●
2006 ハイイロビロウドコガネ Paraserica gricea ●
2007 ヒゲコガネ Polyphylla laticollis laticollis ● ●
2008 マメコガネ Popillia japonica ● ● ● ●
2009 ナラノチャイロコガネ Proagopertha pubicollis ●
2010 シロテンハナムグリ Protaetia orientalis submarmorea ●
2011 カナブン Pseudotrynorrhina japonica ● ●
2012 ヒゲナガビロウドコガネ Serica boops ●
- Serica属 Serica sp. ●
2013 クロチャイロコガネ Sericania angulata ●
2014 ナエドコチャイロコガネ Sericania mimica ●
2015 カブトムシ Trypoxylus dichotomus septentrionalis ● ● ●
- コガネムシ科 Scarabaeidae sp. ● ●
2016 マルトゲムシ科 シラフチビマルトゲムシ Simplocaria bicolor ● ●
2017 ヒメドロムシ科 キベリナガアシドロムシ Grouvellinus marginatus ●
2018 キスジミゾドロムシ Ordobrevia foveicollis ●
2019 イブシアシナガドロムシ Stenelmis nipponica ● ●
2020 アシナガミゾドロムシ Stenelmis vulgaris ●
2021 アワツヤドロムシ Zaitzevia awana ●
2022 ツヤドロムシ Zaitzevia nitida ● ●
2023 ナガドロムシ科 タテスジナガドロムシ Heterocerus fenestratus ●
2024 チビドロムシ科 チビドロムシ Limnichus lewisi ●
2025 Pelochares属 Pelochares sp. ●
2026 ヒラタドロムシ科 チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca opaca ●
2027 ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus ● ●
2028 マスダチビヒラタドロムシ Malacopsephenoides japonicus ● ● ●
2029 ナガハナノミ科 コヒゲナガハナノミ Ptilodactyla chujoi ● ●
2030 タマムシ科 ヒシモンナガタマムシ Agrilus discalis ● ●
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（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

2031 昆虫綱 コウチュウ目（鞘翅目） タマムシ科 シラケナガタマムシ Agrilus pilosovittatus ●
2032 ヒメヒラタタマムシ Anthaxia proteus ● ●
2033 シロオビナカボソタマムシ Coraebus quadriundulatus ● ●
2034 ヒラタチビタマムシ Habroloma subbicorne ●
2035 ムネアカチビナカボソタマムシ Nalanda rutilicollis rutilicollis ●
2036 ミスジツブタマムシ Paratrachys hederae hederae ●
2037 クズノチビタマムシ Trachys auricollis ● ● ● ●
2038 コウゾチビタマムシ Trachys broussonetiae ● ●
2039 ナミガタチビタマムシ Trachys griseofasciatus ● ●
2040 ヤナギチビタマムシ Trachys minutus salicis ●
2041 マメチビタマムシ Trachys reitteri ● ●
2042 ソーンダーズチビタマムシ Trachys saundersi ● ● ●
2043 ズミチビタマムシ Trachys toringoi ●
2044 アカガネチビタマムシ Trachys tsushimae ● ● ●
2045 ダンダラチビタマムシ Trachys variolaris ●
2046 ヤノナミガタチビタマムシ Trachys yanoi ● ●
2047 コメツキムシ科 ヘリアカシモフリコメツキ Actenicerus aerosus aerosus ●
2048 シロオビチビサビキコリ Adelocera difficilis ●
2049 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus ● ● ● ●
2050 ムナビロサビキコリ Agrypnus cordicollis ● ● ●
2051 ホソサビキコリ Agrypnus fuliginosus ●
2052 ヒメサビキコリ Agrypnus scrofa scrofa ● ● ● ●
2053 ヒメクロコメツキ Ampedus carbunculus ● ●
2054 アカハラクロコメツキ Ampedus hypogastricus hypogastricus ● ● ●
2055 ケブカクロコメツキ Ampedus vestitus vestitus ●
2056 キアシヒラタクロコメツキ Ascoliocerus fluviatilis ●
2057 ヒラタクロコメツキ Ascoliocerus saxatilis saxatilis ● ●
2058 ホソハナコメツキ Cardiophorus niponicus ●
2059 クロハナコメツキ Cardiophorus pinguis ●
2060 ウスカバイロコメツキ Chatanayus ishiharai ishiharai ●
2061 クロスジヒメコメツキ Dalopius patagiatus ●
2062 アカアシハナコメツキ Dicronychus adjutor adjutor ●
2063 オオハナコメツキ Dicronychus nothus ●
2064 キバネホソコメツキ Dolerosomus gracilis ● ●
2065 カバイロコメツキ Ectinus sericeus sericeus ● ● ●
- Ectinus属 Ectinus sp. ●
2066 キアシミズギワコメツキ Fleutiauxellus tutus ●
2067 ヨツボシミズギワコメツキ Fleutiauxellus yotsuboshi ●
2068 キバネクチボソコメツキ Glyphonyx bicolor bicolor ●
2069 クチボソコメツキ Glyphonyx illepidus ●
- Glyphonyx属 Glyphonyx sp. ●
2070 チャイロコメツキ Haterumelater bicarinatus bicarinatus ●
2071 ホソキコメツキ Hayekpenthes pallidus pallidus ● ●
2072 オオサビコメツキ Lacon maeklinii maeklinii ● ●
2073 ヘリアカカネコメツキ Limoniscus limbatipennis ●
2074 クロツヤクシコメツキ Melanotus annosus ● ●
2075 コガタクシコメツキ Melanotus erythropygus erythropygus ●
2076 クシコメツキ Melanotus legatus legatus ● ● ● ●
2077 ルイスクシコメツキ Melanotus lewisi lewisi ●
2078 クロクシコメツキ Melanotus senilis senilis ● ●
2079 ヒゲナガコメツキ Mulsanteus junior junior ● ●
2080 アカヒゲヒラタコメツキ Neopristilophus serrifer serrifer ● ●
2081 オオナガコメツキ Nipponoelater sieboldi sieboldi ● ● ● ●
2082 ヤマモトツヤミズギワコメツキ Oedostethus yamamotoi ●
2083 コハナコメツキ Paracardiophorus pullatus pullatus ● ●
2084 ヒゲコメツキ Pectocera hige hige ● ● ●
2085 クリイロニセコメツキ Podeonius aquilus aquilus ●
2086 ニホンチビマメコメツキ Quasimus japonicus ●
- Quasimus属 Quasimus sp. ●
2087 クチブトコメツキ Silesis musculus musculus ● ●
2088 アカアシオオクシコメツキ Spheniscosomus cete cete ●
2089 ヒラタクシコメツキ Spheniscosomus koikei ● ●
2090 オオツヤハダコメツキ Stenagostus umbratilis ● ● ● ●
2091 オオクシヒゲコメツキ Tetrigus lewisi ●
2092 ツヤケシミドリヒメコメツキ Vuilletus peropacus ●
2093 カタモンチビコメツキ Zorochros humeralis humeralis ●
2094 オオサワチビミズギワコメツキ Zorochros osawai ●
- コメツキムシ科 Elateridae sp. ● ●
2095 コメツキダマシ科 ツヤヒメミゾコメツキダマシ Dromaeolus rufulus ●
2096 アカチャコメツキダマシ Epiphanis cornutus ●
2097 コチャイロコメツキダマシ Fornax nipponicus ●
2098 オニコメツキダマシ Hylochares harmandi ●
2099 ナガコメツキダマシ Isorhipis banghaasi ●
2100 オオナカミゾコメツキダマシ Rhacopus olexai ●
- コメツキダマシ科 Eucnemidae sp. ●
2101 ヒゲブトコメツキ科 ナガヒゲブトコメツキ Aulonothroscus longulus ● ●
2102 ジョウカイボン科 ミヤマクビボソジョウカイ Asiopodabrus lictorius ●
2103 クロヒメクビボソジョウカイ Asiopodabrus malthinoides malthinoides ●
- Asiopodabrus属 Asiopodabrus sp. ●
2104 クビボソジョウカイ Hatchiana heydeni ● ● ●
2105 ウスチャジョウカイ Lycocerus insulsus insulsus ● ●
2106 ウスチャジョウカイ西日本亜種 Lycocerus insulsus lewisii ●
2107 ヒメジョウカイ Lycocerus japonicus ● ● ●
2108 セスジジョウカイ Lycocerus magnius ● ●
2109 クビアカジョウカイ Lycocerus oedemeroides ●
2110 ジョウカイボン Lycocerus suturellus suturellus ● ● ● ●
2111 セボシジョウカイ Lycocerus vitellinus ● ● ● ●
2112 クロツマキジョウカイ Malthinus japonicus ●
2113 クロスジツマキジョウカイ Malthinus mucoreus ●
2114 ウスバツマキジョウカイ Malthinus nakanei ●
2115 ムネミゾクロチビジョウカイ Malthodes sulcicollis ●
2116 マルムネジョウカイ Prothemus ciusianus ● ●
2117 クリイロジョウカイ Stenothemus badius ●
2118 キンイロジョウカイ Themus episcopalis episcopalis ●
- ジョウカイボン科 Cantharidae sp. ● ●
2119 ホタル科 ムネクリイロボタル Cyphonocerus ruficollis ●
2120 オバボタル Lucidina biplagiata ● ● ● ●
2121 ゲンジボタル Luciola cruciata ● ●
2122 ヘイケボタル Luciola lateralis ● ●
2123 ヒメボタル Luciola parvula ●
2124 ベニボタル科 ミスジヒシベニボタル Benibotarus spinicoxis ●
2125 メダカヒシベニボタル Dictyoptera oculata ●
2126 カタアカハナボタル Eropterus nothus ●
2127 コクロハナボタル Libnetis granicollis ●
2128 カクムネベニボタル Lyponia quadricollis ●
2129 クシヒゲベニボタル Macrolycus flabellatus ●
2130 クロハナボタル Plateros coracinus ●
2131 ヒメクロハナボタル Plateros japonicus ●
- Plateros属 Plateros sp. ●
2132 カツオブシムシ科 チビケカツオブシムシ Trinodes rufescens ● ●
2133 シバンムシ科 ヒメホコリタケシバンムシ Caenocara rufitarse ● ●
2134 マツザイシバンムシ Ernobius mollis ●
- シバンムシ科 Anobiidae sp. ●
2135 カッコウムシ科 ダンダラカッコウムシ Stigmatium pilosellum ●
2136 キムネツツカッコウムシ Tenerus maculicollis ●
2137 イガラシカッコウムシ Tillus igarashii ●
2138 ジョウカイモドキ科 クロアオケシジョウカイモドキ Dasytes japonicus ● ●
2139 ヒロオビジョウカイモドキ Intybia historio ● ● ●
2140 ベニオビジョウカイモドキ Intybia kishiii ●
2141 キアシオビジョウカイモドキ Intybia pellegrini pellegrini ●
2142 ツマキアオジョウカイモドキ Malachius prolongatus ● ● ●
2143 ムクゲキスイムシ科 アカグロムクゲキスイ Biphyllus lewisi ●
2144 ハスモンムクゲキスイ Biphyllus rufopictus ● ●
2145 クリイロムクゲキスイ Biphyllus throscoides ●
2146 ヒゲボソケシキスイ科 キイロチビハナケシキスイ Heterhelus scutellaris ●
2147 テントウムシ科 アミダテントウ Amida tricolor ● ●
2148 シロジュウシホシテントウ Calvia quatuordecimguttata ●
2149 ヒメアカホシテントウ Chilocorus kuwanae ● ● ●
2150 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ● ●
2151 フタモンクロテントウ Cryptogonus orbiculus ●
2152 トホシテントウ Epilachna admirabilis ●
2153 ナミテントウ Harmonia axyridis ● ● ● ●
2154 オオニジュウヤホシテントウ Henosepilachna vigintioctomaculata ●
2155 キイロテントウ Kiiro koebelei koebelei ● ●
2156 ヒメカメノコテントウ Propylea japonica ● ● ● ●
2157 ベニヘリテントウ Rodolia limbata ● ● ●
2158 チュウジョウヒメテントウ Scymnus chujoi ●
2159 オニヒメテントウ Scymnus giganteus ●
2160 クロヘリヒメテントウ Scymnus hoffmanni ● ●



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-77

表 6.2-24(18) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

2161 昆虫綱 コウチュウ目（鞘翅目） テントウムシ科 クロヒメテントウ Scymnus japonicus ●
2162 カワムラヒメテントウ Scymnus kawamurai ● ●
2163 コクロヒメテントウ Scymnus posticalis ● ● ● ●
- Scymnus属 Scymnus sp. ●
2164 シロホシテントウ Vibidia duodecimguttata ● ● ● ●
2165 ミジンムシ科 チャイロミジンムシ Alloparmulus rugosus ●
- ミジンムシ科 Corylophidae sp. ●
2166 キスイムシ科 ケナガセマルキスイ Atomaria horridula ●
2167 ウスバキスイ Cryptophagus cellaris ●
- Cryptophagus属 Cryptophagus sp. ●
2168 マルガタキスイ Curelius japonicus ● ●
2169 ササマルキスイ Serratomaria vulgaris ●
2170 ヒラタムシ科 ヒレルチビヒラタムシ Placonotus hilleri ●
- ヒラタムシ科 Cucujidae sp. ●
2171 ミジンムシダマシ科 クロミジンムシダマシ Aphanocephalus hemisphericus ● ●
- Aphanocephalus属 Aphanocephalus sp. ●
2172 テントウムシダマシ科 ヨツボシテントウダマシ Ancylopus pictus asiaticus ● ● ●
2173 キイロアシボソテントウダマシ Chondria lutea ●
2174 カタベニケブカテントウダマシ Ectomychus basalis ●
2175 ルリテントウダマシ Endomychus gorhami gorhami ● ● ●
2176 キイロテントウダマシ Saula japonica ●
2177 チャバネムクゲテントウダマシ Stenotarsus chrysomelinus ●
2178 オオキノコムシ科 カタモンオオキノコムシ Aulacochilus japonicus ● ●
2179 ヒメオビオオキノコムシ Episcapha fortunei ● ●
2180 ミヤマオビオオキノコムシ Episcapha gorhami ● ●
2181 ツヤヒメオオキノコムシ Setelia scitula ● ●
2182 ミツボシチビオオキノコムシ Tritoma maculifrons ●
2183 クロチビオオキノコムシ Tritoma niponensis ●
2184 コメツキモドキ科 キムネヒメコメツキモドキ Anadastus atriceps ●
2185 ツマグロヒメコメツキモドキ Anadastus praeustus ●
2186 ルイスコメツキモドキ Languriomorpha lewisi ● ● ●
2187 ケシコメツキモドキ Microlanguria jansoni ● ● ● ●
2188 ヒメマキムシ科 ウスチャケシマキムシ Cortinicara gibbosa ●
2189 ムナボソヒメマキムシ Stephostethus angusticollis ●
2190 ネスイムシ科 アナバケデオネスイ Mimemodes cribratus ●
2191 ヤマトネスイ Rhizophagus japonicus ●
2192 ケシキスイ科 ドウイロムクゲケシキスイ Aethina aeneipennis ●
2193 クロモンムクゲケシキスイ Aethina flavicollis ● ●
2194 ナガコゲチャケシキスイ Amphicrossus lewisi ●
2195 ムネカドデオキスイ Carpophilus acutangulus ●
2196 ルイスコオニケシキスイ Cryptarcha lewisi ●
2197 キイロセマルケシキスイ Cychramus lutens ●
2198 マルマルケシキスイ Cyllodes semiglobosus ● ●
2199 カクアシヒラタケシキスイ Epuraea bergeri ●
2200 ムナクボヒラタケシキスイ Epuraea foveicollis ●
2201 ウスモンアカヒラタケシキスイ Epuraea kyushuensis ●
2202 キバナガヒラタケシキスイ Epuraea mandibularis ●
2203 モンチビヒラタケシキスイ Epuraea ocularis ● ● ●
2204 マメヒラタケシキスイ Epuraea paulula ● ●
2205 ナミヒラタケシキスイ Epuraea pellax ●
- Epuraea属 Epuraea sp. ●
2206 コヨツボシケシキスイ Glischrochilus ipsoides ●
2207 ヨツボシケシキスイ Glischrochilus japonicus ● ●
2208 アカハラケシキスイ Glischrochilus rufiventris ● ●
2209 ツツオニケシキスイ Glischrochilus subcylindricus ● ●
2210 キベリチビケシキスイ Meligethes violaceus ●
2211 キノコヒラタケシキスイ Physoronia explanata ● ●
2212 アミモンヒラタケシキスイ Physoronia hilleri ●
2213 ウスオビカクケシキスイ Pocadites dilatimanus ● ●
2214 クロモンカクケシキスイ Pocadius nobilis ●
2215 オオキマダラケシキスイ Soronia fracta ● ●
2216 マルキマダラケシキスイ Stelidota multiguttata ● ●
- ケシキスイ科 Nitidulidae sp. ●
2217 ヒメハナムシ科 ベニモンアシナガヒメハナムシ Augasmus coronatus ● ● ●
2218 キイロアシナガヒメハナムシ Augasmus nipponicus ● ● ●
2219 トビイロヒメハナムシ Olibrus consanguineus ●
2220 Stilbus属 Stilbus sp. ●
2221 ホソヒラタムシ科 ミツモンセマルヒラタムシ Psammoecus trimaculatus ●
2222 ブナホソヒラタムシ Silvanoprus fagi ●
2223 フタトゲホソヒラタムシ Silvanus bidentatus ●
2224 ヒメキノコムシ科 Aspidiphorus属 Aspidiphorus sp. ●
2225 アリモドキ科 クロチビアリモドキ Anthicomorphus niponicus niponicus ●
2226 ツヤチビホソアリモドキ Anthicus laevipennis ● ●
2227 ヒラタホソアリモドキ Anthicus perileptoides ●
2228 ホソクビアリモドキ Formicomus braminus coiffaiti ●
2229 コクビボソムシ Macratria fluviatilis ●
2230 クロホシホソアリモドキ Sapintus litorosus ●
2231 アカホソアリモドキ Stricticomus fugiens ●
2232 ヨツボシホソアリモドキ Stricticomus valgipes ●
2233 クビナガムシ科 クビナガムシ Cephaloon pallens ●
2234 ホソカタムシ科 オニヒラタホソカタムシ Bolcocius granulosus ●
2235 ヒサゴホソカタムシ Glyphocryptus brevicollis ●
2236 ツヤナガヒラタホソカタムシ Pycnomerus vilis ● ●
2237 ニセクビボソムシ科 チャイロニセクビボソムシ Aderus grouvelli ●
2238 マダラニセクビボソムシ Phytobaenus amabilis scapularis ●
2239 ヤマトニセクビボソムシ Pseudolotelus japonicus ●
2240 ナガクチキムシ科 アヤモンヒメナガクチキ Holostrophus orientalis ●
2241 ミゾバネナガクチキ Melandrya modesta ●
2242 アカオビニセハナノミ Orchesia imitans ●
2243 コイチャニセハナノミ Orchesia marseuli ●
2244 カバイロニセハナノミ Orchesia ocularis ●
2245 クロホソナガクチキ Phloeotrya rugicollis ●
2246 クロナガクチキ Prothalpia atricolor ●
2247 ミツボシホソナガクチキ Wanachia trisignata ●
- ナガクチキムシ科 Melandryidae sp. ●
2248 ツチハンミョウ科 キイロゲンセイ Zonitis japonica ● ●
2249 ハナノミ科 ナミアカヒメハナノミ Falsomordellina luteoloides ●
2250 タカオヒメハナノミ Falsomordellina takaosana ●
2251 カタビロヒメハナノミ Falsomordellistena auromaculata ●
2252 アマミヒメハナノミ Mordellina amamiensis ●
2253 トゲナシヒメハナノミ Mordellina atrofusca ●
2254 メノコヒメハナノミ Pseudotolida menoko ●
- ハナノミ科 Mordellidae sp. ● ● ● ●
2255 コキノコムシ科 ヒゲブトコキノコムシ Mycetophagus antennatus ●
2256 チャイロヒゲボソコキノコムシ Parabaptistes irregularis ●
2257 カミキリモドキ科 ハネアカカミキリモドキ Indasclera brunneipennis ●
2258 キイロカミキリモドキ Nacerdes hilleri ●
2259 カトウカミキリモドキ Nacerdes katoi ●
2260 キバネカミキリモドキ Nacerdes luteipennis ● ●
2261 アオカミキリモドキ Nacerdes waterhousei ● ● ●
2262 モモブトカミキリモドキ Oedemera lucidicollis ● ● ●
2263 キアシカミキリモドキ Oedemera manicata ●
2264 マダラカミキリモドキ Oedemera venosa ● ● ●
2265 アカハネムシ科 オニアカハネムシ Pseudopyrochroa japonica ●
2266 チビキカワムシ科 フタオビチビキカワムシ Lissodema pictipenne ●
2267 ハナノミダマシ科 キイロフナガタハナノミ Anaspis luteola ●
2268 クロフナガタハナノミ Anaspis marseuli ●
2269 キイロハナノミダマシ Scraptia livens ●
2270 ゴミムシダマシ科 ホソクロクチキムシ Allecula noctivaga ●
2271 クリノウスイロクチキムシ Allecula simiola ● ● ●
2272 コマルキマワリ Amarygmus curvus ● ●
2273 アカガネアオハムシダマシ Arthromacra decora ●
2274 ナミアオハムシダマシ Arthromacra viridissima ● ●
2275 チビヨツボシゴミムシダマシ Basanus fukudai ●
2276 クリイロクチキムシ Borboresthes acicularis ●
2277 ヒメナガニジゴミムシダマシ Ceropria induta ● ●
2278 ホソナガニジゴミムシダマシ Ceropria striata ●
2279 ニセクロホシテントウゴミムシダマシ Derispia japonicola ● ● ●
2280 ホンクロホシテントウゴミムシダマシ Derispia maculipennis ● ● ●
2281 ルリゴミムシダマシ Derosphaerus subviolaceus ●
2282 モンキゴミムシダマシ Diaperis lewisi lewisi ● ●
2283 ニシズビロキマワリモドキ Gnesis haagi ● ●
2284 ムネビロスナゴミムシダマシ Gonocephalum japanum japanum ● ● ●
2285 ヒメスナゴミムシダマシ Gonocephalum persimile ● ●
2286 ヒメカクスナゴミムシダマシ Gonocephalum terminale ● ●
2287 スジコガシラゴミムシダマシ Heterotarsus carinula ● ●
2288 クロツヤバネクチキムシ Hymenalia unicolor ●
2289 エチゴキバネハムシダマシ Lagria nigricollis ●
2290 オオメキバネハムシダマシ Lagria rufipennis ● ●
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表 6.2-24(19) 陸上昆虫類等確認種一覧
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No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
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H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

2291 昆虫綱 コウチュウ目（鞘翅目） ゴミムシダマシ科 フジナガハムシダマシ Macrolagria rufobrunnea ● ● ●
2292 ニシツヤヒサゴゴミムシダマシ Misolampidius okumurai ●
2293 ヒゴキノコゴミムシダマシ Platydema higonia ● ●
2294 ヒメオビキノコゴミムシダマシ Platydema nigropicta ●
2295 ベニモンキノコゴミムシダマシ Platydema subfascia subfascia ●
2296 ニホンキマワリ本土亜種 Plesiophthalmus nigrocyaneus nigrocyaneus ● ● ● ●
2297 サトユミアシゴミムシダマシ Promethis valgipes ●
2298 ルリツヤヒメキマワリモドキ Simalura coerulea ●
2299 ホンドニジゴミムシダマシ Tetraphyllus paykullii ●
2300 マルツヤニジゴミムシダマシ Tetraphyllus scatebrae ●
2301 モトヨツコブエグリゴミムシダマシ Uloma bonzica ● ● ●
2302 マルセルエグリゴミムシダマシ本土亜種 Uloma marseuli marseuli ● ● ●
- Uloma属 Uloma sp. ●
2303 ホソオオクチキムシ Upinella cryptomeriae ●
2304 ホンドクロオオクチキムシ Upinella fuliginosa ● ●
2305 ナミクチキムシ Upinella melanaria ● ● ● ●
- ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae sp. ●
2306 キノコムシダマシ科 モンキナガクチキムシ Penthe japana ●
2307 マダラキノコムシダマシ Tetratoma japonica ●
2308 カミキリムシ科 ビロウドカミキリ Acalolepta fraudatrix fraudatrix ● ●
2309 ニセビロウドカミキリ Acalolepta sejuncta sejuncta ●
2310 ウスバカミキリ Aegosoma sinicum sinicum ● ●
2311 キマダラミヤマカミキリ Aeolesthes chrysothrix chrysothrix ●
2312 ルリハナカミキリ Anoplodera cyanea ●
2313 クロルリハナカミキリ Anoplodera monticola ●
2314 ゴマダラカミキリ Anoplophora malasiaca ● ● ● ●
2315 クワカミキリ Apriona japonica ●
2316 ムネツヤサビカミキリ Arhopalus rusticus ●
2317 Asemum属 Asemum sp. ●
2318 コブスジサビカミキリ Atimura japonica ● ● ●
2319 アカアシオオアオカミキリ Chloridolum japonicum ●
2320 ハスオビヒゲナガカミキリ Cleptometopus bimaculatus ●
2321 トゲヒゲトラカミキリ Demonax transilis ● ●
2322 ヨツキボシカミキリ Epiglenea comes comes ●
2323 クモガタケシカミキリ Exocentrus fasciolatus ●
2324 アトモンマルケシカミキリ Exocentrus lineatus ●
2325 ミヤマルリハナカミキリ Kanekoa azumensis ●
2326 キバネニセハムシハナカミキリ Lemula decipiens ● ●
2327 ヤツボシハナカミキリ Leptura annularis mimica ●
2328 ヨツスジハナカミキリ Leptura ochraceofasciata ochraceofasciata ●
2329 スネケブカヒロコバネカミキリ Merionoeda hirsuta ●
2330 カタシロゴマフカミキリ Mesosa hirsuta hirsuta ●
2331 ゴマフカミキリ Mesosa japonica ●
2332 ナガゴマフカミキリ Mesosa longipennis ● ● ●
2333 チャゴマフカミキリ Mesosa perplexa ●
2334 ヒシカミキリ Microlera ptinoides ● ●
2335 ヒメヒゲナガカミキリ Monochamus subfasciatus subfasciatus ● ●
2336 ヘリグロリンゴカミキリ Nupserha marginella ●
2337 リンゴカミキリ Oberea japonica ●
2338 ラミーカミキリ Paraglenea fortunei ● ● ● ●
2339 ニンフホソハナカミキリ Parastrangalis nymphula ● ●
2340 チャイロヒメハナカミキリ Pidonia aegrota aegrota ● ● ●
2341 フタオビヒメハナカミキリ Pidonia puziloi ●
2342 ナガバヒメハナカミキリ Pidonia signifera ●
2343 ノコギリカミキリ Prionus insularis insularis ● ● ●
2344 ニセノコギリカミキリ Prionus sejunctus ●
2345 キボシカミキリ Psacothea hilaris hilaris ● ●
2346 ワモンサビカミキリ Pterolophia annulata ● ●
2347 トガリシロオビサビカミキリ Pterolophia caudata caudata ● ● ● ●
2348 アトモンサビカミキリ Pterolophia granulata ● ● ●
2349 ナカジロサビカミキリ Pterolophia jugosa jugosa ●
2350 アトジロサビカミキリ Pterolophia zonata ● ●
2351 ベニカミキリ Purpuricenus temminckii ● ●
2352 マルバネコブヒゲカミキリ Rhodopina integripennis ●
2353 セミスジコブヒゲカミキリ Rhodopina lewisii lewisii ● ●
2354 ヒトオビアラゲカミキリ Rhopaloscelis unifasciatus ●
2355 クロカミキリ Spondylis buprestoides ● ●
2356 ヨツボシカミキリ Stenygrinum quadrinotatum ●
2357 アカハナカミキリ Stictoleptura succedanea ● ● ● ●
2358 アオスジカミキリ Xystrocera globosa ●
2359 ハムシ科 アカガネサルハムシ Acrothinium gaschkevitchii gaschkevitchii ● ● ●
2360 ヒメカミナリハムシ Altica caerulescens ●
2361 カミナリハムシ Altica aenea ●
2362 コカミナリハムシ Altica viridicyanea ●
2363 ツブノミハムシ Aphthona perminuta ● ●
2364 キアシツブノミハムシ Aphthona semiviridis ●
2365 サメハダツブノミハムシ Aphthona strigosa ● ● ●
2366 ホソルリトビハムシ Aphthonaltica angustata ●
2367 ヘリグロテントウノミハムシ Argopistes coccinelliformis ●
2368 オオキイロマルノミハムシ Argopus balyi ● ● ●
2369 アカイロマルノミハムシ Argopus punctipennis ●
2370 ムナグロツヤハムシ Arthrotus niger ● ● ● ●
2371 ウリハムシモドキ Atrachya menetriesi ●
2372 ウリハムシ Aulacophora indica ● ● ●
2373 クロウリハムシ Aulacophora nigripennis nigripennis ● ● ●
2374 アオバネサルハムシ Basilepta fulvipes ● ● ●
2375 クロムナゲサルハムシ Basilepta hirticollis ●
2376 シイサルハムシ Basilepta varicolor ●
2377 チャバラマメゾウムシ Borowiecus ademptus ●
2378 サムライマメゾウムシ Bruchidius japonicus ●
2379 セモンジンガサハムシ Cassida crucifera ● ● ●
2380 イノコヅチカメノコハムシ Cassida japana ●
2381 カメノコハムシ Cassida nebulosa ●
2382 ヒメカメノコハムシ Cassida piperata ● ● ●
2383 コガタカメノコハムシ Cassida vespertina ● ●
2384 フタイロヒサゴトビハムシ Chaetocnema bicolorata ●
2385 ヒメドウガネトビハムシ Chaetocnema concinnicollis ●
2386 ニセキバラヒメハムシ Charaea chujoi ●
2387 ハラグロヒメハムシ Charaea cyaneus ● ●
2388 キバラヒメハムシ Charaea flaviventre ● ●
2389 ルリヒラタヒメハムシ Charaea iniquus ●
2390 オオルリヒメハムシ Charaea nobyi ●
- Charaea属 Charaea sp. ●
2391 ツバキムシクソハムシ Chlamisus lewisii ●
2392 ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea ●
2393 クロアシヒメツツハムシ Coenobius piceipes ●
2394 スズキミドリトビハムシ Crepidodera sahalinensis ●
2395 キアシチビツツハムシ Cryptocephalus amiculus ●
2396 バラルリツツハムシ Cryptocephalus approximatus ● ● ●
2397 キアシルリツツハムシ Cryptocephalus fortunatus ● ● ●
2398 タテスジキツツハムシ Cryptocephalus nigrofasciatus ● ●
2399 クロボシツツハムシ Cryptocephalus signaticeps ● ● ●
2400 ヒゴトゲハムシ Dactylispa higoniae ●
2401 キベリトゲハムシ Dactylispa masonii ●
2402 マダラカサハラハムシ Demotina fasciculata ● ● ●
2403 カサハラハムシ Demotina modesta ● ● ●
2404 イネネクイハムシ Donacia provostii ●
2405 クワハムシ Fleutiauxia armata ● ● ● ●
2406 イチゴハムシ Galerucella vittaticollis ●
2407 イタドリハムシ Gallerucida bifasciata ● ● ● ●
2408 コガタルリハムシ Gastrophysa atrocyanea ●
2409 ヤツボシハムシ Gonioctena nigroplagiata ●
2410 フジハムシ Gonioctena rubripennis ● ●
2411 キバネマルノミハムシ Hemipyxis flavipennis ● ●
2412 ヒゲナガルリマルノミハムシ Hemipyxis plagioderoides ● ●
2413 ケブカクロナガハムシ Hesperomorpha hirsuta ● ●
2414 ドウガネサルハムシ Heteraspis lewisii ● ● ●
2415 クロオビカサハラハムシ Hyperaxis fasciata ● ●
2416 トゲアシクビボソハムシ Lema coronata ●
2417 アカクビボソハムシ Lema diversa ●
2418 ヤマイモハムシ Lema honorata ● ● ●
2419 キイロクビナガハムシ Lilioceris rugata ● ● ●
2420 アカクビナガハムシ Lilioceris subpolita ● ●
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2421 昆虫綱 コウチュウ目（鞘翅目） ハムシ科 サシゲトビハムシ Lipromima minuta ●
2422 ルリバネナガハムシ Liroetis coeruleipennis ●
2423 ズグロアラメハムシ Lochmaea capreae ●
2424 イヌノフグリトビハムシ Longitarsus holsaticus ●
2425 オオバコトビハムシ Longitarsus scutellaris ● ● ●
2426 ムネアカオオトビハムシ Luperomorpha collaris ●
2427 クワノミハムシ Luperomorpha funesta ●
2428 キアシノミハムシ Luperomorpha tenebrosa ●
2429 コフキケブカサルハムシ Lypesthes ater ●
2430 フタスジヒメハムシ Medythia nigrobilineata ●
2431 セマルトビハムシ Minota nigropicea ● ●
2432 ホタルハムシ Monolepta dichroa ● ●
2433 ムネアカウスイロハムシ Monolepta kurosawai ●
2434 キイロクワハムシ Monolepta pallidula ●
2435 イチモンジハムシ Morphosphaera japonica ●
2436 オオキイロノミハムシ Neocrepidodera obscuritarsis ● ●
2437 ルリマルノミハムシ Nonarthra cyanea ● ● ● ●
2438 コマルノミハムシ Nonarthra tibialis ●
2439 ルリチビカミナリハムシ Ogloblinia berberii ● ●
2440 ウスグロチビカミナリハムシ Ogloblinia flavicornis ●
2441 ドウガネツヤハムシ Oomorphoides cupreatus ● ● ● ●
2442 アオグロツヤハムシ Oomorphoides nigrocaeruleus ●
2443 ヒメツヤハムシ Oomorphus japanus ●
2444 ムネアカキバネサルハムシ Pagria consimile ●
2445 マルキバネサルハムシ Pagria ussuriensis ●
- Pagria属 Pagria sp. ● ● ●
2446 アトボシハムシ Paridea angulicollis ● ●
2447 ヨツボシハムシ Paridea quadriplagiata ● ●
2448 チャバネツヤハムシ Phygasia fulvipennis ●
2449 ヤナギルリハムシ Plagiodera versicolora ● ● ● ●
2450 ルリハムシ Plagiosterna aenea ●
2451 フタホシオオノミハムシ Pseudodera xanthospila ● ●
2452 ルリナガスネトビハムシ Psylliodes brettinghami ●
2453 ブチヒゲケブカハムシ Pyrrhalta annulicornis ●
2454 エグリバケブカハムシ Pyrrhalta esakii ●
2455 サンゴジュハムシ Pyrrhalta humeralis ●
2456 アカタデハムシ Pyrrhalta semifulva ● ● ●
2457 エノキハムシ Pyrrhalta tibialis ● ●
2458 カタクリハムシ Sangariola punctatostriata ●
2459 キイロナガツツハムシ Smaragdina nipponensis ● ● ●
2460 ムナキルリハムシ Smaragdina semiaurantiaca ● ●
2461 アケビタマノミハムシ Sphaeroderma akebia ●
2462 ツマキタマノミハムシ Sphaeroderma apicale ● ●
2463 アカバネタマノミハムシ Sphaeroderma nigricolle ●
2464 ムネアカタマノミハムシ Sphaeroderma placidum ●
2465 ヒロアシタマノミハムシ Sphaeroderma tarsatum ●
2466 キイロタマノミハムシ Sphaeroderma unicolor ● ● ●
2467 ルリウスバハムシ Stenoluperus cyaneus ●
2468 ヒゲナガウスバハムシ Stenoluperus nipponensis ● ● ● ●
2469 イチモンジカメノコハムシ Thlaspida biramosa ●
2470 アラハダトビハムシ Trachyaphthona lewisi ●
2471 ガマズミトビハムシ Trachyaphthona obscura ● ●
2472 キカサハラハムシ Xanthonia placida ●
2473 ムナグロナガハムシ Zeugophora bicolor ●
2474 チビカミナリハムシ Zipanginia picipes ●
- ハムシ科 Chrysomelidae sp. ●
2475 ヒゲナガゾウムシ科 ワタミヒゲナガゾウムシ Araecerus coffeae ●
2476 アカアシヒゲナガゾウムシ Araecerus tarsalis ●
2477 スネアカヒゲナガゾウムシ Autotropis distinguenda ●
2478 キノコヒゲナガゾウムシ Euparius oculatus oculatus ●
2479 エゴヒゲナガゾウムシ Exechesops leucopis ●
2480 ナガアシヒゲナガゾウムシ Habrissus longipes ●
2481 ウスモンツツヒゲナガゾウムシ Ozotomerus japonicus japonicus ●
2482 シリジロメナガヒゲナガゾウムシ Phaulimia confinis ●
2483 セマルヒゲナガゾウムシ Phloeobius gibbosus ●
2484 カオジロヒゲナガゾウムシ Sphinctotropis laxa ●
2485 クロフヒゲナガゾウムシ Tropideres roelofsi ● ● ●
2486 Uncifer属 Uncifer sp. ●
2487 ナガフトヒゲナガゾウムシ Xylinada striatifrons ●
- ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae sp. ●
2488 ホソクチゾウムシ科 アカクチホソクチゾウムシ Microconapion pallidirostre ●
2489 ヒゲナガホソクチゾウムシ Pseudopirapion placidum ● ●
2490 ヒレルホソクチゾウムシ Sergiola hilleri ● ●
- Sergiola属 Sergiola sp. ●
- ホソクチゾウムシ科 Apionidae sp. ●
2491 オトシブミ科 ウスモンオトシブミ Apoderus balteatus ● ● ●
2492 ヒメクロオトシブミ Apoderus erythrogaster ● ● ● ●
2493 オトシブミ Apoderus jekelii ● ●
2494 ウスアカオトシブミ Apoderus rubidus ●
2495 ヌルデケシツブチョッキリ Auletobius fumigatus ●
2496 クロケシツブチョッキリ Auletobius uniformis ● ●
2497 ブドウハマキチョッキリ Byctiscus lacunipennis ● ● ●
2498 エゴツルクビオトシブミ Cycnotrachelus roelofsi ● ●
2499 ハイイロチョッキリ Cyllorhynchites ursulus ●
2500 コナライクビチョッキリ Deporaus unicolor ●
2501 ハギルリオトシブミ Euops lespedezae lespedezae ●
2502 ルリオトシブミ Euops punctatostriatus ●
2503 カシルリオトシブミ Euops splendidus ● ● ● ●
2504 ヒメケブカチョッキリ Involvulus pilosus ●
2505 ヒゲナガオトシブミ Paratrachelophorus longicornis ●
2506 ヒメコブオトシブミ Phymatapoderus pavens ● ● ● ●
2507 ゾウムシ科 ナカグロカレキゾウムシ Acicnemis kiotoensis ●
2508 トゲアシクチブトゾウムシ Anosimus decoratus ● ● ●
2509 イチゴハナゾウムシ Anthonomus bisignifer ● ●
2510 ユアサハナゾウムシ Anthonomus yuasai ●
2511 レロフチビシギゾウムシ Archarius roelofsi ●
2512 ツヤツチゾウムシ Asphalmus japonicus ●
2513 エゾヒメゾウムシ Baris ezoana ●
2514 キソヤマゾウムシ Byrsopages kiso ●
2515 カナムグラサルゾウムシ Cardipennis shaowuensis ●
2516 ムネミゾサルゾウムシ Cardipennis sulcithorax ●
2517 ハナウドゾウムシ Catapionus viridimetallicus ●
2518 ツヤチビヒメゾウムシ Centrinopsis nitens ●
2519 Coeliodes属 Coeliodes sp. ●
2520 ハスジクチカクシゾウムシ Cryptorhynchus fasciculatus ● ●
2521 ツバキシギゾウムシ Curculio camelliae ● ●
2522 セダカシギゾウムシ Curculio convexus ●
2523 アキグミシギゾウムシ Curculio flavoscutellatus ●
2524 シイシギゾウムシ Curculio hilgendorfi ●
2525 クリイロクチブトゾウムシ Cyrtepistomus castaneus ●
2526 タバゲササラゾウムシ Demimaea fascicularis ●
2527 ウスヒョウタンゾウムシ Dermatoxenus clathratus ●
2528 シロコブゾウムシ Episomus turritus turritus ● ●
2529 コフキゾウムシ Eugnathus distinctus ● ● ● ●
2530 ムシクサコバンゾウムシ Gymnetron miyoshii ●
2531 タデトゲサルゾウムシ Homorosoma asperum ● ●
2532 マツアナアキゾウムシ Hylobius haroldi ●
2533 ツメクサタコゾウムシ Hypera nigrirostris ●
2534 チャバネキクイゾウムシ Kojimazo lewisi ● ●
2535 コカシワクチブトゾウムシ Lepidepistomodes griseoides ●
2536 ハスジカツオゾウムシ Lixus acutipennis ● ●
2537 アイノカツオゾウムシ Lixus maculatus ●
2538 ツツキクイゾウムシ Magdalis memnonia ●
2539 マダラメカクシゾウムシ Mechistocerus nipponicus ●
2540 ツツジトゲムネサルゾウムシ Mecysmoderes fulvus ● ●
2541 キスジアシナガゾウムシ Merus flavosignatus ●
2542 カシアシナガゾウムシ Merus piceus ●
2543 Metialma属 Metialma sp. ●
2544 チビヒョウタンゾウムシ Myosides seriehispidus ● ●
2545 クロコブゾウムシ Niphades variegatus ●
2546 カシワクチブトゾウムシ Nothomyllocerus griseus ● ● ● ●
2547 ムネスジノミゾウムシ Orchestes amurensis ●
2548 ガロアノミゾウムシ Orchestes galloisi ●
2549 ヤドリノミゾウムシ Orchestes hustachei ●
2550 アカアシノミゾウムシ Orchestes sanguinipes ● ●
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2551 昆虫綱 コウチュウ目（鞘翅目） ゾウムシ科 オジロアシナガゾウムシ Ornatalcides trifidus ● ● ● ●
2552 ワシバナヒメキクイゾウムシ Phloeophagosoma curvirostre ●
2553 ケブカトゲアシヒゲボソゾウムシ Phyllobius armatus ● ● ●
2554 コヒゲボソゾウムシ Phyllobius brevitarsis ●
2555 ツノヒゲボソゾウムシ Phyllobius incomptus ●
2556 ヒラズネヒゲボソゾウムシ Phyllobius intrusus ● ●
2557 コブヒゲボソゾウムシ Phyllobius picipes ● ●
2558 リンゴヒゲボソゾウムシ Phyllobius prolongatus ●
2559 ハダカヒゲボソゾウムシ Phyllobius subnudus ●
2560 オオクチブトゾウムシ Phyllolytus variabilis ●
2561 クロキボシゾウムシ Pissodes obscurus ●
2562 ヒレルクチブトゾウムシ Pseudoedophrys hilleri ●
2563 マエバラナガクチカクシゾウムシ Rhadinomerus maebarai ●
2564 マルミナガクチカクシゾウムシ Rhadinomerus subovatus ●
2565 アラハダクチカクシゾウムシ Rhadinopus sulcatostriatus ●
2566 アカアシクチブトサルゾウムシ Rhinoncus cribricollis ●
2567 サビヒョウタンゾウムシ Scepticus insularis ●
2568 キイチゴトゲサルゾウムシ Scleropteroides hypocrita ● ●
2569 マツノシラホシゾウムシ Shirahoshizo insidiosus ● ●
2570 ニセマツノシラホシゾウムシ Shirahoshizo rufescens ● ●
2571 クロツブゾウムシ Sphinxis koikei ●
2572 ホソゲチビツチゾウムシ Trachyphloeosoma advena ● ●
2573 フトゲチビツチゾウムシ Trachyphloeosoma roelofsi ●
2574 トゲトゲクロサルゾウムシ Zacladus geranii ●
- ゾウムシ科 Curculionidae sp. ● ●
2575 オサゾウムシ科 スギキクイサビゾウムシ Dryophthorus japonicus ● ●
2576 オオゾウムシ Sipalinus gigas gigas ● ● ● ●
2577 イネゾウムシ科 イネゾウムシ Echinocnemus bipunctatus ●
2578 イネミズゾウムシ Lissorhoptrus oryzophilus ●
2579 チビゾウムシ科 ハナコブチビゾウムシ Alonsiellus pubescens ●
2580 ケシチビゾウムシ Nanophyes suturalis ●
2581 キクイムシ科 マツノホソスジキクイムシ Hylastes parallelus ●
2582 ミカドキクイムシ Scolytoplatypus mikado ●
2583 クワノキクイムシ Xyleborus atratus ●
2584 トドマツオオキクイムシ Xyleborus validus ●
- キクイムシ科 Scolytidae sp. ● ●
- － コウチュウ目（鞘翅目） COLEOPTERA sp. ●
2585 ハチ目（膜翅目） ミフシハバチ科 アカスジチュウレンジ Arge nigronodosa ●
2586 ルリチュウレンジ Arge similis ● ●
2587 ヨフシハバチ科 キアシヨフシハバチ Runaria flavipes ●
2588 コンボウハバチ科 アケビコンボウハバチ Abia akebiae ●
2589 マツハバチ科 サワラハバチ Monoctenus itoi ●
2590 ハバチ科 ワラビハバチ Aneugmenus kiotonis ●
2591 ツノジロホソハバチ Asiemphytus vexator ●
2592 セグロカブラハバチ Athalia infumata ● ●
2593 ニホンカブラハバチ Athalia japonica ●
2594 イヌノフグリハバチ Athalia kashmirensis ●
2595 カブラハバチ Athalia rosae ruficornis ●
2596 クシヒゲハバチ Cladius pectinicornis ●
2597 オスグロハバチ Dolerus japonicus ● ●
2598 Eutomostethus lubricus Eutomostethus lubricus ●
2599 ヒゲナガハバチ Lagidina platycerus ●
2600 コマルクロハバチ Macrophya crassuliformis ●
2601 マルクロハバチ Macrophya falsifica ●
2602 ウンモンクロハバチ Macrophya fascipennis ●
2603 セリシマキモンハバチ Pachyprotasis serii ●
2604 オオコシアカハバチ Siobla ferox ● ●
2605 ゼンマイハバチ Strongylogaster osmundae ● ●
2606 ナガゼンマイハバチ Strongylogaster secunda ●
2607 ヤマブキハバチ Tenthredo fukaii ●
2608 オオツマグロハバチ Tenthredo providens ●
2609 ヒゲジロコシアカハバチ Tenthredo sp. ●
- ハバチ科 Tenthredinidae sp. ● ● ●
2610 クキバチ科 クロバクキバチ Calameuta nigripennis ●
2611 コマユバチ科 アオムシサムライコマユバチ Apanteles glomeratus ●
- Apanteles属 Apanteles sp. ●
2612 ムナカタコウラコマユバチ Chelonus munakatae ●
2613 ヒメコウラコマユバチ Chelonus pectinophorae ●
2614 クロヒゲアカコマユバチ Cremnops atricornis ●
2615 アオモリコマユバチ Microgaster russatus ●
2616 ヨトウオオサムライコマユバチ Microplitis mediator ●
2617 キイロコウラコマユバチ Phanerotoma flava ●
2618 ヨコハママダラコマユバチ Pseudoshirakia yokohamensis ● ●
- コマユバチ科 Braconidae sp. ● ●
2619 ヒメバチ科 スジコンボウヒメバチ Acerataspis sinensis ●
2620 クロヒゲフシオナガヒメバチ Acropimpla persimilis ●
2621 ハラボソトガリヒメバチ Apachia tenuiabdominalis ●
2622 マイマイヒラタヒメバチ Coccygomimus luctuosus ●
2623 チビキアシヒラタヒメバチ Coccygomimus nipponicus ●
2624 ムラサキウスアメバチ Dictyonotus purpurascens ●
2625 キマダラコシホソトガリヒメバチ Gotra octocincta ●
2626 カラフトコンボウアメバチ Heteropelma amictum ●
2627 シロスジヒラタアブヤドリバチ Homotropus tarsatorius ●
2628 アオムシヒラタヒメバチ Itoplectis naranyae ● ●
2629 タマヌキケンヒメバチ Jezarotes tamanukii ●
2630 クロヒゲアオヒメバチ Platylabus nigricornis ●
- ヒメバチ科 Ichneumonidae sp. ● ●
2631 タマゴクロバチ科 ズイムシクロタマゴバチ Telenomus dignus ●
- Telenomus属 Telenomus sp. ●
2632 ミツクリクロタマゴバチ Trissolcus mitsukurii ●
- タマゴクロバチ科 Scelionidae sp. ●
2633 ツヤコバチ科 ツヤコバチ科 Aphelinidae sp. ● ●
2634 アシブトコバチ科 フィスケアシブトコバチ Brachymeria fiskei ●
2635 キアシブトコバチ Brachymeria lasus ●
2636 ハエヤドリアシブトコバチ Brachymeria minuta ●
- アシブトコバチ科 Chalcididae sp. ●
2637 トビコバチ科 トビコバチ科 Encyrtidae sp. ● ●
2638 ヒメコバチ科 ヒメコバチ科 Eulophidae sp. ●
2639 シリアゲコバチ科 シリアゲコバチ Leucospis japonica ●
2640 コガネコバチ科 ハエヤドリコガネコバチ Spalangia endius ●
2641 アリガタバチ科 ヤマトヒメアリガタバチ Epyris yamatonis ●
2642 ムカシアリガタバチ Pristepyris japonicus ●
2643 アリ科 アシナガアリ Aphaenogaster famelica ● ● ● ●
2644 ヤマトアシナガアリ Aphaenogaster japonica ● ● ●
2645 オオハリアリ Brachyponera chinensis ● ● ● ●
2646 ナカスジハリアリ Brachyponera nakasujii ●
- Brachyponera属 Brachyponera sp. ●
2647 ホソウメマツオオアリ Camponotus bishamon ●
2648 イトウオオアリ Camponotus itoi ● ●
2649 クロオオアリ Camponotus japonicus ● ● ● ●
2650 ミカドオオアリ Camponotus kiusiuensis ● ● ● ●
2651 ナワヨツボシオオアリ Camponotus nawai ● ●
2652 ケブカツヤオオアリ Camponotus nipponensis ●
2653 ヒラズオオアリ Camponotus nipponicus ●
2654 ムネアカオオアリ Camponotus obscuripes ● ● ● ●
2655 ヨツボシオオアリ Camponotus quadrinotatus ●
2656 ウメマツオオアリ Camponotus vitiosus ● ● ●
2657 ヤマヨツボシオオアリ Camponotus yamaokai ●
- Camponotus属 Camponotus sp. ●
2658 ハリブトシリアゲアリ Crematogaster matsumurai ●
2659 ツヤシリアゲアリ Crematogaster nawai ● ●
2660 キイロシリアゲアリ Crematogaster osakensis ● ● ● ●
2661 テラニシシリアゲアリ Crematogaster teranishii ● ●
2662 トゲズネハリアリ Cryptopone sauteri ● ●
2663 シベリアカタアリ Dolichoderus sibiricus ● ● ● ●
2664 ハヤシクロヤマアリ Formica hayashi ● ● ● ●
2665 クロヤマアリ Formica japonica (s. l. ) ● ● ● ●
2666 ニセハリアリ Hypoponera sauteri ●
2667 クロクサアリ Lasius fuji (s. l. ) ● ● ● ●
2668 ハヤシケアリ Lasius hayashi ●
2669 トビイロケアリ Lasius japonicus ● ● ● ●
2670 ヒゲナガケアリ Lasius productus ●
2671 カワラケアリ Lasius sakagamii ● ●
2672 ヒラアシクサアリ Lasius spathepus ● ●
2673 アメイロケアリ Lasius umbratus ●
- Lasius属 Lasius sp. ●
2674 ミゾガシラアリ Lordomyrma azumai ●
2675 ヒメアリ Monomorium intrudens ● ● ● ●
2676 キイロヒメアリ Monomorium triviale ●
2677 カドフシアリ Myrmecina nipponica ● ●
2678 クロキクシケアリ Myrmica kurokii ●
2679 ハラクシケアリ Myrmica ruginodis (s. l. ) ●
2680 アメイロアリ Nylanderia flavipes ● ● ● ●



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-81

表 6.2-24(22) 陸上昆虫類等確認種一覧
調査年度

No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5
（1993）

H10
（1998）

H15
（2003）

H26
（2014）

2681 昆虫綱 ハチ目（膜翅目） アリ科 ルリアリ Ochetellus glaber ●
2682 サクラアリ Paraparatrechina sakurae ●
2683 アズマオオズアリ Pheidole fervida ● ● ● ●
2684 オオズアリ Pheidole noda ● ● ●
2685 サムライアリ Polyergus samurai ● ●
2686 チクシトゲアリ Polyrhachis phalerata ●
2687 ヒメハリアリ Ponera japonica ● ●
2688 アミメアリ Pristomyrmex punctatus ● ● ● ●
2689 イトウカギバラアリ Proceratium itoi ●
2690 ワタセカギバラアリ Proceratium watasei ●
2691 トフシアリ Solenopsis japonica ● ●
2692 ハヤシナガアリ Stenamma owstoni ● ●
2693 ノコギリハリアリ Stigmatomma silvestrii ● ●
2694 イガウロコアリ Strumigenys benten ●
2695 ヒラタウロコアリ Strumigenys canina ●
2696 キタウロコアリ Strumigenys kumadori ●
2697 ウロコアリ Strumigenys lewisi ● ● ●
- Strumigenys属 Strumigenys sp. ●
2698 ヒラフシアリ Technomyrmex gibbosus ● ●
2699 ヒメムネボソアリ Temnothorax arimensis ●
2700 ムネボソアリ Temnothorax congruus ● ●
2701 ハヤシムネボソアリ Temnothorax makora ●
2702 トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae ● ● ●
2703 ウメマツアリ Vollenhovia emeryi ● ● ● ●
- アリ科 Formicidae sp. ● ●
2704 スズメバチ科 オオフタオビドロバチ本土亜種 Anterhynchium flavomarginatum micado ●
2705 ミカドトックリバチ Eumenes micado ● ● ●
2706 ムモントックリバチ Eumenes rubronotatus ● ●
2707 スズバチ Oreumenes decoratus ●
2708 ムモンホソアシナガバチ Parapolybia crocea ● ●
2709 ヒメホソアシナガバチ Parapolybia varia ● ●
2710 フタモンアシナガバチ本土亜種 Polistes chinensis antennalis ●
2711 ヤマトアシナガバチ Polistes japonicus ● ● ●
2712 キボシアシナガバチ Polistes nipponensis ● ● ● ●
2713 キアシナガバチ本土亜種 Polistes rothneyi iwatai ●
2714 コアシナガバチ Polistes snelleni ●
2715 キオビチビドロバチ Stenodynerus frauenfeldi ●
2716 ムナグロチビドロバチ本土亜種 Stenodynerus tokyanus tokyanus ●
2717 ツヤケシハムシドロバチ Symmorphus carinatus ●
2718 コガタスズメバチ Vespa analis ● ● ● ●
2719 モンスズメバチ Vespa crabro ● ● ●
2720 ヒメスズメバチ Vespa ducalis ● ● ●
2721 オオスズメバチ Vespa mandarinia ● ● ●
2722 キイロスズメバチ Vespa simillima ● ● ● ●
2723 ツヤクロスズメバチ Vespula rufa ●
2724 シダクロスズメバチ Vespula shidai ● ●
- スズメバチ科 Vespidae sp. ● ●
2725 クモバチ科 オオモンクロクモバチ Anoplius samariensis ● ● ●
2726 キオビクモバチ Batozonellus annulatus ●
2727 フタスジクモバチ Eopompilus internalis ●
2728 スギハラクモバチ Leptodialepis sugiharai ●
2729 アリバチ科 トゲムネアリバチ Bischoffitilla ardescens ●
2730 ルイスヒトホシアリバチ Smicromyrme lewisi ● ●
2731 ヤマトアリバチモドキ Taimyrmosa nigrofasciata ●
2732 コツチバチ科 スジコツチバチ Tiphia ordinaria ●
2733 ツチバチ科 キンケハラナガツチバチ Megacampsomeris prismatica ●
2734 シロオビハラナガツチバチ Megacampsomeris schulthessi ●
2735 アカスジツチバチ本土亜種 Scolia fascinata fascinata ●
2736 キオビツチバチ Scolia oculata ● ●
2737 ギングチバチ科 エゾギングチ Rhopalum jessonicum ●
2738 オオハヤバチ本土亜種 Tachytes sinensis sinensis ●
2739 ドロバチモドキ科 ナミアワフキバチ Gorytes maculicornis ●
2740 ミスジアワフキバチ Gorytes tricinctus ●
2741 アリマキバチ科 ミヤマアリマキバチ Pemphredon montana ●
2742 アナバチ科 アルマンアナバチ Isodontia harmandi ●
2743 コクロアナバチ Isodontia nigella ●
2744 クロアナバチ本土亜種 Sphex argentatus fumosus ●
- アナバチ科 Sphecidae sp. ●
2745 ヒメハナバチ科 イシハラヒメハナバチ Andrena ishiharai ●
2746 キバナヒメハナバチ Andrena knuthi ●
2747 ムネアカハラビロヒメハナバチ Andrena parathoracica ●
2748 アブラナマメヒメハナバチ Andrena semirugosa brassicae ●
2749 ヒロヅキバナヒメハナバチ Andrena valeriana ●
2750 ミツバチ科 ニホンミツバチ Apis cerana japonica ● ● ● ●
2751 コマルハナバチ本土亜種 Bombus ardens ardens ● ● ●
2752 トラマルハナバチ本土亜種 Bombus diversus diversus ● ● ● ●
2753 クロマルハナバチ Bombus ignitus ●
2754 ヤマトツヤハナバチ Ceratina japonica ● ● ● ●
2755 ニッポンヒゲナガハナバチ Eucera nipponensis ●
2756 ギンランキマダラハナバチ Nomada ginran ●
2757 ミツクリヒゲナガハナバチ Tetraloniella mitsukurii ●
2758 キムネクマバチ Xylocopa appendiculata circumvolans ● ● ●
2759 コハナバチ科 アカガネコハナバチ Halictus aerarius ●
2760 ホクダイコハナバチ Lasioglossum duplex ●
2761 ハラナガツヤコハナバチ Lasioglossum laeviventre ●
2762 サビイロカタコハナバチ Lasioglossum mutilum ●
2763 フタモンカタコハナバチ Lasioglossum scitulum ●
- Lasioglossum属 Lasioglossum sp. ●
2764 ハキリバチ科 ヤノトガリハナバチ Coelioxys yanonis ●
2765 シロオビキホリハナバチ Lithurgus collaris ●
2766 オオハキリバチ Megachile sculpturalis ●
2767 ツルガハキリバチ Megachile tsurugensis ● ●
2768 ツツハナバチ Osmia taurus ●
- － ハチ目（膜翅目） HYMENOPTERA sp. ●
計 1綱 22目 370科 1271種 1069種 934種 1351種

注1）分類体系、種名等は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和2年度）」に従った。
2768種



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-82

2） 重要種

重要種の経年確認状況を表 6.2-25 に示す。

これまでの 4 回の調査により 39 種の重要種を確認した。令和 26 年度（最新）の調

査では 13 種を確認した。このうち、コガネグモ、ダイリフキバッタ、コマダラウス

バカゲロウ、ヒラヤマミズアブ、コスジマグソコガネ、イネネクイハムシ、ケブカツ

ヤオオアリ、スギハラクモバチの 8 種は河川水辺の国勢調査で初めて確認した種で

ある。

表 6.2-25 陸上昆虫類等重要種の経年確認状況

注）重要種の選定基準
①「文化財保護法」：文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）

特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
②「種の保存法」：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 （平成 4 年法律第 75 号）

国内：国内希少野生動植物種
③「環境省 RL」：環境省レッドリスト 2020（令和 2 年 3 月 27 日 環境省報道発表資料）

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④「三重県 RDB」：三重県レッドデータブック 2015（平成 27 年 3 月 三重県農林水産部みどり共生推
進課）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

3） 外来種

「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」で指定された特

定外来生物及び「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（環

境省及び農林水産省、平成 27 年）の掲載種は確認されなかった。

調査年度 重要種選定基準
No. 網名 目名 科名 和名 学名 H5

（1993）
H10

（1998）
H15

（2003）
H26

（2014）
文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL

三重県
RDB

1 クモ綱（蛛形綱） クモ目 ジグモ科 ワスレナグモ Calommata signata ● NT NT
2 トタテグモ科 キノボリトタテグモ Conothele fragaria ● NT NT
3 コガネグモ Argiope amoena ● NT
4 コモリグモ科 カワベコモリグモ Arctosa kawabe ● DD
5 サシアシグモ科 シノビグモ Shinobius orientalis ● NT
6 ササグモ科 シマササグモ Oxyopes macilentus ● NT
7 イヅツグモ科 ナガイヅツグモ Anyphaena ayshides ● DD
8 アワセグモ科 アワセグモ Selenops bursarius ● NT
9 カニグモ科 アシナガカニグモ Heriaeus mellottei ● ● ● ● NT

10 昆虫綱 トンボ目（蜻蛉目） トンボ科 アキアカネ Sympetrum frequens ● ● ● ● NT
11 バッタ目（直翅目） イナゴ科 ダイリフキバッタ Parapodisma dairisama ● EN
12 ヒメフキバッタ Parapodisma etsukoana ● NT
13 カメムシ目（半翅目） セミ科 チッチゼミ Kosemia radiator ● NT
14 イトアメンボ科 イトアメンボ Hydrometra albolineata ● ● VU EN
15 ヘビトンボ目 センブリ科 ヤマトセンブリ Sialis yamatoensis ● DD DD
16 アミメカゲロウ目（脈翅目） ツノトンボ科 オオツノトンボ Protidricerus japonicus ● NT
17 ウスバカゲロウ科 コマダラウスバカゲロウ Gatzara jezoensis ● NT
18 チョウ目（鱗翅目） シジミチョウ科 シルビアシジミ Zizina emelina emelina ● EN CR
19 ヤママユガ科 オナガミズアオ本土亜種 Actias gnoma gnoma ● NT
20 ヒトリガ科 ヤネホソバ Eilema fuscodorsalis ● NT
21 ヤガ科 キシタアツバ Hypena claripennis ● ● NT
22 ハエ目（双翅目） ミズアブ科 ヒラヤマミズアブ Odontomyia hirayamae ● DD
23 キアブ科 ケジロキアブ Xylophagus albopilosus ● DD
24 コウチュウ目（鞘翅目） オサムシ科 クビナガキベリアオゴミムシ Chlaenius prostenus ● DD DD
25 スナハラゴミムシ Diplocheila elongata ● VU DD
26 アリスアトキリゴミムシ Lachnoderma asperum ● DD EN
27 ハンミョウ科 アイヌハンミョウ Cicindela gemmata aino ● ● ● ● NT NT
28 ゲンゴロウ科 シマゲンゴロウ Hydaticus bowringii ● ● NT NT
29 カワラゴミムシ科 カワラゴミムシ Omophron aequalis ● EN
30 シジミガムシ Laccobius bedeli ● ● EN
31 コガネムシ科 コスジマグソコガネ Aphodius lewisii ● VU
32 マルエンマコガネ Onthophagus viduus ● CR
33 カミキリムシ科 ヨツボシカミキリ Stenygrinum quadrinotatum ● EN CR
34 ハムシ科 イネネクイハムシ Donacia provostii ● CR
35 ハチ目（膜翅目） アリ科 ケブカツヤオオアリ Camponotus nipponensis ● DD DD
36 スズメバチ科 ヤマトアシナガバチ Polistes japonicus ● ● ● DD
37 モンスズメバチ Vespa crabro ● ● ● DD NT
38 クモバチ科 スギハラクモバチ Leptodialepis sugiharai ● DD
39 ミツバチ科 クロマルハナバチ Bombus ignitus ● NT NT

計 2綱 10目 32科 17種 15種 11種 13種 0種 0種 20種 33種39種
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生物の生息・生育状況の変化の検証

生物の生息・生育状況の変化の検証は、生物相(魚類、底生動物、動植物プランクトン、

鳥類、両生類・爬虫類・哺乳類、陸上昆虫類等、植物)、及びそれらの重要種、外来種ごと

に行うものとし、ダムの運用・管理上、留意すべき事項の抽出を行う。

その際には、評価対象ダムの既往調査結果、立地条件、供用年数等の特徴を踏まえ、エ

リア区分及び生物相を絞り、より適正な分析項目や分析手法(作図・作表等)により整理を

行うものとする。

主な整理・検討項目は次のとおりである。

・当該ダムの立地条件の整理

・生物の生息・生育状況の変化の把握

・重要種の変化の把握

・外来種の変化の把握
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6.3.1 立地条件の整理

想定される環境条件及び生物の変化

青蓮寺ダムの存在・供用により、ダム湖内、流入河川、下流河川、ダム湖周辺におい

て環境の変化が起こり、そこに生息する様々な生物の生息・生育に影響を与えているも

のと想定される。

青蓮寺ダムでは、ダム湖内、流入河川、下流河川、ダム湖周辺における環境の変化と

生物への影響を図 6.3.1-1 のように想定し、その生物種の変遷から、想定されるダム湖

内の変化について検証を実施した。検証は以下の手順で行った。対象地区の範囲は図

6.3.1-2 に示す。

図 6.3.1-1 青蓮寺ダムで想定される環境への影響要因と生物の生息・生育環境の変化
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図 6.3.1-2 青蓮寺ダムの調査地区の区分

下流河川

【河川内(水域)及び河畔】

青蓮寺ダム下流の河川を対
象とした調査

ダム湖内

【ダム湖内(水域)及び水位変動域】

平常時最高貯水位以下の水域及び水
位変動域の範囲を対象とした調査
※マニュアルの改定（平成 18 年度）により、

平成 22 年度から水位変動域も新たに調査

対象となっている。

ダム湖周辺

【ダム湖周辺の陸域】

平常時最高貯水位から
距離 300～500m の範囲
を対象とした調査

流入河川

【河川内(水域)及び河畔】

平常時最高貯水位より上流
側を対象とした調査

青蓮寺ダム



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-86

ダム特性の把握

立地条件

淀川の支川である木津川は、その水源を三重県、奈良県の県境を南北に走る布引山

脈に発し、笠置町、木津川市を経て山城盆地を貫通し、京都府・大阪府境界付近で宇

治川、桂川と合流し、淀川となる流域面積 1,596km2、幹川流路延長 99km の 1 級河川

である。

青蓮寺ダムは、木津川の支川名張川の支川青蓮寺川に建設された洪水調節・かんが

い用水・上水道用水・発電等を目的とする多目的ダムであり、昭和 45 年より管理を

行っている。

本ダムの位置する青蓮寺川は、奈良県宇陀郡御杖村南境の土屋原の請取峠付近に

発する諸流を集め北流、奈良県宇陀郡御杖村西部・奈良県宇陀郡曽爾村中央部・三重

県名張市南部の山峡を蛇行しながら流れ、名張市夏見で名張川左岸に注ぐ淀川水系

の 1 級河川である(1 級河川の起点は奈良県宇陀郡御杖村のタコラ川合流点)。

ダム湖は、標高 280m 付近に位置し、ダム湖周辺部の植生はスギ・ヒノキ植林、コ

ナラ群落、アカマツ林等により構成されている。また、ダム湖周辺には、観光客向け

の園地やブドウ園等が整備されている。青蓮寺、中知山等の集落があるが、いずれも

小規模である。また、香落橋から上流の青蓮寺川両岸及びその周辺は「室生赤目青山

国定公園」に指定されている。

経過年数

青蓮寺ダムは、昭和 41 年 3 月本体工事に着手し、昭和 45 年 4 月竣工、同年 7 月

から管理に移行しているダムであり、ダム完成から約 50 年が経過している。
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既往定期報告書等による生物の変化の状況

ダム湖内では、魚類の確認種数は大きな変化はないが、特定外来生物のオオクチバ

スやブルーギルが継続して確認されている。

植物プランクトンで最も種類が多かったのは珪藻綱であり、アオコを形成する藍藻

綱は減少傾向にある。動物プランクトンはワムシ類が多かったが、原生動物が優占す

るようになる傾向がみられる。

ダム湖岸の植物は、自然裸地が減少してススキ群落やネザサ群落が増加する傾向が

みられる。

鳥類は、 を利用する種では、 をはじめとして、カモ類、カワセ

ミ類、セキレイ類が継続して確認されている。

ダム湖周辺の主な植生はスギ・ヒノキ植林であり、植物の確認種数は概ね変化はな

い。鳥類はサギ科、カモ科や猛禽類の確認種は減少傾向にある。また、両生類、爬虫

類、哺乳類の確認種類についても、経年的に変化はみられない。なお、陸上昆虫類等

についても著しい変化は認められなかった。

流入河川では、魚類の個体数が増加傾向にあるが、放流の影響も考えられる。底生

動物の組成には大きな変化はないが、造網型がやや減少傾向にある。鳥類、両生類、

爬虫類、哺乳類、陸上昆虫類等は、確認種数に大きな変化はみられない。

下流河川では、魚類の確認種数や個体数に大きな変化はみられず、特定外来生物も

確認されていない。底生動物の組成には大きな変化はないが、ユスリカ類等がやや増

加傾向にある。鳥類、両生類、爬虫類、哺乳類、陸上昆虫類等は、流入河川同様に大

きな変化はみられていない。
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環境条件の変化の把握

止水環境の存在

青蓮寺ダム貯水池の総貯水容量（27,200 千 m3）に対して年間流入量は約 122.3 百万

m3（平成 28 年～令和 2 年平均）であり、回転率は約 4.5 回/年である。

貯水池の水位変動状況(年間変動)

平成 28 年から令和 2 年の青蓮寺ダムの流入量及び貯水位の変動を図 6.3.1-3 に示

す。参考として、平成 8 年及び平成 23～平成 27 年の貯水位も併せて示した。洪水期

に先立って、4 月半ばから洪水貯留準備水位へ移行するため水位を低下させている。

平常時最高貯水位から洪水貯留準備水位への移行は、急激な貯水位の変化を避け、下

流に支障が生じないように操作を行うこととしている。

図 6.3.1-3 青蓮寺ダム 流入量及び貯水位の変動状況
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ダム湖流入部における堆砂状況

青蓮寺ダムにおける令和 2 年時点での総堆砂量は 2,167 千㎥であり、計画堆砂量

3,400 千 m3に対する堆砂率は約 63.7％となっている。

堆砂の内訳をみると、総堆砂量 2,167 千㎥のうち有効貯水容量内に堆積している量

は 1,315 千㎥(総堆砂量の約 60％)である。 

ダム建設後からの堆砂量経年変化をみると、管理開始直後から目安堆砂量(計画堆

砂量/100 年×経過年数)をやや上回る堆砂量となっていたが、昭和 54 年を境に、その

後は変動傾向が変化し目安堆砂量前後で増減を繰り返す状況で推移してきており、平

成 18 年以後は年間の目安堆砂量をやや上回る堆砂量で推移してきている。

平成 28 年度以降では、平成 29 年度にやや多めの堆砂量を確認した。

図 6.3.1-4 堆砂量の経年変化

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(千m3)

各年堆砂量

全堆砂量

目安堆砂量

有効容量内

-533



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-90

貯水池の水温・水質

青蓮寺ダムの基準地点の網場(No.200 表層、中層、底層)における水温・水質の経

月変化を以下に示す。

■水温

至近5カ年では各層で大きな変化はみられない。

■DO

至近5カ年では各層で大きな変化はみられない。

■pH

至近5カ年では網場表層で夏にやや高い値を示すことがあるが、過年度と比較してや

や低下傾向にある。

図 6.3.1-5(1) 青蓮寺ダム 貯水池基準地点(網場)における水質経月変化
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■SS

表層の値は、至近5カ年は概ね5mg/L以下である。

■COD

至近5カ年ではほぼ横ばいである。

■クロロフィル a

表層の変動は大きいが、至近5カ年ではほぼ横ばいである。

図 6.3.1-6(2) 青蓮寺ダム 貯水池基準地点(網場)における水質経月変化
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■全窒素(T-N)

至近5カ年は各層で大きな変化はみられない。

■全リン(T-P)

至近5カ年ではほぼ横ばいである。

図 6.3.1-7(3) 青蓮寺ダム 貯水池基準地点(網場)における水質経月変化
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流入河川・下流河川の水温・水質

青蓮寺ダムの流入河川(河鹿橋(No.300)、折戸川(No.301))における水温・水質の経

月変化を以下に示す。

■水温

至近5カ年では8月から翌年1月にかけて下流河川(放水口)の水温が流入河川(河鹿橋・

折戸川)の水温より高い傾向にある。

■DO

至近5カ年では流入河川・下流河川ともに、概ね10mg/L前後で推移しており、夏季にや

や高くなる傾向がみられる。

■pH

至近5カ年では流入河川(河鹿橋)で調査月により8.5以上を示すこともあるが、概ね環

境基準値(6.5以上8.5以下)な範囲内である。

図 6.3.1-8(1) 青蓮寺ダム 流入河川・下流河川における水質経月変化
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■SS

至近5カ年では調査月により流入河川で高い値を示すことがあるが、概ね5mg/L以下で

推移している。

■BOD

至近5カ年では環境基準値(2mg/L)を下回る。

■クロロフィル a

至近5カ年では流入河川も高い値を示すことがあり、下流河川では貯水池表層のクロ

ロフィルa濃度に応じて高い値を示すことがあるが、10μg/L以下で推移している。

図 6.3.1-8(2) 青蓮寺ダム 流入河川・下流河川における水質経月変化
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■全窒素(T-N)

流入河川(河鹿橋)、流入河川(折戸川)、下流河川(放水口)ともに長期的に低下傾向が

みられる。

■全リン(T-P)

流入河川(折戸川)は、流入河川(河鹿橋)、下流河川(放水口)に比べやや高い値を示し

ているが、長期的にはよこばいである。

図 6.3.1-8(3) 青蓮寺ダム 流入河川・下流河川における水質経月変化
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ダム湖及び周辺における魚類の放流実績

青蓮寺ダムでは、ダム湖及び流入河川、下流河川で漁業協同組合による放流が行わ

れている。放流している種は、アユ、サツキマス（アマゴ）であり、平成 25～29 年度

は、アユは毎年稚魚を 600kg、サツキマス（アマゴ）は毎年稚魚を 90kg 放流していた。

（青蓮寺川香落漁業協同組合への聞き取りの結果）

表 6.3-1 漁業協同組合による放流

2013 2014 2015 2016 2017
流入河川 600 600 600 600 600 2013～2017年 和歌山県産
ダム湖 - - - - -

下流河川 - - - - -
流入河川 60 60 60 60 60 2013～2017年 和歌山県産
ダム湖 30 30 30 30 30 2013～2017年 和歌山県産

下流河川 - - - - -
サツキマス（アマゴ） kg/年

備考単位
対象

魚介類名

放流量
稚魚放流

アユ kg/年

放流
場所
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人によるダム湖利用状況

青蓮寺ダムにおけるダム湖及び周辺の利用状況の経年変化を図 6.3.1-9 に示す。

青蓮寺ダム周辺施設及び観光施設入込み数の推移は、令和元年度の年間利用者数は

3 万 2 千人（推計）で平成 9 年度から年間利用者数が減少している。

｢散策｣｢釣り｣｢スポーツ｣が多く、｢釣り｣が比較的多い点が本ダムの特徴である。な

お、「スポーツ」は、ジョギングやウォーキング、サイクリングにダム湖周辺を利用す

る人が多くみられた。

以上から、青蓮寺ダムでは湖岸を散策する利用者が多く、湖面も有効に活用されて

いると考えられる。

野外活動：サイクリング、キャンプ、バーベキュー、写真撮影

施設利用：レストラン利用

その他：工事関係、レストラン店員

注）令和元年度より年間利用者数の推計時に天候係数が導入されたため、平成 26 年度以前の推計

結果と推計方法が異なる。

図 6.3.1-9 青蓮寺ダム 利用形態別年間利用者数と割合の経年変化

【出典：ダム湖利用実態調査 国土交通省】
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6.3.2 生物の生息・生育状況の変化の把握

分析項目の選定

生物相の変化を把握するため、ダムの存在やダムの運用・管理に伴い影響を受ける可

能性がある生物群の分析項目を選定した。

ダムの特性(立地条件、経過年数、既往調査結果等)、環境条件の変化、既往の生物相

の変化を踏まえ、生息・生育環境条件の変化により起きる、生物相の変化を把握するた

めの視点を整理した(表 6.3-1)。

整理した視点をもとに、ダムの存在やダムの運用・管理に伴い、影響を受ける可能性

がある生物群の分析項目を選定した。分析項目の選定の整理結果を表 6.3-2 に示す。
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表 6.3-1 青蓮寺ダムにおける生物相の変化を把握する際の視点

想定した生物の

生息・生育環境条件

の変化

①河川域の連続性の分断

②土砂供給量の減少

③平水時の流量の減少

④湛水域等の存在(水分量変化や分断を含む)

⑤水位変動域の存在

⑥流下有機物(落ち葉等)の質及び量の変化

⑦水温の変化

⑧水質の変化

⑨生息地・生育地の減少

⑩河床の撹乱頻度の減少

⑪生息・生育環境の撹乱の増減

整理データ年度

生
物
の
生
息
・
生
育
状
況
の
変
化

魚類 ④ダム湖による止水域の影響により、魚類相や止水性魚類の個体数が変

化しているか。

H5、H8、H13、

H19、H24、H29

①④河川域の連続性の分断、湛水域の存在により、回遊性魚類が陸封化

されてダム湖内に生息しているか。

②③⑩土砂供給量の減少、撹乱頻度の減少等により、底質が変化し、産

卵に浮石や礫底河床を必要とする種の個体数や底生魚の個体数が変化

しているか。

底生動物 ②③⑥⑩土砂供給量の減少、撹乱頻度の減少、流下有機物量の変化等に

より、下流河川の底生動物の優占種及び生活型がそのように変化してい

るか。
H5、H7、H12、H17、

H20、H25、H30
④⑥ダム貯水池の運用・管理により、底生動物の主要構成種がどのよう

に変化しているか。

動植物

プランクトン

④⑦⑧湛水域の存在、水温・水質の変化により、動植物プランクトンの

総個体数、総細胞数及び優占種が変化したか。

H5、H11、H16、

H18、H26、

H28～R2

植物 ④⑤ダムの存在やダムの運用・管理により、ダム湖周辺の植生がどのよ

うに変化しているか。
H6、H11、H16、

H21、H27(植生)

R1（植物相）、

R2（植生）
⑤⑩ダム湖水位変動域の存在や撹乱頻度の減少により、下流河川での外

来種がどのように変化しているか。

鳥類 ④⑨湛水域の存在により、もともと河川や渓流に生息していた種の生息

場所はどのように変化しているか。

H5、H9、H14、

H18･H19、H28

両生類・爬虫

類・哺乳類

④⑨⑪生息地の減少やダム湖周辺の利用等により、渓流環境、山林及び

里山環境に生息する動物の生息状況が変化しているか。

H5、H10、H15、

H23

陸上昆虫類等 ②④⑩ダムの存在やダムの運用・管理により、樹林内、下流河川、流入

河川、沢地形の陸上昆虫類等がどのように変化しているか。

H5、H10、H15、

H26



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-100

表 6.3-2(1) 青蓮寺ダムにおける分析項目の選定理由(その 1)

分析項目 特性条件

検討対象環境区分

選定理由

魚類

で

確認された魚類

の経年変化

既往結果

立地条件

経過年数

・ での魚類各種の経年

的な確認状況をみると、魚類相として在来種あ

るいは国内移入種が変化している可能性があ

り、また外来種が出現して繁殖している可能性

がある。

生活区分別魚類

の経年変化

既往結果

立地条件

経過年数

・ において在来種･国

内移入種･外来種のいずれが優占しているのか、

でも何とか生息し

ているのか、あるいは

を生息場としているのか、 では

河床環境が維持されていて生息できているかに

ついて検証が必要である。

底生

動物

下流河川におけ

る優占種の経年

変化

既往結果

立地条件

経過年数

●

・下流河川で土砂供給量の変化、流況の安定化等

の環境変化、また保全対策の効果により、底生

動物相が変化している可能性があるため分析対

象とする。

下流河川におけ

る生活型及び材

料型分類による

経年変化

既往結果

立地条件
●

・下流河川の河床はどのような材料となっている

のか、流入河川にどのような土砂が流下して来

ているか、下流河川と流入河川にて石礫などの

河床材料は適度に攪乱されているのかについて

検証が必要である。

下流河川におけ

るカゲロウ目カ

ワゲラ目トビケ

ラ目の種数の経

年変化

既往結果

立地条件
●

・水質からみた河川環境の指標であるが、河床環

境の検証にもつながることから、分析対象とす

る。

動植物

プラン

クトン

動植物プランク

トンの優占種の

確認状況

既往結果

立地条件

経過年数

●

・ダム湖出現後 50 年が経過しており、ダム湖の水

質や、植物プランクトン→動物プランクトン→

魚類という捕食関係等により動植物プランクト

ン相が変化している可能性がある。

ダム湖内におけ

る動植物プラン

クトンの分類群

別種数の経年変

化

既往結果

立地条件

経過年数

●
・ダム湖内の植物プランクトンと動物プランクト

ンの間の捕食関係について検証が必要である。

植物

ダム湖周辺にお

ける(木本を中

心とした)植物

群落の経年変化

(500ｍの範囲)

立地条件

経過年数
●

・ダム湖出現等に伴い、ダム湖周辺における山林

斜面の管理等が従前と異なってくることによ

り、植物群落面積が徐々に変化するが、木本群

落や植林を中心にどのように変遷しているかに

ついて検証が必要である。

ダム湖岸におけ

る(草本を中心

とした)植物群

落 の 経 年 変 化

(50ｍの範囲)

立地条件

経過年数
●

・ダム湖岸は、建設工事伐採による裸地から徐々

に乾性遷移してやがて広葉樹林となるが、ダム

湖岸ではどのように遷移しているか、途中の段

階での外来草本の侵入･繁茂はどのような状況

かについて検証が必要である。

植物相からみた

植物生育環境の

経年変化

立地条件

経過年数
●

・植物相の種構成の変化をみることにより、樹林

帯､エコトーンの林床や、下流河川･流入河川の

河畔における植物生育環境がどのような状況か

について検証が必要である。
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表 6.3-2(2) 青蓮寺ダムにおける分析項目の選定理由(その 2)

分析項目 特性条件

検討対象環境区分

選定理由

鳥類

で の 鳥 類 の 確

認状況

既往結果

立地条件

・ での鳥類各種の経

年的な確認状況をみると、鳥類相として留鳥あ

るいは漂鳥の地域的な生息環境が変化している

可能性があり、また冬鳥あるいは夏鳥の渡りル

ートや時期が変化している可能性がある。

生 活 区 分 別 鳥

類の経年変化

既往結果

立地条件

・ で生息していた「 」などの鳥類が

上手く に棲み変えられたか、ダムがで

きてからも における「 」など

の鳥類は居続けているのか、 に飛来する

ようになった「 」が悪影響を及ぼしていな

いかについて検証が必要である。

両生類

爬虫類

哺乳類

両 生 類 ・ 爬 虫

類・哺乳類相の

長 期 的 経 年 変

化

既往結果

立地条件

経過年数

・青蓮寺ダム供用から約 50 年が経過しており、ダ

ムの管理により確認種の変化を把握するため、

分析対象とする。

に

生 息 す る 両 生

類の経年変化

既往結果

立地条件

経過年数

・両生類は に生息してい

るが、 の保水性が維持されてい

るかをみることを目的として、 にお

ける両生類の在来種が居続けているかについて

の検証が必要である。

に 生 息 す

る爬虫類･哺乳

類の経年変化

既往結果

立地条件

経過年数

・ にて爬虫

類及び哺乳類の在来種が居続けているか、植生

遷移が続く に生息して

いた爬虫類及び哺乳類の在来種が上手く棲み替

えられたか、害獣や外来種が繁殖していないか

について検証が必要である。

陸上昆

虫類等

陸 上 昆 虫 類 等

の確認状況
既往結果

立地条件

経過年数

● ● ●

・ダム湖周辺･下流河川･流入河川での陸上昆虫類

等の経年的な確認状況をみると、植生や捕食動

物等の変化に伴い、陸上昆虫類等相の種構成が

変化している可能性がある。

陸 上 昆 虫 類 等

か ら み た 生 息

環 境 の 経 年 変

化

既往結果

立地条件

経過年数

● ● ●

・陸上昆虫類相の種構成の変化をみることによ

り、ダム湖周辺のアカマツ群落の生息生育環境

変化について、下流河川･流入河川の河床の生息

生育環境について検証が必要である。
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生物相の変化の把握

魚類

での魚類の確認状況

ダムができる以前の河川では「在来種」が生息し、また漁業協同組合等により放流

された魚類やそれらに混在していた魚類（以下「国内移入種」という）が生息してい

ることも多い。ダム湖が出現すると、これら「在来種」「国内移入種」のうち静水域

に適した魚類が生息するようになり、場合によっては釣り等を目的に入れられた「外

来種」が繁殖してしまうこともある。これら「在来種」「国内移入種」「外来種」とい

う魚類のルーツを意識して、経年的な確認状況をみることとした。

青蓮寺ダムでは、平成 4 年度､5 年度､8 年度､13 年度､19 年度､24 年度及び 29 年度

に魚類の調査を実施している。調査で確認された確認数を

に分けて集計し、これらの魚類調査における各種確認数の経年変化が一目で

分かるように、表 6.3-4 を作成した。また、本表の集計に用いた調査時期と調査地

区を表 6.3-3 に示す。青蓮寺ダムで確認された魚類各種の「生息区分による対象魚

種」「重要種か国内移入種か外来種か」「放流実績」「産卵特性」及び「魚食性」を表

6.3-4 に合わせて示す。

で確認された魚種の確認数経年変化を、図 6.3.2-1 に

示す。

魚類の確認数は、 では在来種のオイカワ、カワムツ、ニゴイ類（ニゴイ、コ

ウライニゴイ）、トウヨシノボリ類、ヌマチチブのほか、放流等による国内移入種で

あるアユ、スゴモロコも近年多く確認されている。また、特定外来生物に指定されて

いるオオクチバス、ブルーギルが平成 4 年度から継続して確認されており、調査方法

が統一された平成 19 年度以降は大きな変化はみられない。

では、カワムツとカワヨシノボリが主であり、平成 29 年度には漁業者に

よる放流が行われているアユが多く確認されたものの、平成 19 年度以降は種組成に

大きな変化はみられていない。外来魚であるオオクチバス及びブルーギルは確認さ

れていない。

では、オイカワ、カワムツ、トウヨシノボリ類、ヌマチチブが主であり、

平成 29 年度にはヌマチチブとアユがやや多く確認された。また、外来魚であるブル

ーギルが確認されたものの、わずかであった。

表 6.3-3 集計に用いた調査地区

ダム名 調査年度 調査時期

平成 4年度 8月、10月

平成 5年度 9月

平成 8年度 7月、10月

平成13年度 7～8月、10月

平成19年度 6月、8月

平成24年度 7月、8月

平成29年度 8～9月、10～11月

青蓮寺ダム
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表
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-
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で
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経

年
変

化

産
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特

性
魚

食
性

５
年
度
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確
認
数

種
名

産
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材

料
強
い
：
○
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○
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図 6.3.2-1 に生息する魚類の経年変化
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生活区分別魚類の経年変化

a)検証の着眼点

ダムができる以前の河川では、「急流域及び静水域の両域で生息できる魚種」「静水域で

の生息が不適な魚種」が早瀬や平瀬を中心に、「急流域での生息が不適な魚種」が淵を中心

に生息している。

ダム湖ができると、河川の地形は一変し、広大な静水域であるダム湖が誕生する。ダム

湖には、「急流域及び静水域の両域で生息できる魚種」「急流域での生息が不適な魚種」が

生息するようになる。これらの在来種が生息するようになるのに加え、多くのダム湖にて

漁協等がアユ、アマゴ、ニジマス、ワカサギ、ウナギ、ゲンゴロウブナなどを放流してい

る。これらの放流魚に混入して来た国内移入種(ゲンゴロウブナ、ニゴロブナ、ホンモロコ

など)が生息するようになることもある。さらに、釣り目的のブルーギル、オオクチバスな

どの外来種がダム湖に入れられてしまうことも多い。

一方、流入河川では、「急流域及び静水域の両域で生息できる魚種」「静水域での生息が

不適な魚種」が生息を続ける。しかし、流入河川の延長が短くなるため、「静水域での生息

が不適な魚種」であるアカザ、カジカ、アジメドジョウなどは生息を続けるのが困難とな

ることもあると考えられる。なお、「急流域及び静水域の両域で生息できる魚種」であるア

ユやウグイなどは、仔稚魚期、成魚期、繁殖期において、生息環境として流入河川とダム

湖の双方を上手く使い分けて巧みに生息している姿もみられる。

ダム湖の直下流に位置する下流河川では、ダム(堤体)により上流から流下する土砂が遮

断されるため、河床の石礫や砂泥が流下することにより徐々に減少し、またダム(堤体)か

ら下流河川へ放流される河川流量が平滑化される。これらの変化は底生動物に影響を与え

るが、それらを餌とするあるいは砂礫河床を産卵場とする魚類は、大きな影響を受けると

考えられる。なお、土砂還元やフラッシュ放流などの対応策が採られると、それらの魚類

の生息環境を改善できる可能性がある。

ダム湖の中層あるいは湖底において在来種、国内移入種、外来種のいずれが優占してい

るのか、流入河川では短くなった河川でも何とか生息しているか、あるいは上手く流入河

川とダム湖の双方を生息場としているか、下流河川では河床環境が維持されていて生息で

きているか、などが焦点となる。

そこで、 を利用している魚類として

を、 を利用している魚種として

を、 を利用している

魚種として を対象として、経年

的な確認状況をみることにより、魚類が生息環境として適切に利用しているか否かを検証

してみた。
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図 6.3.2-2(1) における魚類の確認種数･確認数の経年変化
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：在来種＋漁組等による国内移入種 ■：在来種
：外来種 ■：漁組等による国内移入種

■：外来種
注 3）「 」においては、確認種数は

で確認された種数とし、確認数は で確認された種における
での確認種数とする。
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図 6.3.2-2(2) における魚類の確認種数･確認数の経年変化
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底生動物

下流河川における優占種の確認状況

下流河川における底生動物の確認状況の経年変化を図 6.3.2-3 に示す。

ここでは科別の確認個体数の各調査回の上位 5 科を対象に経年変化を確認した。

下流河川における底生動物は、経年的にユスリカ科、シマトビケラ科、コカゲロウ

科等が多く確認されている。平成 25 年度、30 年度で確認されたユスリカ科は、砂泥

中に生息するユスリカ亜科ではなく、石礫上の藻類の中や植物に直接付着するエリ

ユスリカ亜科である。

注）過年度から継続的に調査されているダム直下の 1 地点のみを示した。

図 6.3.2-3 下流河川における優占種の経年変化（個体数・個体数割合）
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下流河川における生活型及び材料型分類による経年変化

a)検証の着眼点

一般的に河川の河床には多くの底生動物が生息するが、その生息環境は石礫の間隙、砂

泥の中、岩盤の表面、付着藻類の中、水生植物の表面、そして水中や水面など多様である。

そのような生息環境の中でも、石礫の間隙が底生動物にとって重要な生息空間となって

いる。石礫の間隙に多くの底生動物が生息していることのみならず、石礫の間隙に生息す

る底生動物を、魚類や鳥類が捕食することが多く、また石礫の間隙は両生類の幼生などの

生息場所となることもある。

ダム湖ができると下流河川は、ダムにより上流から流下する土砂が遮断されるため、河

床の石礫や砂泥などが流下することにより徐々に減少していき、やがて河床は岩盤が多

く占めるようになる。また、河床材料が十分に残っている段階においても、ダムから下流

河川へ放流される河川水量が平滑化されるため、石礫を中心とした河床材料が攪乱され

る頻度が減少する。

また流入河川は、上流で生産されてダム湖へ流入する土砂についての状況を把握でき

る位置にある。例えば、豪雨等により上流域の山地斜面が崩落したり、上流河道に堆積し

ていた土砂が流下したりすると、流入河川の河床に新たな石礫や砂泥がにわかに堆積す

る。

そこで、①下流河川の河床はどのような材料となっているのか、②流入河川にどのよう

な土砂が流下して来ているか、③下流河川と流入河川にて石礫などの河床材料は適度に

攪乱されているのか、を把握するために、河床に生息している底生動物の種類と確認数か

ら、底生動物の生息環境について検証した。

河川での底生動物は、河床及び河岸において種によりいろいろな生活行動をとって生

息している。従前より公表されてきた、津田松苗(1964；川の瀬における水生昆虫の遷移)、

竹門康弘(2001；底生動物の生活型と摂食機能群による河川生態系評価)、森下郁子(1985；

生物モニタリングの考え方 P.125～144) により、底生動物の生活型は、表 6.3-6 に示す

ように、遊泳型、匍匐型、掘潜型、携巣型、造網型、固着型及び未区分に区分されてきた。

一方、底生動物は、河床及び河岸におけるいろいろな河床材料表面あるいは間隙及び

河岸植生に生息している。底生動物を河床材料などの生息基質に着目して分けてみると、

「日本産水生昆虫－科・属・種への検索」「図説日本のユスリカ」「川村寛二原著日本淡水

生物学」「滋賀の水生昆虫・図解ハンドブック」「川那部/水野監修河川生態学」その他を

参考にして、表 6.3-6 に示すように、岩盤型(付着藻類を含む)、石礫型(付着藻類を含

む)、砂泥型、植物型(沈殿物を含む)、水面型(あるいは水中)、情報なしに分けられる。

（以下「材料型分類」という）
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生活型分類と材料型分類とで関係の深い組み合わせは、表 6.3-6 に示すようにタクサ

数でみてみると、遊泳型－石礫型、匍匐型－石礫型、掘潜型－砂泥型、携巣型－石礫型、

造網型－石礫型、固着型－岩盤型である。しかし、これらの組み合わせの関係は、表 6.3-6

に示すように生活型と材料型とが一致する割合は概ね 65％であることから、かなり大ざ

っぱな関係であると言える。よって生活型分類を用いて、底生動物がどの河床材料に生息

しているかを判別すると、その判別は不明確になってしまう恐れがある。

よって、底生動物の生活型分類とは別に、新たに底生動物の各種を生息する河床材料で

分けた材料型分類そのものを用いることとした。
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表 6.3-6 底生動物における生活型分類と材料型分類の代表的な科名及び属名

岩盤型 石礫型 砂泥型 植物型 水面型

遊
泳
型

―

【521】 ヒメフタオカゲロウ科、コカゲロウ
科、フタオカゲロウ科、チラカゲロウ科、ミズ
スマシ科

【146】 ゲンゴロウ科、マルガムシ属 【116】 ヌマエビ科、
スジエビ属、ミズム
シ科(昆)、コオイム
シ科、タイコウチ
科、マツモムシ科

【156】 アメ
ンボ科、ホ
ソカ科

匍
匐
型

【298】 サンカクア
タマウズムシ科、
ヒラタウズムシ
科、イシビル科、ヒ
ロムラカワゲラ
科、ウスギヌヒメユ
スリカ属、ヒラタド
ロムシ科

【2,130】 モノアラガイ科、サカマキガイ科、
ヒラマキガイ科、カワコザラガイ科、ヨコエビ
科、ミズムシ科(甲)、サワガニ科、ヒメトビイ
ロカゲロウ属、トゲエラカゲロウ属、ヒメシロ
カゲロウ科、マダラカゲロウ科、ヒラタカゲ
ロウ科、クロカワゲラ科、オナシカワゲラ
科、シタカワゲラ科、ミドリカワゲラ科、カワ
ゲラ科、アミメカワゲラ科、ヘビトンボ科、セ
ンブリ科、ナガレトビケラ科、ヒメドロムシ
科、ホタル科

【318】 タニシ科、カワニナ科、アメリカザリ
ガニ科、トンボ科、ダンダラヒメユスリカ属、
トラフユスリカ属、ボカシヌマユスリカ属、モ
ンヌマユスリカ属、コシアキヒメユスリカ属、
カユスリカ属、コガシラミズムシ科

【255】 ヒラタビル
科、テナガエビ属、
イトトンボ科、カワト
ンボ科、ヤンマ科、
ツトガ科

―

掘
潜
型

【117】 ヒロバカゲ
ロウ科、チョウバ
エ科、ハダカユス
リカ属、エダゲヒゲ
ユスリカ属、ヤマ
ユスリカ属、ユキ
ユスリカ属

【296】 トビイロカゲロウ属、カワカゲロウ
科、ムカシトンボ科、ホソカワゲラ科、ヒロ
バカゲロウ科、ケブカエリユスリカ属、コナ
ユスリカ属、ツヤユスリカ属、キリカキケバ
ネエリユスリカ属、エリユスリカ属、ナガレツ
ヤユスリカ属、ナガレアブ科

【1,010】 シジミ科、マメシジミ科、ナガミミズ
科、オヨギミミズ科、ヒメミミズ科、イトミミズ
亜科、フトミミズ科、モンカゲロウ科、サナエ
トンボ科、オニヤンマ科、エリオプテラ属、ヒ
ゲナガガガンボ属、カスリヒメガガンボ属、
オルモシア属、ガガンボ科、ユスリカ属、カ
マガタユスリカ属、ナガスネユスリカ属、ツ
ヤムネユスリカ属、ニセコブナシユスリカ
属、カワリユスリカ属、ハモンユスリカ属、ア
シマダラユスリカ属、ヒゲユスリカ属、ミズア
ブ科、アブ科

【265】 ミズミミズ亜
科、エゾトンボ科、
オドリバエ科、ミギ
ワバエ科

―

携
巣
型

【23】 クロツツトビ
ケラ科

【370】 ヤマトビケラ科、コエグリトビケラ科、
アシエダトビケラ科、ニンギョウトビケラ科、
ヒゲナガトビケラ科、エグリトビケラ科

【180】 カクツツトビケラ科、ホソバトビケラ
科、フトヒゲトビケラ科、トビケラ科、マルバ
ネトビケラ科、ケトビケラ科

【109】 ヒメトビケラ
科、カクスイトビケ
ラ科

―

造
網
型

【28】ウスバガガン
ボ属

【365】 シマトビケラ科、イワトビケラ科、ヒゲ
ナガカワトビケラ科

【42】 クダトビケラ科
― ―

固
着
型

【281】 タンスイカ
イメン科、アミカ
科、テンマクエリユ
スリカ属、ブユ科、
ヒメテンコケムシ
科

【83】 ムネカクトビケラ科、カワトビケラ科 【22】 ナガレユスリカ属

― ―

未
区
分

【116】 キブネクダ
トビケラ科、オオ
ユキユスリカ属、
サワユスリカ属、
フサユキユスリカ
属

【425】 カワリナガレトビケラ科、トゲアシエリ
ユスリカ属、フタエユスリカ属、エラノリユス
リカ属、フユユスリカ属、シミズビロウドエリ
ユスリカ属、ムナトゲエリユスリカ属、コガタ
エリユスリカ属、ホソケブカエリユスリカ属、
ニセトゲアシエリユスリカ属、ニセケバネエ
リユスリカ属、ヒメエリユスリカ属、ニセエリ
ユスリカ属、ヌカユスリカ属、トクナガエリユ
スリカ属、ニセテンマクエリユスリカ属、マル
ハナノミ科、ナガハナノミ科

【364】 ツリミミズ科、ミズギワカイメン科、ホ
ソミユスリカ属、ヤボリユスリカ属、オオミド
リユスリカ属、アヤユスリカ属、ハムグリユ
スリカ属、アシナガバエ科、ヒラタガムシ
属、シジミガムシ属

【108】 マミズヒモム
シ科、ヌカカ科

【71】カタビ
ロアメンボ
科、カ科

注１）

注２）

注３）

注４）

注５）

本表は、生活型分類と材料型分類における代表的な科名および属名を示す。なお両分類の種別分類表は、本表とは別に存在する。

本表の【】は、該当する組み合わせのタスク数を示す。

本表の灰色枠は、生活型分類と材料型分類の組み合わせのうち、重なっているタクサの割合が５０％を越える組み合わせを示す。

型区分
材料型分類

生
活
型
分
類

生活型は、津田松苗(1964；川の瀬における水生昆虫の遷移)、竹門康弘(2001；底生動物の生活型と摂食機能群による河川生態系評
価)、森下郁子(1985；生物モニタリングの考え方P.125～144)の３文献から、遊泳型、匍匐型、掘潜型、携巣型、造網型、固着型、未区
分に分けた。

材料型は、「日本産水生昆虫－科・属・種への検索」「図説日本のユスリカ」「川村寛二原著日本淡水生物学」「滋賀の水生昆虫・図解
ハンドブック」「川那部/水野監修河川生態学」その他を参考に、岩盤型(付着藻類を含む)、石礫型(付着藻類を含む)、砂泥型、植物型
(沈殿物を含む)、水面型(或いは水中)、情報なしに分けた。
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b)検証の方法

平成 12 年度、17 年度、20 年度、25 年度及び 30 年度における青蓮寺ダムの下流河川及

び流入河川の底生動物(定量調査)を用いた、生活型･材料型分類の個体数及び個体数割合

を表 6.3-7 に示す。なお、参考に、優占種の個体数及び個体数割合を表 6.3-8 に示す。

さらに、青蓮寺ダムの下流河川及び流入河川における生活型･材料型分類の個体数割合

の経年変化を図 6.3.2-4 に示す。

表 6.3-7 底生動物(定量調査)を用いた生活型･材料型分類の個体数の経年変化

注 1）上段は確認された個体数を、下段は個体数割合を示す。
注 2）平成 12 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、夏季・冬季・早春季のコドラート（25 ㎝×25 ㎝）

を用いた礫河床での 8 箇所の計 24 サンプルを集計したもの。

注 3）平成 17 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、早春季・夏季・冬季のサーバーネット（25 ㎝×
25 ㎝）を用いた礫河床での 8 箇所の計 24 サンプルを集計したもの。

注 4）平成 20 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、早春季・夏季のサーバーネット（25 ㎝×25 ㎝）

を用いた早瀬での 3 箇所の計 6 サンプルを集計したもの。
注 5）平成 25 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、春季・夏季のサーバーネット（25 ㎝×25 ㎝）を

用いた早瀬での 3 箇所の計 6 サンプルを集計したもの。

注 6）平成 30 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、春季・夏季のサーバーネット（25 ㎝×25 ㎝）を
用いた早瀬での 3 箇所の計 6 サンプルを集計したもの。

遊泳型 匍匐型 掘潜型 携巣型 造網型 固着型 未区分
岩盤
(付着藻
含む)

石礫
(付着藻
含む)

砂泥
植物
(沈殿物
含む)

水面
(或いは
水中)

情報
なし

2067 392 524 403 53 536 2 155 100 1652 260 51 0 2

44 100% 19% 25% 19% 3% 26% 0% 7% 5% 80% 13% 2% 0% 0%

5799 1330 1308 107 20 2874 1 159 451 5203 136 0 0 9

77 100% 23% 23% 2% 0% 50% 0% 3% 8% 90% 2% 0% 0% 0%

5651 2104 1612 127 116 1286 9 397 401 4892 290 0 0 68

81 100% 37% 29% 2% 2% 23% 0% 7% 7% 87% 5% 0% 0% 1%

2900 819 444 135 3 632 310 557 432 2189 198 3 0 78

47 100% 28% 15% 5% 0% 22% 11% 19% 15% 75% 7% 0% 0% 3%

5766 922 2150 361 2 1534 41 756 403 4782 455 3 0 123

78 100% 16% 37% 6% 0% 27% 1% 13% 7% 83% 8% 0% 0% 2%

3564 459 1826 120 161 687 107 204 440 3021 92 6 0 5

88 100% 13% 51% 3% 5% 19% 3% 6% 12% 85% 3% 0% 0% 0%

3136 697 1328 100 103 886 9 13 244 2700 84 104 0 4

43 100% 22% 42% 3% 3% 28% 0% 0% 8% 86% 3% 3% 0% 0%

7789 813 3631 337 208 2555 155 90 1146 6095 519 7 0 22

72 100% 10% 47% 4% 3% 33% 2% 1% 15% 78% 7% 0% 0% 0%

7213 1256 2837 661 61 1896 206 296 161 6077 942 21 0 12

97 100% 17% 39% 9% 1% 26% 3% 4% 2% 84% 13% 0% 0% 0%

2439 721 826 102 449 286 14 41 143 2204 79 13 0 0

99 100% 30% 34% 4% 18% 12% 1% 2% 6% 90% 3% 1% 0% 0%

4188 78 660 1561 770 143 681 295 29 2376 874 738 0 171

47 100% 2% 16% 37% 18% 3% 16% 7% 1% 57% 21% 18% 0% 4%

5142 1277 1745 401 78 1170 239 232 609 3851 420 252 0 10

109 100% 25% 34% 8% 2% 23% 5% 5% 12% 75% 8% 5% 0% 0%

3945 894 676 398 109 814 907 147 1092 2581 227 31 0 14

97 100% 23% 17% 10% 3% 21% 23% 4% 28% 65% 6% 1% 0% 0%

950 20 48 327 4 370 49 132 62 742 70 76 0 0

53 100% 2% 5% 34% 0% 39% 5% 14% 7% 78% 7% 8% 0% 0%

2382 113 646 312 24 879 235 173 315 1891 134 42 0 0

85 100% 5% 27% 13% 1% 37% 10% 7% 13% 79% 6% 2% 0% 0%

1061 113 340 376 2 91 48 91 48 759 55 199 0 0

81 100% 11% 32% 35% 0% 9% 5% 9% 5% 72% 5% 19% 0% 0%

1241 220 299 467 3 99 63 90 104 861 83 193 0 0

93 100% 18% 24% 38% 0% 8% 5% 7% 8% 69% 7% 16% 0% 0%

平成20年度

下流河川
（ダム直下、淀青下1）

下流河川
（合流手前、淀青下2）

流入河川
（青蓮寺川、淀青入1）

流入河川
（布生川、淀青入2）

平成25年度

下流河川
（ダム直下、淀青下1）

流入河川
（青蓮寺川、淀青入2）

流入河川
（布生川、淀青入1）

平成30年度

下流河川
（ダム直下、淀青下1）

下流河川
（合流手前、淀青下2）

流入河川
（青蓮寺川、淀青入2）

流入河川
（布生川、淀青入1）

平成12年度

下流河川
（ダム直下、St.1）

流入河川
（青蓮寺川、St.6）

流入河川
（布生川、St.5）

平成17年度

下流河川
（ダム直下、St.1）

流入河川
（青蓮寺川、St.6）

流入河川
（布生川、St.5）

青蓮寺ダム
下流河川と流入河川

の調査地区

確認
種数
(種)

確認さ
れた総
個体数

生活型の個体数／個体数割合 材料型の個体数／個体数割合
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表 6.3-8 底生動物(定量調査)を用いた優占種の個体数の経年変化

注 1）上段は確認された個体数を、下段は個体数割合を示す。
注 2）平成 12 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、夏季・冬季・早春季のコドラート（25 ㎝×25 ㎝）

を用いた礫河床での 8 箇所の計 24 サンプルを集計したもの。

注 3）平成 17 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、早春季・夏季・冬季のサーバーネット（25 ㎝×
25 ㎝）を用いた礫河床での 8 箇所の計 24 サンプルを集計したもの。

注 4）平成 20 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、早春季・夏季のサーバーネット（25 ㎝×25 ㎝）

を用いた早瀬での 3 箇所の計 6 サンプルを集計したもの。
注 5）平成 25 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、春季・夏季のサーバーネット（25 ㎝×25 ㎝）を

用いた早瀬での 3 箇所の計 6 サンプルを集計したもの。

注 6）平成 30 年度の「確認された総個体数」は、各調査地区において、春季・夏季のサーバーネット（25 ㎝×25 ㎝）を
用いた早瀬での 3 箇所の計 6 サンプルを集計したもの。

2067 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 CNﾂﾔﾕｽﾘｶ ｺｶｹﾞﾛｳ属 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ﾐｽﾞﾑｼ Hｺｶｹﾞﾛｳ

45 100% 379 18% 348 17% 241 12% 237 11% 138 7% 136 7%

5805 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｺｶｹﾞﾛｳ属 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ

78 100% 1731 30% 1084 19% 420 7% 383 7% 265 5% 250 4%

8588 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｺｶｹﾞﾛｳ属 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ

82 100% 1158 13% 551 6% 383 4% 347 4% 290 3% 220 3%

2900 Hｺｶｹﾞﾛｳ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ

47 100% 643 22% 594 20% 424 15% 306 11% 175 6% 143 5%

5766 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

78 100% 627 11% 544 9% 421 7% 332 6% 324 6% 295 5%

3564 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 ﾎｿﾊﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 ﾋﾒﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科

88 100% 318 9% 278 8% 265 7% 214 6% 194 5% 183 5%

3136 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Hｺｶｹﾞﾛｳ ﾏｽﾀﾞﾁﾋﾞﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

43 100% 964 31% 771 25% 696 22% 174 6% 95 3% 87 3%

7789 ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ﾏｽﾀﾞﾁﾋﾞﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Hｺｶｹﾞﾛｳ ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ

72 100% 2101 27% 1679 22% 498 6% 422 5% 389 5% 305 4%

7213 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ Eｺｶｹﾞﾛｳ

97 100% 1329 18% 441 6% 426 6% 352 5% 339 5% 294 4%

2439 ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Eｺｶｹﾞﾛｳ

99 100% 211 9% 203 8% 178 7% 170 7% 144 6% 116 5%

4188 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ｴﾘﾕｽﾘｶ属 ﾕｽﾘｶ科

47 100% 1213 29% 700 17% 676 16% 366 9% 181 4% 171 4%

5142 ｺﾊﾞﾈﾋｹﾞﾄｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ﾅｶﾊﾗｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

109 100% 535 10% 414 8% 403 8% 293 6% 266 5% 201 4%

3945 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 ｺﾊﾞﾈﾋｹﾞﾄｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ

97 100% 561 14% 455 12% 369 9% 313 8% 300 8% 160 4%

950 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ ﾂﾔﾕｽﾘｶ属

53 100% 193 20% 140 15% 118 12% 53 6% 47 5% 44 5%

2382 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属

85 100% 287 12% 277 12% 273 11% 175 7% 137 6% 136 6%

1061 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ ｴﾘﾕｽﾘｶ属 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ｱﾜﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ ﾆｾｴﾘﾕｽﾘｶ属 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属

81 100% 194 18% 78 7% 50 5% 48 5% 43 4% 39 4%

1241 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ ｴﾘﾕｽﾘｶ属 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 ﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ属 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ

93 100% 193 16% 144 12% 78 6% 72 6% 55 4% 52 4%

平成25年度

下流河川
（ダム直下、淀青下1）

流入河川
（青蓮寺川、淀青入2）

流入河川
（布生川、淀青入1）

平成30年度

下流河川
（ダム直下、淀青下1）

下流河川
（合流手前、淀青下2）

流入河川
（青蓮寺川、淀青入2）

流入河川
（布生川、淀青入1）

平成17年度

下流河川
（ダム直下、St.1）

流入河川
（青蓮寺川、St.6）

流入河川
（布生川、St.5）

平成20年度

下流河川
（ダム直下、淀青下1）

下流河川
（合流手前、淀青下2）

流入河川
（青蓮寺川、淀青入1）

流入河川
（布生川、淀青入2）

第６優占種

平成12年度

下流河川
（ダム直下、St.1）

流入河川
（青蓮寺川、St.6）

流入河川
（布生川、St.5）

青蓮寺ダム
下流河川と流入河川

の調査地区

確認
種数
(種)

確認さ
れた総
個体数

優占種の個体数／個体数割合

第１優占種 第２優占種 第３優占種 第４優占種 第５優占種
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当検討では、下流河川の調査地区が複数ある場合は、最下流の調査地区で検証すること

とした。また、流入河川の調査地区が複数ある場合は、集水面積が最大の調査地区で検証

することにした。

流水による河床攪乱が適切に行われているか否かは、直近調査とそれ以前の数回分の

調査の定量調査における[生活型分類で分けた個体数割合]について、表 6.3-9 に示す考

え方に基づいて、最近の状況を過去の状況と比べてみていくこととする。

具体的には、表 6.3-9 の判別方針に基づき、河床撹乱を多く受けている可能性がある

経年変化では「攪乱の増加」、河床撹乱を少ししか受けていない可能性がある経年変化で

は「攪乱の減少」、その中間の河床攪乱が概ね維持されている経年変化では「攪乱の維持」

という判別とした。なお、ここでは遊泳型、匍匐型及び造網型の動向を重視した。

下流河川の河床を構成している材料が適切か否か、流入河川に上流から流下してきた

土砂の性状については、直近調査とそれ以前の数回分の調査の定量調査における[材料型

分類で分けた個体数割合]について、表 6.3-10 に示す考え方に基づいて、最近の状況を

過去の状況と比べてみていくこととする。

具体的には、表 6.3-10 の判別方針に基づき、下流河川においては、河床へ土砂が供給

されている可能性がある経年変化では「土砂の供給」、河床材料が流失している可能性の

ある経年変化では「材料の流失」、その中間の河床材料が概ね維持されている経年変化で

は「材料の維持」という判別とした。なお、下流河川では岩盤型と石礫型の動向を重視し

た。流入河川においては、岩盤型と石礫型と砂泥型の動向により、流下してきた土砂の性

状及び量的な考察を示し、善し悪しの判別はしない。

表 6.3-9 生活型分類の経年変化をみて流水による河床攪乱の検証の考え方

生活型
分類

高水時から高水直後にかけての
当該種の増減

当該種の確認数が多い場合の
河床攪乱についての可能性

遊泳型
高水時に川岸に逃避するので、
個体の生息状態の回復が早い

流水による河床攪乱を適切に受けている
（→多いのは良い）《→少ないのは悪い》

匍匐型
高水時に川岸へ逃避するので、
個体の生息状態の回復が早い

流水による河床攪乱を適切に受けている
（→多いのは良い）《→少ないのは悪い》

掘潜型
高水により砂泥が移動すると、
砂泥とともに個体が流失する

流水による河床攪乱が不足している
（→多すぎるのは良くない）

携巣型
高水により砂礫が移動すると、
砂礫と同様に個体が流失する

流水による河床攪乱が不足している
（→多すぎるのは良くない）

造網型
高水により石礫が移動すると、
石礫とともに個体が流失する

流水による河床攪乱を暫く受けていない
（→多いのは悪い）《→少ないのは良い》

注１）

注２）

底生動物(定量調査)の生活型分類を診ると、河床が流水により適切に材料ごと撹乱されているか否か
を判別できる。

生活型分類による判別では、古里栄一(2014；河川空間の物理的撹乱への応答特性を考慮した水生
昆虫群集の新しい生態型区分)によると、固着型は攪乱の判定に繋がらないため、判別から外した。
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表 6.3-10 材料型分類の経年変化をみて河床を構成する材料の検証の考え方

材料型
分類

当該種が生息する河床材料および部位
当該種の確認数が多い場合の
河床材料についての可能性

下流河川 ； 河床材料が流失した河床が多い
（→多いのは悪い）《→少ないのは良い》

流入河川 ； 上流からの土砂の流入が少ない
（→善し悪しの判別はしない）

下流河川 ； 河床に石や礫が多く存在する
（→多いのは良い）《→少ないのは悪い》

流入河川 ； 上流から石や礫の多い土砂が
流入した （→善し悪しの判別はしない）

下流河川 ； 河床に砂やシルトが多く存在する
（→多すぎるのは良くない）

流入河川 ； 上流から砂やシルトの多い土砂が
流入した （→善し悪しの判別はしない）

注１）

注２） 材料型分類による判別では、植物型および水面(水中)型は、河床材料の判定に繋がらないため、判別
から外した。

岩盤型
個体が岩盤(付着藻を含む)の

上面に生息している

石礫型
個体が石礫(付着藻を含む)の

上部、下部或いは間隙に生息している

砂泥型
個体が砂およびシルトの

中或いは上部に生息している

底生動物(定量調査)の材料型分類を診ると、底生動物が生息している河床が石礫を中心とした空隙の
多い材料となっているか否かを判別できる。
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c)検証の結果

青蓮寺ダムの下流河川及び流入河川の河床が、底生動物の生息環境として適切か否か

の判別については、全季調査の定量調査の個体数データを用いた。前１or４回分の調査の

個体数割合平均に対する直近調査の個体数割合に対する増減を、表 6.3-11 のように算定

し、前述の表 6.3-9 及び表 6.3-10 に基づいて判別した。判別した結果を表 6.3-12 に示

す。

表 6.3-11 底生動物による生活型･材料型分類による判別項目の算定

造網型 岩盤型 石礫型 砂泥型

合流手前、淀青下2 10 47 4 3 33 15 78 7

33 15 78 7

合流手前、淀青下2 5 27 13 1 37 13 79 6

37 13 79 6

造網型 岩盤型 石礫型 砂泥型

青蓮寺川、St.6 23 23 2 0 50 8 90 2

青蓮寺川、St.6 16 37 6 0 27 7 83 8

青蓮寺川、淀青入1 17 39 9 1 26 2 84 13

青蓮寺川、淀青入2 25 34 8 2 23 12 75 8

32 7 83 8

青蓮寺川、淀青入2 11 32 35 0 9 5 72 5

9 5 72 5

平成12年度

平成17年度

平成20年度

平成25年度

直近調査より前４回分の調査における
個体数割合の平均値 54 7

平成30年度

直近調査における個体数割合 43 35

～青蓮寺ダムの流入河川 ～

調査年度 調査地区
生活型分類 (個体数割合；％) 材料型分類 (個体数割合；％)

遊泳型 ＋ 匍匐型 掘潜型 ＋ 携巣型

直近調査における個体数割合 32 14

～青蓮寺ダムの下流河川 ～

調査年度 調査地区
生活型分類 (個体数割合；％) 材料型分類 (個体数割合；％)

遊泳型 ＋ 匍匐型 掘潜型 ＋ 携巣型

平成20年度

直近調査より前１回分の調査における
個体数割合の平均値 57 7

平成30年度
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表 6.3-12 底生動物による河床攪乱･材料の検証における判別結果

また青蓮寺ダムの検証結果を、以下の４点にまとめて示した。

下流河川(合流手前)の河床攪乱・・・生活型分類の経年変化でみると、[遊泳型＋匍匐

型]が減少していたため、河床撹乱を少ししか受けていない可能性がある。

下流河川(合流手前)の河床材料・・・材料型分類の経年変化でみると、[岩盤型]も[石

礫型]も変化がないため、河床材料が概ね維持されている。

流入河川(青蓮寺川)の河床攪乱・・・生活型分類の経年変化でみると、[造網型]が減少

していたため、河床撹乱を多く受けていた可能性がある。

流入河川(青蓮寺川)の河床材料・・・材料型分類の経年変化でみると、[石礫型]も[砂

泥型]も変化がないため、河道に堆積している土砂の収支が概ね釣り合っている。

調査年度
(H12,H17),H20,(H25)
→ H30

遊泳型
＋

匍匐型

掘潜型
＋

携巣型
造網型 岩盤型 石礫型 砂泥型

下流河川 (最下流の調査地区) 57→32 7→14 33→37 15→13 78→79 7→6

流入河川 (流入本川の調査地区) 54→43 7→35 32→9 7→5 83→72 8→5

注１）判別結果を示す数値において、青字は好ましい経年変化、赤字は好ましくない経年変化、を示す。

注２）各調査ケース（調査年度、調査地区毎）において、河床材料の状態とは無関係に、 石面にアシマダラブユ属､シマミズウドンゲ､

或いはアメリカナミウズムシが一時的に付着して優占する場合、占める個体数割合が20％以上の個体数データは異常値として外した。

判
別
値

判別方針

下流河川＆流入河川；
[遊泳型＋匍匐型] が増加、
或いは[造網型] が減少なら、
河床攪乱を良く受けている。

下流河川； [岩盤型]が減少､或いは[石礫型]が増加
なら､ 河床材料が流出している。

流入河川； [岩盤型] が減少なら､上流から土砂が多
く
流入した。また､[石礫型] が増加なら石や礫が多く､
[砂泥型] が増加なら砂やシルトが多く流入した。

ａ → ｂ
ａ : 直近調査より前の調査における個体数割合の平均値
ｂ : 直近調査における個体数割合

青蓮寺ダム 生活型分類 材料型分類

判別項目の内容
生活型分類の経年変化を診て、
流水による河床攪乱を判別す

る｡

材料型分類の経年変化を診て、
河床を構成する材料、流入して来た土砂を判別する。
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下流河川及び流入河川におけるカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の種数の経年変化

カゲロウ目・カワゲラ目・トビケラ目の確認種数を表 6.3-13 及び図 6.3.2-5 に

示す。

カゲロウ目・カワゲラ目・トビケラ目の種数は、下流河川（ダム直下）と比較して

流入河川の方が経年的に多いが、平成 30 年度はその差がやや小さくなった。

底生動物の種数は経年的に増加傾向にあることから、全確認種数に占めるカゲロ

ウ目・カワゲラ目・トビケラ目の割合（％EPT 指数）を参考として図 6.3.2-6 に示

す。％EPT 指数についても、下流河川と比較して流入河川の方が高い値を示し、下流

河川の％EPT 指数は、平成 7 年度から平成 12 年度にかけて大きく減少したが、経年

的に流入河川及び下流河川ともに減少傾向にあり、平成 30 年度にはその差は小さく

なった。

表 6.3-13 カゲロウ目・カワゲラ目・トビケラ目の確認種数（1 地区・1 回あたり）

注）底生動物調査における定性調査及び定量調査双方での確認種を対象とした。

平成 30 年度の下流河川は、経年的に調査を実施している淀青下 1 のみを用いた。

注）底生動物調査における定性調査及び定量調査双方での確認種を対象とした。

平成 30 年度の下流河川は、経年的に調査を実施している淀青下 1 のみを用いた。

図 6.3.2-5 下流及び流入河川におけるカゲロウ目・カワゲラ目・トビケラ目の確認種数

H7 H12 H17 H20 H25 H30
下流河川 流入河川 下流河川 流入河川 下流河川 流入河川 下流河川 流入河川 下流河川 流入河川 下流河川 流入河川

カゲロウ目 1.7 8.7 3.7 6.2 2.3 7.0 4.8 10.3 5.0 12.8 6.0 9.5
カワゲラ目 0.3 1.0 0.3 1.3 0.7 0.8 0.8 2.8 1.0 3.3 2.0 2.8
トビケラ目 4.0 7.0 5.0 5.8 3.7 4.5 6.3 10.8 8.5 10.8 7.0 6.0
計 6.0種 16.7種 9.0種 13.3種 6.7種 12.3種 11.8種 23.8種 14.5種 26.8種 15.0種 18.3種
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図 6.3.2-6 全確認種数に占めるカゲロウ目・カワゲラ目・トビケラ目の割合（参考）
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動植物プランクトン

動植物プランクトンの優占種の経年変化

植物プランクトンの優占種の経年変化を表 6.3-14 に、動物プランクトンの優占種

の経年変化を表 6.3-15 に示す。

ダム湖内の植物プランクトンの優占種について、平成 27 年度以前はアファノカプ

サ(Aphanocapsa属)､ミクロキスティス(Microcystis属)､アナベナ(Anabaena属)など

の藍藻類か鞭毛藻類各種が優占することが多かったが、平成 28 年度から令和２年度

にかけてはウログレナ(Uroglena 属)､クリプト藻綱(Cryptophyceae)などの鞭毛藻類

各種か珪藻綱が優占することが多くなった。

ダム湖内の動物プランクトンの優占種について、平成 27 年度以前はヒゲワムシ科

(Synchaeta 属や Polyarthra 属)などのワムシ類かカイアシ亜綱(Copepoda)などの節

足動物が優占することが多く、優占種の個体数は多かったが、平成 28 年度から令和

２年度にかけてはスナカラムシ科(Tintinnopsis 属)かヒゲワムシ科(Polyarthra 属)

などのワムシ類が優占することが多くなり、優占種の個体数も多くなった。

なお、プランクトンの生物種リストは平成 28 年度に大幅な改訂があったため、平

成 28 年度前後での単純な比較は難しいと考えられる。
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表 6.3-14 植物プランクトンの優占種の経年変化

注 1)細胞数欄の上段は細胞数（cells/mL）を、下段括弧書きは細胞数割合（％）を示す。

注 2)網場地点の表層（0.5m 層）のデータを使用し、対象となるデータの平均値を示した。調査時期は、四

季(5 月、8 月、11 月、2 月)のデータを基本とし、各月のデータを平均した。当該月に調査が実施されて

いない月は前後の月のデータを使用した。

年度 優占順位1位 細胞数 優占順位2位 細胞数 優占順位3位 細胞数 優占順位4位 細胞数 優占順位5位 細胞数

4,063 3,860 3,155 2,165 1,267
(21.1) (20.0) (16.4) (11.2) (6.6)

11,062 6,798 4,912 4,888 4,075
(24.1) (14.8) (10.7) (10.7) (8.9)

5,907 5,322 3,864 1,180 1,070
(25.3) (22.8) (16.5) (5.0) (4.6)

8,708 5,495 1,999 1,885 1,334
(31.2) (19.7) (7.2) (6.8) (4.8)

6,541 4,500 3,069 2,975 1,685
(24.4) (16.8) (11.5) (11.1) (6.3)

7,450 4,480 4,394 1,898 1,150
(29.7) (17.9) (17.5) (7.6) (4.6)

16,270 10,998 10,433 9,234 8,095
(21.8) (14.7) (14.0) (12.3) (10.8)

18,235 8,568 5,591 5,474 4,629
(28.7) (13.5) (8.8) (8.6) (7.3)

7,150 6,907 5,197 3,980 3,806
(13.9) (13.4) (10.1) (7.7) (7.4)

11,400 5,980 4,708 3,620 2,785
(25.3) (13.3) (10.4) (8.0) (6.2)

Asterionella formosa
complex 1,344

Fragilaria crotonensis
345

Cryptophyceae
305

Aulacoseira pusilla
complex 285

Scenedesmus sp.
192

イタケイソウ科
(42.5)

イタケイソウ科
(10.9)

クリプト藻綱
(9.6)

タラシオシーラ科
(9.0)

セネデスムス科
(6.1)

Coscinodiscineae(others)
1,659

Asterionella formosa
complex 1,336

Scenedesmus sp.
536

Uroglena americana
500

Fragilaria crotonensis
167

コアミケイソウ亜目
(34.2)

イタケイソウ科
(27.5)

セネデスムス科
(11.0)

オクロモナス科
(10.3)

イタケイソウ科
(3.4)

Cryptophyceae
1,156

Uroglena americana
480

Dinobryon sp.
284

Chroococcales(others;sp
herical) 144

Aulacoseira pusilla
complex 106

クリプト藻綱
(43.2)

オクロモナス科
(17.9)

ディノブリオン科
(10.6)

クロオコックス目
(5.4)

タラシオシーラ科
(4.0)

Uroglena americana
1,080

Cryptophyceae
738

Aulacoseira ambigua
f.japonica 178

Aulacoseira pusilla
complex 173

Dinobryon sp.
110

オクロモナス科
(36.9)

クリプト藻綱
(25.2)

タラシオシーラ科
(6.1)

タラシオシーラ科
(5.9)

ディノブリオン科
(3.8)

1,100
Uroglena americana

922
Aulacoseira pusilla
complex 260

Aulacoseira ambigua
f.japonica 220

Cryptophyceae
199

(36.9)
オクロモナス科

(36.9)
タラシオシーラ科

(36.9)
タラシオシーラ科

(36.9)
クリプト藻綱

(36.9)
Volvox aureus
ボルボックス科

R2

R1

H30

H29

H28

Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

H26
Palmella mucosa
ヨツメモ科

Aphanocapsa elachista
クロオコックス科

Dinobryon bavaricum
ディノブリオン科

Volvox aureus
ボルボックス科

Asterionella formosa
オビケイソウ科

H27
Volvox aureus
ボルボックス科

Microcystis aeruginosa
クロオコッカス科

Dinobryon divergens
ディノブリオン科

Anabaena flos-aquae
ネンジュモ科

Rhizosolenia longiseta
リゾソレニア科

H24
Aphanocapsa elachista
クロオコックス科

Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

Fragilaria crotonensis
オビケイソウ科

Asterionella formosa
オビケイソウ科

Uroglena americana
オクロモナス科

H25
Anabaena spiroides
クロオコックス科

Aphanocapsa elachista
クロオコックス科

Aulacoseira granulata
var.angustissima
f.spiralis
タルケイソウ科

Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

Volvox aureus
ボルボックス科

H22
Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

Aphanocapsa elachista
クロオコックス科

Closterium aciculare
var.subpronum
ツヅミモ科

Asterionella formosa
オビケイソウ科

Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

H23
Aphanocapsa elachista
クロオコックス科

Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

Fragilaria crotonensis
オビケイソウ科

Asterionella formosa
オビケイソウ科

Asterionella formosa
オビケイソウ科

H20
Fragilaria crotonensis
オビケイソウ科

Asterionella formosa
オビケイソウ科

Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

Microcystis wesenbergii
クロオコックス科

Volvox aureus
ボルボックス科

H21
Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

Microcystis aeruginosa
クロオコッカス科

Cryptomonas ovata
クリプトモナス科

Microcystis wesenbergii
クロオコックス科

Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

H18
Asterionella formosa
オビケイソウ科

Fragilaria crotonensis
オビケイソウ科

Anabaena flos-aquae
ネンジュモ科

Microcystis aeruginosa
クロオコッカス科

Cryptomonas sp.
クリプトモナス科

H19
Microcystis wesenbergii
クロオコックス科

Uroglena americana
オクロモナス科

Fragilaria crotonensis
オビケイソウ科

Volvox aureus
ボルボックス科

珪藻綱藍藻綱 緑藻綱 鞭毛藻類各種
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表 6.3-15 動物プランクトンの優占種の経年変化

注 1）個体数欄の上段は個体数/m3を、下段括弧書きは個体数割合（％）を示す。

注 2）平成 27 年度までは網場地点の表層 1/4 層、平成 28 年度以降は 5 層（0,5,10,15,20m）のデータを使

用し、四季(5 月、8 月、11 月、2 月)の平均値を示した。当該月に調査が実施されていない月は前後の月

のデータを使用した。

年度 優占順位1位 個体数 優占順位2位 個体数 優占順位3位 個体数 優占順位4位 個体数 優占順位5位 個体数

22,179 10,442 4,115 1,958 1,132
(50.0) (23.5) (9.3) (4.4) (2.6)

9,841 5,464 4,014 2,891 1,242
(34.5) (19.1) (14.1) (10.1) (4.4)

6,931 6,900 5,964 5,632 4,312
(14.6) (14.5) (12.6) (11.9) (9.1)

8,424 7,352 4,784 3,273 2,042
(22.7) (19.8) (12.9) (8.8) (5.5)

11,957 5,653 3,873 3,530 2,371
(27.7) (13.1) (9.0) (8.2) (5.5)

12,153 6,958 5,456 2,829 1,929
(32.5) (18.6) (14.6) (7.6) (5.2)

13,612 8,736 4,452 2,946 2,719
(25.9) (16.7) (8.5) (5.6) (5.2)

7,204 4,419 4,054 2,971 1,486
(21.4) (13.1) (12.0) (8.8) (4.4)

31,732 5,910 4,893 3,011 2,928
(57.5) (10.7) (8.9) (5.5) (5.3)

21,908 8,897 4,660 2,063 1,655
(46.7) (19.0) (9.9) (4.4) (3.5)

Polyarthra vulgaris 65,100 Tintinnopsis sp. 47,475 Conochilus sp. 18,000 Conochiloides sp. 13,250 Polyarthra dolichoptera 12,800

ヒゲワムシ科 (33.1) スナカラムシ科 (24.1) テマリワムシ科 (9.1) テマリワムシ科 (6.7) ヒゲワムシ科 (6.5)

Tintinnopsis sp. 9,161,440 Synchaeta sp. 749,215 Bosmina longirostris 84,540 Kellicottia longispina 45,320 Polyarthra vulgaris 34,885

スナカラムシ科 (90.1) ヒゲワムシ科 (7.4) ゾウミジンコ科 (0.8) ツボワムシ科 (0.4) ヒゲワムシ科 (0.3)

Tintinnopsis sp. 6,238,805 Bosmina longirostris 660,055 Polyarthra vulgaris 413,165 Copepoda(nauplius) 220,025 Polyarthra dolichoptera 144,775

スナカラムシ科 (78.5) ゾウミジンコ科 (8.3) ヒゲワムシ科 (5.2) カイアシ亜綱 (2.8) ヒゲワムシ科 (1.8)

Tintinnopsis sp. 62,335 Polyarthra vulgaris 13,385 Kellicottia longispina 9,350 Copepoda(nauplius) 4,245 Bosmina longirostris 3,135

スナカラムシ科 (57.6) ヒゲワムシ科 (12.4) ツボワムシ科 (8.6) カイアシ亜綱 (3.9) ゾウミジンコ科 (2.9)

Polyarthra vulgaris 5,295 Bosmina longirostris 3,390 Kellicottia bostoniensis 3,162 Tintinnopsis sp. 2,759 Copepoda(nauplius) 2,424

ヒゲワムシ科 (17.6) ゾウミジンコ科 (11.3) ツボワムシ科 (10.5) スナカラムシ科 (9.2) カイアシ亜綱 (8.1)
R2

R1

H30

H29

H28

Polyarthra trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

H26
Tintinnidium fluviatile
フデヅツカラムシ科

Polyarthra trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

Epistylis plicatilis
エピスティリス科

Tintinnopsis cratera
スナカラムシ科

H27
Tintinnopsis cratera
スナカラムシ科

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

Tintinnopsis cratera
スナカラムシ科

Copepoda
カイアシ亜綱

Euchlanis dilatata
ハオリワムシ科

H24
Copepoda
カイアシ亜綱

Polyarthra trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

Kellicottia longispina
ツボワムシ科

Eodiaptomus japonicus
ヒゲナガケンミジンコ科

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

H25
Polyarthra trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

Copepoda
カイアシ亜綱

Bosmina longirostris
ゾウミジンコ科

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

Daphnia galeata
ミジンコ科

H22
Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

Conochilus unicornis
テマリワムシ科

Copepoda
カイアシ亜綱

Epistylis plicatilis
エピスティリス科

Polyarthra trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

H23
Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

Polyarthra trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

Copepoda
カイアシ亜綱

Bosmina longirostris
ゾウミジンコ科

Ceriodaphnia
quadrangula
ミジンコ科

H20
Copepoda
カイアシ亜綱

Codonella cratera
スナカラムシ科

Asplanchna priodonta
フクロワムシ科

Tintinnidium fluviatile
フデヅツカラムシ科

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

H21
Polyarthra trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

Copepoda
カイアシ亜綱

Daphnia galeata
ミジンコ科

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

H18
Cyclopoida
キクロプス目

Polyarthra trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

Copepoda
カイアシ亜綱

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

Bosmina longirostris
ゾウミジンコ科

H19
Bosmina longirostris
ゾウミジンコ科

Tintinnidium fluviatile
フデヅツカラムシ科

Copepoda
カイアシ亜綱

Polyarthra trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

原生動物 ワムシ類 節足動物
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ダム湖内における動植物プランクトンの分類群別種数の経年変化

ダム湖内で確認された植物プランクトンの分類群別種数の経年変化を図 6.3.2-7

に、動物プランクトンの分類群別種数の経年変化を図 6.3.2-8 に示す。

植物プランクトンの分類群別確認種数をみると、年度による増減はあるものの平

成 18 年度から平成 27 年度まで経年的に増加傾向にあった。

平成 27 年度にマニュアルの大幅な改定があり、平成 24 年度～平成 27 年度は概ね

60 種前後であったのに対し、平成 28～令和 2 年度の種類数は 40～50 種と減少した。

しかし、綱別の種数の構成に大きな変化はなく、珪藻綱が多く、次いで緑藻綱であっ

た。

動物プランクトンの分類群別確認種数をみると、年度により増減はあるものの、概

ね 30～40 種で推移していたが、マニュアル改定後の平成 28 年度から令和 2 年度は

20～30 種程度で推移していた。また、動物プランクトンの構成をみると、分類群毎

の確認種数は大きく変化しておらず、経年的にワムシ類の種数が多く、次いで節足動

物門が多い傾向にあった。

最近の５年間における植物プランクトンと動物プランクトンの両者からみると、

平成 28～30 年度に比べて令和元～２年度は、藍藻類の確認種数が減少しているのに

伴い、原生動物の確認種数も減少しており、この両者には捕食関係が影響していると

考えられる。

注 1) 網場地点の表層（0.5m 層）の年間の出現種数を示す。

注 2) ここでは、緑藻綱に車軸藻綱を含め、各鞭毛藻綱は渦鞭毛藻綱、黄金藻綱、クリプト藻綱、ミドリムシ藻綱を示す。

注 3) 採水方法：～H27 ①採水法（バンドーン式採水器、表層(0.5m)及び中層(1/2 水深)の 2 層）

H28～ ①採水法（バンドーン式採水器、表層（0～0.5m）の 1 層）

図 6.3.2-7 ダム湖内における植物プランクトンの分類群別種数の経年変化
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注 1) 網場地点の出現種数を示す。

注 2) ここでは、原生動物は繊毛虫門、肉質鞭毛虫門を示す。

注 3) 採水方法：～H27 ①採水法（バンドーン式採水器、表層(0.5m)及び中層(1/2 水深)の 2 層）

②ネット法（丸川式定量ネット、全層鉛直曳き）

H28～ ①採水法（バンドーン式採水器、等間隔で 5 層）

図 6.3.2-8 ダム湖内における動物プランクトンの分類群別種数の経年変化
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植物

ダム湖周辺の植物群落の経年変化

植生面積の経年変化を表 6.3-16 及び図 6.3.2-9 に示す。

ダム湖周辺（ダム湖より 500m の範囲）における木本の植生は、スギ・ヒノキ植林が

約 6 割、コナラ群落、アカマツ群落が約 1 割、ケヤキ群落が約 5％と続き、ヌルデ－

アカメガシワ群落、アラカシ群落が各 2～3％を占める。草本の植生では、ススキ群落

が最も大きく2％、ネザサ群落が1.5％と続き、その他の群落は1％未満となっている。

令和 2 年度は平成 27 年度に比べ、アカマツ群落が減少し、コナラ群落が増加してい

る。アカマツ群落の面積は、平成 22 年度､27 年度､令和２年度と５年間で倍増､半減し

ているが、この原因は調査毎の調査精度の向上に伴い、尾根部や山腹にて隣接するコ

ナラ群落及びケヤキ群落等との境界を正確な位置になるように修正させたことによる

と考えられる。その他の群落･植林に大きな変化はみられない。

なお、ケヤキ群落、アラカシ群落の増加、コナラ群落の一部の増加等と、スギ・ヒ

ノキ植林の減少は、調査精度が向上した結果と考えられる。
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表 6.3-16 植生面積の経年変化

注）平成 6 年度、平成 11 年度、平成 16 年度と、平成 22 年度以降は調査範囲の面積が異なる。

注 1）令和 2 年度は平成 27 年度に比べ、令和 2 年度は平成 27 年度に比べ、アカマツ群落が減少し、コナ

ラ群落が増加している。また面積の変化量は小さいものの、木本群落では、クズ群落、マダケ植林、

スギ・ヒノキ植林が減少し、ネザサ群落、ウツギ群落、ケヤキ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落、ア

ラカシ群落等が増加した。また新規群落としてクヌギ植林が確認された。（参考表参照）

注 2）平成 27 年度では、アカマツ群落の面積が大きかった。植林の場合は基本的にアカマツによる単一植

生となりやすいが、群落ではアカマツが優占しつつ他の木本との混生群落となる場合も多い。平成 27

年度の調査では高解像度の空中写真を用いているほか、補足的にドローンや GPS を活用して高精度な

調査を実施していることから、アカマツと他の木本の関係から正確に分布を記録した結果と推測され

る。

参考：変化の大きかった群落

面積（ha） 構成割合(％）
H6 H11 H16 H22 H27 R2 H6 H11 H16 H22 H27 R2

沈水植物群落 オオカナダモ群落 0.04 0.01
一年生草本群落 ミゾソバ群落 0.6 0.1 0.1 0.01

オオオナモミ群落 0.2 0.02 0.03 0.003
メヒシバ－エノコログサ群落 0.3 0.6 0.4 0.04 0.1 0.1

多年生広葉草本群落 セイタカアワダチソウ群落 1.1 0.2
単子葉 ツルヨシ群落 ツルヨシ群集 0.1 1.1 0.7 1.5 1.1 0.7 0.0 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1
草本 オギ群落 オギ群落 0.2 0.03
群落 その他の イ群落 1.3 0.5 0.9 0.2 0.1 0.1

単子葉草本群落 チゴザサ－アゼスゲ群落 0.1 0.1 0.01 0.02
ススキ群落 6.5 10.0 13.6 13.0 1.0 1.5 2.1 2.0
ヤマイ群落 0.2 0.03
チカラシバ群落 0.3 1.1 0.1 0.2

ヤナギ高木林 タチヤナギ群集 0.6 0.7 0.5 0.6 0.1 0.1 0.1 0.1
ジャヤナギ－アカメヤナギ群集 0.7 0.7 1.1 1.4 0.1 0.1 0.2 0.2

その他の低木林 イタチハギ群落 1.3 1.9 0.4 0.9 0.2 0.3 0.1 0.1
メダケ群集 0.3 0.4 0.7 0.05 0.1 0.1
ネザサ群落 4.5 8.7 10.2 0.7 1.3 1.5
クズ群落 19.1 24.3 31.6 29.3 10.9 5.2 3.1 4.0 4.9 4.5 1.7 0.8
ウツギ群落 0.4 0.8 1.9 0.1 0.1 0.3

落葉広葉樹林 ケヤキ群落 67.8 72.1 29.8 34.3 10.6 11.0 4.5 5.2
コナラ群落 130.0 122.4 73.3 75.4 55.6 81.0 21.4 20.4 11.4 11.5 8.5 12.4
コナラ群落（伐採跡低木林） 1.0 0.6 0.2 0.1
クヌギ群落 6.3 1.0
カワラハンノキ群落 0.4 0.3 0.3 0.2 0.1 0.04 0.04 0.04
ヌルデ－アカメガシワ群落 3.1 3.3 3.2 7.1 14.3 15.3 0.5 0.5 0.5 1.1 2.2 2.3
ヤマグワ群落 1.0 0.3 0.2 0.04
フサザクラ群落 0.1 0.02
タラノキ群落 4.4 0.7
林縁植生 2.5 3.2 0.4 0.5

常緑広葉樹林 アラカシ群落 8.7 5.1 5.3 5.4 15.2 16.6 1.4 0.8 0.8 0.8 2.3 2.5
常緑針葉樹林 アカマツ群落 36.9 42.8 39.5 38.3 92.3 62.5 6.1 7.1 6.2 5.8 14.1 9.5
植林地（竹林） モウソウチク植林 0.8 1.0 0.8 0.8 1.8 1.9 0.1 0.2 0.1 0.1 0.3 0.3

マダケ植林 1.3 2.8 3.1 3.1 4.1 2.5 0.2 0.5 0.5 0.5 0.6 0.4
植林地（スギ・ヒノキ） スギ・ヒノキ植林 368.4 362.4 375.8 383.4 380.0 375.8 60.6 60.4 58.7 58.3 58.0 57.3
植林地（その他） 植栽樹林群 0.6 2.6 1.7 1.6 5.1 5.5 0.1 0.4 0.3 0.2 0.8 0.8
果樹園 果樹園 10.4 9.7 10.9 10.7 11.6 10.9 1.7 1.6 1.7 1.6 1.8 1.7
畑 畑地（畑地雑草群落） 8.7 5.7 2.1 1.9 0.9 1.0 1.4 1.0 0.3 0.3 0.1 0.1

休耕田雑草群落 3.2 0.5
水田 水田 9.8 8.7 6.8 5.9 4.4 4.1 1.6 1.5 1.1 0.9 0.7 0.6
人工草地 人工草地 4.8 4.1 0.4 0.1 0.8 0.7 0.1 0.01

608 600 641 657 655 655 100 100 100 100 100 100

基本分類 群落の区分

合計

ネザサ群落 8.7 増加 10.2 1.5

クズ群落 10.9 減少 5.2 -5.7
ウツギ群落 0.8 増加 1.9 1.1
ケヤキ群落 29.8 増加 34.3 4.5
コナラ群落 55.6 増加 81.0 25.4
クヌギ群落 増加 6.3 6.3
ヌルデアカメガシワ群落 14.3 増加 15.3 1.0
アラカシ群落 15.2 増加 16.6 1.4
アカマツ群落 92.3 減少 62.5 -29.8
マダケ植林 4.1 減少 2.5 -1.5
スギ・ヒノキ植林 380.0 減少 375.8 -4.2

合計 611.6 ≒ 611.5 -0.1

変化量(ha)H27 R21ha以上変化した群落 →
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注 1）平成 6 年度、平成 11 年度、平成 16 年度と、平成 22 年度以降は調査範囲の面積が異なる。

注 2）図の凡例の赤枠は、主な植物群落等を示す。

図 6.3.2-9(1) 植生面積の経年変化
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注 1）平成 6 年度、平成 11 年度、平成 16 年度と、平成 22 年度以降は調査範囲の面積が異なる。

注 2）図の凡例の赤枠は、主な植物群落等を示す。

図 6.3.2-9(2) 植生面積割合の経年変化
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図 6.3.2-10(1) 青蓮寺ダム周辺植生図(平成 6 年度調査)
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図 6.3.2-10(2) 青蓮寺ダム周辺植生図(平成 11 年度調査)
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図 6.3.2-10(3) 青蓮寺ダム周辺植生図(平成 16 年度調査)
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図 6.3.2-10(4) 青蓮寺ダム周辺植生図(平成 22 年度調査)
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図 6.3.2-10(5) 青蓮寺ダム周辺植生図(平成 27 年度調査)
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図 6.3.2-10(6) 青蓮寺ダム周辺植生図(令和 2 年度調査)
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ダム湖岸における植物群落の経年変化

ダム湖岸における植生面積の経年変化を表 6.3-17 及び図 6.3.2-11 に示す。

令和 2 年度は、ダム湖岸の草本はススキ群落が多く、全体の約 5%を占めている。ダム

湖岸の木本は、低木群落ではネザサ群落とクズ群落が多く、全体の約 15%を占めている。

高木群落では、コナラ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落、アラカシ群落、スギ・ヒノキ

植林が多く、全体の約 61%を占めている。

平成 27 年度から令和 2 年度にかけての湖岸植生の変化をみると、クズ群落が大きく

減少し、スギ-ヒノキ植林がやや減少し、コナラ群落､アラカシ群落､ネザサ群落､ススキ

群落､ケヤキ群落がやや増加し、ヌルデ-アカメガシワ群落､アカマツ群落､植栽樹林群､

ジャヤナギ-アカメヤナギ群集は概ね変化なしであった。また両年度とも、外来種が繁茂

する状況はみられない。

この変化を植生図の上でみると図 6.3.2-14 に示すように、クズ群落からオギ群落、

ススキ群落、ネザサ群落、ウツギ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落へ変化している。ま

た小規模ながら人工裸地からネザサ群落へ、公園・グラウンド等からススキ群落へ、ス

スキ群落からヌルデ－アカメガシワ群落等への変化もみられており、これらは植生遷移

によると考えられる。クズ群落からアラカシ群落、植栽樹林群等への変化もみられてい

るが、クズが木本を覆って目視確認できずにいたが、当時から木本の群落が成立してい

た可能性がある。

マダケ植林の一部がヌルデ－アカメガシワ群落、アラカシ群落へ、アカマツ群落の一

部がヌルデ－アカメガシワ群落に変化しており、竹枯れやマツ枯れを含む植生遷移に伴

い林内に生育していた木本が優占するようになったと考えられる。低木の外来種群落の

イタチハギ群落は平成 27 年度に面積が減少したものの、令和 2 年度には増加に転じて

おり、ダム堤体付近の湖岸で分布を広げたほか、湖岸のクズ群落から遷移していた。

なお、スギ・ヒノキ植林の一部がコナラ群落、アラカシ群落に、コナラ群落等の一部

が植栽樹林群に変化しているが、これらは調査精度の向上に伴って植林／群落区分した

結果と考えられる。小規模ながらコナラ群落がアラカシ群落に、ネザサ群落がススキ群

落に置き換わるといった変化もみられるが、調査精度の向上に伴って群落区分した結果

と考えられる。
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表 6.3-17 ダム湖岸における植生面積の経年変化

注）ダム湖岸の植生面積は、令和 2 年度のダム湖水域ラインを基準とし陸域側に水平距離 50m で湖岸ライ
ンを設定した。湖岸ラインから湖岸・湖内のエリアを対象に集計した。なお、水平距離 50m の間に道路
が存在する場合は、道路端までとした。

面積（ha） 構成割合(％）
H6 H11 H16 H22 H27 R2 H6 H11 H16 H22 H27 R2

一年生草本群落 ミゾソバ群落 0.40 0.89

オオオナモミ群落 0.20 0.02 0.47 0.04
単子葉 ツルヨシ群落 ツルヨシ群集 0.47 0.12 0.14 0.17 0.07 1.02 0.28 0.32 0.38 0.15
草本 オギ群落 オギ群落 0.17 0.36
群落 その他の ススキ群落 0.08 1.41 2.23 0.19 3.26 4.89

単子葉草本群落 チカラシバ群落 0.29 0.63
ヤナギ高木林 タチヤナギ群集 0.58 0.72 0.51 0.64 1.37 1.66 1.17 1.40

ジャヤナギ－アカメヤナギ群集 0.69 0.71 1.13 1.38 1.61 1.62 2.61 3.03
その他の低木林 イタチハギ群落 1.52 1.88 0.36 0.92 3.55 4.30 0.83 2.02

メダケ群集 0.20 0.11 0.12 0.45 0.26 0.25
ネザサ群落 0.40 2.52 3.67 0.92 5.80 8.06
クズ群落 15.49 16.28 15.49 14.79 7.26 2.95 34.19 35.79 36.22 33.94 16.71 6.48
ウツギ群落 0.28 0.24 0.87 0.64 0.55 1.90

落葉広葉樹林 ケヤキ群落 2.77 2.50 0.59 1.27 6.47 5.73 1.36 2.78
コナラ群落 9.75 9.67 8.42 8.11 5.67 7.21 21.52 21.26 19.69 18.60 13.05 15.81
コナラ群落（伐採跡低木林） 0.30 0.07 0.67 0.15
クヌギ群落 0.16 0.34
ヌルデ－アカメガシワ群落 0.00 1.42 0.64 1.34 5.13 5.63 0.00 3.12 1.49 3.06 11.82 12.34
ヤマグワ群落 1.42 3.13
林縁植生 2.49 2.09 5.49 4.60

常緑広葉樹林 アラカシ群落 2.36 2.40 3.54 3.13 6.03 7.42 5.21 5.28 8.27 7.17 13.89 16.28
常緑針葉樹林 アカマツ群落 0.21 0.42 0.03 0.01 1.09 0.89 0.47 0.92 0.06 0.02 2.50 1.96
植林地（竹林） モウソウチク植林 0.01 0.01 0.08 0.02 0.03 0.19

マダケ植林 0.89 1.65 1.09 1.20 1.35 0.55 1.97 3.63 2.55 2.75 3.12 1.21
植林地（スギ・ヒノキ） スギ・ヒノキ植林 7.82 7.19 7.88 7.18 8.54 7.47 17.27 15.80 18.42 16.48 19.66 16.39
植林地（その他） 植栽樹林群 0.26 0.73 1.20 1.68 0.58 1.61 2.75 3.68
人工草地 人工草地 1.57 1.44 3.47 3.16
自然裸地 自然裸地 2.33 1.67 0.71 0.02 0.02 5.15 3.66 1.62 0.05 0.05

45.31 45.48 42.78 43.59 43.42 45.61 100 100 100 100 100 100

基本分類 群落の区分

合計
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注 1）図の凡例の赤枠は、主な植物群落を示す。

注 2）ダム湖岸の植生面積は、令和 2 年度のダム湖水域ラインを基準とし陸域側に水平距離 50m で湖岸ラ

インを設定した。湖岸ラインから湖岸・湖内のエリアを対象に集計した。なお、水平距離 50m の間

に道路が存在する場合は、道路端までとした。

図 6.3.2-11(1) ダム湖周辺における湖岸植生等の経年変化（植生面積）
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注 1）図の凡例の赤枠は、主な植物群落を示す。

注 2）ダム湖岸の植生面積は、令和 2 年度のダム湖水域ラインを基準とし陸域側に水平距離 50m で

湖岸ラインを設定した。湖岸ラインから湖岸・湖内のエリアを対象に集計した。なお、水平距

離 50m の間に道路が存在する場合は、道路端までとした。

注 3）ダム湖岸植生の面積集計範囲は、調査精度が最も高いと考えられる令和 2 年度のダム湖水域

ラインを基準とし陸域側に水平距離 50m で湖岸ラインを設定した。湖岸ラインから湖岸・湖内

のエリアを対象に集計した（図 6.3.2-12 のダム湖及びダム湖周辺のエリア）。なお、水平距

離 50m の間に道路が存在する場合は、道路端までとした。

図 6.3.2-11(2) ダム湖周辺における湖岸植生等の経年変化（植生割合）
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図 6.3.2-12 ダム湖岸植生の面積集計範囲
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図 6.3.2-13(1) 青蓮寺ダム 湖岸植生(平成 6 年度調査)

色見本 基本分類

一年生草本群落

単子葉草本群落(ツルヨシ群落)

単子葉草本群落(オギ群落)

単子葉草本群落(その他の単子葉草本群落)

ヤナギ高木林

その他の低木林

落葉広葉樹林

林縁植生

常緑広葉樹林

常緑針葉樹林

植林地（竹林）

植林地（スギ・ヒノキ）

植林地（その他）

人工草地

グラウンドなど

人工構造物

自然裸地

開放水面
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図 6.3.2-13(2) 青蓮寺ダム 湖岸植生(平成 11 年度調査)

色見本 基本分類

一年生草本群落

単子葉草本群落(ツルヨシ群落)

単子葉草本群落(オギ群落)

単子葉草本群落(その他の単子葉草本群落)

ヤナギ高木林

その他の低木林

落葉広葉樹林

林縁植生

常緑広葉樹林

常緑針葉樹林

植林地（竹林）

植林地（スギ・ヒノキ）

植林地（その他）

人工草地

グラウンドなど

人工構造物

自然裸地

開放水面
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図 6.3.2-13(3) 青蓮寺ダム 湖岸植生(平成 16 年度調査)

色見本 基本分類

一年生草本群落

単子葉草本群落(ツルヨシ群落)
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単子葉草本群落(その他の単子葉草本群落)
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自然裸地

開放水面
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図 6.3.2-13(4) 青蓮寺ダム 湖岸植生(平成 22 年度調査)

色見本 基本分類

一年生草本群落

単子葉草本群落(ツルヨシ群落)

単子葉草本群落(オギ群落)
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図 6.3.2-13(5) 青蓮寺ダム 湖岸植生(平成 27 年度調査)

色見本 基本分類

一年生草本群落

単子葉草本群落(ツルヨシ群落)

単子葉草本群落(オギ群落)

単子葉草本群落(その他の単子葉草本群落)

ヤナギ高木林

その他の低木林

落葉広葉樹林

常緑広葉樹林

常緑針葉樹林

植林地（竹林）

植林地（スギ・ヒノキ）

植林地（その他）

人工草地

グラウンドなど

人工構造物

自然裸地

開放水面
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図 6.3.2-13(6) 青蓮寺ダム 湖岸植生(令和 2 年度調査)

色見本 基本分類

一年生草本群落

単子葉草本群落(ツルヨシ群落)

単子葉草本群落(オギ群落)

単子葉草本群落(その他の単子葉草本群落)

ヤナギ高木林

その他の低木林

落葉広葉樹林

常緑広葉樹林

常緑針葉樹林

植林地（竹林）

植林地（スギ・ヒノキ）

植林地（その他）

人工草地

グラウンドなど

人工構造物

自然裸地

開放水面
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No 平成 27 年度 令和 2 年度

1 スギ・ヒノキ植林（191）、開放水面(28) コナラ群落（1413）、イタチハギ群落（137）

2 スギ・ヒノキ植林（191）、マダケ植林（182） アラカシ群落（162）、ﾇﾙﾃﾞ-ｱｶﾒｶﾞｼﾜ群落（1429）

図 6.3.2-14(1) 湖岸植生の比較
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No 平成 27 年度 令和 2 年度

3 クズ群落（1315）、マダケ植林(182) ﾇﾙﾃﾞ-ｱｶﾒｶﾞｼﾜ群落（1429）、ススキ群落（1041）、

ネザサ群落(1313)、植栽樹林群(2010)

4 クズ群落（1315）、コナラ群落(1413)、人工裸地(253) ﾇﾙﾃﾞ-ｱｶﾒｶﾞｼﾜ群落（1429）、ススキ群落（1041）、

ネザサ群落(1313)、植栽樹林群(2010)

図 6.3.2-14(2) 湖岸植生の比較
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No 平成 27 年度 令和 2 年度

5 コナラ群落（1413）、クズ群落（1315）、

アカマツ群落(1703)

アラカシ群落（162）、イタチハギ群落（137）

ﾇﾙﾃﾞ-ｱｶﾒｶﾞｼﾜ群落(1429)、オギ群落（091）

6 ススキ群落（1041）、クズ群落（1315） ススキ群落（1041）、ネザサ群落（1313）、

ウツギ群落（1324）、アラカシ群落（162）、

ﾇﾙﾃﾞ-ｱｶﾒｶﾞｼﾜ群落(1429)

図 6.3.2-14(3) 湖岸植生の比較
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No 平成 27 年度 令和 2 年度

7 コナラ群落（1413）、公園・グラウンド（251） アラカシ群落（162）、ススキ群落（1041）

図 6.3.2-14(4) 湖岸植生の比較

注 1）図 6.3.2-14 の区画を以下に示す。

251 1041

1621413
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植物相からみた植物生育環境の経年変化

a)検証の着眼点

ダム湖ができると、ダム湖周辺には、①ダム湖上方の水没しなかった山地や丘陵

地の山腹、②工事等のために一旦裸地あるいは緑化斜面となったダム湖岸、③ダム

湖に流入する河川、④ダムにより遮断されたダム直下の河川、⑤原石山跡地や土捨

て場等の地形改変地の 5 つの地形に分けられる。

植物は一般的にその生育環境に適合した種が多く集まった植物群落を形成するが、

地形①～地形⑤における植物生育環境の特性は、｢湿生－非湿生草本｣｢陰生－陽生

草本｣｢高木－低木｣｢外来草本｣｢先駆性木本｣｢鹿不嗜好性草本｣｢鹿不嗜好性木本｣｢草

本－木本｣という八つの判別項目で表現できる。逆に、任意の植物群落において、こ

れらの生育環境をあらわす種が多種生育するか、少ない種しか生育していないかを

みることにより、概ねの生育環境を推測することができる。

よって、青蓮寺ダムに該当する地形①～地形④における植物生育環境の状況をみ

るために、該当調査地区にて確認した植物相を 8 つの判別項目に分けて、それらの

調査年度間の変化をみることにより、各調査地区の植物生育環境の経年変化につい

て検証した。

b) 検証の方法と結果

検証に先立ち、河川水辺の国勢調査で確認されている植物種を、文献及び図鑑等

の情報によって、｢湿生草本｣｢非湿生草本｣｢陰生草本｣｢陽生草本｣｢低木｣｢高木｣｢外

来草本｣｢先駆性木本｣｢鹿不嗜好性草本｣｢鹿不嗜好性木本｣という生育環境に分けて

ると、表 6.3-18 に示す 10 の分類となる。（ここで、生育環境分類のうち、低木と

高木の境界は樹高 4m で分類し、外来草本は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそ

れのある外来種リスト〈植物〉（環境省）」に掲載された種を対象とした。）
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表 6.3-18 植物相における生育環境分類の代表的な種名

生育環境
分類

各分類に属する種

湿生草本

リョウメンシダ、コブナグサ、ヌカキビ、ツルヨシ、キツネノボタン、アオミズ、ツボスミレ、ミゾソバ、オオバコ、ア
メリカセンダングサ、フキ、イワガネゼンマイ、ミゾシダ、キヨタキシダ、ツユクサ、クサイ、ヒメクグ、イヌビエ、ヌ
スビトハギ、ミズ、ヘビイチゴ、タネツケバナ、ヤナギタデ、オオイヌタデ、スイバ、コウゾリナ、セリ、ハリガネワ
ラビ、シケチシダ、ドクダミ、イグサ、イ、クサヨシ、ウワバミソウ、ダイコンソウ、アオイスミレ、オオバタネツケバ
ナ、ハナタデ、エゾノギシギシ、ミミナグサ など767種

非湿生草本

スギナ、ゼンマイ、イヌワラビ、クマワラビ、オクマワラビ、ヤマノイモ、オニドコロ、メヒシバ、ススキ、コチヂミザ
サ、タケニグサ、シロツメクサ、キンミズヒキ、タチツボスミレ、メマツヨイグサ、イタドリ、ミズヒキ、イヌタデ、イノ
コヅチ、ヒナタイノコヅチ、コナスビ、オオイヌノフグリ、ヨモギ、ヒメジョオン、ハルジオン、オオアレチノギク、ミツ
バ、イヌシダ、ワラビ、トラノオシダ、シシガシラ、ヤマイヌワラビ、ヤマイタチシダ、ジュウモンジシダ、ノキシノ
ブ、フタリシズカ、チゴユリ、ノガリヤス、カモガヤ、アキメヒシバ、カゼクサ、アシボソ、ケチヂミザサ、スズメノヒ
エ、オニウシノケグサ、アキノエノコログサ、キンエノコロ、エノコログサ、ヤブマメ、ホドイモ、メドハギ、アマチャ
ヅル、ゲンノショウコ、ミズタマソウ、カキドオシ、イヌコウジュ、ツルニンジン、シロヨメナ、ヤクシソウ、ダンドボ
ロギクなど1203種

陰生草本

リョウメンシダ、クマワラビ、オクマワラビ、ヤマノイモ、コチヂミザサ、イノコヅチ、ミツバ、イワガネゼンマイ、ト
ラノオシダ、シシガシラ、ヤマイヌワラビ、キヨタキシダ、ジュウモンジシダ、フタリシズカ、チゴユリ、アシボソ、
ケチヂミザサ、アキノエノコログサ、ヤブマメ、ミズタマソウ、カキドオシ、ツルニンジン、ウマノミツバ、ヤブジラ
ミ、シケチシダ、ドクダミ、ウバユリ、ヒゴクサ、ササガヤ、ウワバミソウ、ダイコンソウ、ヤブヘビイチゴ、オオバ
タネツケバナ、ハナタデ、ウシハコベ、ミドリハコベ、イチヤクソウ、ツルリンドウ、トウゲシバ、ヤワラシダ など
707種

陽生草本

スギナ、ゼンマイ、イヌワラビ、オニドコロ、コブナグサ、メヒシバ、ススキ、ヌカキビ、ツルヨシ、タケニグサ、キ
ツネノボタン、シロツメクサ、アオミズ、キンミズヒキ、タチツボスミレ、ツボスミレ、メマツヨイグサ、イタドリ、ミズ
ヒキ、イヌタデ、ミゾソバ、ヒナタイノコヅチ、コナスビ、オオバコ、オオイヌノフグリ、ヨモギ、アメリカセンダング
サ、ヒメジョオン、ハルジオン、オオアレチノギク、フキ、イヌシダ、ワラビ、ミゾシダ、ヤマイタチシダ、ノキシノ
ブ、ツユクサ、クサイ、ヒメクグ、ノガリヤス、カモガヤ、アキメヒシバ、イヌビエ、カゼクサ、スズメノヒエ、オニウ
シノケグサ、キンエノコロ、エノコログサ、ホドイモ、ヌスビトハギ、メドハギ、ミズ、ヘビイチゴ、アマチャヅル、ゲ
ンノショウコ、タネツケバナ、ヤナギタデ、オオイヌタデ、スイバ、イヌコウジュ など1267種

低木(<4m)

サルトリイバラ、ミツバアケビ、ノブドウ、フジ、コアカソ、クマイチゴ、ナワシロイチゴ、ガマズミ、アケビ、ツタ、ク
ズ、ノイバラ、モミジイチゴ、ツルウメモドキ、ツリバナ、ネコヤナギ、キブシ、イワガラミ、マタタビ、ヤマツツジ、
テイカカズラ、イボタノキ、ムラサキシキブ、ハナイカダ、タラノキ、アオツヅラフジ、ボタンヅル、ヤマハギ、コマ
ユミ、サンショウ など404種

高木(≧4m)
ケヤキ、ヤマグワ、ヤマウルシ、クマノミズキ、リョウブ、ヒノキ、スギ、イタチハギ、ハリエンジュ、カマツカ、コナ
ラ、アカシデ、ヌルデ、イロハモミジ、ネジキ、キリ、アオハダ、コシアブラ、アカマツ、ホオノキ、アブラチャン、エ
ノキ、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、クリ、イヌシデ、ヤブツバキ、エゴノキ、マルバアオダモ、クサギ など359種

外来草本

アメリカセンダングサ、ヒメジョオン、カモガヤ、オニウシノケグサ、セイタカアワダチソウ、エゾノギシギシ、セイ
ヨウタンポポ、メリケンカルカヤ、シナダレスズメガヤ、オオクサキビ、オオオナモミ、コヌカグサ、アレチヌスビト
ハギ、キショウブ、ネズミムギ、アレチウリ、オオブタクサ、ナギナタガヤ、ヒメスイバ、ムシトリナデシコ など72
種

先駆性木本
ヤマグワ、クマイチゴ、ヤマウルシ、クマノミズキ、リョウブ、イタチハギ、クズ、ハリエンジュ、ヌルデ、ムラサキ
シキブ、キリ、タラノキ、アカマツ、エノキ、ウワミズザクラ、ウツギ、ノリウツギ、クサギ、ツクバネウツギ、ネムノ
キ など63種

鹿不嗜好性
草本

ススキ、コチヂミザサ、タケニグサ、キツネノボタン、イヌシダ、ワラビ、ミゾシダ、フタリシズカ、アシボソ、メドハ
ギ、イヌコウジュ、シロヨメナ、ダンドボロギク、ドクダミ、ウバユリ、ヘクソカズラ、ハエドクソウ、ノコンギク、ベニ
バナボロギク、ノチドメ、トウゲシバ、ベニシダ、チカラシバ、カラムシ、ヨウシュヤマゴボウ、ガガイモ、イワガネ
ソウ、ナキリスゲ、イワヒメワラビ、オオバノイノモトソウ など140種

鹿不嗜好性
木本

サルトリイバラ、ケヤキ、ヤマウルシ、ヒノキ、スギ、イタチハギ、カマツカ、ノイバラ、イワガラミ、ネジキ、テイカ
カズラ、タラノキ、アカマツ、ホオノキ、アオツヅラフジ、サンショウ、ヤブツバキ、クサギ、ニワトコ、アカメガシ
ワ、ウリハダカエデ、カラスザンショウ、ヒサカキ、チャノキ、アセビ、モミ、シキミ、ナンテン、ニガイチゴ、タンナ
サワフタギ など105種
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植物生育環境分類を組み合わせることにより、8 つの判別項目で検証を進めるこ

ととし、各判別項目における判別の考え方を以下に示す。

判別項目「湿生草本種数／非湿生草本種数」において、湿生草本種数の非湿生草

本種数に対する比率が減少したのであれば、林床やエコトーンや河畔の水分が減少

した可能性があり、懸念される。

判別項目「陰生草本種数／陽生草本種数」において、陰生草本種数の陽生草本種

数に対する比率が増加したのであれば、樹林帯やエコトーンや河畔の植生密度が高

くなっている可能性がある。一方、樹林帯やエコトーンが乾生遷移の途上であれば、

植生密度が高くなる適切な状態の場合もある。

判別項目「高木種数／低木種数」において、高木種数の低木種数に対する比率が

減少したのであれば、樹林帯に楢枯れ､松枯れ､桜枯れが生じている可能性があり、

状況注視が必要である。また、河床に生育した低木が高水で流下せず徐々に増えて

いる可能性があり、懸念される。一方、エコトーンが乾性遷移の途上であれば、比

率が増加していると、低木林から高木林へ移る適切な状態であると言える。

判別項目「外来草本種数／草本総種数」において、外来草本種数の草本総種数に

対する割合が多ければ、道路経由での外来草本の樹林帯への侵入、湖面或いは道路

経由での外来草本のエコトーンへの供給、河川或いは道路経由での外来草本の河床

への供給の可能性があり、懸念される。

判別項目「先駆性木本種数／木本総種数」において、先駆性木本種数の木本総種

数に対する割合が多ければ、先駆性木本が樹林帯の斜面崩壊箇所や疎林部分に侵入

している可能性があり、状況注視が必要である。また、河川経由で先駆性木本が河

床に供給されている可能性がある。一方、エコトーンが乾性遷移の途上であれば、

先駆性木本が草本生育地や疎林部分に侵入している適切な状態であると言える。

判別項目「鹿不嗜好性草本種数／草本総種数」において、鹿不嗜好草本種数の草

本総種数に対する割合が多ければ、樹林帯やエコトーンに生息してこれを食べ残す

くらいニホンジカが多く居る可能性があり、河床の草本を食べながら行き交うニホ

ンジカが多く居る可能性があり、危惧される。また、やや多ければ、懸念される。

判別項目「鹿不嗜好性木本種数／木本総種数」において、鹿不嗜好性木本種数の

木本総種数に対する割合が多ければ、河床の木本を食べながら行き交うニホンジカ

が多く居る可能性があり、危惧される。また、やや多ければ、懸念される。

判別項目「草本総種数／木本総種数」において、草本総種数の木本総種数に対す

る比率が少なければ、豪雨の際に樹林帯やエコトーンの斜面表層土壌が不安定とな
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り土砂が流出する可能性があり、危惧される。また、やや少なければ、懸念される。

一方、ダム湖周辺の環境は、｢コナラ群落｣｢スギ-ヒノキ植林｣｢アカマツ群落｣｢エ

コトーン｣｢流入河川｣｢下流河川｣の六つの調査地区の生育環境をみることとした。

河川水辺の国勢調査における平成21年度及び31年度植物相調査の結果を用いて、

上述の八つの判別項目と六つの調査地区の関係を分析したところ、図 6.3.2-15 に

示すように、各調査地区の経年変化が得られた。
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図 6.3.2-15(1) 植物相の生育環境検証の判別結果
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図 6.3.2-15(2) 植物相の生育環境検証の判別結果
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図 6.3.2-15(3) 植物相の生育環境検証の判別結果
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図 6.3.2-15(4) 植物相の生育環境検証の判別結果
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図 6.3.2-15(5) 植物相の生育環境検証の判別結果
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図 6.3.2-15(5) 植物相の生育環境検証の判別結果
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得られた植物相の変化により、10 年間におけるダム湖周辺の樹林帯･エコトーン･上

下流河川の環境変化が次のように得られた。

「コナラ群落」は、外来草本が大きく減少している。

「スギ-ヒノキ植林」は、林床がやや湿潤になる傾向がみられる。

「アカマツ群落」は、林床がやや湿潤に、林床植生がやや密になる傾向がみられる。

「エコトーン」は、植物生育環境に大きな変化はない。

「流入河川」は、河畔がやや乾燥傾向にあり、河畔植生がやや密になる傾向がみら

れる。

「下流河川」は、河畔植生がやや密になり、外来草本や先駆性木がやや減少する傾

向がみられる。また、木本への鹿の食害の影響が懸念される。

以上をまとめると、次のようになる。樹林帯､エコトーン､流入河川における平成 21

年度から 31 年度にかけての植物生育環境の変化については、林床･河畔植生には変化

がないかやや密、あるいはやや湿潤傾向がみられるなど、総じて良い状態に向かって

いる。ただし、下流河川は、鹿の食害の影響がやや大きくなっている。
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鳥類

での鳥類の確認状況

を利用する鳥類として「 」を、ダム湖岸を利用する鳥類として「

」「 」「 」を、 利用する鳥としても「 」

「 」「 」を対象として、経年的な確認状況をみることとした。

青蓮寺ダムでは、平成５年度、９年度、１４年度、１８～１９年度及び２８年度に

鳥類の調査を実施している。調査で確認された確認数を

に分けて集計し、これらの鳥類調査における各種確認数の経年変化が一目

で分かるように、表 6.3-19 を作成した。また、鳥類調査における調査時期と調査地

区を表 6.3-20 に示す。

青蓮寺ダムで確認された鳥類各種の「生息環境区分」「水辺の利用行動」「季節移動

型」「生活型」及び「採餌内容」を表 6.3-19 に合わせて示す。なお、「猛禽類」及び

「森林の鳥」は検証の対象としないため、表 6.3-19 より確認数等の詳細は割愛して

いる。
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表 6.3-20 集計に用いた調査地区

における 等の確認個体数の経年変化を図 6.3.2-16～図 6.3.2-18

に示す。

での確認個体数の経年変化を示す図 6.3.2-16 をみると、確認個体数は増

加傾向にあるが、出現状況に環境変化を示すような大きな変化はみられない。。

での確認数の経年変化を示す図 6.3.2-17 をみると、平成 28 年

度に水鳥のオシドリが多数確認された。 に生息する鳥は減少傾向にある

が、調査範囲の違いによるものである可能性がある。

での確認数の経年変化を示す図 6.3.2-18 をみると、 は

が中心であり、大きな変化はみられない。

平成5年度 5月、8月、9～10月、1月

平成9年度 5月、6月、10月、1月

平成14年度 5月、6月、10月、1月

平成18～19年度 6月、10月、1月、5月

平成28年度 6月、9月、11月、1月

青蓮寺ダム

ダム名 調査年度 調査時期
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図 6.3.2-16 における 等の確認個体数の経年変化

注）「 」は のみの集計を示す。

図 6.3.2-17 における 等の確認個体数の経年変化

図 6.3.2-18 における 等の確認個体数の経年変化
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を利用する「 」各種の確認数の経年変化を図 6.3.2-19 に示す。

では、オシドリ､カワウは増加傾向、マガモ､ヒドリガモ､カイツブリ類は継続確

認、カルガモ､コガモ､ヨシガモは未確認であった。

を利用する「 」「 」「 」各種の確認数の経

年変化を図 6.3.2-20 に示す。 では、ミサゴは新規確認、イソシギ､ミソサ

ザイ､オオルリは継続確認、カワセミ､ヤマセミ､カワガラス､サギ類は減少傾向、セキ

レイ類､ホオジロ､カワラヒワ､ベニマシコは未確認であった。

を利用する「 」「 」「 」各種の確認数の経

年変化を図 6.3.2-21 に示す。 では、サギ類が増加傾向、カワセミ､ヤマセ

ミ､セキレイ類､ホオジロ､オオルリが継続確認、カワガラス､カワラヒワ､ミソサザイ

が未確認であった。

図 6.3.2-19 を利用する の確認個体数の経年変化

0

1

10

100

1000

H
5

H
9

H
1
4

1
8-
1
9

H
2
8

カワウ

0

1

10

100

1000

H
5

H
9

H
1
4

1
8-
1
9

H
2
8

カイツブリ類

0

1

10

100

1000

H
5

H
9

H
1
4

1
8-
1
9

H
2
8

ヒドリガモ

0

1

10

100

1000

H
5

H
9

H
1
4

1
8-
1
9

H
2
8

ヨシガモ

0

1

10

100

1000

H
5

H
9

H
1
4

1
8-
1
9

H
2
8

コガモ

0

1

10

100

1000

H
5

H
9

H
1
4

1
8-
1
9

H
2
8

マガモ

0

1

10

100

1000

H
5

H
9

H
1
4

1
8-
1
9

H
2
8

カルガモ

0

1

10

100

1,000

H
5

H
9

H
1
4

1
8-
1
9

H
2
8

オシドリ

確
認

個
体

数

未確認

：平成28年度調査で新たに確認された種
：過年度確認され平成28年度調査で未確認の種

【凡例】
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図 6.3.2-20 を利用する の

個体数の経年変化
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：平成28年度調査で新たに確認された種
：過年度確認され平成28年度調査で未確認の種

【凡例】
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図 6.3.2-21 を利用する の

個体数の経年変化
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：平成28年度調査で新たに確認された種

：過年度確認され平成28年度調査で未確認の種

【凡例】
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生活区分別鳥類の経年変化

a)検証の着眼点

ダムができる以前の河川では、「 」が河川に潜水して採餌したり、砂礫の

浅瀬を歩いて採餌したり、河原で営巣したりして生息あるいは利用し、「

」が河畔林で採餌したり、営巣したりして生息している。また、「 」が

河川に注ぐ小さな渓流口にて生息している。

ダム湖ができると、河川からダム湖へと地形が一変する。これにより、河川の浅瀬

や河原は喪失するものの、ダム湖の流入端には堆積土砂による浅瀬や河原が生じる。

また、河畔林が喪失するものの、同じく片側が開けた疎林である湖畔林が生ずる。た

だし、流入端の浅瀬や河原の範囲や材料が、湖畔林は構成種や密度が徐々に変化して

いく。一方、ダム湖という新たな広大な水面が生じる。

ダム湖の直下流に位置する下流河川では、ダムにより上流から流下する土砂が遮

断されるため、河床の石礫や砂泥が流下することにより徐々に減少し、またダムから

下流河川へ放流される河川流量が平滑化される。これらの変化が底生動物や魚類に

影響が出る可能性もある。

河川で生息していた「 」などの鳥類が上手くダム湖岸に棲み変えられたか、

ダムができてからも下流河川における「 」などの鳥類は居続けているか、ダ

ム湖に飛来するようになった「 」が悪影響を及ぼしていないか、などが焦点とな

る。

そこで、 を利用する鳥類として「 」を、 を利用する鳥類とし

て「 」「 」「 」を、 を利用する鳥としても「

」「 」「 」を対象として、経年的な確認状況をみること

により、鳥類が生息環境として適切に利用しているか否かを検証してみた。

b)検証の方法と結果

当検証の対象は、 とする。

直近調査とその前２回分の調査という既往３回の鳥類調査において、「 」「

」「 」「 」及び「 」という生息環境区分ごとに、[確

認種数][確認数]及び[カワウの確認数]について、表 6.3-21 に示す考え方に基づい

て、直近調査とその前２回分の調査とを比べてみていくこととする。

具体的には、表 6.3-21 の判別区分に基づき、前２回分調査の平均に対する直近調

査の確認種数及び確認数の増減をみて、増加傾向か、概ね状態維持あるいは問題なし

か、減少傾向かを判別する。その結果を同表に示す。

表 6.3-21 に示す検証の考え方に基づいて、青蓮寺ダムにおける鳥類調査データを

用いて作成した、ダム湖面、ダム湖岸及び下流河川における確認種数及び確認数の経

年変化を図 6.3.2-22 に示す。
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図 6.3.2-22 における鳥類の確認種数・確認数の経年変化
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青蓮寺ダムの検証結果を、以下の４点にまとめて示した。

を利用する鳥類としては、オシドリ、カワウ、ヒドリガモ、マガモ、カイ

ツブリ類といった「 」が確認され、確認種数は変化がなく、維持状態にある。な

お、カワウの確認数は平成 28 年度にやや増加しており、注視する必要がある。

を利用する鳥類としては、ヤマセミ、カワガラス、サギ類、カワセミ、イ

ソシギなどの「 」、（「 」は直近の調査では確認されていない）、

ミソサザイ、オオルリという「 」が確認され、確認種数は減少している。ま

た、「 」の確認数、及び「 」「 」の確認数も減少して

いる。

を利用する鳥類としては、サギ類、カワセミ、ヤマセミ、セキレイ類とい

う「 」、ホオジロという「 」、オオルリという「 」が

確認され、確認種数は概ね変化がなく、維持状態にある。また、「 」の確認

数は増加している。

での「猛禽類」としては、確認種数は増加傾向にある。
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両生類・爬虫類・哺乳類

両生類・爬虫類・哺乳類の長期的な確認状況

両生類・爬虫類・哺乳類の経年変化を表 6.3-22 に示す。

平成 23 年度までの調査において、両生類は 6 科 12 種、爬虫類は 6 科 12 種、哺乳

類は 13 科 20 種が青蓮寺ダム周辺で確認されている。

両生類については、平成 23 年度調査でニホンヒキガエル、ニホンアマガエル、タ

ゴガエル、トノサマガエル、ツチガエル、シュレーゲルアオガエル、カジカガエルの

7 種及び外来種のウシガエルが確認された。アカハライモリが確認されなかったもの

の、継続的に確認されていた種は概ね確認され、在来種は継続的に 7～10 種が確認さ

れており、両生類の生息環境は概ね維持されていると考えられる。

爬虫類については、平成 23 年度調査でニホンイシガメ、クサガメ、ニホントカゲ、

ニホンカナヘビ、シマヘビ、アオダイショウ、ジムグリ、ヤマカガシ、ニホンマムシ

の 9 種及び外来種のミシシッピアカミミガメが確認された。シロマダラは確認され

なかったものの、その他の継続的に確認されていた種は概ね確認され、在来種は継続

的に 8～9 種が確認されており、爬虫類の生息環境は概ね維持されていると考えられ

る。なお、外来種のミシシッピアカミミガメは平成 23 年度に初めて確認された。

哺乳類については、平成 23 年度調査でホンドザル、ノウサギ、ニホンリス等の 14

種及び外来種のアライグマが確認された。年度による確認種や種数の変動は大きい

が、継続的に確認されていた種は概ね確認され、在来種は継続的に 9～15 種が確認さ

れており、哺乳類の生息環境は概ね維持されていると考えられる。なお、外来種のア

ライグマは平成 23 年度に初めて確認された。

表 6.3-22(1) 両生類・爬虫類・哺乳類相の長期的経年変化（両生類）

注）( )内は外来種を除いた種数を示す。

平成5年度 平成10年度 平成15年度 平成23年度

1 サンショウウオ マホロバサンショウウオ ●

2 イモリ アカハライモリ ● ● ●

3 ヒキガエル ニホンヒキガエル ● ● ● ●

ヒキガエル属 ●

4 アマガエル ニホンアマガエル ● ● ● ●

5 アカガエル タゴガエル ● ● ● ●

6 ヤマアカガエル ●

7 トノサマガエル ● ● ● ●

8 ウシガエル 外来種 ● ● ●

9 ツチガエル ● ● ● ●

10 アオガエル シュレーゲルアオガエル ● ● ● ●

11 モリアオガエル ● ●

12 カジカガエル ● ● ● ●

確認種数 6科 12種 1種 11(10）種 10(9)種 9種 8(7)種

No.

両
生
類

外来種区分 科 和名
青蓮寺ダム湖周辺での確認状況
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表 6.3-23(2) 両生類・爬虫類・哺乳類相の長期的経年変化（爬虫類）

注 1）( )内は外来種を除いた種数を示す。

注 2）ニホントカゲは平成 5 年度、10 年度、15 年度及び 23 年度に確認された写真により同定を試みた

が不可能なため、ここでは「ニホントカゲ」と表記する。

表 6.3-23(3) 両生類・爬虫類・哺乳類相の長期的経年変化（哺乳類）

注）( )内は外来種を除いた種数を示す。

平成5年度 平成10年度 平成15年度 平成23年度

1 イシガメ ニホンイシガメ ● ● ● ●

2 クサガメ ● ●

3 ヌマガメ ミシシッピアカミミガメ 外来種 ●

4 トカゲ ニホントカゲ ● ● ● ●

5 カナヘビ ニホンカナヘビ ● ● ● ●

6 ナミヘビ シマヘビ ● ● ● ●

7 アオダイショウ ● ● ●

8 ジムグリ ● ●

9 シロマダラ ● ● ●

10 ヒバカリ ● ●

11 ヤマカガシ ● ● ●

12 クサリヘビ ニホンマムシ ● ● ● ●

確認種数 6科 12種 1種 8種 9種 9種 10(9)種

No. 外来種

爬
虫
類

区分 科 和名
青蓮寺ダム湖周辺での確認状況

平成5年度 平成10年度 平成15年度 平成23年度

1 モグラ科 ヒミズ ● ●

2 モグラ属 ●

モグラ科 ● ●

コウモリ目 ● ●

3 キクガシラコウモリ科 ニホンコキクガシラコウモリ ●

4 ヒナコウモリ科 ヒナコウモリ科 ●

5 オナガザル科 ホンドザル ● ● ● ●

6 ウサギ科 ノウサギ ● ● ● ●

7 リス科 ニホンリス ● ● ● ●

8 ムササビ ● ●

9 ネズミ科 ホンドアカネズミ ● ● ● ●

10 ホンドヒメネズミ ● ● ●

アカネズミ属 ● ●

11 ホンシュウカヤネズミ ●

12 クマ科 ツキノワグマ ●

13 アライグマ科 アライグマ 外来種 ●

14 イヌ科 ホンドタヌキ ● ● ● ●

15 ホンドキツネ ● ●

16 イタチ科 ホンドテン ● ● ● ●

17 イタチ属 ● ● ●

18 ニホンアナグマ ●

イタチ科 ●

19 イノシシ科 イノシシ ● ● ● ●

20 シカ科 ニホンジカ ● ● ● ●

確認種数 13科 20種 1種 9種 15種 14種 15(14)種

No. 外来種区分 科 和名
青蓮寺ダム湖周辺での確認状況

哺
乳
類
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に生息する両生類の経年変化

a)検証の着眼点

ダムができる以前の山林では、スギ-ヒノキ植林を中心に他のコナラ群落なども若

干の人の手が入っていたと考えられ、林床の植生や土壌もそれなりに安定しており、

山林の渓流や細流の水量は適切に保たれていたと考えられる。一方、両生類は幼生時

代に水と切り離せないため、両生類は

に生息している。

ダム湖ができると山林の樹林帯は、人の手がますます入らなくなって植生が変化

する可能性があり、さらにニホンジカやイノシシなどの害獣が侵入すれば、林床植生

に食害を受けるようになってくる。林床植生が大きく変化してくると、山林全体の土

壌の保水性が悪くなって渓流や細流の水量が変化し、場合によっては枯れやすくな

る恐れがある。

そこで、両生類を水との関連の生息環境で大きく三つに区分し、経年的な確認状況

をみることにより、検証してみた。

両生類は、魚類が進出しにくい

を生息場所としている。両生類を生息環境で大きく三つに区分すると、もともと

に産卵する種（以下「

」の種という）、もともと に生息する種（以下

「 」の種という）、もともと に生息する種（以

下「 」の種という）、に分かれる。

「 」の種が確認されれば、

が存在している。

「 」の種が多く確認されれば、

が存在している。

「 」の種が確認されれば、 が の代償と

なっている可能性がある。

b) 検証の方法と結果

当検証では、これら三つの生息環境に区分した両生類各種において、経年的な確認

状況をみることにより、検証してみた。

青蓮寺ダムでは、平成１５年度及び２３年度に両生類の調査地区別調査を実施し

ている。調査で確認された捕獲数、目撃数及びフィールドサインを、

に分けて集計し、調査地区数で割った値を確認数として、表

6.3-23 に示す。表 6.3-23 には、青蓮寺ダムで確認された両生類各種の「生息環境区

分」「生息地域」及び「生息場所」を合わせて記す。また、両生類は水系毎に生息す

る地域が異なるため、表 6.3-23 にこの情報も示した。
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当検証での検証対象は、 とする（ の検証では、判別

する際に行動範囲の配慮が必要となるため）。

直近と前回という既往２回の両生類調査において、「 」「 」

及び「 」の種という生息環境区分ごとに、[確認種数／水系毎の生息地

域種数]及び[確認数]について、表 6.3-24 に示す考え方に基づいて、経年的な増減

傾向をみていくこととする。

具体的には、表 6.3-24 に示す判別方針に基づき、前回調査に対する直近調査の確

認種数及び確認数の増減をみて、好ましい出現状況あるいは増減傾向か、概ね状態維

持あるいは問題なしか、好ましくない出現状況あるいは増減傾向か、を判別する。そ

の結果を同表に示す。

表 6.3-24 における両生類の生息環境検証の考え方と判別結果

青蓮寺ダムのダム湖周辺における検証の結果３点を以下に示す。

「 」の種としては、タゴガエル及びカジカガエルと多くの種が確認さ

れ、確認数も増加傾向であるため、好ましい状態である。

「 」の種としては、ニホンヒキガエル及びツチガエルと２種しか確認

されず、確認数は概ね変化がないが、好ましくない状態である。

「 」の種としては、ウシガエル及びトノサマガエルが確認され、外

来種であるウシガエルが確認されたため、好ましくない状態である。

生息環境の区分 対象種
判別結果

( H15 → H23 )

確認種数

水系毎の生息地域種数

増加なら良く、減少なら良くない。

ただし、両生類幼生を除く。
４→１２

確認種数

水系毎の生息地域種数

増加なら良く、減少なら良くない。

ただし、両生類幼生を除く。
５→２

確認種数

水系毎の生息地域種数

現況、居なければ良い。

或いは、新たな出現は良くない。

或いは、減少なら良く、

増加なら良くない。

０→２

注）判別結果を示す数値において、⻘字は好ましい経年変化、赤字は好ましくない経年変化、を示す。

トノサマガエル、ウシガエル、ヌマ

ガエル

に対し

て

居ても居なくとも検証しない。

（「氾濫原・湛水域」の種は、ダム湖周辺に

 必要とは限らない）

１／３ → ３／３

ウシガエルの確認数に対して

クロサンショウウオ、カスミサン

ショウウオ、アカハライモリ、シュ

レーゲルアオガエル、モリアオガエ

ル、ニホンヒキガエル、アズマヒキ

ガエル、ヤマアカガエル、ニホンア

カガエル、ツチガエル

に対し

て

生息範囲に適った種が、

３種以上居れば良い。
５／10 → ２／10

対象種の確認数に対して

判別方針

ハコネサンショウウオ、ヒダサン

ショウウオ、ブチサンショウウオ、

コガタブチサンショウウオ、オオサ

ンショウウオ、カジカガエル、ナガ

レヒキガエル、タゴガエル、ナガレ

タゴガエル

に対し

て

生息範囲に適った種が、

１種以上居れば良い。
２／３ → ２／３

対象種の確認数に対して
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に生息する爬虫類･哺乳類の経年変化

a)検証の着眼点

ダムができる以前の山林では、スギ-ヒノキ植林を中心に他のコナラ群落なども若

干の人の手が入っていたと考えられ、これらの樹林帯には植物、昆虫類、両生類、小

型哺乳類などを捕食する爬虫類･哺乳類が中心に生息している。また、ダムができる

以前の河畔では、水域や水辺に生息したり、湿潤な土壌を好んだりする爬虫類･哺乳

類が中心に生息している。また、樹林帯と河畔を跨いで、林床や草地を好む爬虫類･

哺乳類も生息している。

ダム湖ができると山林の樹林帯は、人の手がますます入らなくなって植生が変化

する可能性がある。さらにニホンジカやイノシシなどの害獣が侵入してくると、林床

の植生や土壌のみばかりか、山林の生態系のバランスが崩れる恐れがある。

一方、新たに現れたダム湖岸では、大なり小なりエコトーンが生じて不安定な植生

となる。河川や河畔に生息していた爬虫類･哺乳類がダム湖岸に上手く棲み替えてほ

しいところであるが、不安定な環境ゆえに外来種の爬虫類･哺乳類が侵入してくる可

能性は高く、湖畔の生態系のバランスが崩れる恐れがある。

そこで、爬虫類･哺乳類を生息環境と捕食関係で大きく六つに区分し、経年的な確

認状況をみることにより、検証してみた。

爬虫類･哺乳類は、様々な環境を棲み分けており、また生態系の中での捕食関係は

上位の位置に占める種が多い。爬虫類及び哺乳類を生息環境と捕食関係で大きく六

つに区分すると、 に生息する種（以下「 」の種という）、

を好む種（以下「 」の種という）、 に生息する種（以下「

」の種という）、 に生息する種（以下「 」の種と

いう）、飛翔･徘徊するあるいは土中･水中で生息する昆虫類等を補食する種（以下「昆

虫類補食者」の種という）、両生類や爬虫類や小型哺乳類を補食する種（以下「小動

物補食者」の種という）、に分かれる。

「 」の種が多く確認されれば、適切な生態系が維持されている可能性が

あるが、外来種が構成種となっていれば適切ではない。

「 」の種が確認されれば、 が存在して

いるが、イノシシの確認数が多ければ懸念される。

「 」の種が確認されれば、 が存在して

いるが、ニホンジカやカモシカの確認数が多ければ懸念される。

「 」の種が多く確認されれば、適切な生態系が維持されている可能性

があるが、外来種が構成種となっていれば適切ではない。

「昆虫類補食者」あるいは「小動物補食者」の種が多く確認されれば、適切な生態

系が維持されている可能性がある。
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b) 検証の方法と結果

当検証では、これら 6 つの生息環境に区分した爬虫類･哺乳類各種において、経年

的な確認状況をみることにより、検証してみた。

青蓮寺ダムでは、平成 15 年度及び平成 23 年度に爬虫類･哺乳類の調査地区別調査

を実施している。調査で確認された捕獲数、目撃数及びフィールドサインを、

に分けて集計し、調査地区数で割った値を確認数として、

表 6.3-25 に示す。表 6.3-25 には、青蓮寺ダムで確認された爬虫類･哺乳類各種の

「生息環境区分」「生息場所」及び「食性」を合わせて記す。
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当検証での検証対象は、 とする（ の検証では、判別

する際に行動範囲の配慮が必要となるため）。

直近と前回という既往２回の爬虫類･哺乳類調査において、「 」「

」「 」「 」「昆虫類捕食者」及び「小動物捕食者」の種

という生息環境区分ごとに、[確認数]及び[外来種あるいは在来種害獣の確認数]に

ついて、表 6.3-26 に示す考え方に基づいて、経年的な増減傾向をみていくこととす

る。

具体的には、表 6.3-26 に示す判別方針に基づき、前回調査に対する直近調査の確

認種数及び確認数の増減をみて、好ましい出現状況あるいは増減傾向か、概ね状態維

持あるいは問題なしか、好ましくない出現状況あるいは増減傾向か、を判別する。そ

の結果を同表に示す。

表 6.3-26 ダム湖周辺における爬虫類･哺乳類の生息環境検証の考え方と判別結果

生息環境の区分 対象種
判別結果

( H15 → H23 )

対象種の確認数に対して
居ても居なくとも検証しない。
（「水域や水辺」がどこにもあるとは限らない） 6 → 5

クサガメ､ミシシッピアカミミガメ､
ハツカネズミ､ドブネズミ､ヌートリ
アの確認数に対して

現況、居なければ良い。
或いは、新たな出現は良くない。
或いは、減少なら良く、
増加なら良くない。

0 → 2

対象種の確認数に対して 居ても居なくとも検証しない。
（「湿潤な土壌」がどこにもあるとは限らない）

6 → 5

イノシシの確認数に対して 減少なら良く、増加なら良くない。 3 → 2

対象種の確認数に対して
居ても居なくとも検証しない。
（「草地林床植生」がどこにもあるとは限らな

い）
15 → 104

ニホンジカ､カモシカの確認数に
対して

減少なら良く、増加なら良くない。 14 → 102

対象種の確認数に対して 増加なら良く、減少なら良くない。 7 → 8

アライグマ､ハクビシンの確認数
に
対して

現況、居なければ良い。
或いは、新たな出現は良くない。
或いは、減少なら良く、
増加なら良くない。

0 → 0

昆虫類捕食者
ヤモリ科、ニホントカゲ、ニホンカナ
ヘビ、キクガシラコウモリ科、ヒナコ
ウモリ科

対象種の確認数に対して 増加なら良く、減少なら良くない。 4 → 6

小動物捕食者
シマヘビ、アオダイショウ、シロマダ
ラ、ニホンマムシ、ホンドキツネ、ホ
ンドオコジョ、ホンドテン

対象種の確認数に対して 増加なら良く、減少なら良くない。 8 → 5

注）判別結果を示す数値において、青字は好ましい経年変化、赤字は好ましくない経年変化を示す。

ノウサギ、スミスネズミ、ハタネズ
ミ、カヤネズミ、ニホンジカ、カモシカ

ホンドザル、ニホンリス、ムササ
ビ、ホンドモモンガ、ヤマネ、ホンド
ヒメネズミ、ホンドアカネズミ、ツキノ
ワグマ、アライグマ、ホンドタヌキ、
ハクビシン

判別方針

イシガメ科、ミシシッピアカミミガメ、
ニホンスッポン、ヒバカリ、ヤマカガ
シ、ジネズミ、カワネズミ、ハツカネ
ズミ、ドブネズミ、ヌートリア、ホンド
イタチ

タカチホヘビ、ジムグリ、ホンシュウ
トガリネズミ、モグラ科、ニホンアナ
グマ、イノシシ
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青蓮寺ダムのダム湖周辺における検証の結果を５点、以下に示す。

「 」の種としては、ニホンイシガメ、クサガメ、ミシシッピアカミミガ

メ、ヤマカガシ及びホンドイタチなどが確認され、外来種であるミシシッピアカミミ

ガメが新たに確認されたため、好ましくない状態である。

「 」の種としては、イノシシ、ジムグリ、モグラ属及びニホンアナグマ

などが確認され、イノシシの確認数は概ね変化がないため、概ね維持されている。

「 」の種としては、ニホンジカ及びノウサギなどが確認され、ニホ

ンジカの確認数が増加傾向であるため、好ましくない状態である。（ただし、平成２

３年度調査ではニホンジカの確認数がかなり多いため、林床調査が必要である。）

「 」の種としては、ニホンリス、ホンドアカネズミ、ホンドザル、ホ

ンドヒメネズミ及びホンドタヌキなどが確認され、確認数も概ね変化がなく、外来種

も確認されていないため、好ましい状態である。

「昆虫類補食者」の種としては、ニホンカナヘビ、ニホントカゲ及びヒナコウモリ

科などが確認され、「小動物補食者」の種としては、シマヘビ、アオダイショウ、ニ

ホンマムシ、ホンドキツネ及びホンドテンなどが確認され、いずれの確認数も概ね変

化がないため、概ね維持されている。
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陸上昆虫類等

1） 陸上昆虫類等の確認状況

陸上昆虫類等の目別確認種数を調査地区ごとに、平成 15 年度から平成 26 年度に

かけての経年変化が分かるように、図 6.3.2-23 に示した。

平成 26 年度ではコウチュウ目､カメムシ目､クモ目､ハチ目､ハエ目及びチョウ目

の順で確認種が多い。平成 26 年度の目別確認種割合を平成 15 年度と比べると概ね

変化はないが、樹林帯の調査地区ではチョウ目の割合がやや減少し、カメムシ目の

割合がやや増加しており、草本の構成種が多少変わった可能性がある。

表 6.3-27 陸上昆虫類等の確認種数の経年変化

季節
平成 6 年度 平成 10 年度 平成 15 年度 平成 26 年度

（7 地区） （7 地区） （8 地区） （7 地区）

春季 546 496 369 600

夏季 821 629 538 748

秋季 365 346 336 608

合計 1,375 1,080 924 1,367
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注）ハエ目の確認種は平成 15 年度調査では概ね属・科止めとなっていたが、平成 26 年度では概ね種ま

で同定できており、分類精度向上のため確認種数が増加した。

図 6.3.2-23 平成 15 年度調査と平成 26 年度調査の調査地区別確認状況の比較

（上：確認種数、下：種数割合）
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2） 陸上昆虫類等からみた生息環境の経年変化

陸上昆虫類等は、河川水辺の国勢調査では一ダム一年間で 1,000～2,500 種程度

の確認種が得られる。これらの確認種は、ハビタットにより属単位あるいは科単位

で生息する場所が特定される(特に、幼虫はほとんど移動できないため、環境を評価

するには幼虫の生息場所が重要である)。ダム湖周辺の山腹斜面管理、下流河川の河

床管理、あるいはそれらの生態系保全で必要と考えられる観点から、陸上昆虫類等

を流水淡水グループ（水流や湛水はあるか）、湿潤地表グループ（地表は湿潤ぎみか）、

乾燥地表グループ（地表は乾燥ぎみか）、虫媒花グループ(地表に陽は差すか)、低木

層グループ（樹林に低木層はあるか）、高木層グループ（樹林に高木層はあるか）朽

木生根グループ（植生は安定しているか）という 7 グループに分けてみると、表

6.3-28 に示すような区分となる。

一方、ダム湖周辺の環境は、「エコトーン」「コナラ群落」「スギ・ヒノキ植林」「先

駆性樹種群落」「流入河川」「下流河川」の 6 つの自然パーツを追跡することとした。

河川水辺の国勢調査における前回調査である平成 15 年度及び平成 26 年度におけ

る陸上昆虫類等調査の結果を用いて、上述の 7 つのグループと 6 つの自然パーツの

関係を分析したところ、図 6.3.2-24～図 6.3.2-29 に示すように、各自然パーツの

経時変化が得られた。得られた陸上昆虫類相の変化により、11 年間におけるダム湖

周辺の山林及び河川の環境変化が次のように想定される。ただし、｢エコトーン｣｢ス

ギ・ヒノキ植林｣｢下流河川｣は、調査範囲を大幅に変更したため、検証対象外とした。

調査範囲が概ね同一である 3 調査地区については、次のような検証結果が得られ

た。｢コナラ群落｣は、調査方法は同一にもかかわらず、乾燥地表、虫媒花及び朽木

生根が増加したため、人為か自然は定かではないが、構成種であるコナラとクヌギ

が徐々に疎になっている可能性がある。｢先駆性樹種群落｣は、加えた鞍部の環境特

性により、高木層及び朽木生根が増加した。｢流入河川｣は、調査方法は同一にもか

かわらず、流水湛水及び虫媒花が増加したため、アーマー化しつつあった河床が、

平成 21 年及び 25 年出水により、大幅に攪乱された可能性が高い。
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表 6.3-28 陸上昆虫グルーピング分析における検証視点と生息環境と分類

グループ 検証視点(上段)、生息環境(下段) 陸上昆虫類の分類

《流水や湛水はあるか》
多ければ、渓流や河川などの「流水域」
あるいは「湛水域」が存在する。

幼虫時期を流水や湛水の水中で過ごす
種

《地表は湿潤ぎみか》
多ければ、「湿地」「湿潤ぎみな林床」が
存在するか、「シダ類やコケ類」が生育
する。

幼虫・成虫時期とも湿潤ぎみの地表近く
で過ごす種

《地表は乾燥ぎみか》
多ければ、「砂礫地」「乾燥ぎみな林床」
が存在するか、「多年草を中心とした草
本」が生育する。

幼虫・成虫時期とも乾燥ぎみの地表近く
で過ごす種

《地表に陽は射すか》
多ければ、「一年草を中心とした虫媒花」
が生育する。

成虫時期を一年草等の草本を吸蜜して
過ごす種

《樹林に低木層はあるか》
多ければ、「比較的樹高の低い樹林」が
存在する。

幼虫・成虫時期とも樹高の低い広葉樹
で過ごす種

《樹林に高木層はあるか》
多ければ、「比較的樹高の高い樹林」が
存在する。

幼虫・成虫時期とも樹高の高い広葉樹
や針葉樹で過ごす種

《樹林は安定しているか》
多ければ、「木本の朽ち木や生根」があ
り、「年代を経過した樹林」が存在する。

幼虫時期を広葉樹や針葉樹の朽木や生
根で過ごす種

朽木生根
グループ

バッタ目カマドウマ科、ヒラタカメムシ科、ハエ目ムシヒキアブ科、コウチュウ目クワガ
タムシ科、コガネムシ科(一部)、ナガハナノミ科(一部)、タマムシ科、コメツキムシ科
(一部)、ベニボタル科、テントウムシダマシ科、オオキノコムシ科、ヒメハナムシ科、
ホソヒラタムシ科、カミキリモドキ科、アカハネムシ科、ゴミムシダマシ科(一部)、カミ
キリムシ科(一部)、ヒゲナガゾウムシ科、ハチ目アリ科(一部)、ミツバチ科(一部)

虫媒花
グループ

チョウ目セセリチョウ科、マダラチョウ科、シジミチョウ科(一部)、タテハチョウ科(一
部)、アゲハチョウ科、シロチョウ科(一部)、ジャノメチョウ科(一部)、ハエ目ツリアブ
科、ハナアブ科、クロバエ科(一部)、コウチュウ目クビナガムシ科、ハムシ科(一部)、
ハチ目ハバチ科、スズメバチ科(一部)、ツチバチ科、ミツバチ科(一部)、コハナバチ
科

低木層
グループ

カマキリ目ヒメカマキリ科、カマキリ科(一部)、バッタ目コロギス科、ツユムシ科(一
部)、キリギリス科(一部)、ナナフシ目、カメムシ目アオバハゴロモ科、ハゴロモ科、セ
ミ科(一部)、アワフキムシ科(一部)、コガシラアワフキムシ科、グンバイムシ科、カスミ
カメムシ科(一部)、マキバサシガメ科(一部)、ヘリカメムシ科(一部)、ナガカメムシ科
(一部)、ツノカメムシ科(一部)、カメムシ科(一部)、マルカメムシ科、チョウ目ハマキガ
科(一部)、シジミチョウ科(一部)、タテハチョウ科(一部)、シロチョウ科(一部)、ジャノメ
チョウ科(一部)、ツトガ科(一部)、メイガ科(一部)、マドガ科、カギバガ科(一部)、トガ
リバガ科(一部)、アゲハモドキガ科、シャクガ科(一部)、ツバメガ科、イカリモンガ科、
オビガ科、ヤママユガ科(一部)、スズメガ科(一部)、シャチホコガ科(一部)、ヒトリガ
科(一部)、ドクガ科(一部)、ヤガ科(一部)、ハエ目ベッコウバエ科、コウチュウ目オサ
ムシ科(一部)、コガネムシ科(一部)、ケシキスイ科、カミキリムシ科(一部)、ハムシ科
(一部)、ホソクチゾウムシ科、オトシブミ科(一部)、ゾウムシ科(一部)、ハチ目ミフシハ
バチ科、ハキリバチ科

高木層
グループ

カメムシ目マルウンカ科、セミ科(一部)、アワフキムシ科(一部)、ヨコバイ科(一部)、
サシガメ科(一部)、オオホシカメムシ科、ナガカメムシ科(一部)、ツノカメムシ科(一
部)、キンカメムシ科、チョウ目ボクトウガ科、イラガ科、テングチョウ科、ツトガ科(一
部)、メイガ科(一部)、カギバガ科(一部)、トガリバガ科(一部)、シャクガ科(一部)、ヤ
ママユガ科(一部)、スズメガ科(一部)、シャチホコガ科(一部)、ヒトリガ科(一部)、ドク
ガ科(一部)、ヤガ科(一部)、ハエ目アブ科、コウチュウ目カミキリムシ科(一部)、ハム
シ科(一部)、オトシブミ科(一部)、ゾウムシ科(一部)、オサゾウムシ科、ハチ目スズメ
バチ科(一部)

乾燥地表
グループ

カマキリ目カマキリ科(一部)、バッタ目ツユムシ科(一部)、キリギリス科(一部)、マツ
ムシ科、コオロギ科(一部)、ヒバリモドキ科(一部)、バッタ科、イナゴ科(一部)、オンブ
バッタ科、カメムシ目ウンカ科、アワフキムシ科(一部)、ヨコバイ科(一部)、サシガメ科
(一部)、カスミカメムシ科(一部)、マキバサシガメ科(一部)、ホシカメムシ科、ヘリカメ
ムシ科(一部)、ヒメヘリカメムシ科、ナガカメムシ科(一部)、メダカナガカメムシ科、ツ
チカメムシ科、カメムシ科(一部)、チョウ目ハマキガ科(一部)、ツトガ科(一部)、ヤガ
科(一部)、コウチュウ目オサムシ科(一部)、ハンミョウ科、コガネムシ科(一部)、アリ
モドキ科、ハナノミ科、カミキリムシ科(一部)、ハムシ科(一部)、ゾウムシ科(一部)、ハ
チ目ドロバチ科(一部)、ミツバチ科(一部)

流水湛水
グループ

カゲロウ目、トンボ目、カワゲラ目、カメムシ目アメンボ科、ヘビトンボ目、アミメカゲロ
ウ目ヒロバカゲロウ科、トビケラ目、チョウ目ツトガ科(一部)、ハエ目ガガンボ科、コウ
チュウ目ゲンゴロウ科、ガムシ科、ナガハナノミ科(一部)

湿潤地表
グループ

バッタ目キリギリス科(一部)、コオロギ科(一部)、ヒバリモドキ科(一部)、イナゴ科(一
部)、ヒシバッタ科、ノミバッタ科、ナガカメムシ科(一部)、コウチュウ目ホソクビゴミム
シ科、オサムシ科(一部)、ハネカクシ科(一部)、コメツキムシ科(一部)、ホタル科、コ
メツキモドキ科
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図 6.3.2-24 陸上昆虫グルーピング分析による陸上昆虫類相の種数割合の経時変化

や
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図 6.3.2-25 陸上昆虫グルーピング分析による陸上昆虫類相の種数割合の経時変化
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図 6.3.2-26 陸上昆虫グルーピング分析による陸上昆虫類相の種数割合の経時変化
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図 6.3.2-27 陸上昆虫グルーピング分析による陸上昆虫類相の種数割合の経時変化
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図 6.3.2-28 陸上昆虫グルーピング分析による陸上昆虫類相の種数割合の経時変化
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図 6.3.2-29 陸上昆虫グルーピング分析による陸上昆虫類相の種数割合の経時変化



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-194

6.3.3 重要種の変化の把握

ダムと関わりの深い重要種の選定

ダムと関わりの深い重要種の選定条件を表 6.3-29 に示す。

青蓮寺ダムの存在・供用に伴う環境条件の変化、青蓮寺ダムの特性（立地条件、経過

年数）及び既往定期報告書等から、重要種について、ダムの運用・管理に伴い、影響を

受けるおそれのある生物種の選定を行った。

ダムと関わりの深い重要種の選定にあたっては、以下に示す指定ランクに基づき重要

種の抽出を行うとともに、表 6.3-29 に示す 4 つの選定条件を踏まえて、ダムと関わり

の深い重要種の選定を行った。

＜指定ランク＞

①｢文化財保護法｣(昭和25年法律第214号)、｢絶滅のおそれのある野生動植物の種

の保存に関する法律｣(平成4年法律第75号)等の法律に基づき指定されている動

植物

②｢環境省レッドリスト2020｣(環境省 R2)の掲載種

③｢三重県版レッドデータブック2015｣(三重県 H27)の掲載種
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魚類

魚類のダムと関わりの深い重要種の選定結果を表 6.3-30 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける魚類の重要種として、スナヤツメ類、

カワヒガイ、ズナガニゴイ等の 7 種が確認された。

このうち、4 つの選定基準に全て該当する種であるズナガニゴイ、アジメドジョウ、

アカザの 3 種をダムと関わりの深い重要種として選定した。
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表 6.3-30 ダムと関わりの深い重要種の選定結果(魚類)

注 1)指定ランク略号
文化財保護法＝特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
種の保存法＝国内：国内希少野生動植物種
環境省 RL＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
三重県 RDB＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
注 2)確認場所の記号

▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、○：周辺環境（沢筋など）、△：流入河川
注 3)選定条件（赤字は選定条件適合部分）

選定ランク：環境省 RL の準絶滅危惧（NT）以上、又は、三重県 RDB の準絶滅危惧（NT）以上
確認場所：「下流河川」、「ダム湖」、「流入河川」
確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖沼に生息する種（放流を除く）

注 4)確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注 5)表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示す
注 6)確認場所と調査地区の関係を下表に示す

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

環
境
省
R
L

三
重
県
R
D
B

H24
(2012)

H29
(2017)

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

スナヤツメ類 VU VU ○ × × ○ ×

カワヒガイ NT VU ○ × × ○ ×

ズナガニゴイ EN ○ ○ ○ ○ ●

コウライモロコ VU ○ × × ○ ×

ドジョウ NT ○ ○ ○ × ×

アジメドジョウ VU EN ○ ○ ○ ○ ●

アカザ VU VU ○ ○ ○ ○ ●

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果

確認場所 調査地区（H29）

▽：下流河川 淀青下1

□：ダム湖岸 淀青湖2-1・淀青湖4・淀青湖5・淀青湖6

◇：ダム湖周辺 －

○：周辺環境 －

△ ： 流入河川 淀青入1 、淀青入2淀青入1 、淀青入2

淀青湖2・淀青湖4・淀青湖5・淀青湖6 淀青湖5・6は流入部

－

－

調査地区（H24） 備考

淀青下1
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底生動物

底生動物のダムと関わりの深い重要種の選定結果を表 6.3-31 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける底生動物の重要種として、マルタニ

シ、オオタニシ、モノアラガイ等の 13 種が確認された。

4 つの選定基準に全て該当する種はなかったことから、ダムと関わりの深い重要種

は選定しなかった。
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表 6.3-31 ダムと関わりの深い重要種の選定結果(底生動物)

注 1)指定ランク略号
文化財保護法＝特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
種の保存法＝国内：国内希少野生動植物種
環境省 RL＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
三重県 RDB＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
注 2)確認場所の記号

▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、○：周辺環境（沢筋など）、△：流入河川
注 3)選定条件（赤字は選定条件適合部分）

指定ランク：環境省 RL の準絶滅危惧（NT）以上、又は、三重県 RDB の準絶滅危惧（NT）以上
確認場所：「下流河川」、「ダム湖」
確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖沼に生息する種（放流を除く）

注 4)確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注 5)表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示す
注 6)確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（H30）

▽：下流河川 淀青下1・淀青下2

□：ダム湖岸 淀青湖2・淀青湖4・淀青湖5・淀青湖6

◇：ダム湖周辺 －

○：周辺環境 －

△ ： 流入河川 淀青入1 、淀青入2

－

－

淀青入1 、淀青入2

調査地区（H25） 備考

淀青下1

淀青湖2・淀青湖4・淀青湖5・淀青湖6 淀青湖5・6は流入部

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

環
境
省
R
L

三
重
県
R
D
B

H25
（2013）

H30
（2018）

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場

所

確
認
履

歴

生
息
環

境

マルタニシ VU VU ○ × × × ×

オオタニシ NT ○ × × × ×

モノアラガイ NT NT ○ ○ ○ × ×

ヒラマキミズマイ
マイ

DD × × × ○ ×

ヒラマキガイモド
キ

NT ○ × × × ×

カワコザラガイ CR ○ × × ○ ×

ドブガイ属 NT ○ × × × ×

マシジミ VU ○ × × ○ ×

イボビル DD × × × ○ ×

ムカシトンボ NT ○ × × ○ ×

コオイムシ NT NT ○ × × ○ ×

ヒメミズカマキリ VU ○ × × ○ ×

キボシケシゲンゴ
ロウ

DD VU ○ × × ○ ×

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果
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植物

植物のダムと関わりの深い重要種の選定結果を表 6.3-32 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける植物の重要種として、サンショウモ、

メヤブソテツ、コブシ等の 41 種が確認された。

4 つの選定基準に全て該当する種はなかったことから、ダムと関わりの深い重要種

は選定しなかった。
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表 6.3-32(1) ダムと関わりの深い重要種の選定結果(植物：その 1)

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

環
境
省
R
L

三
重
県
R
D
B

H21
(2009)

R1
(2019)

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

サンショウモ VU VU ○ × × ○ ×

メヤブソテツ EX ○ × × × ×

コブシ VU ○ × × × ×

ヒロハトリゲモ VU ○ × × × ×

ホンゴウソウ VU EN ○ × × × ×

ササユリ NT ○ × × × ×

マメヅタラン NT NT ○ × × × ×

ムギラン NT NT ○ × × × ×

エビネ NT NT ○ × × × ×

キンラン VU VU ○ × × × ×

セッコク NT ○ × × × ×

Lecanorchis属
(ｳｽｷﾑﾖｳﾗﾝの可能
性)

NT EN ○ × × × ×

トンボソウ NT ○ × × × ×

ノカンゾウ NT ○ × × × ×

オオナキリスゲ EN ○ ○ ○ × ×

ヤマアゼスゲ VU ○ × × ○ ×

アゼテンツキ VU ○ × × × ×

ヒロハノハネガヤ EN ○ × × × ×

ミギワトダシバ VU EN ○ × × ○ ×

ナルコビエ VU ○ × × ○ ×

タチネズミガヤ VU ○ × × × ×

ヤマキケマン VU ○ × × × ×

タカネハンショウ
ヅル

EN ○ × × × ×

キンキマメザクラ CR ○ × × × ×

サワダツ NT ○ × × × ×

エゾノサヤヌカグ
サ

VU ○ × × ○ ×

イソホウキギ EN ○ × × × ×

ウメガサソウ NT ○ × × × ×

ハクチョウゲ EN ○ × × ○ ×

スズサイコ NT VU ○ × × × ×

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果
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表 6.3-32(2) ダムと関わりの深い重要種の選定結果(植物：その 2)

注 1)指定ランク略号
文化財保護法＝特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
種の保存法＝国内：国内希少野生動植物種
環境省 RL＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
三重県 RDB＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
注 2)確認場所の記号

▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、○：周辺環境（沢筋など）、△：流入河川
注 3)選定条件（赤字は選定条件適合部分）

指定ランク：環境省 RL の準絶滅危惧（NT）以上、又は、三重県 RDB の準絶滅危惧（NT）以上
確認場所：「下流河川」、「ダム湖岸」、「地形改変箇所」
確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖沼、改変地に生息する種

注 4)確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注 5)表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示し、(-)は個体数が記録されていないことを示す
注 6)確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（R1）

▽：下流河川 淀青下1

□：ダム湖岸 淀青湖3

◇：ダム湖周辺 淀青周1・淀青周2・淀青周3・淀青周4

○：周辺環境 －

△ ： 流入河川 淀青入2

S-12、S-14、S-11、S-13

－

S-5

調査地区（H21） 備考

S-1

S-15

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

環
境
省
R
L

三
重
県
R
D
B

H21
(2009)

R1
(2019)

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

コバノカモメヅル VU ○ × × × ×

コムラサキ VU ○ × × × ×

クチナシグサ VU ○ × × × ×

コシオガマ VU ○ × × × ×

バアソブ VU CR ○ × × × ×

テイショウソウ NT ○ × × × ×

ミヤマヨメナ VU ○ ○ ○ × ×

アワコガネギク NT ○ × × × ×

クサヤツデ NT ○ × × × ×

ドクゼリ CR ○ × × × ×

カノコソウ CR ○ × × × ×

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果
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鳥類

鳥類のダムと関わりの深い重要種の選定結果を表 6.3-33 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける鳥類の重要種として、ヤマドリ、オ

シドリ、ヨシゴイ等の 23 種が確認された。

このうち、4 つの選定基準に全て該当する種であるオシドリ、ミサゴ、ヤマセミの 3

種をダムと関わりの深い重要種として選定した。

表 6.3-33(1) ダムと関わりの深い重要種の選定結果(鳥類：その 1)

文
化
財

保
護
法

種
の
保

存
法

環
境
省

R
L

三
重
県

R
D
B

H18
(2006)

H28
(2016)

指
定
ラ

ン
ク

確
認
場

所

確
認
履

歴

生
息
環

境

ヤマドリ NT ○ × × × ×

オシドリ DD
EN(繁殖)
NT(越冬)

○ ○ ○ ○ ●

ヨシゴイ NT NT ○ × × ○ ×

ヨタカ NT DD ○ ○ ○ × ×

ミサゴ NT
VU(越冬)
NT(繁殖)

○ ○ ○ ○ ●

ハチクマ NT EN ○ × × × ×

ハイタカ NT NT ○ ○ ○ ○ ×

オオタカ NT VU ○ × × × ×

サシバ VU EN ○ × × × ×

フクロウ NT ○ × × × ×

アオバズク VU ○ ○ ○ × ×

アカショウビン VU ○ × × × ×

ヤマセミ NT ○ ○ ○ ○ ●

オオアカゲラ VU ○ × × × ×

ハヤブサ 国内 VU
CR(繁殖)
EN(越冬)

○ × × × ×

サンショウクイ VU VU ○ × × × ×

サンコウチョウ NT ○ ○ ○ × ×

キクイタダキ VU ○ × × × ×

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果
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両生類・爬虫類・哺乳類

両生類・爬虫類・哺乳類のダムと関わりの深い重要種の選定結果を表 6.3-34～表

6.3-36 にそれぞれ示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける両生類・爬虫類・哺乳類の重要種と

して、マホロバサンショウウオ、アカハライモリ、ニホンイシガメ、ニホンコキクガ

シラコウモリ等の 9 種が確認された。

このうち、4 つの選定基準に全て該当する種であるニホンイシガメ 1 種をダムと関

わりの深い重要種として選定した。

表 6.3-34 ダムと関わりの深い重要種の選定結果（両生類）

注 1)マホロバサンショウウオは三重県 RDB には「コガタブチサンショウウオ」と記載されている（三重県
RDB はマホロバサンショウウオが新規に分類された 2019 年以前の発行であるため）。

注 2)指定ランク略号
文化財保護法＝特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
種の保存法＝国内：国内希少野生動植物種
環境省 RL＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
三重県 RDB＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LC：低懸念
注 3)確認場所の記号

▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、○：周辺環境（沢筋など）、△：流入河川
注 4)選定条件（赤字は選定条件適合部分）

指定ランク：環境省 RL の準絶滅危惧（NT）以上、又は、三重県 RDB の準絶滅危惧（NT）以上
確認場所：「下流河川」、「ダム湖岸」、「周辺渓流」
確認履歴：確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖岸、渓流に生息する種

注 5)確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注 6)確認場所と調査地区の関係を下表に示す

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

環
境
省
R
L

三
重
県
R
D
B

H15
(2003)

H23
(2011)

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

マホロバサンショ
ウウオ

VU LC ○ × × ○ ×

アカハライモリ NT ○ ○ ○ × ×

ニホンヒキガエル NT ○ ○ ○ × ×

トノサマガエル NT ○ ○ ○ × ×

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果

確認場所 調査地区（H23）

▽：下流河川 S-1

□：ダム湖岸 S-14，S-15

◇：ダム湖周辺 S-11，S-12，S-13

○：周辺環境 －

△ ： 流入河川 S-5

調査地区（H15） 備考

5-1

4-1

1，2，3，4-2

6

5-2
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表 6.3-35 ダムと関わりの深い重要種の選定結果(爬虫類)

注 1)指定ランク略号
文化財保護法＝特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
種の保存法＝国内：国内希少野生動植物種
環境省 RL＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
三重県 RDB＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LC：低懸念
注 2)確認場所の記号

▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、○：周辺環境（沢筋など）、△：流入河川
注 3)選定条件（赤字は選定条件適合部分）

指定ランク：環境省 RL の準絶滅危惧（NT）以上、又は、三重県 RDB の準絶滅危惧（NT）以上
確認場所：「下流河川」、「ダム湖岸」
確認履歴：確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖岸に生息する種

注 4)確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注 5)確認場所と調査地区の関係を下表に示す

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

環
境
省
R
L

三
重
県
R
D
B

H15
(2003)

H23
(2011)

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ニホンイシガメ NT ○ ○ ○ ○ ●

シロマダラ LC × × × × ×

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果

確認場所 調査地区（H23）

▽：下流河川 S-1

□：ダム湖岸 S-14，S-15

◇：ダム湖周辺 S-11，S-12，S-13

○：周辺環境 －

△ ： 流入河川 S-5

調査地区（H15） 備考

5-1

4-1

1，2，3，4-2

6

5-2
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表 6.3-36 ダムと関わりの深い重要種の選定結果(哺乳類)

注 1)指定ランク略号
文化財保護法＝特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
種の保存法＝国内：国内希少野生動植物種
環境省 RL＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
三重県 RDB＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LC：低懸念
注 2)確認場所の記号

▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、○：周辺環境（沢筋など）、△：流入河川
注 3)選定条件（赤字は選定条件適合部分）

指定ランク：環境省 RL の準絶滅危惧（NT）以上、又は、三重県 RDB の準絶滅危惧（NT）以上
確認場所：「下流河川」、「ダム湖岸」、「周辺山林」
確認履歴：確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、里山、山林、湖岸に生息する種

注 4)確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注 5)確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（H23）

▽：下流河川 S-1

□：ダム湖岸 S-14，S-15

◇：ダム湖周辺 S-11，S-12，S-13

○：周辺環境 －

△ ： 流入河川 S-5

調査地区（H15） 備考

5-1

4-1

1，2，3，4-2

6

5-2

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

環
境
省
R
L

三
重
県
R
D
B

H15
(2003)

H23
(2011)

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ニホンコキクガシ
ラコウモリ

NT ○ × × × ×

ニホンリス NT ○ × × × ×

ツキノワグマ LP EN ○ × × × ×

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果
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陸上昆虫類等

陸上昆虫類等のダムと関わりの深い重要種の選定結果を表 6.3-37 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける陸上昆虫類等の重要種として、ワス

レナグモ、アキアカネ、ダイリフキバッタ等の 39 種が確認された。

4 つの選定基準に全て該当する種はなかったことから、ダムと関わりの深い重要種

は選定しなかった。
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表 6.3-37(1) ダムと関わりの深い重要種の選定結果(陸上昆虫類等：その 1)

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

環
境
省
R
L

三
重
県
R
D
B

H15
（2003）

H26
（2014）

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ワスレナグモ NT NT ○ × × × ×

キノボリトタテグ
モ

NT NT ○ × × × ×

コガネグモ NT ○ ○ ○ × ×

カワベコモリグモ DD × × × × ×

シノビグモ NT ○ × × × ×

シマササグモ NT ○ × × ○ ×

ナガイヅツグモ DD × × × × ×

アワセグモ NT ○ × × × ×

アシナガカニグモ NT ○ ○ ○ × ×

アキアカネ NT ○ ○ ○ × ×

ダイリフキバッタ EN ○ × × × ×
ヒメフキバッタ NT ○ ○ ○ × ×

チッチゼミ NT ○ × × × ×

イトアメンボ VU EN ○ × × × ×

ヤマトセンブリ DD DD × × × × ×
オオツノトンボ NT ○ × × × ×
コマダラウスバカ
ゲロウ

NT ○ × × × ×

シルビアシジミ EN CR ○ × × × ×

オナガミズアオ本
土亜種

NT ○ × × × ×

ヤネホソバ NT ○ × × × ×

キシタアツバ NT ○ ○ ○ × ×

ヒラヤマミズアブ DD × × × × ×

ケジロキアブ DD × × × × ×
クビナガキベリア
オゴミムシ

DD DD × × × × ×

スナハラゴミムシ VU DD ○ × × × ×
アリスアトキリゴ
ミムシ

DD EN ○ × × ○ ×

アイヌハンミョウ NT NT ○ × × ○ ×

シマゲンゴロウ NT NT ○ × × × ×

カワラゴミムシ EN ○ × × ○ ×

シジミガムシ EN ○ × × ○ ×

コスジマグソコガ
ネ

VU ○ × × × ×

マルエンマコガネ CR ○ × × ○ ×

ヨツボシカミキリ EN CR ○ × × × ×

イネネクイハムシ CR ○ × × ○ ×

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果
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表 6.3-37(2) ダムと関わりの深い重要種の選定結果(陸上昆虫類等：その 2)

注 1)指定ランク略号
文化財保護法＝特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物
種の保存法＝国内：国内希少野生動植物種
環境省 RL＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
三重県 RDB＝EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LC：低懸念
注 2)確認場所の記号

▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、○：周辺環境（沢筋など）、△：流入河川
注 3)選定条件（赤字は選定条件適合部分）

指定ランク：環境省 RL の準絶滅危惧（NT）以上、又は、三重県 RDB の準絶滅危惧（NT）以上
確認場所：「下流河川」、「ダム湖岸」
確認履歴：確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖岸に生息する種

注 4)確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注 5)確認場所と調査地区の関係を下表に示す

文
化
財
保
護
法

種
の
保
存
法

環
境
省
R
L

三
重
県
R
D
B

H15
（2003）

H26
（2014）

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ケブカツヤオオア
リ

DD DD × ○ ○ × ×

ヤマトアシナガバ
チ

DD × ○ ○ × ×

モンスズメバチ DD NT ○ × × × ×

スギハラクモバチ DD × ○ ○ × ×

クロマルハナバチ NT NT ○ × × × ×

和名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

選定条件

選定
結果

確認場所 調査地区（H26）

▽：下流河川 淀青下1

□：ダム湖岸 淀青湖3

◇：ダム湖周辺 淀青周1、2、3、4

○：周辺環境

△ ： 流入河川 淀青入2

1，2，3，4-2

6

5-2

調査地区（H15） 備考

5-1

4-1
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選定結果まとめ

これまでの河川水辺の国勢調査で確認された重要種の種数とダムと関わりの深い重

要種の選定結果を表 6.3-38、表 6.3-39 に示す。

表 6.3-38 ダムと関わりの深い重要種の選定結果

項目 確認された重要種数 選定した重要種数

魚類 7 種 3 種

底生動物 13 種 0 種

植物 41 種 0 種

鳥類 23 種 3 種

両生類 4 種 0 種

爬虫類 2 種 1 種

哺乳類 3 種 0 種

陸上昆虫類等 39 種 0 種

表 6.3-39 ダムと関わりの深い重要種の一覧表

文化財
保護法

種の保存法 環境省RL 三重県RDB

魚類 コイ科 ズナガニゴイ EN

ドジョウ科 アジメドジョウ VU EN
アカザ科 アカザ VU VU

鳥類 カモ科 オシドリ DD
EN（繁殖）
NT（越冬）

ミサゴ科 ミサゴ NT
VU（越冬）
NT（繁殖）

カワセミ科 ヤマセミ NT
爬虫類 イシガメ科 ニホンイシガメ NT
注）重要種の選定基準

①「文化財保護法」：文化財保護法（昭和25年法律第214号）
特天：特別天然記念物、天：天然記念物、県天：県天然記念物、市天：市天然記念物

②「種の保存法」：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 （平成4年法律第75号）
国内：国内希少野生動植物種

③「環境省RL」：環境省レッドリスト2020（令和2年3月27日 環境省報道発表資料）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④「三重県RDB」：「三重県レッドデータブック2015」（平成27年3月 三重県農林水産部みどり共生推進課）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、
VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

項目 科名 和名
重要種選定基準
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現状での課題や保全対策の必要性についての検討

ダム運用・管理と関わりの深い重要種の確認状況や生態特性から、ダム運用・管理と

関連した保全対策の必要性や方向性の検討を行った。

魚類

表 6.3-40(1) 選定された重要種の確認状況の経年変化(魚類)

注)表内の数値は確認個体数を示す。

－：調査実施なし

表 6.3-41 環境保全対策の必要性や方向性の検討(ズナガニゴイ)

種名 ダムによる影響の検証

ズナガニ

ゴイ

生態特性

影響要因

確認状況

生息環境や他生物

の関連性

分析結果

課題 特になし。

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。

環境省
RL

三重県
RDB

H4
-5

H8 H13 H19 H24 H29
H4
-5

H8 H13 H19 H24 H29
H4
-5

H8 H13 H19 H24 H29

1 ズナガニゴイ 絶滅危慎IB 1 5 1 15 7 42 3 -
2 アジメドジョウ 絶滅危惧II 絶滅危慎IB 15 2 3 1 1 - 1
3 アカザ 絶滅危惧II 絶滅危惧II 6 5 4 -

No. 種名
指定区分
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表 6.3-41 (2) 環境保全対策の必要性や方向性の検討(アジメドジョウ)

種名 ダムによる影響の検証

アジメド

ジョウ

生態特性

影響要因

確認状況

生息環境や他生物

の関連性

分析結果

課題 特になし。

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。

表 6.3-41(3) 環境保全対策の必要性や方向性の検討(アカザ)

種名 ダムによる影響の検証

アカザ

生態特性

影響要因

確認状況

生息環境や他生物

の関連性

分析結果

課題 特になし。

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。
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注)表内の数値は確認個体数を示す。

－：調査実施なし

図 6.3.3-1 選定された重要種の確認位置(魚類)
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底生動物

ダム運用・管理と関わりの深い重要種は確認されなかった。

植物

ダム運用・管理と関わりの深い重要種は確認されなかった。

鳥類

表 6.3-42 選定された重要種の確認状況の経年変化(鳥類)

注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

表 6.3-43 環境保全対策の必要性や方向性の検討(オシドリ)

種名 ダムによる影響の検証

オシドリ

生態特性

影響要因

確認状況

生息環境や他生物

の関連性

分析結果

課題 特になし。

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。

環境省
RL

三重県
RDB

H5 H9 H14 H18 H28 H5 H9 H14 H18 H28 H5 H9 H14 H18 H28

1 オシドリ 情報不足

絶滅危惧IB
（繁殖）

準絶滅危惧
（越冬）

- - 2 71 19 11 30 320 - -

2 ミサゴ 準絶滅危惧

準絶滅危惧
（繁殖）

絶滅危惧IB
（越冬）

- - 1 1 - -

3 ヤマセミ 準絶滅危惧 - - 1 2 1 20 9 6 5 2 - - 2 3 1

指定区分
No. 種名
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表 6.3-44 環境保全対策の必要性や方向性の検討(ミサゴ)

種名 ダムによる影響の検証

ミサゴ

生態特性

影響要因

確認状況

生息環境や他生物

の関連性

分析結果

課題 特になし。

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。

表 6.3-45 環境保全対策の必要性や方向性の検討(ヤマセミ)

種名 ダムによる影響の検証

ヤマセミ

生態特性

影響要因

確認状況

生息環境や他生物

の関連性

分析結果

課題 特になし。

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。
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注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

図 6.3.3-2 選定された重要種の確認位置(鳥類)
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両生類

ダム運用・管理と関わりの深い重要種は確認されなかった。

爬虫類

表 6.3-46 選定された重要種の確認状況の経年変化(爬虫類)

注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

表 6.3-47 環境保全対策の必要性や方向性の検討(ニホンイシガメ)

種名 ダムによる影響の検証

ニホン

イシガメ

生態特性

影響要因

確認状況

生息環境や他生物

の関連性

分析結果

課題 特になし。

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。

注）流入河川の確認地点は、ダム運用・管理との関連性が低いため省略する。

環境省
RL

三重県
RDB

H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23

1 ニホンイシガメ 準絶滅危惧 - - 8 2 1 3 2 1 - - 1

No. 種名
指定区分
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注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

図 6.3.3-3 選定された重要種の確認位置(爬虫類)
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哺乳類

ダム運用・管理と関わりの深い重要種は確認されなかった。

陸上昆虫類等

ダム運用・管理と関わりの深い重要種は確認されなかった。
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6.3.4 外来種の変化の把握

ダムと関わりの深い外来種の選定

青蓮寺ダムの存在・供用に伴う環境条件の変化、青蓮寺ダムの特性(立地条件、経過年

数)及び既往定期報告書等から、外来種について、ダムの運用・管理の面から、今後の動

向について留意すべき生物種の選定を行った。

ダムと関わりの深い外来種の選定にあたっては、以下に示す指定ランクに基づき外来

種の抽出を行うとともに、表 6.3-48 に示す４つの選定条件を踏まえて、ダムと関わり

の深い外来種の選定を行った。

＜指定ランク＞

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成 16 年 6 月

法律第 78 号）で指定された特定外来生物

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止

外来種リスト）」（平成 27 年 環境省及び農林水産省）の掲載種
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【
選

定
条

件
】

・
指

定
ラ

ン
ク

の
い

ず
れ

か
を

満
足

す
る

こ
と

。
・

確
認

さ
れ

た
場

所
が

「
選

定
基

準
１

～
３

」
の

い
ず

れ
か

で
あ

る
こ

と
。

・
確

認
さ

れ
た

調
査

年
が

「
選

定
基

準
４

」
を

満
足

す
る

こ
と

。
・

当
該

種
の

主
な

生
育

・
生

息
場

所
が

ダ
ム

の
管

理
す

る
場

所
で

あ
る

こ
と

。

※
1
：

水
位

変
動

域
、

エ
コ

ト
ー

ン
を

含
む

。
※

2
：

特
定

外
来

生
物

に
つ

い
て

は
、

今
回

（
直

近
）

の
調

査
年

で
し

か
確

認
さ

れ
て

い
な

く
て

も
条

件
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

表
6
.
3
-
4
8

ダ
ム

と
関

わ
り

の
深

い
外

来
種

の
選

定
条

件

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
・
生
育
環
境

選
定
基
準
１

選
定
基
準
２

選
定
基
準
３

選
定
基
準
４

（
当
該
種
の
主
な
生
育
・
生
息
環
境
）

魚
類

下
流
河
川

ダ
ム
湖

流
入
河
川

河
川
や
湖
沼
に
生
息
す
る
種

（
放
流
に
よ
る
種
は
除
く
。
）

底
生
動
物

下
流
河
川

ダ
ム
湖

−
河
川
や
湖
沼
に
生
息
す
る
種

植
物

下
流
河
川

ダ
ム
湖
岸

※
1

−
今
回
( 直
近
) 及
び

前
回
の
2
調
査
年
※
2
河
川
、
湖
岸
に
生
育
す
る
種

鳥
類

下
流
河
川

ダ
ム
湖
上
又
は
湖
岸

※
1
周
辺
渓
流

河
川
、
湖
上
、
湖
岸
、
渓
流
に
生
息
す
る
種

両
生
類

下
流
河
川

ダ
ム
湖
岸

※
1

周
辺
渓
流

河
川
、
湖
岸
、
渓
流
に
生
息
す
る
種

爬
虫
類

下
流
河
川

ダ
ム
湖
岸

※
1

−
河
川
、
湖
岸
に
生
息
す
る
種

哺
乳
類

下
流
河
川

ダ
ム
湖
岸

※
1

周
辺
山
林

河
川
、
里
山
や
山
林
、
湖
岸
に
生
息
す
る
種

陸
上
昆
虫

類
等

下
流
河
川

ダ
ム
湖
岸

※
1

−
河
川
、
湖
岸
に
生
息
す
る
種

調
査
項
目

指
定
ラ
ン
ク

■
特
定
外
来
生
物
（
外

来
生
物
法
）

■
「
我
が
国
の
生
態
系

等
に
被
害
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
外
来
種
リ

ス
ト
」
（
環
境
省
及
び

農
林
水
産
省
）
に
掲
載

さ
れ
た
種

今
回
( 直
近
) 又
は

前
回
の
調
査
年

今
回
( 直
近
) 又
は

前
回
の
調
査
年
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魚類

魚類のダムと関わりの深い外来種の選定結果を表 6.3-49 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける魚類の外来種として、ハス、ブルー

ギル、オオクチバスの 3 種が確認された。

このうち、4 つの選定基準に全て該当する種であるブルーギル、オオクチバスの 2

種をダムと関わりの深い外来種として選定した。

表 6.3-49 ダムと関わりの深い外来種の選定(魚類)
確認場所・確認履歴

外
来
生
物
法

生
態
系
被
害
防
止

H24
(2012)

H29
(2017)

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ハス 総合 ○ × × ○ ×

ブルーギル 特定 総合 □ 174
▽ 11
□ 125

○ ○ ○ ○ ●

オオクチバス 特定 総合 □ 54 □ 20 ○ ○ ○ ○ ●

注1：外来種指定

外来生物法：「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律」 （平成16年6月2日法律第78号）

特定：特定外来生物

生態系被害防止：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（環境省及び農林水産省 平成27年）

定着：定着予防外来種

（国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や水際での監視、

地方公共団体、国民など各主体が野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種）

総合：総合対策外来種

（国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、国、

それぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、遺棄・導入・逸出防止等

のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種）

産業：産業管理外来種

（産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程度の社会

経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止のための適切な管理に

重点を置いた対策が必要な外来種）

注2：確認場所の記号

▽：下流河川、□：ダム湖内、△：流入河川

注3：選定条件（赤字は選定条件適合部分）

外来種指定：外来生物法（特定外来生物）かつ、我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リストに掲載された種

確認場所：「下流河川」、「ダム湖」、「流入河川」

確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている

生息環境：河川や湖沼に生息する種

注4：確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した

注5：表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示す

注6：確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（H24） 調査地区（H29）

▽：下流河川 淀青下1 淀青下1

□：ダム湖岸 淀青湖2・淀青湖4・淀青湖5・淀青湖6 淀青湖2-1・淀青湖4・淀青湖5・淀青湖6

◇：ダム湖周辺 － －

○：周辺環境 － －

△ ： 流入河川 淀青入1 、淀青入2 淀青入1 、淀青入2

止水環境、流れの緩やかな河川の下流域

山上湖、ダム湖、平地の天然湖沼、小規模
なため池から河川中～下流域、汽水域

選定条件

選
定
結
果

和名

外来種指定

生態的特徴

淀青湖5・6は流入部

備考

主に河川の中流から下流や平野部の湖沼に
生息する。自然分布は琵琶湖・淀川水系と
福井県の三方五湖に限られる。
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底生動物

底生動物のダムと関わりの深い外来種の選定結果を表 6.3-50 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける底生動物の外来種として、ハブタエ

モノアラガイ、タイワンシジミ、アメリカザリガニの 3 種が確認され、いずれも 4 つ

の選定基準に全て該当したことから、ダムと関わりの深い外来種として選定した。

表 6.3-50 ダムと関わりの深い外来種の選定(底生動物)
確認場所・確認履歴

外
来
生
物
法

生
態
系
被
害
防
止

H25
（2013）

H30
（2018）

外
来
種
指
定

確
認
場

所

確
認
履

歴

生
息
環

境

ハブタエモノア
ラガイ

総合 ▽20 ○ ○ ○ ○ ●

タイワンシジミ 総合 ▽ 9 ▽15 ○ ○ ○ ○ ●

アメリカザリガ
ニ

総合 □ 1 ○ ○ ○ ○ ●

注1：外来種指定
外来生物法：「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律」 （平成16年6月2日法律第78号）

特定：特定外来生物

生態系被害防止：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（環境省及び農林水産省 平成27年）
定着：定着予防外来種

（国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や水際での監視、
地方公共団体、国民など各主体が野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種）

総合：総合対策外来種
（国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、国、

それぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、遺棄・導入・逸出防止等
のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種）

産業：産業管理外来種
（産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程度の社会

経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止のための適切な管理に
重点を置いた対策が必要な外来種）

注2：確認場所の記号
▽：下流河川、□：ダム湖内、△：流入河川

注3：選定条件（赤字は選定条件適合部分）
外来種指定：外来生物法（特定外来生物）かつ、我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リストに掲載された種
確認場所：「下流河川」、「ダム湖」
確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川や湖沼に生息する種

注4：確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した

注5：表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示す

注6：確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（H25） 調査地区（H30）

▽：下流河川 淀青下1 淀青下1 ・淀青下2

□：ダム湖岸 淀青湖2・淀青湖4・淀青湖5・淀青湖6 淀青湖2・淀青湖4・淀青湖5・淀青湖6

◇：ダム湖周辺 － －

○：周辺環境 － －

△ ： 流入河川 淀青入1 、淀青入2 淀青入1 、淀青入2

淀青湖5・6は流入部

和名

外来種指定

備考

生態的特徴

選定条件

選
定
結
果

河川・水路の止水域、池沼等

湖沼などの淡水域。

田んぼや用水路、池や沼などの水流がおだ
やかで水深が浅く、底に泥が堆積している
環境を好む。
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植物

植物のダムと関わりの深い外来種の選定結果を表 6.3-51 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける植物の外来種として、コンテリクラ

マゴケ、オオカナダモ、シンテッポウユリ等の 43 種が確認された。

このうち、4 つの選定基準に全て該当する種であるキショウブ、イタチハギ、セイ

タカアワダチソウの 3 種をダムと関わりの深い外来種として選定した。

表 6.3-51(1) ダムと関わりの深い外来種の選定(植物：その 1)
確認場所・確認履歴

外
来
生

物
法

生
態
系

被
害
防
止

H21
(2009)

R1
(2019)

外
来
種

指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

コンテリクラマ
ゴケ

総合 ◇(-) ○ × × × ×

オオカナダモ 総合 ○ × × ○ ×

シンテッポウユ
リ

総合 ▽(-) ○ ○ × × ×

ヒメヒオウギズ
イセン

総合 ○ × × × ×

キショウブ 総合
□(-)
◇(-)

□(-) ○ ○ ○ ○ ●

シュロ 総合 ◇(-) ○ × × × ×

メリケンガヤツ
リ

総合 ○ × × ○ ×

コヌカグサ 産業 △(-) ○ × × × ×

メリケンカルカ
ヤ

総合
▽(-)
◇(-)

△(-)
◇(-)

○ ○ × × ×

カモガヤ 産業 ○ × × ○ ×

シナダレスズメ
ガヤ

総合 ◇(-) ○ × × ○ ×

オオクサキビ 総合
▽(-)
◇(-)

○ ○ × ○ ×

シマスズメノヒ
エ

総合 ○ × × × ×

キシュウスズメ
ノヒエ

総合 ○ × × ○ ×

オオアワガエリ 産業 ○ × × ○ ×

モウソウチク 産業 ○ × × × ×

オニウシノケグ
サ

産業
▽(-)
△(-)

△(-)
◇(-)

○ ○ × ○ ×

ナギナタガヤ 産業 ◇(-) ○ × × × ×

ヒイラギナンテ
ン

総合 ◇(-) ○ × × × ×

イタチハギ 総合
▽(-)□(-)

◇(-)
□(-) ○ ○ ○ ○ ●

エニシダ 総合 ○ × × × ×

アレチヌスビト
ハギ

総合
▽(-)
◇(-)

▽(-)
◇(-)

○ ○ ○ × ×

ハリエンジュ 産業 ▽(-) ○ ○ × ○ ×

ビワ 産業 ▽(-) ○ ○ × × ×

トキワサンザシ 総合 ○ × × × ×

和名

外来種指定 選定条件

選
定
結
果

生態的特徴

平地から山地の日陰の湿ったところや樹林
下に自生する。

湖沼、溜池、河川、水路

日当たりの良い法面や道路わき、空き地な
どに侵入する。

花壇の付近、廃屋の庭跡

湖沼、溜池、河川、水路、湿った畑地、林
縁

市街地，森林

畑地、河川敷、溝、湿地、造成地など。日
当たりがよく、土壌の湿った場所を好む。
日当たりのよい畑地、道ばた、原野など日
本全土に帰化する。

畑地、水田の畔、樹園地、牧草地、道端、
荒地、市街地の芝地

畑地、樹園地、河原、土手、空地、路傍、
荒地、牧草地

牧草地、路傍、荒地、河川敷

路傍、荒地、河川敷

路傍、土手

湿地，水辺，水田，池沼，溝，砂浜

畑地，樹園地，路傍，荒地，河川敷，牧草
地

林縁，畑地，樹園地，造林地

路傍、空地、堤防、牧草地、河川敷、荒地

道端、荒地

都市近郊の森林林床

荒地、路傍、崩壊地、土手、河川敷、海岸

荒地、路傍

平地、日当たりのよい空き地、雑草地、開
発された跡地、道端

雑木林、渓流沿い、河原、海岸、放棄耕作
地

日当たりのよい場所。

人里、庭
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表 6.3-51 (2) ダムと関わりの深い外来種の選定(植物：その 2)
確認場所・確認履歴

外
来
生
物
法

生
態
系

被
害
防
止

H21
(2009)

R1
(2019)

外
来
種
指
定

確
認
場

所

確
認
履

歴

生
息
環

境

アレチウリ 特定 総合
▽1 □1

◇2
◇1 ○ ○ × ○ ×

ナンキンハゼ 総合 ◇(-) ○ × × ○ ×

ニワウルシ 総合 ◇(-) ○ × × ○ ×

ヒメスイバ 総合 ○ × × × ×

ギシギシ 総合
▽(-)□(-)

△(-)
○ ○ × × ×

エゾノギシギシ 総合 ○ × × ○ ×

ツルニチニチソ
ウ

総合 ◇(-) ○ × × × ×

アメリカネナシ
カズラ

総合 ○ × × ○ ×

マメアサガオ 総合 ○ × × ○ ×

トウネズミモチ 総合 ○ × × × ×

オオバコ 総合
◇(-)
△(-)

▽(-)□(-)
◇(-)△(-)

○ ○ × × ×

オオカワヂシャ 特定 総合 △3 ○ × × ○ ×

オオブタクサ 総合 ◇(-) ○ × × ○ ×

アメリカセンダ
ングサ

総合
▽(-)□(-)
◇(-)△(-)

○ ○ × ○ ×

ヒメジョオン 総合
▽(-)

◇(-)△(-)
◇(-)
△(-)

○ ○ × × ×

セイタカアワダ
チソウ

総合
▽(-)

◇(-)△(-)
▽(-)

◇(-)△(-)
○ ○ ○ ○ ●

セイヨウタンポ
ポ

総合
▽(-)
△(-)

○ ○ × ○ ×

オオオナモミ 総合 □(-)◇(-) ○ ○ × ○ ×

注1：外来種指定
外来生物法：「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律」 （平成16年6月2日法律第78号）

特定：特定外来生物

生態系被害防止：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（環境省及び農林水産省 平成27年）
定着：定着予防外来種

（国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や水際での監視、
地方公共団体、国民など各主体が野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種）

総合：総合対策外来種
（国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、国、

それぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、遺棄・導入・逸出防止等
のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種）

産業：産業管理外来種
（産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程度の社会

経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止のための適切な管理に
重点を置いた対策が必要な外来種）

注2：確認場所の記号
▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、△：流入河川

注3：選定条件（赤字は選定条件適合部分）
外来種指定：外来生物法（特定外来生物）かつ、我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リストに掲載された種
確認場所：「下流河川」、「ダム湖岸」、「改変箇所」
確認履歴：今回（直近）及び前回の調査で確認されている。ただし特定外来生物は今回（直近）の確認のみでも可。
生息環境：河川、湖岸、改変地に生息する種

注4：確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した

注5：表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示し、(-)は個体数が記録されていないことを示す

注6：確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（H21） 調査地区（R1）

▽：下流河川 S-1 淀青下1

□：ダム湖岸 S-15 淀青湖3

◇：ダム湖周辺 S-12、S-14、S-11、S-13 淀青周1・淀青周2・淀青周3・淀青周4

○：周辺環境 － －

△ ： 流入河川 S-5 淀青入2

日当たりの良い道端や荒地

路傍、空地、畑地、牧草地、芝地、樹園
地、川岸

畑地、樹園地、牧草地、空地、河川敷、路
傍

水路，河川，湿地の水際

畑地、樹園地、牧草地、河川敷、道端、荒
地、堤防

水田、水路、林内、牧草地、樹園地、河
辺、湿地、休耕田、畑地、荒地、路傍

畑地、樹園地、牧草地、路傍、草原、荒地

河原、土手、荒地、原野、休耕地、道端、
空地

牧草地、樹園地、芝地、畑地、路傍、河
岸、荒地、林地

二次林林床、草原、海岸砂浜

畑地、樹園地、牧草地、路傍、荒地、河川
敷、海浜、栽培植物上に生育する。

河原で人為的な影響のあるやや不安定な場
所に多い

市街地，路側帯，植栽地

林縁、荒地、川岸、河川敷、路傍、原野、
畑地、樹園地、造林地

河川敷、開放空間、森林内のギャップ

開けた河川敷、道路わき、市街地等に生育
する。

路傍、荒地、芝地

原野や道端の湿地

和名

外来種指定

備考

選定条件

選
定
結
果

生態的特徴
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鳥類

鳥類のダムと関わりの深い外来種の選定結果を表 6.3-52 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける鳥類の外来種として、ソウシチョウ

の 1 種が確認された。

このうち、4 つの選定基準に全て該当する種はなかったことから、ダムと関わりの

深い外来種は選定しなかった。

表 6.3-52 ダムと関わりの深い外来種の選定結果（鳥類）
確認場所・確認履歴

外
来
生
物
法

生
態
系

被
害
防
止

H18
(2006)

H28
(2016)

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ソウシチョウ 特定 総合
▽ 3
◇ 3

○ ○ ○ × ×

注1：外来種指定
外来生物法：「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律」 （平成16年6月2日法律第78号）

特定：特定外来生物

生態系被害防止：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（環境省及び農林水産省 平成27年）
定着：定着予防外来種

（国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や水際での監視、
地方公共団体、国民など各主体が野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種）

総合：総合対策外来種
（国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、国、

それぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、遺棄・導入・逸出防止等
のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種）

産業：産業管理外来種
（産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程度の社会

経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止のための適切な管理に
重点を置いた対策が必要な外来種）

注2：確認場所の記号
▽：下流河川、□：ダム湖上・ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、△：流入河川

注3：選定条件（赤字は選定条件適合部分）
外来種指定：外来生物法（特定外来生物）かつ、我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リストに掲載された種
確認場所：「下流河川」、「ダム湖上・ダム湖岸」、「周辺渓流」
確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖上、湖岸、渓流に生息する種

注4：確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注5：表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示し、(-)は個体数が記録されていないことを示す
注6：確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（H18） 調査地区（H28） 備考

▽：下流河川 淀青下1 淀青下1

□：ダム湖岸 淀青湖7、淀青周4 淀青湖7-1、淀青湖7-2、淀青周4

◇：ダム湖周辺 淀青周1、淀青周2、淀青周3 淀青周1、淀青周2、淀青周3

○：周辺環境 － －

△ ： 流入河川 淀青入1 淀青入2

選定条件

選
定
結
果

生態的特徴

スズタケなど1mを越えるササ類の繁茂する
標高1000m以上の落葉広葉樹林で繁殖す
る．越冬期は標高の低い地域に移動し，主
に竹林や笹藪に生息する。

和名

外来種指定
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両生類・爬虫類・哺乳類

両生類・爬虫類・哺乳類のダムと関わりの深い外来種の選定結果を表 6.3-53～表

6.3-55 に示す。

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける両生類・爬虫類・哺乳類の外来種と

して、ウシガエル、ミシシッピアカミミガメ、アライグマの 3 種が確認され、いずれ

も 4 つの選定基準に全て該当したことから、ダムと関わりの深い外来種として選定し

た。

表 6.3-53 ダムと関わりの深い外来種の選定結果（両生類）
確認場所・確認履歴

外
来
生
物
法

生
態
系

被
害
防
止

H15
(2003)

H23
(2011)

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ウシガエル 特定 総合
□ 9
◇ 1

○ ○ ○ ○ ●

注1：外来種指定
外来生物法：「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律」 （平成16年6月2日法律第78号）

特定：特定外来生物

生態系被害防止：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（環境省及び農林水産省 平成27年）
定着：定着予防外来種

（国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や水際での監視、
地方公共団体、国民など各主体が野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種）

総合：総合対策外来種
（国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、国、

それぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、遺棄・導入・逸出防止等
のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種）

産業：産業管理外来種
（産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程度の社会

経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止のための適切な管理に
重点を置いた対策が必要な外来種）

注2：確認場所の記号
▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、△：流入河川

注3：選定条件（赤字は選定条件適合部分）
外来種指定：外来生物法（特定外来生物）かつ、我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リストに掲載された種
確認場所：「下流河川」、「ダム湖岸」、「周辺渓流」
確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖岸、渓流に生息する種

注4：確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注5：表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示し、(-)は個体数が記録されていないことを示す
注6：確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（H15） 調査地区（H23） 備考

▽：下流河川 5-1 S-1

□：ダム湖岸 4-1 S-14，S-15

◇：ダム湖周辺 1，2，3，4-2 S-11，S-12，S-13

○：周辺環境 6 －

△ ： 流入河川 5-2 S-5

選
定
結
果

池沼などの止水、穏やかな流れの周辺

和名

外来種指定

生態的特徴

選定条件
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表 6.3-54 ダムと関わりの深い外来種の選定結果（爬虫類）
確認場所・確認履歴

外
来
生
物
法

生
態
系
被
害
防
止

H15
(2003)

H23
(2011)

外
来
種
指
定

確
認
場

所

確
認
履

歴

生
息
環

境

ミシシッピアカ
ミミガメ

総合 □ 2 ○ ○ ○ ○ ●

注1：外来種指定
外来生物法：「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律」 （平成16年6月2日法律第78号）

特定：特定外来生物

生態系被害防止：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（環境省及び農林水産省 平成27年）
定着：定着予防外来種

（国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や水際での監視、
地方公共団体、国民など各主体が野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種）

総合：総合対策外来種
（国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、国、

それぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、遺棄・導入・逸出防止等
のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種）

産業：産業管理外来種
（産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程度の社会

経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止のための適切な管理に
重点を置いた対策が必要な外来種）

注2：確認場所の記号
▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、△：流入河川

注3：選定条件（赤字は選定条件適合部分）
外来種指定：外来生物法（特定外来生物）かつ、我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リストに掲載された種
確認場所：「下流河川」、「ダム湖岸」
確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖岸に生息する種

注4：確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注5：表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示し、(-)は個体数が記録されていないことを示す
注6：確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（H15） 調査地区（H23） 備考

▽：下流河川 5-1 S-1

□：ダム湖岸 4-1 S-14，S-15

◇：ダム湖周辺 1，2，3，4-2 S-11，S-12，S-13

○：周辺環境 6 －

△ ： 流入河川 5-2 S-5

選
定
結
果

多様な水域

和名

外来種指定

生態的特徴

選定条件
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表 6.3-55 ダムと関わりの深い外来種の選定結果（哺乳類）

陸上昆虫類等

これまでの調査結果から、青蓮寺ダムにおける陸上昆虫類等の外来種は確認されて

いないため、ダムと関わりの深い外来種は選定しなかった。

確認場所・確認履歴

外
来
生
物
法

生
態
系

被
害
防
止

H15
(2003)

H23
(2011)

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

アライグマ 特定 総合 ▽ 1 ○ ○ ○ ○ ●

注1：外来種指定
特定外来生物：「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律」 （平成16年6月2日法律第78号）

特定：特定外来生物

生態系被害防止：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（環境省及び農林水産省 平成27年）
定着：定着予防外来種

（国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や水際での監視、
地方公共団体、国民など各主体が野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種）

総合：総合対策外来種
（国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、国、

それぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、遺棄・導入・逸出防止等
のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種）

産業：産業管理外来種
（産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程度の社会

経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止のための適切な管理に
重点を置いた対策が必要な外来種）

注2：確認場所の記号
▽：下流河川、□：ダム湖岸、◇：ダム湖周辺、△：流入河川

注3：選定条件（赤字は選定条件適合部分）
外来種指定：外来生物法（特定外来生物）かつ、我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リストに掲載された種
確認場所：「下流河川」、「ダム湖岸」、「周辺山林」
確認履歴：今回（直近）または前回の調査で確認されている
生息環境：河川、湖岸、里山や山林に生息する種

注4：確認履歴は、確認場所で着目した場所のみを対象に整理した
注5：表中の個体数は確認個体数（実数）の合計値を示し、(-)は個体数が記録されていないことを示す
注6：確認場所と調査地区の関係を下表に示す

確認場所 調査地区（H15） 調査地区（H23） 備考

▽：下流河川 5-1 S-1

□：ダム湖岸 4-1 S-14，S-15

◇：ダム湖周辺 1，2，3，4-2 S-11，S-12，S-13

○：周辺環境 6 －

△ ： 流入河川 5-2 S-5

選
定
結
果

都市部から森林・湿地帯までの水辺に生
息。

和名

外来種指定

生態的特徴

選定条件
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選定結果まとめ

これまでの河川水辺の国勢調査で確認された外来種の種数とダムと関わりの深い外

来種の選定結果を表 6.3-56、表 6.3-57 に示す。

表 6.3-56 ダムと関わりの深い外来種の選定結果

表 6.3-57 ダムと関わりの深い外来種の一覧表

項目 確認された外来種数 選定した外来種数

魚類 3種 2種

底生動物 3種 3種
植物 43種 3種
鳥類 1種 0種
両生類 1種 1種
爬虫類 1種 1種
哺乳類 1種 1種
陸上昆虫類等 0種 0種

外来生物法 生態系被害防止

魚類 サンフィッシュ科 ブルーギル 特定 総合

オオクチバス 特定 総合
底生動物 モノアラガイ科 ハブタエモノアラガイ 総合

シジミ科 タイワンシジミ 総合
アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ 総合

植物 アヤメ科 キショウブ 総合
マメ科 イタチハギ 総合
キク科 セイタカアワダチソウ 総合

両生類 アカガエル科 ウシガエル 特定 総合
爬虫類 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ 総合
哺乳類 アライグマ科 アライグマ 特定 総合
注)外来種選定基準

外来生物法：「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律」 （平成16年6月2日法律第78号）

特定：特定外来生物

生態系被害防止：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（環境省及び農林水産省 平成27年）

定着：定着予防外来種

（国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防や水際での

監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種）

総合：総合対策外来種

（国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、

国、地方公共団体、国民など各主体がそれぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大

の防止等）、遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種）

産業：産業管理外来種

（産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等への影響がより小さく、同等程度の

社会経済的効果が得られるというような代替性がないため、利用において逸出等の防止のための

適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種）

項目 科名 和名
外来種選定基準
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環境保全対策の必要性や方向性の検討

ダムと関わりの深い外来種の確認状況や生態特性から、ダム運用・管理と関連した

保全対策の必要性や方向性を検討した。

魚類

表 6.3-58 選定された外来種の確認状況の経年変化（魚類）

注)表内の数値は確認個体数を示す。

－：調査実施なし

表 6.3-59 環境保全対策の必要性や方向性の検討(ブルーギル)

種名 ダムによる影響の検証

ブルーギ

ル

生態特性 湖沼やため池、堀、公園の池などの止水環境に生息

し、湖では主に沿岸帯の水生植物帯に、河川でも主

に流れの緩やかな下流域に生息する。

雑食性であり、昆虫類、植物、魚類、貝類、動物プ

ランクトンなどを餌とする。

繁殖になると、成熟した雄は湖沼の沿岸などの砂泥

底に直径 20～60cm のすり鉢状の産卵床を作り、雌を

呼び入れて産卵させる。

侵入要因 ダム湖出現後、人為的な持ち込み等により増殖した

可能性が高い。

確認状況 ダム湖内では平成 5 年度調査以降、毎回確認されて

いる。

下流河川では平成 8 年度調査でのみ確認されていた

が、平成 29 年度にも確認された。

生息環境や他生物

の関連性

水域に生息する在来魚類を広く捕食する。生態系に

及ぼす影響は大きい。

分析結果 定着して繁殖していると考えられる。

課題 低密度管理。

駆除等の対策の

必要性

ダム湖に定着し、生態系への影響が懸念されること

から、今後も継続して生息状況を把握する。

外来生
物法

生態系被
害防止

H4
-5

H8 H13 H19 H24 H29
H4
-5

H8 H13 H19 H24 H29
H4
-5

H8 H13 H19 H24 H29

1 ブルーギル 特定 総合 23 10 27 88 174 125 - 1 11
2 オオクチバス 特定 総合 16 9 10 20 54 20 -

流入河川 ダム湖内 下流河川
No. 種名

指定区分
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表 6.3-60 環境保全対策の必要性や方向性の検討(オオクチバス)

種名 ダムによる影響の検証

オオクチ

バス

生態特性 山上湖、ダム湖、平地の天然湖沼、河川の中下流

域、汽水域に生息する。

主に魚類と甲殻類を捕食する。

雄は産卵期になると、水底に半径 30～40cm のすり鉢

状の産卵床を作り、泥底の場合は、木の切り株や水

草の茎を産卵床として利用する。

侵入要因 ダム湖出現後、人為的な持ち込み等により増殖した

可能性が高い。

確認状況 ダム湖内では平成 5 年度調査以降、毎回確認されて

いる。下流河川では確認されていない。

生息環境や他生物

の関連性

水域に生息する在来魚類を広く捕食する。生態系に

及ぼす影響は大きい。

分析結果 定着して繁殖していると考えられる。

課題 低密度管理。

駆除等の対策の

必要性

ダム湖に定着し、生態系への影響が懸念されること

から、今後も継続して生息状況を把握する。
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注)表内の数値は確認個体数を示す。

－：調査実施なし

図 6.3.4-1 選定された外来種の確認位置(魚類)

H4-5 H8 H13 H19 H24 H29
ブルーギル - - - 19 89 34
オオクチバス - - - 2 23 6

種名
ダム湖内

H4-5 H8 H13 H19 H24 H29
ブルーギル 1 4 - - - -
オオクチバス 4 4 - - - -

種名
ダム湖内

H4-5 H8 H13 H19 H24 H29
ブルーギル 14 3 8 30 36 47
オオクチバス 11 3 4 8 13 7

種名
ダム湖内

H4-5 H8 H13 H19 H24 H29
ブルーギル - 1 11
オオクチバス -

種名
下流河川

H4-5 H8 H13 H19 H24 H29
ブルーギル - - 6 - - -
オオクチバス - - 2 - - -

種名
ダム湖内

H4-5 H8 H13 H19 H24 H29
ブルーギル 8 3 2 26 46 23
オオクチバス 1 2 2 7 16 4

種名
ダム湖内

H4-5 H8 H13 H19 H24 H29
ブルーギル - - 11 13 3 21
オオクチバス - - 2 3 2 3

種名
ダム湖内
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底生動物

表 6.3-61 選定された外来種の確認状況の経年変化(底生動物)

注)表内の数値は確認個体数を示す。

－：調査実施なし

表 6.3-62 環境保全対策の必要性や方向性の検討(ハブタエモノアラガイ)

種名 ダムによる影響の検証

ハブタエ

モノアラ

ガイ

生態特性 河川・水路の止水域、池沼等に生息する。雌雄同体

で、他個体との交尾による受精のほか、自家受精に

よっても繁殖し、その場合でも近交劣勢が認められ

ないことから、世界各地の移入先で急速な分布拡大

をする一因であると推定されている。

侵入要因 観賞用の水草等の移動に伴って外来したのではない

かと推定されているだけで、具体的な外来ルートは

不明である。

確認状況 下流河川で平成 25 年度に確認されたのみである。

生息環境や他生物

の関連性

サカマキガイと比べ汚染には弱いと考えられ、市街

地ではほとんどみられない。

分析結果 下流河川で平成 25 年度に確認されたのみであり、ダ

ム湖での確認もないことから、ダム湖の運用・管理

の影響は小さいと考えられる。

課題 生態系への影響把握と生息域拡大が懸念される。

駆除等の対策の

必要性

平成 30 年度には確認されていないことから直ちに対

策が必要な状況ではないと考えられるが、今後も継

続して生息状況を把握する。

表 6.3-63 環境保全対策の必要性や方向性の検討(タイワンシジミ)

種名 ダムによる影響の検証

タイワン

シジミ

生態特性 湖沼などの淡水域に生息する。主にプランクトンを

捕食する。雌雄同体で自家受精可能であり、在来シ

ジミ類に比べて大量の精子を放出する。

侵入要因 日本には食用として輸出されたシジミ類により、侵

入したとされている。上流や流入する水路等の既存

の定着場所から、稚貝により侵入した可能性があ

る。

確認状況 下流河川で平成 25 年度以降確認されている。

生息環境や他生物

の関連性

マシジミなどの在来シジミ類との競合、駆逐、遺伝

的撹乱がある。また大量発生しやすいため、増殖後

死亡した個体による水質汚染が考えられる。

分析結果 平成 25 年度及び平成 30 年度に下流河川で確認され

たが、ダム湖では今まで確認されていないため、ダ

ム湖の運用・管理の影響は小さいと考えられる。

課題 生態系への影響把握と生息域拡大が懸念される。

駆除等の対策の

必要性

全国で生息域を拡大していることから、青蓮寺ダム

周辺でも拡大する可能性があるため、今後も継続し

て生息状況を把握する。

外来生
物法

生態系被
害防止

H7 H12 H17 H20 H25 H30 H7 H12 H17 H20 H25 H30 H7 H12 H17 H20 H25 H30

1 ハブタエモノアラガイ 総合 20
2 タイワンシジミ 総合 9 15
3 アメリカザリガニ 総合 2 1 1

種名
指定区分 流入河川 ダム湖内 下流河川

No.
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表 6.3-64 環境保全対策の必要性や方向性の検討(アメリカザリガニ)

種名 ダムによる影響の検証

アメリカ

ザリガニ

生態特性 河川、池沼、用水路などの止水や流れの緩やかな浅

い泥底に生息する。

侵入要因 日本にはウシガエルの餌用として輸入されたもの

が、逃げ出し分布域を広げたと考えられている。

確認状況 ダム湖内では平成 25 年度に、下流河川では平成 17

年度と平成 20 年度に確認されているが、その後は確

認されていない。

生息環境や他生物

の関連性

雑食性で、強大なハサミを使用して魚や水生動物を

捕らえる。植物も食べる。

分析結果 定着して繁殖していると考えられる。

課題 生態系への影響把握と生息域拡大が懸念される。

駆除等の対策の

必要性

継続的に確認されている状況にはないが、全国に生

息しており、青蓮寺ダム周辺でも定着していると考

えられるため、今後も継続して生息状況を把握す

る。
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注)表内の数値は確認個体数を示す。

－：調査実施なし

図 6.3.4-2 選定された外来種の確認位置(底生動物)

H7 H12 H17 H20 H25 H30
ハブタエモノアラガイ - - - - -
タイワンシジミ - - - - - 14
アメリカザリガニ - - - - -

種名
下流河川

H7 H12 H17 H20 H25 H30
ハブタエモノアラガイ
タイワンシジミ
アメリカザリガニ 2 1 1

種名
ダム湖内

H7 H12 H17 H20 H25 H30
ハブタエモノアラガイ 20
タイワンシジミ 9 1
アメリカザリガニ

種名
下流河川
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植物

表 6.3-65 選定された外来種の確認状況の経年変化(植物)

注 1)確認個体数が不明のため「●」とした。

注 2)H6,H11 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

表 6.3-66 環境保全対策の必要性や方向性の検討(キショウブ)

種名 ダムによる影響の検証

キショウ

ブ

生態特性 湖沼、ため池、河川、水路、湿った畑地、林縁に生

育している。

侵入要因 明治 29（1896）年ごろに観賞用として北欧等から導

入され、現在では全国に分布している。土壌に種子

が混入し、風、雨、鳥により伝播する。流入河川で

も生育が確認されるため、河川経由で侵入した可能

性も考えられる。

確認状況 平成 6 年度以降毎年確認されているが、令和元年度

はダム湖内の水位変動域でのみ確認された。

生息環境や他生物

の関連性
河川の在来種との競合の恐れがある。

分析結果 ダム湖内の水位変動域には定着していると考えられ

るが、令和元年度には下流河川では確認されておら

ず、分布が拡大する状況はみられない。

課題 分散の抑制。

駆除等の対策の

必要性

分布が拡大する状況はみられないが、ダム湖内の水

位変動域には定着していると考えられるため、水位

変動域や下流河川の今後の生育状況を継続して把握

する。

流入河川 ダム湖内 ダム湖周辺 下流河川
外来生
物法

生態系被
害防止

H6 H11 H16 H21 R1 H6 H11 H16 H21 R1 H6 H11 H16 H21 R1 H6 H11 H16 H21 R1

1 キショウブ 総合 - - ● - - - ● ● ● ● ● ● - - ●
2 イタチハギ 総合 - - - - - ● ● ● ● ● ● - - ● ●

3 セイタカアワダチソウ 総合 - - ● ● ● - - - ● ● ● ● ● - - ● ● ●

No. 種名
指定区分
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表 6.3-67 環境保全対策の必要性や方向性の検討(イタチハギ)

種名 ダムによる影響の検証

イタチハ

ギ

生態特性 荒地、崩壊地、土手、河川敷、海岸など幅広い環境

に生育し、高温や乾燥に強い。

侵入要因 ダム湖周辺あるいは流域の法面緑化に用いられた個

体から分散した可能性が考えられる。

確認状況 平成 6 年度以降毎年確認されているが、令和元年度

はダム湖内の水位変動域でのみ確認された。

生息環境や他生物

の関連性

先駆性樹種であり、湛水及び干出という大きなかく

乱を受ける水位変動域での繁殖力が大きい。在来種

と競合する可能性がある。

分析結果 ダム湖内の水位変動域には定着していると考えられ

るが、令和元年度には下流河川では確認されておら

ず、分布が拡大する状況はみられない。

課題 分散の抑制。

駆除等の対策の

必要性

分布が拡大する状況はみられないが、ダム湖内の水

位変動域には定着していると考えられるため、水位

変動域や下流河川の今後の生育状況を継続して把握

する。

表 6.3-68 環境保全対策の必要性や方向性の検討(セイタカアワダチソウ)

種名 ダムによる影響の検証

セイタカ

アワダチ

ソウ

生態特性 キク科の多年生草本で、流経の細かいシルトから粘

土質の土壌に繁茂する。河川敷、土手、荒地、原

野、休耕地、路傍等に生育する。繁殖は種子の風散

布による。

侵入要因 日本には明治 33（1900）年頃に観賞用や蜜源植物と

して導入され、戦後に全国に拡がった。種子が風に

乗り侵入した可能性が考えられる。

確認状況 ダム湖周辺では平成 6 年度調査以降、毎回確認され

ている。

下流河川では平成 16 年度調査以降、毎回確認されて

いる。

生息環境や他生物

の関連性

アレロパシー作用、ススキやヨシ等の在来植物との

競合により在来草本植物が影響を受ける可能性があ

る。

分析結果 定着して繁殖していると考えられる。

課題 水位変動域、水辺環境等での優先的繁殖が懸念され

る。

駆除等の対策の

必要性

生態系に及ぼす影響が懸念されることから、下流河

川、ダム湖内（水位変動域）、ダム湖周辺及び流入河

川における今後の生育状況を継続して把握する。
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注 1)確認個体数が不明のため「●」とした。

注 2)H6,H11 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

図 6.3.4-3 選定された外来種の確認位置(植物)

H6 H11 H16 H21 R1
キショウブ - - ●
イタチハギ - - ● ●
セイタカアワダチソウ - - ● ● ●

種名
下流河川

H6 H11 H16 H21 R1
キショウブ - - ●
イタチハギ - - ●
セイタカアワダチソウ - - ● ● ●

種名
ダム湖周辺

H6 H11 H16 H21 R1
キショウブ - -
イタチハギ - -
セイタカアワダチソウ - - ● ●

種名
ダム湖周辺

H6 H11 H16 H21 R1
キショウブ - - - -
イタチハギ - - - -
セイタカアワダチソウ - - ● - -

種名
ダム湖周辺

H6 H11 H16 H21 R1
キショウブ - - -
イタチハギ - - -
セイタカアワダチソウ - - - ● ●

種名
ダム周辺

H6 H11 H16 H21 R1
キショウブ - - ●
イタチハギ - -
セイタカアワダチソウ - - ● ● ●

種名
流入河川

H6 H11 H16 H21 R1
キショウブ - - - ● ●
イタチハギ - - - ● ●
セイタカアワダチソウ - - -

種名
ダム湖内

H6 H11 H16 H21 R1
キショウブ - - ● - -
イタチハギ - - ● - -
セイタカアワダチソウ - - ● - -

種名
ダム湖周辺
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両生類

表 6.3-69 選定された外来種の確認状況の経年変化（両生類）

注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

表 6.3-70 環境保全対策の必要性や方向性の検討(ウシガエル)

種名 ダムによる影響の検証

ウシガエ

ル

生態特性 湖沼等の止水や穏やかな流れの周辺に生息する。大

型で極めて捕食性が強く、口に入る大きさであれ

ば、ほとんどの動物が餌となる。貪欲な捕食者で、

昆虫やザリガニの他、小型の哺乳類や鳥類、爬虫

類、魚類までも捕食する。

侵入要因 日本へは大正 7（1918）年に導入され、食用として

各地で放逐されていたが、ダム湖出現時点におい

て、流入河川に生息していた可能性が考えられる。

確認状況 ダム湖周辺では平成 10 年度及び平成 15 年度調査で

確認されている。

生息環境や他生物

の関連性

水域に生息する水生の小動物を広く捕食する。在来

のカエル類と競合関係にある。よって、生態系に及

ぼす影響は大きいと考えられる。

分析結果 ダム湖岸において、定着して繁殖していると考えら

れる。

課題 生態系への影響把握と、生息域拡大が懸念される。

駆除等の対策の

必要性

生態系に及ぼす影響が懸念されることから、ダム湖

内・ダム湖周辺での個体数の増加や、下流河川への

侵入など、今後の生息状況を継続して把握する。

流入河川 ダム湖内 ダム湖周辺 下流河川
外来生
物法

生態系被
害防止

H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23

1 ウシガエル 特定 総合 - - - - 9 2 1 - -

No. 種名
指定区分
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注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

図 6.3.4-4 選定された外来種の確認位置(両生類)

H5 H10 H15 H23
ウシガエル - - 9

種名
ダム湖内

H5 H10 H15 H23
ウシガエル - - 1

種名
ダム湖周辺

H5 H10 H15 H23
ウシガエル - 2 - -

種名
ダム湖周辺
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爬虫類

表 6.3-71 選定された外来種の確認状況の経年変化（爬虫類）

注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

表 6.3-72 環境保全対策の必要性や方向性の検討(ミシシッピアカミミガメ)

種名 ダムによる影響の検証

ミシシッ

ピアカミ

ミガメ

生態特性 流れの緩やかな河川、湖、池沼など多様な水域に生

息し、底質が柔らかく水生植物が繁茂し水深のある

流れの緩やかな流水域や止水域を好む。寒冷地や山

地を除く日本国内のほぼ全域で越冬・繁殖できる。

魚類、両生類、甲殻類、貝類、底生動物等を、生

体、死骸を問わず食べるほか、藻類、水草、陸生植

物の葉、花、果実等も食べる。

侵入要因 流域には住宅地があり、ペットとして流通している

｢ミドリガメ｣が流入河川に遺棄、または逸走し、ダ

ム湖に侵入した可能性が考えられる。

確認状況 ダム湖周辺では平成 23 年度調査でのみ確認されてい

る。

生息環境や他生物

の関連性

水辺の小動物、特に在来のカメ類の卵を捕食する。

在来のカメ類と競合関係にある。よって、生態系に

及ぼす影響は大きいと考えられる。

分析結果 ダム湖岸において、分布を拡大しつつあると考えら

れる。

課題 生態系への影響把握と、生息域拡大が懸念される。

駆除等の対策の

必要性

確認回数や個体数は少ないが、重要種のニホンイシ

ガメが生息していることから、下流河川やダム湖周

辺における今後の生息状況を継続して把握する。

流入河川 ダム湖内 ダム湖周辺 下流河川
外来生
物法

生態系被
害防止

H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23

1 ミシシッピアカミミガメ 総合 - - - - 2 - -

No. 種名
指定区分
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注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

図 6.3.4-5 選定された外来種の確認位置(爬虫類)

H5 H10 H15 H23
ミシシッピアカミミガメ - - 2

種名
ダム湖内
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哺乳類

表 6.3-73 選定された外来種の確認状況の経年変化（哺乳類）

注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

表 6.3-74 環境保全対策の必要性や方向性の検討(アライグマ)

種名 ダムによる影響の検証

アライグ

マ

生態特性 流れの緩やかな河川、湖、沼沢地に生息している。

侵入要因 少数の動物園で飼育されていたが、その後、野外へ

逸出・放逐された飼育個体が全国的に拡がった。ダ

ム湖周辺以外の地域から、侵入してきた可能性が考

えられる。

確認状況 平成 23 年度に初めて下流河川で確認されている。

生息環境や他生物

の関連性

下流河川では平成 23 年度調査でのみ確認されてい

る。

分析結果 平成 23 年度に確認されたのみであり、今後の動向に

ついて注意する。

課題 生態系への影響把握と、生息域拡大が懸念される。

駆除等の対策の必

要性

平成 23 年度に初めて確認されたことから、今後も継

続して生息状況を把握し、青蓮寺ダム周辺への定着

状況を確認する。

流入河川 ダム湖内 ダム湖周辺 下流河川
外来生
物法

生態系被
害防止

H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23 H5 H10 H15 H23

1 アライグマ 特定 総合 - - - - - - 1

No. 種名
指定区分



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-246

注 1)表中の数値は確認個体数を示す。

注 2)H5,H10 調査は確認位置が不明のため、仮にダム湖周辺とした。

－：調査実施なし

図 6.3.4-6 選定された外来種の確認位置(哺乳類)

H5 H10 H15 H23
アライグマ - - 1

種名
下流河川
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生物の生息・生育状況の変化の評価

生物の生息・生育状況の変化の評価を表 6.4-1 に整理した。

表 6.4-1(1) 生物の生息・生育状況の変化の評価(その 1)

分析項目 生物の状況
ダムとの関連の

検証結果注）

評価 課題及び今後の

方針視点 評価結果

魚
類

a.

で確認され
た魚類の経年
変化

･オイカワ、カワム
ツ、ヌマチチブ等
のほか、外来魚の
オオクチバス、ブ
ルーギルが継続
して確認されて
いる。

･近年は、アジメド
ジョウやアカザ
等が継続的に確
認されるように
なった

●: の水
質、 の
流況・河床材料
の変化等によ
り、魚類の種数
や個体数の増
減に影響する
可能性がある。

･

の 生 態 系
を 保 全 す
る。

･ダム運用・管理
により、

の状態が変化
するため、今後
の動向に注意
が必要である。

･今後も継続して

に生息してい
る魚類の詳細な
生息状況を把握
していく。

b. で
生息する魚種
の経年変化

･カワムツ、オイカ
ワ、アユなどであ
り、このうち在来
種の確認数は概
ね変化がなく、維
持状態である。

・外来種であるブ
ルーギルとオオ
クチバスの確認
数も概ね変化が
なく、維持状態で
ある。

○：コイやアユ、
オオクチバス、
ブルーギル等、
放流された個
体が定着して
いると考えら
れる。

・ の
生 態 系 を
保全する。

・外来種に
よ る 影 響
を 防 止 す
る。

･
は、止水性

魚類の新しい
生息場として
利用されてい
るものの、

における
外来種の増加
は地域個体群
の消失や在来
種との競合の
可能性が高く、
何らかの対策
が必要である。

・今後も継続し
て調査を実施す
るとともに、外
来魚駆除の取り
組みを関係機関
と協力して実施
していく。

c.

で
生息する魚種
の経年変化

･カワムツ、アユ、
オイカワなどが
主に確認され、確
認種数は増加傾
向、確認数は概ね
変化がなく、維持
状態である。

－:大きな変化は
みられない。

･地域個体
群 を 維 持
する。

・現状では問題
ないと考えら
れる。

・今後も継続し
て 調 査 を 実 施
し、

で生
息する魚類の動
向を注視してい
く。

d.
で生息する

魚種の経年変
化

･カワヨシノボリ、
アカザ、アジメド
ジョウが確認さ
れ、確認種数は増
加傾向、確認数は
概ね変化がなく、
維持状態である。

－:大きな変化は
みられない。

･地域個体
群 を 維 持
する。

・現状では問題
ないと考えら
れる。

・今後も継続し
て 調 査 を 実 施
し、

で生息する
魚類の動向を注
視していく。

e.

を利
用する魚種の
経年変化

･ヌマチチブ、ア
ユ、カワムツ等が
確認され、確認種
数及び確認数は
概ね変化がなく、
維持状態である。

・外来種は確認さ
れていない。

－:大きな変化は
みられない。

･
の 生 態 系
を 保 全 す
る。

･魚類のうち、
の

確認数は平成
24 年以降増加
傾向がみられ
る。

・今後もフラッ
シュ放流・土砂
還 元 を 継 続 す
る。

注）検証結果

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合

－：生態系等の状況に大きな変化がみられなかった場合

？：生態系等の変化が不明であった場合
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表 6.4-1(2) 生物の生息・生育状況の変化の評価(その 2)

分析項目 生物の状況
ダムとの関連

の検証結果注）

評価 課題及び今後

の方針視点 評価結果

底
生
動
物

a.下流河川にお
ける優占種の
経年変化

・シマトビケラ科
の割合は減少傾
向にあり、コカゲ
ロウ科、ミズミミ
ズ科、ユスリカ科
が増加する傾向
がみられる。

●：優占種の変化
があり、河床材料
が変化している可
能性がある。

下流河川の
生態系を保
全する。

粒径の細かい河
床材料を好むコ
カゲロウ科、ミ
ズミミズ科、ユ
スリカ科が増加
していることか
ら、砂泥分が供
給されていると
考えられる。

･今後も継続して
調査を実施し、
フラッシュ放流
等 の 対 策 を 検
討・実施してい
く。

b.下流河川にお
ける生活型及
び材料型分類
による経年変
化

・生活型分類の経
年変化でみると、
「遊泳型＋匍匐
型」が減少した
が、材料型分類で
は「岩盤型」と「石
礫型」に変化がな
い。

●：河床材料は概
ね維持されている
が、河床撹乱を少
ししか受けていな
い可能性がある。

下流河川の
生態系を保
全する。

河床材料は供給
されているもの
の、河床の撹乱
は小さいと考え
られる。

c.下流河川及び
流入河川にお
けるカゲロウ
目、カワゲラ
目、トビケラ
目の種数の経
年変化

・全体的に種数は
増加傾向にある
が、カゲロウ目、
カワゲラ目、トビ
ケラ目の割合は
減少傾向にある。
ただし、流入河川
も同様の傾向を
示している。

○：生息環境は維
持されているが、
水質等が変化して
いる可能性があ
る。

下流河川の
生態系を保
全する。

流入河川も同様
の変化を示して
いるため、全体
的な傾向と考え
られる。

表 6.4-1(3) 生物の生息・生育状況の変化の評価(その 3)

分析項目 生物の状況
ダムとの関連

の検証結果注）

評価 課題及び今後

の方針視点 評価結果

動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

a.動植物プラン
クトンの優占
種の経年変化

･植物プランクト
ンについては、近
年、アオコを形成
する藍藻綱に変
わって、赤潮を形
成する鞭毛藻綱
に遷移しつつあ
る。

･動物プランクト
ンについては、近
年、原生生物が優
占して出現する
傾向が多くなっ
てきた。

△：アオコや淡水
赤潮の発生が
みられるが、流
入河川の水質
やダム湖の存
在等、複合的な
要因があるも
のと考えられ
る。

･ダム湖内
の 生 態 系
を 保 全 す
る。

･アオコや淡水
赤潮が発生し
ていたが、分画
フェンスの設
置により効果
を上げている
と考えられる。

・引き続き生息
生育状況の変化
を確認し、ダム
湖の水質改善を
継続する。

b.ダム湖内にお
ける動植物プ
ランクトンの
分類群別種数
の経年変化

･植物プランクト
ンの確認種数は
40～50 種程度で
推移している。

･動物プランクト
ンの確認種数は
20～30 種程度で
推移している。

－：種数の組成に
は大きな変化
はみられない。

･ダム湖内
の 生 態 系
を 保 全 す
る。

･顕著な変化は
ない。

・引き続き生息
生育状況の変化
を確認する。

注）検証結果

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合

－：生態系等の状況に大きな変化がみられなかった場合

？：生態系等の変化が不明であった場合
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表 6.4-1(4) 生物の生息・生育状況の変化の評価(その 4)

分析項目 生物の状況
ダムとの関連

の検証結果注）

評価 課題及び今後

の方針視点 評価結果

植
物

a.ダム湖周辺の

植生面積比率

の経年変化

･ダム湖周辺(500m
の範囲)における
木本の植生は、ス
ギ-ヒノキ植林が
6 割半を占める。

－：ダム湖周辺に
おける木本の植
生は、経年的に
大きな変化はな
い。

･ダム湖周辺
の生態系を
保全する｡

･大きな変化はみ
られない。

・今後も継続して
調査を実施し、
ダム湖周辺の植
生を把握してい
く。

b.ダム湖岸にお

ける植物群落

の経年変化

･ダム湖岸(50m の
範囲)の植生は、
草本ではススキ群
落、低木群落では
ネザサ群落とクズ
群落が多い。

○：裸地のススキ
群落、ススキ群
落のヌルデ－ア
カメガシワ群落
等への変化がみ
られるが、自然
の植生遷移と考
えられる。

・ダム湖岸
の生態系を
保全する。

・現状では問題な
いと考えられ
る。

・今後も継続して
調査を実施し、
ダム湖岸の植生
を把握してい
く。

c.植物相からみ

た植物生息環

境の経年変化

・林床･河畔植生
は、変化がない、
もしくは、やや
密、やや湿潤に向
かっており、外来
草本の侵入も減少
している。ただし
下流河川は、鹿不
嗜好性木本が多く
なっている。

○：林床植生は

総じて良い状態

に向かっている

が、下流河川は

鹿の食害影響が

やや大きくなっ

ている。

・ダム湖岸
の生態系を
保全する。

・現状では問題な
いと考えられ
る。

・今後も継続して
調査を実施し、
ダム湖岸の植生
を把握してい
く。

表 6.4-1(5) 生物の生息・生育状況の変化の評価(その 5)

分析項目 生物の状況
ダムとの関連

の検証結果注）

評価 課題及び今後

の方針視点 評価結果

鳥
類

a.

で確認
された鳥類の
経年変化

･オシドリ、ミサゴ
等が継続して確認
されている。

･近年は、ホシハジ
ロ、オオバン等が
新たに確認されて
いる。

●:

の変
化が、
の個体数の増減
に影響する可能
性がある。

･
の生

態系を保全
する。

･ダム運用・管理
により、

が変化するた
め、今後の動向
に注意が必要で
ある。

･今後も継続して

に生息してい
る鳥類の詳細な
生息状況を把握
していく。

b.
を利

用する鳥類の
経年変化

･ を利用す
るオシドリ、カワ
ウ、カイツブリ類
等の が確認さ
れ、確認種数は変
化がないが、

等
の確認数は減少し
ている。

・カワウの確認数は
概ね変化はなく、
維持状態である。

●: の確認数
は横ばいである
のに対して、

の確認数
は減少傾向にあ
る。

・
の生態系

を保全す
る。

・ に生息し
ていた
が減少傾向にあ
り、今後の動向
に注意が必要で
あると考えられ
る。

・今後も継続して
調査を実施し、

を利用する
について把

握する。

c.
を利用

する鳥類の経
年変化

･サギ類、カワセ
ミ、ヤマセミ、セ
キレイ類等が確認
され、確認種数は
概ね変化がなく維
持状態である。

－:
が多く確認さ

れている。

･
の生

態系を保全
する。

・現状では問題
ないと考えられ
る。

・今後も
に生息している
鳥類の詳細な生
息状況を把握し
ていく。

注）検証結果

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合

－：生態系等の状況に大きな変化がみられなかった場合

？：生態系等の変化が不明であった場合
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表 6.4-1(6) 生物の生息・生育状況の変化の評価(その 6)

分析項目 生物の状況
ダムとの関連

の検証結果注）

評価 課題及び今後

の方針視点 評価結果

両
生
類
・
爬
虫
類
・
哺
乳
類

a.両生類・爬虫
類・哺乳類相
の長期的経年
変化

･両生類のニホン
ヒキガエル、タ
ゴガエル等、爬
虫類のニホンイ
シガメ、ニホン
トカゲ等、哺乳
類のノウサギ、
ホンドアカネズ
ミ等が継続して
確 認 さ れ て い
る。

・外来種のウシガ
エル、アライグ
マミシシッピア
カミミガメが新
た に 確 認 さ れ
た。

－:両生類・爬虫
類・哺乳類の生
息状況は概ね安
定している。

･ダム湖周
辺の生態
系を保全
する。

･確認種の長期
的な経年変化
で 評 価 す る
と、現状では
問題ないもの
と考えられる
が、外来種の
動向に注意が
必要である。

・今後も継続し
て調査を実施
し、ダム湖周辺
の両生類・爬虫
類・哺乳類の生
息状況を把握
していく。

b.

に生息する両
生類

・「 」
の種はタゴガエ
ル及びカジカガ
エルと多くの種
が確認され、確
認 数 も 増 加 傾
向。

･「 」
はニホンヒキガ
エル及びツチガ
エルの２種しか
確認されていな
い。

･「 」
の種として外来
種であるウシガ
エルが確認され
た。

－:両生類は、

に生息する種
が維持されてい
る。また、新た
に確認されたウ
シガエルは、

の生態系
への影響が懸念
される。

･ダム湖周
辺の生態
系を保全
する。

・両生類の生息
状況は

に関連が
深いが、現状
では問題ない
と考えられる
が、外来種の
動向に注意が
必要である。

・今後も継続し
て調査を実施
し、ダム湖周辺
の両生類の生
息状況を把握
していく。

c.

に生息
する爬虫類・哺
乳類

・「 」、の
種として外来種
であるミシシッ
ピアカミミガメ
が新たに確認さ
れた。

･「 」、
「

」の種として、
ニホンジカの確
認数が増加傾向
である。

・「 」
の種として、ニ
ホンリス等が確
認され、確認数
も概ね変化がな
く、外来種も確
認されていない

･「昆虫類捕食者」、
「 小 動 物 捕 食
者」の種は概ね
維 持 さ れ て い
る。

△:増加傾向にあ
るニホンジカ
は、林床植生へ
の影響に注視が
必要である。ま
た、新たに確認
されたミシシッ
ピアカミミガメ
は、 の
生態系への影響
が懸念される。

･ダム湖周
辺の生態
系を保全
する。

・爬虫類･哺乳類
は生態系の上
位に位置する
ため生態系全
体への影響が
大きく、今後
の動向に注意
が必要である
と 考 え ら れ
る。

･今後も継続して
調査を実施し、
ダム湖周辺の
爬虫類・哺乳類
の生息状況を
把握していく。

注）検証結果

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合

－：生態系等の状況に大きな変化がみられなかった場合

？：生態系等の変化が不明であった場合
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表 6.4-1(7) 生物の生息・生育状況の変化の評価(その 7)

分析項目 生物の状況
ダムとの関連

の検証結果注）

評価 課題及び今後

の方針視点 評価結果

陸
上
昆
虫
類
等

a.陸上昆虫類等

の経年変化

･確認種数、種構成

に変動はみられる

が、大きな変化の

傾向は確認されな

かった。

－：水位変動や

出水に伴うかく

乱によって一時

的に水位変動域

や河岸の環境は

変化するもの

の、大きな影響

はみられない。

･ダム湖周

辺の生態

系を保全

する。

･水位変動や出水

によって陸上昆

虫類のハビタッ

トに影響は生じ

ていないものと

考えられる。

･今後も継続して

ダム湖や周辺河

川に生息してい

る陸上昆虫類等

の詳細な生息状

況を把握してい

く。

b.陸上昆虫類等

からみた生息

環境の経年変

化

「コナラ群落」は、

乾燥地表、虫媒花

及び朽木生根が増

加した。

｢流入河川｣は、調査

方法は同一にもか

かわらず、流水湛

水及び虫媒花が増

加した。

○:コナラ群落は

やや疎に向かっ

て遷移している

可能性があり、

流入河川は出水

による撹乱の影

響が考えられ

る。

･種の多様

性を保全

する。

･コナラ群落が疎

となる要因とし

てニホンジカの

食害を含め多岐

に亘るため、今

後の動向に注意

が必要であると

考えられる。

・今後も継続し

て調査を実施

し、種数や構成

種の経年変化を

確認する。

注）検証結果

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合

－：生態系等の状況に大きな変化がみられなかった場合

？：生態系等の変化が不明であった場合
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環境保全対策の効果の評価

6.5.1 フラッシュ放流（土砂還元対策を含む）

概要

表 6.5-1 フラッシュ放流の概要

事業名 フラッシュ放流（土砂還元を含む）

手法 弾力的管理試験

背景 ○ダム建設により、ダム下流河川の流況が平滑化し、河床の攪

乱頻度が減少するとともに、ダムによる土砂移動の遮断に伴

う下流河川の河床材料の粗粒化等、生物の生育生息環境への

影響が考えられるとの意見が淀川下流域委員会等で出され

た。

○漁協と協議して稚アユの放流（５月中旬）等を考慮して実施

時期を設定した。

目的 環境に配慮した管理を行うため、洪水貯留準備水位への移行時

にフラッシュ放流を行った。

また、浚渫及び発生土砂を元の川へ還元すること、河川環境の

改善を図ること、付着藻類の剥離更新などを目的として、浚渫

土砂をダム直下流へ置土し、土砂供給試験を実施した。

目標 ダム下流の河川環境に配慮したより良いダム管理を行うため

に、フラッシュ放流が付着藻類の剥離・更新及びダム下流河川

の環境に及ぼす影響等を把握する。

内容 時期 ①平成 28 年 5 月 10 日

②平成 30 年 5 月 11 日

②令和 2 年 5 月 11 日

位置 ダム下流河川

方法 洪水貯留準備水位移行時に向けてダム貯水池を低下させる時期

にダム放流量を一時的に増加させる。

効果の確認 河川流況、生物、水質、底質（河川材料）などの環境要素を調査

した。
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表 6.5-2 フラッシュ放流・土砂還元実施状況

項目＼年 平成 28 年 平成 30 年 令和２年

実施日 5 月 10 日 5 月 11 日 5 月 11 日

最大放流量 約 30 m3/s 約 30 m3/s 約 26 m3/s

最大放流継続時間 3 時間程度 4 時間程度 3 時間程度

置土量 30m3
なし

（フラッシュ放流後

5/16 に実施）

30m3

実施概要

調査位置図

図 6.5.1-1 調査位置図

調査地点
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放流実施状況

平成 28 年

フラッシュ放流時の状況を以下に示す。

フラッシュにあわせて、置土（30m3）を実施した。

図 6.5.1-2 平成 28 年のフラッシュ時の流況（放流量と水位）

放流前（5/10 8：30） 流量ピーク時（5/10 11：30）

放流前（4/19） 放流後（5/12）

図 6.5.1-3 平成 28 年の置土及び下流（大屋戸地点）の河床状況
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平成 30 年

フラッシュ放流時の状況を以下に示す。

フラッシュ放流当日の置土は実施せず、後日実施した。

図 6.5.1-4 平成 30 年のフラッシュ時の流況（放流量と水位）
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令和２年

フラッシュ放流時の状況を以下に示す。

フラッシュ放流にあわせて、置土（30m3）を実施した。

図 6.5.1-5 令和２年のフラッシュ時の流況（放流量と水位）

放流前（5/11 9：30） 流量ピーク時（5/11 11：30）

放流前（5/7） 放流後（5/13）

図 6.5.1-6 令和２年の置土及び下流（大屋戸地点）の河床状況
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フラッシュ放流（土砂還元を含む）の評価

青蓮寺ダムのフラッシュ放流・土砂還元の評価を以下に示す。

表 6.5-3 フラッシュ放流・土砂還元の効果の評価

目標 ダム下流の河川環境に配慮したより良いダム管理を行うために、フ

ラッシュ放流及び置土が付着藻類の剥離・更新や河床材料の細粒化

など、ダム下流河川の環境に及ぼす影響等を把握する。

結果 比奈知ダムと同時に実施しているが、名張川合流後の大屋戸地点

で、フラッシュ放流前後で付着物が減少しており、フラッシュ放流

による効果があったと考えられる。

効果の評価 ・水際の微細な堆積物、長く古い藻類などを流し去る効果が確認さ

れた。また、フラッシュ放流実施前の流況が平滑化し、付着物や

浮泥の堆積が多くなっている年には効果が期待できる。

・下流河川の底生動物調査結果から、河床材料が細粒化したことに

伴う変化と考えられる傾向がみられている。



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-258

まとめ

生物の生育・生息状況に関する評価の概要を表 6.6-1 に示す。

表 6.6-1 生物の生育・生息状況に関する評価の概要(その 1)

項

目

生物の生育・生息状況に関する評価の概要

評価 対応策

生

物

相

①魚類のうち、 (ヌマチチブ、アユ、カワムツなど)

に大きな変化はみられない。

②底生動物のうち、土砂還元地点下流においては、遊泳型＋が減

少し、河床撹乱が少ないと考えられた。材料型分類では「岩盤

型」と「石礫型」に変化はないものの、ユスリカ科等に増加傾

向がみられ、フラッシュ放流・土砂還元実施以降は、細粒分が

供給されていると考えられる。

河川水辺の国勢調査により継続

して経年変化を確認する。

① の魚類では、コイやアユのほか、外来種のオオクチバ

ス、ブルーギル等、放流された個体が定着していると考えられ

る。

②植物プランクトンは、近年、アオコを形成する藍藻綱から赤潮

を形成する渦鞭毛藻綱等が優占する傾向がみられる。また、動

物プランクトンは、原生生物が優占する傾向がみられる。

③ を利用するオシドリ、カワウ、カイツブリ類が継年的

に確認され、大きな変化はみられない。

河川水辺の国勢調査により継続

して経年変化を確認する。

① の植生群落において、裸地がススキ群落へ、ススキ

群落がヌルデ－アカメガシワ群落へ変化していたが、自然の植

生遷移と考えられ、外来種が繁茂する状況はみられていない。

②鳥類のうち、もともと

(アオサギ、ゴイサギ、ヤマセミなど)の確認数は減少傾向が

みられる。

③両生類・爬虫類・哺乳類のうち、水位変動域で生息する外来種

のウシガエルは継続的に確認され、ミシシッピアカミミガメと

アライグマが新たに確認された。

河川水辺の国勢調査により継続

して経年変化を確認する。
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表 6.6-1 生物の生育・生息状況に関する評価の概要(その 2)

項

目

生物の生育・生息状況に関する評価の概要

評価 対応策

生

物

相

① の植生群落においては、経年的に大きな変化はみら

れない。

②両生類・爬虫類・哺乳類のうち、水位変動域で生息する外来種

のウシガエルはほぼ経年的に確認されており、またミシシッピ

アカミミガメとアライグマが直近の調査で新たに確認された。

③陸上昆虫類等について、確認種数割合に大きな変化がみられな

い。

河川水辺の国勢調査により継続

して経年変化を確認する。

①魚類のうち、 のアユが増加している。アユについては放

流や再生産の影響によるものであると考えられる。

河川水辺の国勢調査により継続

して経年変化を確認する。

重

要

種

・ダムと関わりの深い重要種として、魚類 3 種、鳥類 3 種、爬

虫類 1 種を選定した。

・これらの種に対して、現状での課題や保全対策の必要性につい

ての検討を行った結果、現時点では、特に保全対策は必要ない

と考えられる。

河川水辺の国勢調査により継続

して経年変化を確認する。

外

来

種

・ダムと関わりの深い外来種として、魚類 2 種、底生動物 3

種、植物 3 種、両生類 1 種、爬虫類 1 種、哺乳類 1 種を選定

した。

・これらの種に対して、現状での課題や対策の必要性についての

検討を行った結果、特に対策は必要ないと考えられる。

河川水辺の国勢調査により継続

して経年変化を確認するととも

に、巡視の際に外来植物を発見

した場合には、可能な限り抜き

取り等の駆除を行う。

環

境

保

全

対

策

【フラッシュ放流・土砂還元】

・水際の微細な堆積物、長く古い藻類などを流し去る効果が確認

された。また、フラッシュ放流実施前の流況が平滑化し、付着

物や浮泥の堆積が多くなっている年には効果が期待できる。

・下流河川の底生動物調査結果から、河床材料が細粒化したこと

に伴う変化と考えられる傾向がみられている。

今後も継続してフラッシュ放

流・土砂還元を実施していく。



青蓮寺ダム定期報告書(R3) 6 章 生物

6-260

文献リストの作成

青蓮寺ダムの生物に係わる評価のため、以下の資料を収集整理した。

表 6.7-1 ｢生物｣に使用した文献・資料リスト

No 文献・資料名 発行者 発行年月 備考

6-1 平成 27 年度青蓮寺ダム定期報告書 木津川ダム総合管理所 平成 29 年 3 月

6-2
青蓮寺ダム河川水辺の国勢調査業務報告

書（鳥類調査）
木津川ダム総合管理所 平成 29 年 3 月

6-3
平成 29 年度木津川ダム群河川水辺の国勢

調査業務報告書（魚類調査）（青蓮寺ダム）
木津川ダム総合管理所 平成 30 年 3 月

6-4
木津川ダム群河川水辺の国勢調査業務報

告書（底生動物調査）（青蓮寺ダム）
木津川ダム総合管理所 平成 30 年 12 月

6-5
木津川ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（植物調査）（青蓮寺ダム）
木津川ダム総合管理所 令和 2 年 2 月

6-6
木津川ダム群河川水辺の国勢調査報告書

（ダム湖環境基図作成調査）（青蓮寺ダム）
木津川ダム総合管理所 令和 3 年 3 月

6-7 環境省レッドリスト 2020 環境省 令和 2 年 3 月

6-8
三重県レッドデータブック 2015～三重県

の絶滅のおそれのある野生生物～ 三重県 平成 27 年 3 月


